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巻頭言 

校長  横川 修 

進取敢為でウェルビーイング 
日課に「ウトウトタイム」を設定し，毎日 10分の午睡をする本校の生徒及び

教職員は快眠習慣を大切にしています。ウェルビーイングを目指してよりよく
学び，よりよく働くためです。「ウトウトタイム」を通して，睡眠の不思議に迫
る本校生は，休日の寝だめがもたらすソーシャル・ジェットラグ（社会的時差ぼ
け）防止にも努めています。ソーシャル・ジェットラグとは，平日の寝不足を休
日に取り戻そうと睡眠時間を長くしたり，朝寝をしたりすると体内リズムが乱

れて，かえって次週の半ばまで疲労感を引きずってしまうという残念な状態で
す。これからも本校生には，世界中の多くの人々が人生 100 年時代を謳歌でき
るよう，睡眠の質，量，そしてリズムを大切にした快眠習慣づくりに資する課題
研究を期待しています。 
令和６年度は科学部地学班が７年越しで重ねてきた不知火現象に係る研究が

大きな前進を遂げました。再現実験によるメカニズム解明に続き，海上での写真

撮影に成功し，36 年ぶりの快挙と報道され，多くの方と喜びを分かち合いまし
た。クラウドファンディングで全国各地から御支援を賜るとともに，地元漁協の
方への真夜中の漁船出港や観測機器設置の依頼に対して，「若者の夢をかなえて
やりたい」と絶大な御協力を頂戴できたことが背景にあります。皆様の御厚情に
厚く御礼申し上げます。 

課題研究成果発表と多彩で多様な交流の機会として催した「UTO Well-Being 
探究 Award 2024」で御講演をお願いしましたお二人からは若者に対する期待と
熱いメッセージをいただきました。JAXA 社友 Koshoya2020 代表の柳川孝二先
生は，自分の「宇宙」を押し拡げる人生の面白さを，多様なチームメイトと力を
合わせる楽しさを，熊本大学大学院先導機構フロンティアデータサイエンス化
血研寄附講座特任助教の中村振一郎先生は，人間，この未知なるものの深さ，人
工知能の先にある自然知能，学校やテストに答えがあっても，仕事や世界には，
答えがあるかないかもわからないと語ってくださいました。 
今から 90年ほど前に，不知火研究の最前線にいらっしゃった宮西通可先生の

お孫さんから地学班の生徒宛に頂戴した手紙の一節を紹介して，ウェルビーイ
ングを目指す意義について改めて考えたいと思います。 

家族にとって祖父は「不知火の人」で，それが誇りでもありました。宇土高等
学校の皆様が，これからも郷土の自然や歴史を，最新の知識で，熱い心で受け継
いでいかれますことと，皆様の研究が明るい未来に続く道になりますよう心よ
りお祈り申し上げます。 
本校は、激動の時代にあっても変わらない科学する精神「進取敢為」を胸に，

何度失敗を重ねても，「敢」の意味する，怯まず，挫けず，諦めずを体現し，謎
に満ち溢れた宇宙を探究し続ける科学技術人財育成に努めて参る所存です。 
結びに，御指導を賜ります文部科学省及び国立研究開発法人科学技術振興機

構の皆様，SSH運営指導委員の方々，御支援御協力を賜ります研究教育機関，事
業者，宇土市，及び熊本県教育委員会をはじめとするすべての関係者の皆様方に
心からの敬意と感謝を申し上げます。今後も引き続き御指導御助言を賜ります

ようお願い申し上げ，御挨拶といたします。 
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別紙様式１ 

熊本県立宇土中学校・宇土高等学校 基礎枠 

指定第Ⅲ期目 05～09 

 

❶令和６年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告 

 

①  研究開発課題  

ウェルビーイングを目指し,UTO-LOGIC(1)を駆使して新たな価値を創る科学技術人材の育成 

②  研究開発の概要  

併設型中高一貫教育校として,ウェルビーイングを目指し,UTO-LOGIC(1)を駆使して新たな価値を

創る科学技術人材を育成するために,「理数教育と探究の「問い」を創る授業(6)の実践」,「UTO-

LOGIC(1)を駆使する探究活動の実践」,「学校設定科目 Well-BeingⅠ・Ⅱ(26)の開発とシチズンサイ

エンスの実践」に取り組む。理数教育では,中学での「JWB(8)」,「J-Tech(9)」の開発,高校での学校

設定科目「未来科学(7)」,「探究数学Ⅰ～Ⅲ」,「探究物理・化学・生物」の実践に取り組む。探究

型授業では,探究の「問い」を創る授業(6),教科の枠を越える授業(33)を推進し,UTO-LOGIC(1)とウェル

ビーイングに通じる授業デザインをする。中学段階「宇土未来探究講座(10)」,高校段階「ロジック

プログラムⅠ(11)」「ロジックプログラムⅡ(11)」,「SS 課題研究(15)」,「GS 課題研究(16)」の効果的

な指導方法を研究開発する。 

③  令和６年度実施規模  

高校 1 年は中進生(宇土中学校からの進学者),高進生(高校からの入学者)ともに全員を対象とす

る。高校 2 年は社会探究コースと自然探究コース,高校 3 年は GS(グローバルサイエンス)コースと

SS(スーパーサイエンス)コースと 2 つのコースがあるが,ともに全員を対象とする。また,併設の中

高一貫教育校として中学生も対象とする。 

課程(全日制)令和 6 年 5 月 1 日現在 

学 科 
第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 計 

実施規模 
生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

普通科 189 6 227 6 226 6 － － 642 18 高校 1 年 2 年 3

年とも全校生徒

を対象とする。

また ,中高一貫

教育校として中

学生も対象とす

る。 

ＳＳコース － － － － 53 3 － － 53 3 

理系 － － 142 4 78 3 － － 220 6 

文系 － － 85 3 95 3 － － 180 6 

(内理系) － － 142 4 131 4 － － 273 8 

高校計 189 6 227 6 226 6 － － 642 18 

中学計 71 2 70 2 70 2 － － 211 6 

計 260 8 297 6 296 6 － － 853 24 
 

④  研究開発の内容  

○研究開発計画 

第Ⅰ期開発型(H25～H29) 

研究開発課題「科学を主導する人材育成のための教育課程及び指導方法の開発」 

 

理数教育の開発 科学的探究活動プログラムの開発 グローバル教育の開発 

実
践 

❶中学数学 70 時間,理科 70 時間授業増加 
❷学校設定科目「探究数学」設置。
6 年を通した探究的科目開発 
❸学校設定科目「未来科学(7)A・B」
設置。基礎 4 領域を扱う学習配列開
発,探究実験「未来科学 Lab(7)」開発 

❶中学「宇土未来探究講座(10)」野外
活動,地域学,キャリア教育を柱に
体験を重視したプログラム開発 
❷高校「宇土未来探究講座(10)」ロジ
ックリサーチ(12),プレ課題研究(13),
課題研究と探究活動の全校体制開
発 

❶海外研修の機会を提供する GLP(22)

開発 
❷英語活用教室 U-CUBE(23)設置。英語
で科学・グローバル講座実践。 
❸大韓民国 SSH 海外研修等,国際研
究発表プログラムを開発。 

成
果 

❶数学・理科における 6 年間を通し
た学習配列編成 
❷未来科学 Lab(7)実験教材及びチェ
ックリスト開発 
❸科学系コンテスト参加者増加(指
定前比 5 倍) 

❶6 年間を通した宇土未来探究講座
(10)のプログラム構築 
❷全生徒,全校体制による探究活動
の実践 
❸科学部世界大会入賞,課題研究各
種学会発表 

❶海外研修経験 247 人(5 年)を支援
する体制構築 
❷GLP 研究主任(32)を中心とした組織
体制の構築 
❸海外研究発表,国際研究発表機会
の開発 
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第Ⅱ期実践型(H30～R4) 

研究開発課題「未知なるものに挑む UTO-LOGIC(1)で切り拓く探究活動の実践」 

 理数教育の開発及び教科の枠を越
えた探究の「問い」を創る授業(6)の
実践 

教科との関わりを重視した科学的
探究活動プログラムの開発 

社会と共創する探究を進め，地域か
らグローバルに展開するプログラ
ムの実践 

実
践 

❶探究の「問い」を創る授業(6)シラ
バス及び探究の「問い」の一覧作成 
❷「SS 探究化学・物理・生物」設置
と教科融合教材の開発 
❸生徒が創った探究の「問い」を評
価するルーブリックを開発 
❹探究数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲでデータサイ
エンス教材の開発 

❶SSH 主対象生徒以外の探究活動の
充実 
❷「GS 課題研究(16)」開講。独自開発
教材 GS 本(19)運用 
❸学習管理システム導入,探究活動
の成果物デジタルポートフォリオ
化 

❶台湾研修・高大接続プログラム構
築 
❷社会との共創プログラム開発と社
会と共創した課題研究の実践 
❸卒業生人材・人財活用プログラム
として卒業生追跡調査の実施 

成
果 

❶学習内容(単元)を「問い」で設定
したシラバスを開発。全教科の探究
の「問い」を創る授業(6)を通して創
られた「問い」の一覧を作成 
❷各 SS 探究科目を開講し,探究の
「問い」を創る授業(6)シラバスの作
成と探究型授業の構築 
❸生徒が創った探究の「問い」をデ
ータで集約,テーマ設定時に活用 
❹生徒の課題研究データを用いた確
率分布と統計的な推測の教材開発 

❶SSH 主対象生徒以外の探究活動を
新たに配置した GS 研究主任(31)を中
心に学年職員で指導する体制を構築 
❷GS 課題研究(16)を展開できるよう
に GS 本(19)を開発。GS 研究主任(31)を
中心に学年教員が運用する体制構築 
❸学習管理システムとして Google 
classroom, Google ドライブを活用
した探究活動の実践 

❶台湾國立中科實驗高級中學と連携
体制構築。台湾・静宜大学と姉妹校
提携,交換留学・進学プログラム開発 
❷産・学・官連携「ペーパーブリッ
ジコンテスト(24)」や専門機関連携
「ウトウトタイム(27)」など開発した
プログラムと関連の課題研究を展開 
❸パネルディスカッションや本校紹
介動画等に卒業生の協力体制構築。
課題研究助言も定期的に行う体制構
築 

第Ⅲ期実践型(R5～R9)  

研究事項の概要 

 学際的な理数教育と探究の「問い」から
価値を創造する授業デザイン 

社会と共創するために UTO-LOGIC を
駆使する探究活動の実践 

Well-BeingⅠ・Ⅱ開発とシチズンサ
イエンス市民公開講座の実践 

第
１
年
次 

❶文理融合「6 クラス 2 コース編制」,
定期考査見直し，観点別評価の適正
な実施 
❷学校設定科目「未来科学(7)」「探究
数学Ⅰ」の開発 
❸探究の「問い」を創る授業(6)シラバ
ス及び「問い」の評価ルーブリック 
の開発 

❶学校設定科目「ロジックプログラ
ムⅠ(11)」指導(教材)と評価の一体化
の検証 
❷国際性を高めるプロジェクト
GLP(22)の実践 
❸睡眠研究，Art＆Engineering～架
け橋プロジェクト～をはじめとする
社会と共創する探究の実践 

❶高校1年学校設定科目「Well-Being
Ⅰ(26)（WBⅠ）」の開発 
❷シチズンサイエンス「ウェルビー
イング市民公開講座(28)」の設定 
❸ウトウトタイム(27)と Well-Being
Ⅰ(26)でのデータ活用 
 

第
２
年
次 

❶文理融合「6 クラス 2 コース編制」,
定期考査見直し，観点別評価の検証 
❷高校 2 年次の学校設定科目「探究
化学・探究物理・探究生物,探究数学
Ⅱ」実践,公開授業実施 
❸中学校「JWB(8)」「J-Tech(9)」の開
発及び検証 

❶高校 2 年次の学校設定科目「ロジ
ックプログラムⅡ(11)」の実践,指導と
評価の一体化の検証 
❷国際性を高めるプロジェクト
GLP(22)の実践・検証 
❸睡眠研究，Art＆Engineering～架
け橋プロジェクト～をはじめとする
社会と共創する探究の検証 

❶高校 2 年次の学校設定科目「Well-
BeingⅡ(26)（ＷＢⅡ）」の開発 
❷高校 1,2 年による「ウェルビーイ
ング市民公開講座(28)」の実施 
❸ウトウトタイム(27)と Well-Being
Ⅰ・Ⅱ(26)でのデータ活用 

 
○教育課程上の特例 
学科・コース 開設する教科・科目等 代替される教科・科目等 対象 

教科・科目名 単位数 教科・科目名 単位数  
普通科 
 

未来科学 ４ 
科学と人間生活 ２ 

第１学年 

化学基礎 ２ 

探究数学Ⅰ ５ 
数学Ⅰ ３ 
数学Ａ ２ 

ロジックプログラムⅠ 
１ 

総合的な探究の時間 １ 
理数探究基礎 １ 

Well-Being Ⅰ １ 数学Ⅰ １ 
普通科 
自然探究コース 

探究数学Ⅱ ６ 
数学Ⅱ ４  

 
第２学年 
※探究物理,探究生物の
いずれかを選択 

数学Ｂ ２ 
探究物理 ２ 物理 ２ 
探究化学 ２ 化学 ２ 
探究生物 ２ 生物 ２ 

普通科 
自然探究コース 
社会探究コース 

Well-Being Ⅰ １ 
情報Ⅰ ２ 

ロジックプログラムⅡ ２ 
総合的な探究の時間 １ 

普通科 
SS コース 探究数学Ⅲ ７ 

数学Ⅲ ３  
 
第３学年 
※SS探究物理,SS探究生
物のいずれかを選択 

数学Ｂ ２ 
数学Ｃ ２ 

ＳＳ探究物理 ３ 物理 ３ 
ＳＳ探究化学 ４ 化学 ４ 
ＳＳ探究生物 ３ 生物 ３ 
ＳＳ課題研究 １ 総合的な探究の時間 １ 

普通科 GS 文系理系 ＧＳ課題研究 １ 総合的な探究の時間 １ 
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○令和６年度の教育課程の内容のうち特徴的な事項 

課題研究に関する教科・科目の名称 学校設定教科「ロジック」 
学科 

コース 
第 1 学年 第２学年 第３学年 対象 
教科・科目名 単位数 教科・科目名 単位数 教科・科目名 単位数  

普通科 ロジックプログラムⅠ(11) １     
全員 189 名 

Well-Being Ⅰ(26) １     
普通科 
 

  ロジックプログラムⅡ(11)  ２   全員 227 名 
  Well-Being Ⅱ (26) １   

SS     SS 課題研究 (15) １ SS コース 
53 名 

GS 文系 
理系 

    GS 課題研究 (16) １ GS コース 
173 名 

課題研究に関する教科・科目の内容 

①テーマ設定（探究科目と探究の名称） 

※各段階で a,b もしくは a,b,c のいずれか選択 
1 学年 科目 名称  テーマ設定グループ分け 

5 月 
ロ
ジ
ッ
ク
プ
ロ
グ
ラ
ムⅠ

 

 ロジック 

リサーチ 

 
個 人 研 究 ［ レ ポ ー ト 作 成 ］ 【 全 教 員 個 別 指 導 】 
a 個 人 設 定 【 原 則 】 b 探 究 の 「 問 い 」 

    
9 月   全 員 ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン ・ 代 表 生 徒 に よ る 発 表 会 

     

10 月  

プレ 

課題研究 

 
プ レ S S 課 題 研 究 
【 数 学 ・ 理 科 教 員 】 

 
プレ GS 課題研究 

【理数以外の教員】 
   a 個人研究 b ラボ体験 c グループ研究  a ゼミ体験 b グループ研究 
   ↓ ↓ ↓  ↓ ↓ 

2 月   校内発表会・研究要旨作成 
 3 月   

2 学年           

4 月 ロ
ジ
ッ
ク
プ
ロ
グ
ラ
ムⅡ

 

 

課題研究 

 a 個 人 研 究 b 継続ラボ c グループ研究  学際 
課題研究 

【3人 1組教科
の枠を越える
授業研究教員】 

 
a 
探究ｾﾞﾐ 

b 
ｸﾞﾙｰﾌﾟ研究 

   
S S 課 題 研 究  

【数学・理科教員】 
  

GS 課題研究 

【理数以外の教

員】 

   ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 

5 月   研究計画発表（研究費申請①） 

7 月   研究構想発表（研究費申請②・学会等出展申請①） 

11 月   研究中間発表（研究費申請③・学会等出展申請②） 

12 月 
3 月 

 
 

KSH（熊本県スーパーハイスクール研究発表会）ポスター発表 

 ロジックスーパープレゼンテーション・口頭発表・研究要旨作成 

3 学年     ↓ ↓ ↓   

4 月 
Ⅲ 

 
課題研究 

 追実験計画発表（研究費申請④・学会等出展申請③） 

7 月   UTO Well-Being 探究 Award・英語口頭発表・論文作成 
 
②テーマ設定方法                            ②課題研究の指導方法 

ロジック 
リサーチ 

a 個人設定 生徒が自らテーマ設定  自治型 

b 探究の「問い」 
探究の「問い」データベースからテーマ
設定 

 学校内施設機器利用で
課題研究を展開する 

プレ 
課題研究 

a 個人研究 ロジックリサーチから継続して研究  

b ラボ/ゼミ体験 過去の課題研究で確立した手法を用いて研究  連携型 

c グループ ロジックリサーチのテーマをもとにグループ編制  適宜,専門機関から指
導助言を受け,施設機
器を利用,活用する。 

SS 
課題研究 

a 個人研究 プレ課題研究から継続して個人研究  

b 継続ラボ 過去の課題研究で確立した手法を用いて研究  

c 新規研究 新規にグループ編制してテーマ設定  共同研究型 

GS 
課題研究 

a 研究ゼミ 過去の GS 課題研究の資料をもとに継続研究  専門機関が確立した手
法を用い,共同で研究 b 新規研究 新規にグループ編制してテーマ設定  

 

学際課題研究 
3 人 1 組教科の枠を越える授業研究で編制した教員（数学・理科の教員と
理数以外の教員）が TT で担当。自然探究，社会探究コースの双方の生徒
で編制し，学際的に探究するテーマを設定する。 
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○具体的な研究事項・活動内容 

SSH 研究開発の 3 テーマについて,それぞれ以下に示す研究事項・活動内容であった。 

Ⅰ 併設型中高一貫教育校として，学際的な理数教育と探究の「問い」から価値を創造する授業デザインの実践 

❶学力の三要素のバランスを重視した観点別評価の適正な実施 

定期考査を見直し,すべての教科で探究型授業と学習評価の方法を研究開発することを進めた。 

❷中学校「Junior Well-Being(8)」「Junior-Technology(9)」 

選択教科として設定し，教科横断型授業及び STEAM 教育を実践した。 

❸学校設定科目「未来科学(7)」 

高校 1 年次に「未来科学(7)」を開設し，「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」「地学基礎」の

4 領域編成と未来科学 Lab(7)を実施した。 

❹学校設定科目「探究物理」「探究化学」「探究生物」 

探究の「問い」を創る授業(6)シラバス，探究の「問い」の一覧（データベース）開発を進めた。 

❺学校設定科目「探究数学Ⅰ」「探究数学Ⅱ」「探究数学Ⅲ」 

数学Ⅰ～Ⅲ，数学 A～C の領域について，学習配列を工夫したシラバスを開発した。 

Ⅱ 併設型中高一貫教育校として、社会と共創するためにＵＴＯ－ＬＯＧＩＣ(1)を駆使する探究活動の実践  

❻総合的な学習の時間「宇土未来探究講座Ⅰ～Ⅲ」          【中学１年・２年・３年】 

「野外活動」「地域学」「キャリア教育」を柱に,様々な体験活動やイングリッシュキャンプ等を

通して,身近なところから研究課題を発見し,解決する手法を高めた。卒業論文を作成した。 

❼学校設定科目「ロジックプログラムⅠ(11)」             【高校１年】 

ロジックリサーチ(12)及びプレ課題研究(13)の 2 回のテーマ設定,探究サイクルに未来体験学習
(14)(先端企業訪問，関東研修)やポスターセッション見学，大学出前講義等を組み込み指導した。 

❽学校設定科目「ロジックプログラムⅡ(11)（SS 課題研究(15)）」    【高校２年】 

プレ課題研究(13)の取組を重視し,「個人研究」・「グループ研究」・「継続研究」から選択して

テーマ設定。指導体系は「共同研究型」,「連携型」,「自治型」に分けて指導を行った。 

❾学校設定科目「ロジックプログラムⅡ(11)（GS 課題研究(16)）」    【高校２年】 

人文,社会,自然科学など系統別グループ編制後,探究し,成果発表を行った。 

❿学校設定科目「ロジックプログラムⅡ(11)（学際課題研究(17)）」  【高校２年】 

自然探究コース，社会探究コースの双方の生徒で編制した学際課題研究(17)を企画した。主にグ

ループ研究でペーパーブリッジ，防災，睡眠，ヘドロ等の研究テーマを教科横断的に探究した。 

⓫学校設定科目「SS(スーパー・サイエンス)課題研究(15)」       【高校３年】 

課題研究成果を総括し，論文にまとめ，校内発表を英語で発表した。 

⓬UTO Well-Being 探究 Award(20)，ロジック・スーパープレゼンテーション(21) 

  SSH 事業の集大成としての成果発表と全校生徒が探究活動に取り組む目的と意義を再確認する

機会とした。 

⓭国際性を高める GLP(22)プロジェクト 

英語活用教室 U-CUBE(23)を，グローバル関連事業を展開する空間として運用し，英語で科学やグ

ローバル講座,同時通訳講座等,希望生徒対象に英語に触れる機会を設定した。 

⓮社会との共創プログラム 

Art＆Engineering では産・学・官連携,芸術と工学を融合させたペーパーブリッジコンテスト(24)

を実施。宇土市連携・研究発表会や地域資源・地域課題に着目した研究や専門機関との連携を展

開した。科学部の活動も地域内外から注目された。 

Ⅲ 学校設定科目「Ｗｅｌｌ－Ｂｅｉｎｇ Ⅰ・Ⅱ(26)」の開発とシチズンサイエンス「ウェルビーイング市民公開講座(28)」の実践 

⓯学校設定科目「Well-Being Ⅰ(26)」                           【高校１年】 

 探究活動を行うためのデータの集め方，表現の仕方を情報処理，統計処理の面から学んだ。 

⓰学校設定科目「Well-Being Ⅱ(26)」                           【高校２年】 

 Well-BeingⅠ(26)を更に深め，探究活動を行うためのデータの活用の仕方，表現の仕方を情報処

理，統計処理の面から学んだ。 

⓱シチズンサイエンス「ウェルビーイング市民講座(28)」 

 「Well-BeingⅠ・Ⅱ(26)」における生徒の学びの成果等を普及する機会を設定した。授業で設定し

た「ウェルビーイング統計処理コンテスト」で取り組んだ睡眠に関するデータ，行政データに関

する分析の内容を発表した。 

⓲ウトウトタイム(27) 

午睡の時間「ウトウトタイム(27)」において専門機関と連携した睡眠研究を実施した。学際課題研

究(17)も睡眠をテーマにした研究を行った。 
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 ⑤ 研究開発の成果 （根拠となるデータ等は「❸関係資料」に掲載。） 

研究開発課題「ウェルビーイングを目指し,UTO-LOGIC(1)を駆使して新たな価値を創る科学技術人
材の育成」について,研究開発の目的「ウェルビーイングを目指し,UTO-LOGIC(1)を駆使して新たな
価値を創る科学技術の人材」及び研究開発の仮説Ⅰ,Ⅱ,Ⅲを検証するための研究開発の内容テーマ
Ⅰ,Ⅱ,Ⅲの成果を示す。なお，成果❶～⓲は前頁の研究事項❶～⓲と対応している。 

 
研究開発の目的「ウェルビーイングを目指し, UTO-LOGIC(1)を駆使して新たな価値を創る科学技術の人材」 
［テーマⅠ］併設型中高一貫教育校として，学際的な理数教育と探究の「問い」から価値を創造する授業デザインの実践 

成果❶「指導と評価の一体化」とその先にある生徒の学力向上を目指し，探究の「問い」を創る

授業(6)に関して年度当初の職員研修と年 3 回すべての教科で探究型授業の実践を行うこと

ができた。 
❷実施報告書（本文）P.15～18 参照 

「指導と評価の一体化」とその先にある生徒の学力向上を目指した授業をどうデザインするのか

を各教科で考えることができた。4 月の職員研修では，教科の枠を越える学際的な理数教育，探究

の「問い」を創る授業(6)をデザインすることによって、新たな価値を創造するために探究の「問い」

を設定することができる資質・能力を高めることをねらいとして，すべての職員に対して探究の

「問い」を評価する授業デザインのワークショップを行った。探究の「問い」を創る授業(6)の公開

授業および授業研究会を年 3 回実施した。すべての公開授業において，①探究の問い，②個別最適

な学び，③協働的な学び，④一人一台端末を活用，⑤観点別評価，⑥防災の視点について①～⑥の

いずれかを取り入れた授業を実施した。その後の授業研究会において，授業者がボードに指導案や

授業関連資料，シラバス，生徒資料など授業実践に関連する資料を掲示して授業参観者とポスター

セッション形式で情報交換をする授業研究会を実施した。また，新しい成績評価規定について，昨

年度の授業と評価の PDCA サイクルについて，「生徒の学力向上につながる評価規定か」「教師の

授業改善につながる評価規定か」「納得感があり，ミスが生じにくい評価規定か」を見直し，新し

い評価のイメージを全職員で共有することができた。 

成果❷中学校段階における学校設定科目「Junior Well-Being(8)」「Junior-Technology(9)」を通

して,自然や社会の課題解決のために観察や考察，情報収集，データ分析，企画提案等に

必要な知識・技能を習得することができた。 
❷実施報告書（本文）P.19～21 参照 

 中学校段階における「Junior Well-Being(8)」を令和 5 年度より学校設定科目として開設し,数学

及び理科で教科横断的な学びを深めるための指導方法及び教材開発を進めることができた。また,

産業界との連携を図った学際的な教材開発を展開することで，教科横断型授業の実践を進めること

ができた。同様に選択教科「Junior Technology(9)」を開設し，熊本県内の指導教諭及び専門機関

の人材等と連携し,農業・商業（起業）・工業・技術・家庭の領域を扱うプログラミング等に関す

る授業を実践することができた。日常生活と教科教育のつながり，学習内容と産業界との関係性を

実感できる指導方法や教材教具の開発の充実を図ることができた。 

成果❸学校設定科目「未来科学(7)」を通して学際的な学びを深めることができた。 
❷実施報告書（本文）P.24～28 参照 

未来科学(7)では, 化学，物理，生物，地学の教員が授業を担当することができる指導体制とし，

理科 4 領域を 6 時間の単元のまとまりで展開することができるようにシラバス編制をすることが

できた。未来科学 Lab(7)では，目的と意義に関するガイダンスを実施したうえで,事前事後指導を

含めた指導方法で実施することができた。 

成果❹学校設定科目「探究物理」「探究化学」「探究生物」を通して，探究の「問い」を通して

学びを深めることができた。 
❷実施報告書（本文）P.24～28 参照 

生徒が設定した 1 年ロジックリサーチ(12)及びプレ課題研究(13),2 年課題研究のテーマを参照し

て,「探究物理」「探究化学」「探究生物」の授業の探究の「問い」を設定する授業設計をするこ

とによって,教科の枠を超えた授業(33)設計を行う視点が高まり,主体的・対話的で深い学びを実現

する授業改革を展開することができた。また,数理融合教材開発,探究型授業実践を通した教科横断

型授業の構築を図ることができた。探究の「問い」を記載したシラバス及び生徒が創った探究テー

マは Google form・スプレッドシートで共有し,探究の「問い」の一覧（データベース）にする。探

究の「問い」のデータベースはロジックリサーチでのミニ課題研究やプレ課題研究,課題研究のテ

ーマ設定につなげられるようにした。 
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成果❺「探究数学Ⅰ」「探究数学Ⅱ」において，数学の考え方を通して，事象を数学的に考察す

ることにより，数学と他教科との関連や日常生活,科学技術との関連を意識させるととも

に，その教材開発を行うことができた。 
❷実施報告書（本文）P.29～31 参照 

数学は研究の場面等で実際の現象を扱っているにもかかわらず, 高校数学で扱う問題はほぼ全
ての領域において抽象化されたものとなっている。そのため,数学は抽象的で,将来において役立た
ないと思っている高校生が少なくない。そこで，通常の科目「数学ⅠⅡⅢABC」の配列を変化させ
た「探究数学ⅠⅡⅢ」を指導することによって，授業や実力テスト等を通じて,日常生活と数学の
関連を題材にした問題を出題し,数学が普段の生活とどのように関わりを持っているのかを認識さ
せ,そのうえで数学的思考力を高めることができた。授業内では 1 人 1 台端末 Chromebook を使い，
協同学習アプリ Miro 等を用いて生徒の学びを深める探究の「問い」を創る授業を実践することが
できた。教師の説明を受け全体に考え方を共有し，初めに自ら設定した探究の「問い」がどうであ
ったのか，確認をする。授業終了前にリフレクションシートを用いて授業の振り返りを行うことが
できた。 

また，生徒へアンケートを実施し，ポートフォリオ分析を進めた結果，「数学は日常生活に役
立つ」「数学は探究活動に役立つ」に関しての満足度指標が増加した。 

 

［テーマⅡ］併設型中高一貫教育校として、社会と共創するために UTO-LOGIC(1)を駆使する探究活動の実践 

成果❻中学校段階における｢宇土未来探究講座(10)｣において，グローバルな視点から物事をとら

えるプログラムを活動に取り入れ，様々な分野でリーダーとなる人材育成を図ることがで

きた。  
❷実施報告書（本文）P.35,36 参照 

 中学生段階での総合的な学習の時間の代替科目である「宇土未来探究講座(10)」において，野外
活動，地域学，キャリア教育を 3 つの大きな柱とし，人間力の育成を目指している。「野外活動」
においては，自然の中で頭と体を使って課題を解決することで，心身ともにたくましい生徒を育
て，自然体験・農漁業体験・生活体験を通して，コミュニケーション能力や積極性，実行力等「人
としての力」を身につけさせ，「自然や生命に対する畏敬の念」や「人と関わり，自分の未来を
切り拓く力」を培うことができた。「地域学」においては，宇土や熊本の自然・歴史・文化・産
業などについて，調査・研究することで，自ら学び，考える力を育てるとともに，郷土理解を深
め，世界へと視野を広げることができた。「キャリア教育」においては，職場訪問・職場体験（イ
ンターンシップ）・職業講話などを通して，将来の生き方を探究し，進路希望の実現をめざすと
ともに，社会人・職業人として自立していくための実践活動を行うことができた。 

成果❼高校 1 年学校設定科目「ロジックプログラムⅠ(11)」において，生徒が様々な事象に関わ

り，数学的な見方・考え方や理科の見方・考え方を組み合わせるなどして働かせ，社会の

様々な変化に主体的かつ柔軟に対応する資質・能力を育てることができた。  
❷実施報告書（本文）P.37～42 参照 

探究活動,最先端の研究や技術,自然科学の原理に関する歴史に触れる機会として,高校 1 年生
学校設定科目ロジックプログラムⅠ(11)を開講し，「ロジックリサーチ(12)（4 月～9 月）」,「プレ
課題研究(13)（10 月～3 月）」,「出前講義（10 月）」「未来体験学習(14)（7 月，12 月）」などの
探究活動を体系的,系統的に実施することができた。過去の成果や特色，様々な体験活動と 2 回テ
ーマを設定し，探究を関連付けたプログラム構築し，生徒が様々な事象に関わり，数学的な見方
・考え方や理科の見方・考え方を組み合わせるなどして働かせ，探究の過程に取り組むことがで
きる指導方法，数学・理科の教員を中心に様々な教科の教員と連携を図り自然探究，社会探究を
推進する指導体制を構築することができた。 
また，Well-BeingⅠ(26)の授業と併用することによって，科学的手法を用いた研究を進め，研究

目的・仮説の設定から結果整理，考察までの研究手順を身につけることができ，発表科学論文形
式 IMRAD を意識したレポート及びポスター作成やプレゼンテーションで研究内容を表現すること
ができた。生徒へのアンケートをポートフォリオ分析で進めた結果においても，1 年ロジックプ
ログラムⅠ(11)を行うことで「視野の広がり」「知識の創造」「感覚の変化」「説明の対照性」な
ど，L（論理性）や I（革新性）の分野において，満足度指標が高い結果が出た。 

成果❽高校 2 年学校設定科目「ロジックプログラムⅡ(11)」を開設し，「SS 課題研究(15)」につい

て，従来より多くの生徒が研究を行った。高校 2 年生に加えて中学 3 年生も各課題研究に

参加し，先輩から後輩へ研究の継承を行うことができた。 
❷実施報告書（本文）P.43～47 参照 

高校 1 年次に「ロジックリサーチ(12)」と「プレ課題研究(13)」の 2 回のテーマ設定及び探究サイ
クルを経験した後,2 年次に再度テーマを設定し,探究活動を展開した。テーマ設定に関しては,従
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来の「SS 課題研究(15)」（数学・理科の教員）,「GS 課題研究(16)」（数学・理科以外の教科の教員）
に加え，「学際課題研究(17)」（数学・理科の教員＋理数以外の教員）を開設し，3 つの分野に分
かれ,担当教員の専門性を活かした指導体制を編制し,大学や研究機関,企業や地域等と連携を図
り,身近な事象を対象に探究に取り組むことができた。学際課題研究(17)は自然探究コース，社会
探究コースのどちらからでも取り組めるよう設定した。 
昨年度よりコースを 6 クラス 2 コース編制にしたことにより，それまで一部が取り組んでいた

SS 課題研究(15)に関しても，多くの生徒が取り組んでいる。SS 課題研究(15)の人数や班の数など，
年々増加している。 

成果❾高校 2 年学校設定科目「ロジックプログラムⅡ(11)」において，SS と GS を融合させた「学

際課題研究(17)」を開設することができた。 
❷実施報告書（本文）P.43～47 参照 

この 2 年間の学際課題研究(17)は「防災班」「ペーパーブリッジ班」「ヘドロ研究班」「睡眠研
究班」の 4 つのテーマを柱として研究を行った。これまで個人，自身のために行う探究活動の取
り組みであったが，人類・社会の幸せを願っての探究活動，すなわち公共のための探究活動とよ
りウェルビーイングの視点で考えることができた。 

成果❿高校 2 年学校設定科目「ロジックプログラムⅡ(11)」において，「GS 課題研究(16)」につい

ても従来よりも取り組みを更に充実化させることができた。 
❷実施報告書（本文）P.43～47 参照 

 GS 課題研究(16)について，従来の研究から地域研究の取り組みなど，更に発展させることができ
た。中には地元の特産品を活かし，地元企業と連携して商品開発を行い，地域で販売をすること
ができた。また，中学 3 年生も宇土未来探究講座(10)の一部の時間を使って同様の課題研究に参
加し，高校での課題研究を先輩から継承することで今後どのように進めていけばよいか理解する
ことができた。 

成果⓫高校 3 年課題研究において，その成果を論文にまとめ,研究発表を英語で発表し，探究活

動を総括することによって,ロジックルーブリック(2)で設定した達成度を実感し,探究の有

用感や意義を高めることができた。 
❷実施報告書（本文）P.48 参照 

 高校 3 年生の課題研究において，昨年度より「SS 課題研究(15)」「学際課題研究(17)」「GS 課題
研究(16)」を引き続き取り組み，2 年間の研究のまとめとして課題研究論文集(19)を作成した。研究
が再現できるように記述すること,アカデミックライティングの手法を意識すること等,ロジック
ガイドブック(18)記載内容に留意し,統一様式で論文を作成した。また，7 月最後の校内発表会では
すべての班で英語による取り組みを発表した。  
 生徒へのアンケート結果でも「課題研究の内容が進路選択における志望分野探しに役立つ」と
答えた生徒も 3 年では 8 割を超えており，探究活動を通じて進路選択に繋がっている様子が見ら
れる。 

成果⓬7 月に「UTO Well-Being 探究 Award(20)」，3 月に「ロジックスーパープレゼンテーション
(21)」を開催し，本校が取り組んでいる宇土未来探究講座(10)，ロジックプログラムⅠⅡ
(11)，SS 課題研究(15),GS 課題研究(16)，学際課題研究(17)をはじめとする探究活動の成果を校

内外に広く発表する機会を設定することができた。  
❷実施報告書（本文）P.49,50 参照 

7 月に「UTO Well-Being 探究 Award(20)」を 2000 人の収容規模を誇る熊本城ホールにおいて，実
施することができた。県内外の企業や小中高校に広く発信し，当日は教育関係者，同窓生，保護
者，地域の小中学生など 300 人近くの来場者があった。また，3 月には「ロジックスーパープレゼ
ンテーション(21)」を宇土市民会館で実施した。1 年間のまとめとして中学生，高校 1,2 年が宇土
未来探究講座(10)，ロジックプログラムⅠⅡ(11)など 1 年間取り組んだ研究内容をまとめた。これら
の成果発表会で本校の探究活動の取組を広く内外に発信することができた。また，多くの生徒が
発表を経験し，プレゼンテーション能力が上がることを実感できた。アンケート項目「成果を発
表し伝える力(プレゼンテーション力)が向上する」の項目においても前期から後期もしくは学年
が上がるにつれて「そう思う」の割合が増えていることが見て取れる。 

 

成果⓭国際性を高める取り組みとして，SSH 台湾研修や ICAST 参加など，国際交流や国際研究発

表,グローバル関連事業への参加を促進する機会の充実を図ることができた。全学年にお

けるオンライン英会話講座ができた。  
❷実施報告書（本文）P.51～54 参照 

第Ⅰ期，Ⅱ期に引き続き，GLP 研究主任(32)を中心とした U-CUBE(23)の運用を通してグローバルリ
ーダー育成プロジェクト(GLP(22))を実施した。生徒へのアンケート調査でも「英語を学ぶことで日
常生活に役に立っている」という回答については，すべての学年において，7～8 割の生徒が肯定
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的な回答を示した。数年前のコロナ禍で実施できなかった台湾海外研修（國立中科實驗高級中學
訪問）,ICAST（国際先端科学技術学生会議）への参加など取り組みを徐々に復活させることがで
きた。台湾静宜大学との国際間高大連携学術文化交流プログラムを実施し，静宜大学を始めとし
た海外大学への進学も増えた。また，全学年におけるオンライン英会話講座など，英語の学習意
欲や英語で会話する意欲を高めることができた。その結果，毎年数名の高校 3 年生が海外への進
学を果たしたり，高校 1 年生や 2 年生から短期間の海外留学を経験したりする生徒が増えた。 

成果⓮芸術と工学を融合させたペーパーブリッジコンテスト(24)や，地域資源・地域課題に着目

した研究を課題研究や科学部の活動で行うなど社会との共創プログラムを充実させた。 
❷実施報告書（本文）P.55～57 及び❸関係資料 P.96 参照 

 社会との共創プログラムの取組として，Art＆Engineering では産・学・官連携，芸術と工学を
融合させたペーパーブリッジコンテスト(24)を実施した。プロジェクトによるグループ活動を通し
て，学習の基盤や現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力の育成ができた。学際課題研
究(17)や GS 課題研究(16)においても地域課題を考える研究内容が増えた。特に GS 課題研究(16)では
地域の特産品を活かした商品を作れないか思案を重ね，地元企業から原料を提供していただき，
商品化をすることができた。科学部も様々な学会やコンテストに応募し，3 年生ののべ発表件数
は 120 件を超えた。 

［テーマⅢ］学校設定科目「Ｗｅｌｌ－Ｂｅｉｎｇ Ⅰ・Ⅱ(26)」の開発とシチズンサイエンス「ウェルビーイング市民公開講座(28)」の実践 
成果⓯⓰情報・数学の統計分野の領域を融合した「Well-BeingⅠ・Ⅱ(26)」を開発することによ

って,ウェルビーイングを目指した意思決定のために，統計学を駆使してデータを活用さ
せる生徒を育成することができた。 

❷実施報告書（本文）P.61～64 参照 

高校 1 年生の全生徒対象に学校設定科目「Well-BeingⅠ(26)」,高校 2 年生の全生徒対象に学校
設定科目「Well-BeingⅡ(26)」を実施した。「Well-BeingⅠ(26)」では，数学Ⅰのデータの分析の内
容，情報Ⅰの情報社会の問題解決の内容を，「Well-BeingⅡ(26)」では，情報Ⅰのコンピュータと
プログラミング及び情報通信ネットワークとデータの活用，数学 B の統計的な推測の内容学び，
健康や地域社会のウェルビーイングを目指した意思決定のために，データ駆動させる生徒を育成
することができた。また，1 学年の課題研究である「ロジックリサーチ(12)」や「プレ課題研究(13)」，
2 年次の課題研究「SS 課題研究(15)」「学際課題研究(17)」「GS 課題研究(16)」で取り扱うデータに
ついて，データの収集や統計の応用ができるようになった。 
成果⓱「Well-BeingⅠ・Ⅱ(26)」で学んだ内容を活用し，1 年次のロジックリサーチ(12)やプレ課

題研究(13)，2 年次の課題研究において情報収集のためのデータベース活用や，データ収集
方法を身につけ，地域課題と結び付けた，よりウェルビーイングに近いデータサイエンス
の手法を学ぶことができた。 

❷実施報告書（本文）P.61～64 参照 

 Well-BeingⅠ(26)で学んだことを 1 人 1 台端末での活用法，ロジックリサーチ(12)やプレ課題研究
(13)での情報収集やデータベース活用法に応用することができた。また，Well-BeingⅡ(26)で学んだ
ことを行政に関するデータを活用し,社会的ウェルビーイングを主張する仮説の検定に活かすこ
とができた。各学年とも課題研究の内容について，統計的な処理を上手に施し，ビッグデータの
特徴をまとめることができた研究も多かった。 
 各学年のアンケート結果においても，「情報端末を扱える」「1 人 1 台端末は探究活動で役立
つ」と答えた生徒はほぼ 8 割の生徒が肯定的な結果になっている。 

成果⓲昼休み後,10 分間設定する午睡の時間を「ウトウトタイム(27)」として日課に設定すること

で，授業や部活動のパフォーマンスを向上させることができた。睡眠に関して興味関心を

持ち，課題研究や進学先の研究で睡眠について研究が増えた。 
❷実施報告書（本文）P.66 参照 

昼休み後に 10分間,午睡をとる時間をニッカ表に設定したウトウトタイム(27)を引き続き実施し
た。ウトウトタイム(27)は，産・学・医ネットワークとして，世界トップレベル研究拠点プログラ
ムに採択されている筑波大学国際統合睡眠医科学研究機構と継続した連携を進めた。12 月に 1 学
年を対象に未来体験学習(14)（関東研修）を行い，Excellent 班として 10 名の生徒が国際統合睡眠
医科学研究所で研修を行った。そこで取り組んだ内容は発表会で研修参加生徒全員に伝えた。  
 また，1 年プレ課題研究(13)，2 年学際課題研究(17)，3 年 SS 課題研究(15)，3 年学際課題研究(17)の
各テーマではウトウトタイム(27)や自律神経に関して研究するなど睡眠に関する課題研究も多く
の生徒が取り組んだ。学際課題研究(17)では，スポーツと睡眠，自転車と睡眠など探究活動を身体
的なウェルビーイングに活かしていこうとする研究が見られた。 
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⑥ 研究開発の課題  （根拠となるデータ等を「❸関係資料」に掲載。） 

「ウェルビーイングを目指し,UTO-LOGIC(1)を駆使して新たな価値を創る科学技術人材の育成」

を研究開発課題に取り組んだ研究開発内容「Ⅰ 探究の「問い」から価値を創る授業」,「Ⅱ 探究

活動の実践」,「Ⅲ Well-BeingⅠ・Ⅱ(26)の開発」に関する研究開発実施上の課題と,今後の研究開

発の方向性を示す。なお，生徒のアンケート結果をポートフォリオ分析し，その結果を重要度指

標・満足度指標の 4 象限に分けて分析する。（P.67 参照） 

 
［テーマⅠ］併設型中高一貫教育校として，学際的な理数教育と探究の「問い」から価値を創造する授業デザインの実践 
課題❶「探究活動の時間の確保」「探究活動への興味」の項目の重要度指標が高いものの満足度

指標が低く，重点改善要素であり，探究のプロセスを意識した授業の充実が課題である。 
❷実施報告書（本文）P.67 参照 

 数学・理科や課題研究における探究活動の重要性や満足度はポートフォリオ分析から重要度指
標，満足度指標ともに高い数値が見られるが，数学・理科以外の教科における探究活動において，
重要度指標は高いものの満足度指標が低く，重点改善項目に挙げられている。数学・理科以外の
教科学習においても，職員研修や公開授業などの場を充実させ，普段の授業時間から問題解決の
場面を作り出し，探究の「問い」を創る授業を充実させた上で，授業内で探究のプロセスを意識
させるようにしていきたい。 
 
課題❷「理科は探究活動に役立つ」の項目について，満足度指標は高いものの重要度指標が低

く，維持項目に挙げられ，他教科の題材を理科的な見方・考え方で学ぶ教材開発が課題で
ある。 

❷実施報告書（本文）P.67 参照 
 ポートフォリオ分析から「理科は日常生活で役立つ」という項目について，生徒の満足度指標
は高いものの重要度指標が低く，改善指標も-3.96 となっており，重要度をしっかりと上げてい
く必要がある。理科的な視点で他教科を学ぶ教科横断型授業の実践を進めるために中学校段階で
選択科目の「Junior Well-Being(8)」や「Junior Technology(9)」，高校 1 年次に理科 4 領域を学
際的な問いで構成する学校設定科目「未来科学(7)」を設置している。それらを踏まえ，探究の「問
い」を通して，理論や原理を理解したうえで，学んだことを応用し，自ら探究の「問い」を創る
流れを他教科での学びでも活用することができるように,日常生活に着目した教材開発に加え,他
教科の題材を理科的な見方・考え方で学ぶ教材開発ができるように開発していきたい。 
 
課題❸「理科は日常生活で役立つ」「数学は日常生活で役立つ」の項目に対して，満足度指標は

高いものの，重要度指標は低いため，維持項目に挙げられ，日常生活の疑問を探究するこ
とでさらに学びを深めさせることが課題である。 

❷実施報告書（本文）P.24～31,67 参照 

 ロジックリサーチ(12)，プレ課題研究(13)，課題研究の時間や理科・数学等の授業において探究活
動を熱心に進めてはいるが，それ以外の教科や学校生活，学校以外の生活においても探究活動の
重要性を推し進めていきたい。日常生活と探究活動はお互いに影響を与え合い，生活をより深く
理解する手助けをしてくれる関係にあることを理解させたい。高校で学ぶ数学や理科は，抽象的
なものも多いが，日常生活をより豊かに，効率的にするための基盤となるものであり，買い物や
スケジュール管理，健康管理，家事，環境問題への意識など生活のあらゆる場面で活用できる。
理科・数学のどちらも学びの連続であり，探究活動を通じて得た知識を日常に活かし，日常生活
の疑問を探究することでさらに学びを深めさせていきたい。 
 
［テーマⅡ］併設型中高一貫教育校として、社会と共創するために UTO-LOGIC(1)を駆使する探究活動の実践 
課題❹高校 1 年次における「研究の客観性」が重点改善項目であり，データ収集，標準化等の流

れを正確に行い，客観的に分析させることが課題である。 
❷実施報告書（本文）P.68 参照   

研究の客観性は、信頼性や再現性を確保するために非常に重要な要素であり、科学的な探究が
公平で誠実なものであることを保証している。ロジックリサーチ(12)，プレ課題研究(13)，2 年次か
らの課題研究と段階を追ってより深いテーマ設定をしていくことで改善させていきたい。Well-
BeingⅠ(26)でもデータの重要性を学んでいるため，自分の仮説や期待に合わせてデータを無意識
に操作したり，偏ったデータを選んだりしないように注意する必要がある。データ収集，標準化
等の流れを正確に行い，客観的に分析されるべきであることも引き続き指導していく。 
 
課題❺高校 2 年次の「論理性(Logicality)」の項目について，「説明の確実性」「説明の一貫

性」等の項目が，自然探究コースに比べ，社会探究コースがやや重要度指標が低く，維持
項目に挙がっており，社会探究コースにおいても探究のプロセスをより系統立てて指導し
ていくことが課題である。 

❷実施報告書（本文）P.68 参照   
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 自然探究コースにおいて特に SS 課題研究(15)や学際課題研究(17)を選択している生徒は，理科・
数学の教員からより系統立てて専門的な研究手法を学んでいるため，これらの説明の確実性や一
貫性の重要度が高いことが要因として挙げられる。社会探究コースの GS 課題研究(16)においても，
GS 本(19)などを用いてしっかりと指導していきたい。 
 
課題❻すべての学年における探究活動において，「グローバル（G）」が改善要素であり，学校

外で発表する場面が少ないことが課題である。 
❷実施報告書（本文）P.68 参照 

自分の興味視野を未知の世界で拓くレポートを作成することができる「視野の拡がり」はどの
学年も重点維持項目に挙がっているが，研究の概要を英語でも説明することができる「グローバ
ルの一歩」，研究の成果を様々な高校生に発表することができる「同世代発表」，研究の成果を
学校外で発表することができる「国内発表」などの分野に関しては，改善項目または重要改善項
目に挙がっている。KSH 学びの祭典を始めとして校外における課題研究の発表の場も多くの機会
がある中，特定のグループのみの発表に留まっているのが現状である。2 年次の課題研究が一番
多く国内発表の機会があり，自身のプレゼンテーションのスキルなどを最も高めることができる
学年であるため，引き続き指導し，そして多くの場面を提供していきたい。最終目標は国外での
英語による発表である。令和 6 年度も 12 名の 2 年生が海外で研究内容を発表することができた。
国外発表までは行かなくても，2 年次の 1 年間で最低 1 回は課題研究の内容を他校生や本校教員
外の大人に見てもらえる場面を今まで以上に多く設定するようにしていきたい。 
 
課題❼高校 1 年次と 2 年次において「課題研究の内容を他の高校生の前で発表してみたい」と考

える生徒の割合が低いことが課題である。 
❷実施報告書（本文）P.68 参照 

課題❺に繋がる面にもなるが，アンケート内容から，「課題研究の内容を他の高校生の前で発
表してみたい」の項目に対して，そう思わない，ややそう思わないと答えた生徒が 6 割ほどにな
っている。他の高校生の前で発表することで，プレゼンテーションのスキルだけでなく，他の学
生や先生からの意見や質問を受けることによるフィードバックの獲得，研究を他人に説明するた
めに，内容を整理して理解する必要があるなど多くのメリットがある。1 年次はまだ研究テーマ
が進んでいないため難しい面もあるが，2 年次は是非多くの生徒に発表の機会を与えていきたい。 

 
［テーマⅢ］学校設定科目「Ｗｅｌｌ－Ｂｅｉｎｇ ⅠⅡ」の開発とシチズンサイエンス「ウェルビーイング市民公開講座」の実践 
課題❽「Well-BeingⅠ・Ⅱ(26)」における取組において，「レポートのまとめ方」「今後の課題

研究への活かし方」「統計処理を深く学んでみたい」の 3 項目に関して，1 学年は重要度
指標が低く，活用する力が高まっていないことが課題である。 

 ❷実施報告書（本文）P.68 参照 

 成果⓯⓰でまとめたように，ウェルビーイングを目指した意思決定のために，データ駆動させ
る生徒を育成することはできているが，Well-BeingⅠ(26)を学んだ 1 学年についてはそれを活用す
る力について，重要度指標が高まっていない。それに対して，2 学年の重要度指標は高まってい
る。Well-BeingⅠ・Ⅱ(26)を学ぶことで，統計データをただ理解するだけではなく，上手に活用す
ることで，感覚や直感だけに頼ることなく，データに基づいた根拠のある意思決定が可能になる。
これにより，より適切な判断を下すことができ，結果としてリスクを低減し，成功の確率を高め
ることができることを引き続き指導していきたい。 
 
課題❾ウェルビーイングのルーブリックの各観点項目について，5 段階のルーブリック評価でど

こまで到達しているか，1 学年では 5 観点全てで重要度指標・満足度指標ともに高く，重
点維持項目に挙がっているが，2 学年ではほぼすべての項目で重要度指標が下がっている
傾向にある。 

 ❷実施報告書（本文）P.68 参照 

 1 学年から 2 学年にかけてロジックリサーチ(12)，プレ課題研究(13)，課題研究と段階的により深
くテーマを追求することで次第に自身が目指すウェルビーイングとは何なのかを理解し，そこに
到達するまでのハードルが次第に上がっているのが要因ではないかと考えられる。生徒が目指す
ウェルビーイングはどのようなものであるのかは，非常に難しいテーマであるため，Well-Being
Ⅰ・Ⅱ(26)の科目だけでなく，すべての教科・科目で目指し，考えていく課題である。今後の探究
的な活動や授業においても，生徒・教職員それぞれでウェルビーイングに対する意識を高め，ぼ
んやりした目標からより具体的な目標になるよう努力をしていかなければならない。 
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❷令和６年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告書（本文） 

研究開発課題 ウェルビーイングを目指し,UTO-LOGIC(1)を駆使して新たな価値を創る科学技術人材の育成  

第１節 研究開発の課題 

（１）研究開発の目的 

公立の併設型中高一貫教育校として，ウェルビーイングを目指し,UTO-LOGIC(1)を駆使して新たな価値を創る科学

技術人材を育成する。 

UTO-LOGIC(1)とは 本校が定義した生徒に身につけさせたい力 

LOGIC（論理性・客観性・グローバル・革新性・創造性）を駆使して，既成概念にとらわれることなく未知な

るものに挑む態度を身に付けさせる。授業及び探究活動の評価指標ともなり，他に先駆けての宇土中・ならで

はの取組が世界のモデルとなることを全校あげて目指す。 

本校が設定するウェルビーイングを目指すとは 

教科教育においても,探究活動においても,個人や社会等のウェルビーイングを意識した学びを充実すること

で,外発的動機から内発的動機へ,個人の興味・関心を希望・展望へ,個人から学校や地域に,さらには人類・社

会をよい状態にすることの実現を追求できるようになることを「ウェルビーイングを目指す」と設定する。 

キー・コンピテンシー「LOGIC」 Think Logically ,Objectively and Globally．Be Innovative and Creative. 

論理的に，客観的に，グローバルに思考せよ。その思考は革新的であれ，創造的であれ 

（２）研究開発の目標 

公立の併設型中高一貫教育校として，教科の枠を越える学際的な理数教育，探究の「問い」を創る授業(2)デザイ

ン，教科「ロジック」など社会と共創する探究を進め，「Well-BeingⅠ・Ⅱ(26)」を元にウェルビーイングを目指し

た意思決定が出来るようになる。 

（３）研究開発の仮説 

［仮説Ⅰ］ 

公立の併設型中高一貫教育校として,教科の枠を越える学際的な理数教育,探究の「問い」を創る授業をデザイン

することによって,新たな価値を創造するために探究の「問い」を設定することができる資質・能力を高めること

ができる。 

［仮説Ⅱ］ 

公立の併設型中高一貫教育校として,教科との関わりを重視し,社会と共創した探究活動を行うプログラムを実践

することによって,社会と共創するために，UTO-LOGIC(1)を駆使して探究を深める資質・能力を育てることができ

る。 

［仮説Ⅲ］ 

学校設定科目「Well-BeingⅠ・Ⅱ(1)」を開発することによって,ウェルビーイングを目指した意思決定のために，

データ駆動させる資質・能力を高めることができる。 

（４）研究開発の内容 

研究開発課題「ウェルビーイングを目指し,UTO-LOGIC(1)を駆使して新たな価値を創る科学技術人材の育成」に併

設型中高一貫教育校として取り組む研究開発単位として，仮説Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを検証するためのテーマⅠ・Ⅱ・Ⅲを設

定し，研究開発を行う。 

［テーマⅠ］ 

併設型中高一貫教育校として,学際的な理数教育と探究の「問い」から価値を創造する授業デザインの実践 

理数教育では,中学段階の選択教科「Junior Well-Being（JWB）(8)」,「Junior Technology（J-Tech）(9)」の開

発,高校段階の学校設定科目「未来科学(7)」,「探究数学Ⅰ～Ⅲ」,「探究物理・探究化学・探究生物」の実践に

取り組む。探究型授業では,探究の「問い」を創る授業(6),教科の枠を越える授業を推進し,UTO-LOGIC(1)とウェル

ビーイングに通じる授業デザインをする。必要に応じて中学職員,高校職員間の授業相互乗り入れ,異教科職員

の TTを実施する。 

［テーマⅡ］ 

併設型中高一貫教育校として,社会と共創するために UTO-LOGIC(1)を駆使する探究活動の実践 

中学段階では,総合的な学習の時間「宇土未来探究講座Ⅰ～Ⅲ(10)」で,「野外活動」「地域学」「キャリア教育」

を柱に,身近な環境,地域資源に目を向け,知識と体験を一体化する学びを充実させる。高校段階では,学校設定

教科「ロジック」学校設定科目「ロジックプログラムⅠ・Ⅱ・Ⅲ(11)」を中心に,教科との関わりを重視し,社会

と共創した探究活動に取り組むプログラムを実践する。 

［テーマⅢ］ 

学校設定科目「Well-Being(WB)Ⅰ・Ⅱ(26)」の開発とシチズンサイエンス「ウェルビーイング市民公開講座(28)」の実践 

高校 1年全生徒対象に学校設定科目「Well-BeingⅠ(26)【数学Ⅰ（１単位代替）】」,高校 2年全生徒対象に学校設

定科目「Well-BeingⅡ(28)【情報Ⅰ（１単位代替）】」を実施する。週時程で「Well-Being開発会議(35)」を設定し,

指導法や教材教具の検討,開発を行う。「Well-BeingⅠ(26)」では，数学Ⅰ(4) データの分析の内容，情報Ⅰ(1)情

報社会の問題解決の内容を，「Well-BeingⅡ(26)」では，情報Ⅰ(3) コンピュータとプログラミング(4) 情報通信

ネットワークとデータの活用，数学 B(2)統計的な推測の内容を「実施方法」に示す表のように展開する。なお，

情報Ⅰ(2)コミュニケーションと情報デザインは「ロジックプログラムⅡ(11)（情報Ⅰ）」で扱う。EdTech学習教

材「情報Ⅰ」全単元対応「Life is Tech ! Lesson」も併用する。年 1回ウェルビーイング市民公開講座(28)を実

施し,基調講演や概要報告,ウトウトタイム(27)の実践報告,生徒の学びの成果等を市民対象に普及する機会を設

定する。 
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（５）研究開発の検証方法 

1.生徒の変容に関する評価計画 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

評価 診断的評価 形成的評価 総括的評価 

内容 ルーブリック パフォーマンス課題・チェックリスト・質問カード・ピアレビュー ルーブリック 

ロジックルーブリック(2)に基づき，ポスターセッション資料，SSH研究成果要旨(19)及びプレゼンテーション資料，

SSH 課題研究論文(19)等をパフォーマンス課題に設定し，ロジックチェックリスト(3)や自由記述質問カードを用い

て教員評価，自己評価，生徒相互評価を行う。また，未知なるものに挑む UTO-LOGICの評価として，ロジックアセ

スメント(4)についても，生徒の変容を測る評価指標としての妥当性を検証する。 

 

2.SSH事業に関する評価計画 

量的調査 学校訪問等視察数調査，学会・コンテスト等出場調査，海外研修経験者数調査，卒業生進学先調査等 

質的調査 SSH生徒アンケート，自由記述分析，パネルディスカッション，インタビュー分析 

研究開発の内容については，生徒・保護者・職員・関係者対象に研究開発の内容ごとに上述した検証評価を実施

する。卒業生の追跡調査として，「卒業生」人材・人財活用プログラムや SNS等を活用した卒業生ネットワーク構

築により，大学での実績や大学院進学，論文投稿状況などの情報を収集する。 

 

第２節 研究開発の経緯 

第Ⅰ期開発型(H25～H29)では，「科学を主導する人材育成のための教育課程及び指導方法の開発」を研究開発課題に，

中高一貫教育校として 6年間を通した「理数教育の開発」，「宇土未来探究講座」，「グローバル教育」研究開発を，第Ⅱ期

実践型(H30～R4)では，「未知なるものに挑む UTO-LOGIC(1)で切り拓く探究活動の実践」を研究開発課題に，中高一貫教育

校として 6年間を通した「探究の「問い」を創る授業(6)」，「探究活動」，「社会と協創する探究」に関する研究開発を展開

してきた経緯として，主な実践と課題を以下に示す。 

 

第Ⅰ期開発型(H25～H29) 

 

理数教育の開発 科学的探究活動プログラムの開発 グローバル教育の開発 

実
践 

❶中学数学 70時間，理科 70時間授業

増加 

❷学校設定科目「探究数学」設置。6年

を通した探究的科目開発 

❸学校設定科目「未来科学 A・B」設置。

基礎 4領域を扱う学習配列開発，探究

実験「未来科学 Lab(7)」開発 

❶中学「宇土未来探究講座(10)」野外活

動,地域学,キャリア教育を柱に体験

を重視したプログラム開発 

❷高校「宇土未来探究講座(10)」ロジッ

クリサーチ(12)，プレ課題研究(13)，課題

研究と探究活動の全校体制開発 

❶海外研修の機会を提供する GLP(22)開

発 

❷英語活用教室 U-CUBE(23)設置。英語で

科学・グローバル講座実践。 

❸大韓民国 SSH海外研修等，国際研究

発表プログラムを開発。 

成
果 

❶数学・理科における 6年間を通した

学習配列編成 

❷未来科学 Lab(7)実験教材及びチェッ

クリスト開発 

❸科学系コンテスト参加者増加(指定前比

5 倍) 

❶6年間を通した宇土未来探究講座(10)

のプログラム構築 

❷全生徒，全校体制による探究活動の

実践 

❸科学部世界大会入賞，課題研究各種

学会発表 

❶海外研修経験 247 人(5 年)を支援す

る体制構築 

❷GLP研究主任(32)を中心とした組織体

制の構築 

❸海外研究発表，国際研究発表機会の

開発 

課
題 

探究活動では主体的・対話的で深い学

びに向かうが授業では知識習得に終

始する受動的な学びとなり，なぜ学ぶ

か，何を学ぶか，学ぶ意義の理解，学

びに向かう姿勢が課題。 

探究活動を通して身につけさせたい

資質 LOGICを高める取組に，各教科の

視点の組み込みが不充分。SSコース課

題研究の指導担当者と SS コースを除

く探究活動の指導方法・内容に差 

海外研修，国際研究発表増加，英語研

究発表機会充実の反面，グローバルに

発信する意義理解が不充分。地域課題

に対し，ローカル・グローバルな視点

を備えた探究の展開が不十分 

 

第Ⅱ期実践型(H30～R4) 

 理数教育の開発及び教科の枠を越え

た探究の「問い」を作り授業の実践 

教科との関わりを重視した科学的探

究活動プログラムの開発 

社会と共創する探究を進め，地域からグ

ローバルに展開するプログラムの実践 

実
践 

❶探究の「問い」を創る授業(6)シラバ

ス及び探究の「問い」の一覧作成 

❷「SS探究化学・物理・生物」設置と

教科融合教材の開発 

❸生徒が創った探究の「問い」を評価

するルーブリックを開発 

❹探究数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲでデータサイエ

ンス教材の開発 

❶SSH 主対象生徒以外の探究活動の充

実 

❷「GS課題研究(16)」開講。独自開発教

材 GS本(19)運用 

❸学習管理システム導入,探究活動の

成果物デジタルポートフォリオ化 

❶台湾研修・高大接続プログラム構築 

❷社会との共創プログラム開発と社

会と共創した課題研究の実践 

❸卒業生人材・人財活用プログラムと

して卒業生追跡調査の実施 
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実
施
効
果
と
評
価 
校
内
組
織
体
制 

成
果
発
信
・
普
及 

研
究
開
発
方
向
性 

成
果 

❶学習内容(単元)を「問い」で設定し

たシラバスを開発。全教科の探究の

「問い」を創る授業(6)を通して創られ

た「問い」の一覧を作成 

❷各 SS探究科目を開講し,探究の「問い」

を創る授業シラバスの作成と探究型授業

の構築 

❸生徒が創った探究の「問い」をデー

タで集約,テーマ設定時に活用 

❹生徒の課題研究データを用いた確

率分布と統計的な推測の教材開発 

❶SSH 主対象生徒以外の探究活動を新

たに配置した GS 研究主任(31)を中心に

学年職員で指導する体制を構築 

❷GS 課題研究(16)を展開できるように

GS本(19)を開発。GS研究主任(31)を中心

に学年教員が運用する体制構築 

❸学習管理システムとして Google 

classroom, Google ドライブを活用し

た探究活動の実践 

❶台湾國立中科實驗高級中學と連携

体制構築。台湾・静宜大学と姉妹校提

携,交換留学・進学プログラム開発 

❷産・学・官連携「ペーパーブリッジ

コンテスト(24)」や専門機関連携「ウト

ウトタイム(27)」など開発したプログラ

ムと関連した課題研究を展開 

❸パネルディスカッションや本校紹

介動画等に卒業生の協力体制構築。課

題研究助言も定期的に行う体制構築 

 以上のような第Ⅰ期，第Ⅱ期の実践内容，成果，課題を受けて「ウェルビーイングを目指し,UTO-LOGIC(1)を駆使して新た

な価値を創る科学技術人材の育成」をテーマに据えて第Ⅲ期の取り組みを令和 5 年度より行い，令和 6 年度が 2 年目の実

施にあたる。令和 5年度の第 1年次の実践内容と成果，令和 6年度の実践内容をテーマⅠ「学際的な理数教育と探究の「問

い」から価値を創造する授業デザイン」，テーマⅡ「社会と共創するために UTO-LOGIC(1)を駆使する探究活動の実践」，テ

ーマⅢ「Well-Being Ⅰ・Ⅱ(26)開発」のテーマごとに以下のように示す。 

 

第Ⅲ期実践型(R5～R9) 実践（上段）・成果（下段）の概要 

 テーマⅠ 

学際的な理数教育と探究の「問い」か

ら価値を創造する授業デザイン 

テーマⅡ 

社会と共創するために UTO-LOGIC(1)を

駆使する探究活動の実践 

テーマⅢ 

Well-Being Ⅰ・Ⅱ(26)開発とシチズンサ

イエンス市民公開講座の実践 

第
１
年
次
実
践 

❶文理融合「6クラス 2コース編制」,

定期考査見直しと，観点別評価の適正

な実施。 

❷学校設定科目「未来科学(7)」「探究数

学Ⅰ」の開発。 

❸探究の「問い」を創る授業(6)シラバス

及び「問い」の評価ルーブリックの作

成と開発。 

❶学校設定科目「ロジックプログラム

Ⅰ(11)」の指導（教材）と評価の一体化

の検証。 

❷国際性を高めるプロジェクト GLP(22)

の実践。 

❸Art＆Engineering～架け橋プロジェ

クト～をはじめとする社会と共創する

探究の実践。 

❶高校 1 年学校設定科目「 Well-

BeingⅠ(26)（WBⅠ）」の開発 

❷シチズンサイエンス「ウェルビーイ

ング市民公開講座(28)」の設定 

❸ ウ ト ウ ト タ イ ム (27) と Well-

BeingⅠ(28)でのデータ活用 

 

第
１
年
次
成
果 

❶第 1 学年向けに次年度コース「社会

探究コース」「自然探究コース」の詳し

い説明，定期考査を学期に 1 回に見直

し，4 月当初の観点別評価に関する職

員研修を経た授業の実施。 

❷中学 3 年生から高校 1 年生にかけて

理科の 4 科目を系統的に学ぶ「未来科

学(7)」の実施。従来は中進生のみが履修

していた「探究数学Ⅰ」のカリキュラ

ム見直し，第 1学年全体で実施。 

❸すべての教科において,探究の「問

い」を創る授業(6)を設計するシラバス

や，授業を通して教員,生徒が創った探

究の「問い」のデータベース,探究の「問

い」を評価するルーブリックの作成と

開発。 

❶1 人 1 テーマ個人探究「ロジックリ

サーチ(12)」と「プレ課題研究(13)」の 2

回のテーマ設定及び探究サイクルに,

「出前講義」,「未来体験学習(14)」を体

系的,系統的に実施，生徒が様々な事象

に関わり，数学的な見方・考え方や理

科の見方・考え方を組み合わせる。 

❷U-CUBE(23)の効果的な運用，コロナ禍

で中断していた海外研修の復活，国内

外での研修を紹介することでの海外進

学者の増加。 

❸Art＆Engineeringの学際課題研究へ

の波及，コロナ禍で中断していた学び

の部屋 SSH(25)の復活。 

❶WBⅠ(28)の開発により，健康や地域社

会のウェルビーイングを目指した意思

決定のために，データ駆動させる生徒

を育成，「ロジックリサーチ(12)」「プレ

課題研究(13)」で取り扱うデータについ

て，データの収集や統計への応用。 

❷地元市民の本校のサイエンスに関す

る取り組みの理解，科学部地学班など

一緒に多くの科学的な調査や研究に協

力。 

❸「ウトウトタイム(27)」として日課に

設定することで，授業や部活動のパフ

ォーマンスを向上，睡眠に関する課題

研究の増加，大学進学先の研究で睡眠

について研究。 

第
２
年
次
実
践 

❶文理融合「6クラス 2コース編制」に

ついて，メリット・デメリットの検証，

定期考査の見直しや観点別評価につい

ての検証 

❷高校 2 年次の学校設定科目「探究化

学」「探究物理」「探究生物」および「探

究数学Ⅱ」の開発と実践,公開授業を実

施 

❸探究の「問い」の一覧を閲覧するデ

ータベース構築とルーブリックの評価

検証 

❶高校 2 年次の学校設定科目「ロジッ

クプログラムⅡ(11)」の体系的なカリキ

ュラムの開発と実践，指導と評価の一

体化の検証 

❷国際性を高めるプロジェクト GLP(22)

の実践。 

❸睡眠研究，Art＆Engineering～架け

橋プロジェクト～をはじめとする社会

と共創する探究の検証。 

❶高校 2 年次の学校設定科目「Well-

BeingⅡ(26)（ＷＢⅡ）」の開発 

❷高校 1,2 年による「ウェルビーイン

グ市民公開講座(28)」の実施 

❸ウトウトタイム(27)と Well-BeingⅠ・

Ⅱ(28)でのデータ活用 
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第３節 研究開発の内容 

研究開発テーマⅠ 

併設型中高一貫教育校として,学際的な理数教育と探究の「問い」から価値を創造する授業デザインの実践  

 

研究開発の時間的経過 

（１）6年間を通した数学・理科の学習配列,時間的経過(1年間の流れ) 
 数学 物理 化学 生物 地学 
中
学
１
年 

・正の数と負の数 
・式の計算，方程式 
・角の二等分線 
・空間図形 
・比例と反比例 
・ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑと代表値 

身近な物理現象 
・光と音 
・力と圧力 

物質のすがた 
・物質のすがた 
・水溶液 
・状態変化 

植物の生活と種類 
・生物の観察 
・植物の体のつくりと働き 
・植物の仲間 

大地の変化 
・火山と地震 
・地層の重なりと大地
の変動 

中
学
２
年 

・単項式と多項式 
・連立方程式 
・合同と証明 
・一次関数 
・確率 

電流とその利用 
・電流 
・電流と磁界 

化学変化と原子・分子 
・物質の成り立ち 
・化学変化 
・化学変化と物質の質量 
・化学変化と熱の出入り 

動物の生活と生物の進化 
・生物と細胞 
・動物の体のつくりと働き 
・動物の仲間 
・生物の変遷と進化 

気象のしくみと天気の変化 
・気象観測 
・天気の変化 
・日本の気象 

中
学
３
年 

・平方根 
・展開と因数分解 
・二次方程式 
・図形と相似，円周角 
・三平方の定理 
・二次関数 
・標本調査 

運動とエネルギー 
・運動の規則性 
・力学的エネルギー 

化学変化とイオン 
・水溶液とイオン 
・酸,アルカリとイオン 

生命の連続性         
・生物の成長と増え方 
・遺伝の規則性と遺伝子 

地球と宇宙 
・太陽系と銀河系 
・天体の動きと地球の
自転,公転 

高
校
１
年 

探究数学Ⅰ 未来科学 
・数と式 
・集合と命題 
・2次関数 
・図形と計量 
・場合の数と確率 
・図形の性質 
・数学と人間の活動 

物体の運動とエネルギー 
・速度,加速度 
・様々な力とその働き 
・力学的エネルギー 
様々な物理現象と 
エネルギーの利用 
・熱，波 
・電気と磁気 
・エネルギーとその利用 

物質の変化 
・物質量と化学反応式 
・化学反応 
・酸,塩基 
・酸化,還元 

生物の体内環境の維持 
・体液と恒常性 
・生体防御 
・自律神経とホルモン 
生物の多様性と生態系 
・植生の多様性と分布 
・生態系とその保全 

変動する地球 
・活動する地球 
・移り変わる地球 
・大気と海洋 
・地球の環境 
 

高
校
２
年 

探究数学Ⅱ 探究物理 探究化学 探究生物  
 
SS課題研究で 
地学分野に関連したテ
ーマ設定することによ
って,専門地学に関連
した内容を希望生徒は
探究活動を通して学ぶ 
 

・式と証明 
・複素数と方程式 
・図形と方程式 
・三角関数 
・指数関数・対数関数 
・微分法と積分法 
・数列 
・ベクトル 

様々な運動 
・平面内の運動と 
剛体のつり合い 
・運動量 
・円運動と単振動 
・万有引力 
・気体分子の運動 
波 
・波の伝わり方 
・音・光 

物質の状態と平衡 
・物質の状態とその変化 
・溶液と平衡 
物質の変化と平衡 
・化学反応とエネルギー 
・化学反応と化学平衡 
無機物質の性質と利用 
・無機物質 
・無機物質と人間生活 

生物の進化と系統 
・生物の進化の仕組み 
・生物の系統 
生命現象と物質 
・細胞と分子 
・代謝 
・遺伝情報の発現 
生殖と発生 
・有性生殖 
・動物,植物の発生 

高
校
３
年 

探究数学Ⅲ 電気と磁気 
・電気と電流 
・電流と磁界 
原子 
・電子と光 
・原子と原子核 

有機化合物の性質と利用 
・有機化合物 
・有機化合物と人間生活 
高分子化合物の性質と利用 
・高分子化合物 

生物の環境応答 
・動物の反応と行動 
・植物の環境応答 
生態と環境 
・個体群と生物群集 
・生態系 
 

・複素数平面 
・式と曲線 
・関数 
・極限 
・微分法とその応用 
・積分法とその応用 

 

（２）教育課程の編成・実施（教科・科目の教育内容の構成,対象学年,単位数,実施規模） 

学科・コース 
開設する教科・科目等 代替される教科・科目等 対象 
教科・科目名 単位数 教科・科目名 単位数  

普通科 
未来科学 ４ 

科学と人間生活 ２ 

第１学年 
化学基礎 ２ 

探究数学Ⅰ ５ 
数学Ⅰ ３ 
数学Ａ ２ 

普通科 
自然探究コース 

探究数学Ⅱ ６ 
数学Ⅱ ４ 

第２学年 
※探究物理,探究生物のいず
れかを選択 

数学Ｂ ２ 
探究物理 ２ 物理 ２ 
探究化学 ２ 化学 ２ 
探究生物 ２ 生物 ２ 

普通科 
SSコース 

探究数学Ⅲ ７ 
数学Ⅲ ３ 

第３学年 
※SS探究物理,SS探究生物の
いずれかを選択 

数学Ｂ ２ 
数学Ｃ ２ 

ＳＳ探究物理 ３ 物理 ３ 
ＳＳ探究化学 ４ 化学 ４ 
ＳＳ探究生物 ３ 生物 ３ 
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研究開発テーマ 研究 

内容 
6クラス 2コース編制，観点別評価の適正な実施 

対象 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

Ⅰ理数教育と探究の「問い」 単位 単位なし 

１．仮説 

高校 2 年次以降，自然探究コースと社会探究コースの

2 コース編制とすることで，文理分断しない学際的な学

びを展開する教育課程を編制することができる。また，

学力の三要素のバランスを重視した観点別評価の適正な

実施のために，定期考査を見直し，すべての教科で探究

型授業と学習評価の方法をさらに研究開発することがで

きる。 

 

２．研究開発内容・方法 

❶概要 

令和 6 年度第 2 学年から従来の SS コース，GS 文系コ

ース，GS理系コースとコース分けされていたものを新た

に「自然探究コース」と「社会探究コース」の 2 コース

編制とする。これらのコース編制の理由として，文理を

明確に分けるのではなく，それらの視点を融合させて，

教師が投げかける探究の「問い」の答えを追究し，さら

に進んで生徒自ら探究の「問い」を創ろうとする態度を

育てる。 

また，定期考査を見直し，観点別評価からなる形成的

評価と実力テストからなる総括的評価を適切に実施する。

このことで，教師の授業改善や生徒の学習改善につなげ

られるよう取り組む。4月当初の職員研修，7月，11月，

3 月と年 3 回実施する公開授業や，探究の「問い」を創

る授業(6)研究会の実施を通じて，探究型授業の中で観点

別評価を行う方法を開発し，教科の垣根を越えて実践状

況を共有する。 

 

❷内容・方法 

6 ク ラ ス 2 コ ー ス 編 制 

 令和 5年度（令和 4年度入学生）まで第 2学年からの

コース分けを「SS コース」「GS 文系コース」「GS 理系コ

ース」の 3 コースに分け，「探究数学ⅠⅡⅢ」や「SS 探

究物理・生物・化学」等の探究的な学びを重視する授業

は SS コースに限定していた。（SSH に関する探究活動は

全コースで実施している）令和 6年度の第 2学年から，

新たにコース選択を「自然探究コース」と「社会探究コ

ース」の 2コース編制とする。「探究数学ⅠⅡⅢ」や「探

究物理・生物・化学」等の科目は自然探究コースの生徒

が選択するものとする。社会探究コースは探究科学の科

目を 2,3年次で履修する。 

課題研究においては両コースで「ロジックプログラム

ⅠⅡⅢ(11)」を履修するものとする。「ロジックプログラム

ⅡⅢ(11)」において，自然探究コースは「SS課題研究(15)」

「学際課題研究(17)」「GS課題研究(16)」を選択し，社会探

究コースは「学際課題研究(17)」「GS課題研究(16)」を選択

できる。（表.1） 

従来のコース分けから 2 コースに編制した理由につい

ては，昨今の高等学校教育において，専門的な科目にと

どまらず，異なる分野を横断する学びが重視されるよう

になっている。これにより，生徒は複数の視点から問題

を考える能力を養うことができる。探究活動においても，

学科ごとの枠を超えて実際の課題に取り組むことが求め

られている。また，キャリア教育や進路指導においても，

文理融合を意識したカリキュラムが増えている。特に，

グローバルな視点や社会問題に関心を持つ学生が増えて

いる中で，文系・理系を問わず，実社会で必要なスキル

を身につけることが強調されている。 

このコース分けにより，従来 50～60 名ほどであった

SS課題研究(15)の履修者が令和 6年度第 2学年は 93名と

大幅に増加した。（表.2） 

【表.1 コース分けと課題研究】 

自然探究コース 

SS課題研究(15) 

学際課題研究(17) 

GS課題研究(16) 

社会探究コース 
学際課題研究(17) 

GS課題研究(16) 

 

【表.2 SSおよび学際課題研究履修者の推移】 

 R1 R2 R3 R4 R5 R6 

SS 65 63 59 47 38 93 

学際 未開講 未開講 未開講 未開講 45 44 

期 第Ⅱ期 第Ⅲ期 

 

職 員 研 修 「 授 業 と 評 価 」 

4 月第 3 週を午前中授業として午後を職員研修週間と

設定する。特に本校に赴任された教員に対して本校 SSH

の概要について説明を行う。特に探究の「問い」を創る

授業(16)のシステムについてその経緯や概要についての

説明を行う。 

新しい成績評価規定について，昨年度の授業と評価の

PDCA サイクルについて，「生徒の学力向上につながる評

価規定か」「教師の授業改善につながる評価規定か」「納

得感があり，ミスが生じにくい評価規定か」を見直し，

新しい評価のイメージを全職員で共有する。その後，シ

ラバスの例からどのような評価場面でどのように評価す

るのかを設定する。後半は自分の教科と他教科のシラバ

スを相互に見合い，意見交換を行う。最後に，各教科で

観点別評価を行う場面設定を協議する。（図.1） 

 

  
【図.1 授業と評価に関する職員研修】 

 

7 月探 究の 「問い 」を創 る授 業・ 授業 研究 会 

7 月に教科の枠を越える学際的な理数教育(33)，探究の

「問い」を創る授業(6)をデザインすることによって，新

たな価値を創造するために探究の「問い」を設定するこ

とができる資質・能力を高めることをねらいとして探究

の「問い」を創る授業(6)の公開授業と授業研究会を実施

する。（表.3）【Ⅰ型】【Ⅱ型】の 2種類の公開授業を実施

し，【Ⅰ型】では❶探究の問いを意識した授業，❷個別最

適な学びを意識した授業，❸協働的な学びを意識した授

業，❹一人一台端末を活用した授業，❺観点別評価を意

識した授業，❻防災の視点を取り入れた授業に関して，

各教科が重視する観点❶～❻を意識した授業を実施する。

【Ⅱ型】では①教科の枠を越える授業(33)，②宇土中高な

らではの学校設定科目の授業，③外部機関との連携授業，

④スーパーティーチャーにおける探究型授業を実施する。 

教員間の相互授業参観に加え，実施したすべての授業

で指導案や使用したプリント，シラバスなどを A1用紙 1

枚にまとめ，広い部屋においてポスターセッション形式

で来場者に説明を行う。（図.2） 
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【表.3 7月公開授業・授業者一覧】 

＜Ⅰ型公開授業一覧＞ 

 クラス 科目 授業者 ねらい 

中

学 

1-1 
数学 藤本大 ❶❷ 

方程式の利用 

1-2 

美術 森内 ❺❻ 

風景画「大きな木を描こう」～奇跡の一本

松を考える～ 

2-1 

2-2 

Junior Well-

Being 

下川・梶尾・ 

商業科ＳＴ 
❶❸ 

商品を作るとはどういうことなのか。商業

の視点から考えよう。 

3-1 

国語 緒方 ❸❻ 

日本語を母語としない人向け「引き渡し訓

練のお知らせ」を作る 

3-2 

音楽 犬童 ❷❸ 

創作「ハ長調の音階を使ってまとまりのあ

る旋律をつくろう」 

高

校 

1-1 
保健 磯野 ❶❷❸❻ 

感染症の予防 

1-2 

言語文化 齊藤 ❸❺ 

漢文入門 故事成語「推敲」（唐詩紀事よ

り） 

1-3 
家庭基礎 皆越 ❶❷❸❻ 

一人暮らしで災害時の「食」の備えとは？ 

1-4 

探究数学Ⅰ 水口 ❶❸❹❻ 

三角比と防災～古代人はどのように川の流

れを制御したのか～ 

1-5 

公共 早田 ❶❸❹ 

司法参加の意義（司法制度改革､裁判員制

度､刑事被告人の人権） 

1-6 

英コミュⅠ 小川 ❶❷❸ 

アメリカ出身の女性講談師，旭堂南春はな

ぜ日本人になりたいと言ったのか。 

2-1 

数学Ⅱ 川崎 ❶❸❻ 

正弦曲線が合わさること（波の干渉）でど

のようなグラフになるのか視覚的に考察

し，合成の仕方を考える。 

2-2 

探究科学 本多 ❶❸ 

プレートの動き（ホットスポットでできた

火山－海山列から，太平洋プレートの移動

方向や速度を明らかにする） 

2-3 

古典探究 浅川 ❶❸❹❻ 

「安元の大火」に見舞われた京を救え～古

語で避難を呼びかけ誘導する～ 

2-4 

探究物理 岩山 ❶❹❺❻ 

ゼロ災でいこう！～身近に潜む危険を力学

的に考える～ 

探究生物 後藤 ❶❷❸❹❺ 

なぜ､ヒトが生まれ､今を生きるのか？～オ

ンライン図書館から本質・変異・由来の視

点を定め世界を創造する～ 

2-5 
探究化学 福田 ❶❸ 

実験からものを考えよう 

2-6 

古典探究 吉本光 ❸❹❻ 

災害の記録としての「安元の大火」を学

び，地域の災害の歴史について目を向ける 

3-1 

論理表現Ⅲ 沖村 ❸❹❻ 

日本で生活する外国人に英語で災害情報を

伝えよう 

3-2 

数学Ｃ 串山 ❶❸❹❻ 

災害・感染症に関わるフェイクニュースを

統計的に批判する 

3-3 

英コミュⅢ 橋本 ❹ 

聴解・読解選択問題の答を送信させ､即時

に誤答分析を行って解説 

3-4 

論理国語 濱 ❶❸ 

生徒自身が作成した記述型問題と解答案を

相互検討する 

3-5 

古典探究 廣田 ❶❸ 

教材「侵官之害」を通して韓非子の思想を

読み解く 

3-6 

地理探究 永吉 ❶❸❹ 

世界の食料問題 ～なぜ､食料問題は解決

しないのか､そもそも本当に食料は不足し

ているのか～ 

＜Ⅱ型公開授業一覧＞ 

 クラス 科目 授業者 

中

学 

2-1 

2-2 

ＪＷＢ 下川・商業科ＳＴ 

商品の値段はどのように決まっているのだ

ろうか 

【目標】 

TSMC関連の外国人居住者の増加に対して, 

宇土中生の視点で熊本県の歴史や文化を紹

介するツール（カルタ）を作成する活動を

通して，数学・英語・社会などで学習した

ことを生かしながら商品の提案を行うこと

で､社会の仕組みや地域の課題へどのよう

に関わっていくのかを考える。 

【身につけさせたい力】 

社会：郷土の偉人や名所などを選出する過

程を通して，歴史や文化に触れ，郷土の歴

史に対する理解を深める。 

英語：読み札を英訳する活動を通して，聞

き手に伝わりやすい英語表現を身につけ

る。 

数学：販売数や値段の設定を行う過程を通

して，社会の仕組みを知るとともに，利益

計算など経営に必要な数学的な技術を身に

つける。 

【探究の問い】 

カルタを作って､「実現」したいことは何

だろうか？ 

【展開】 

(1)「ヒット商品」を調べ，その中から

5W1Hを活用した問いづくり 

(2)(1)の問いに言葉を追加・転換して，問

いに深みを出す 

(3)商品開発の 7つのステップ 

→高濱 STより商業の視点から商品開発を

説明していただく 

(4)商品開発に必要なステップのグループ

ワーク 

(5)報告書としてまとめる。 

高

校 
1-3 

数学×生物×体育 大島・後藤 ST・山﨑 

身体的 Well-Being を探究することをねら

いに､学際的な視点で深める 

【目標】 

体育の授業で記録した自身のクラウチング

スタートの動画に着目し，数学的視点から

理想のフォームを考察し，それを実際のフ

ォームに反映させる。さらに，ヒトと他の

哺乳類の骨格の違いに着目させ，踏み出し

（1歩目）から次の動作のつなげ方を探究

させる。 

【探究の問い】 

理想のクラウチングスタートの形はどのよ

うなものだろうか？ 
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【展開】 

(1)体育の授業で実践した「クラウチング

スタート」について，それぞれが撮影した

動画を基に理想的なフォームはどのような

形であるのかを考える。 

(2)自身の動画のクラウチングスタートを

スクリーンショットし，GeoGebraで足首の

角度の計測を行う。その形がどのような特

徴をもっているか個人で考察する。グルー

プで，数学的視点から理想的なクラウチン

グスタートを考察し，実際にそのフォーム

を写真に撮り，Miroにアップする。 

(3)各グループで考察した結果を全体に向

けて説明させる。その際，なぜそのように

考えたのか根拠を明確にして説明させるこ

とを意識させる。 

(4)ウサインボルト vsチーターの動画から

ヒトと他の哺乳類の骨格の違いに着目す

る。その上で，複数の哺乳類の骨格を掲示

し，生物的視点に基づいて後脚の関節およ

び各骨の長さに着目するとどうなるか考察

する。 

2-4 

Well-BeingⅡ 井芹洋・津田・梶尾 ST 

避難所で防災食を効率的に配るプログラム

とは 

【目標】 

情報科におけるプログラミング（フローチ

ャート）を防災（ウェルビーイング）の視

点から考える。 

【探究の問い】 

避難所で防災食を効率的に配るプログラム

とはどのようなプログラムだろうか。 

【展開】 

(1)「夏休みのある日，線状降水帯が発生

し，集中豪雨が数時間続いた。河川の氾濫

や土砂災害の警戒が高まっている。地元自

治体は直ちに避難勧告を発令し，地域住民

の安全確保のために避難所を設置した。避

難所では，2種類の非常食を一人一食ずつ

の配布を始めた。非常食を効率よく配るに

はどうしたら良いか？ただし，非常食は各

50食ずつあり，避難所には 100名来る」と

いう想定でフローチャートを作成する。 

(2)フローチャートはクラスで 4,5人の班

を作り，「開始」「終了」「制御」「条件

分岐」等のアクティビティ図を用いて作成

する。 

(3)作成したフローチャートは協同学習ア

プリ Miroに貼り付け，その内容を各班と

も発表する。（図.4） 

【図.4 協同学習アプリ Miro】 

3-1 

日本史探究×博物館 奥田 ST・博物館職員 

江戸時代の古文書から庶民の生活を探って

みよう 

 

【目標】 

教科書で学んだ江戸時代の庶民の暮らしに

ついて，博物館に所蔵されている古文書等

を読み解きながら，既存のイメージとの共

通点や相違点に気づき，驚きや発見を通し

て，地域の歴史を再確認するとともに，思

考力や資料分析力を高める。 

【探究の問い】 

江戸時代の熊本ではどのようなモノが流通

し，どのようなお金がどのように使われた

のだろう？ 

【展開】 

(1)江戸時代の庶民の暮らしについて，ど

のようなイメージを持っているか。 

※イメージについて授業前に記入 

(2)江戸時代の庶民の日常にモノとお金は

どう溶け込んでいたのか。 

(3)古文書からの気づき 

・どのようなモノが書かれているか。 

・どのようなお金が使われているか。 

・なぜこのような文書を作成したのか。 

・誰が作成したのか。 

(4)（江戸時代の貨幣に触れ､実際に使用さ

れていたお金を体感する） 

(5)古文書解読や実物（貨幣）に触れたこ

とで生じた驚きや発見から，各自で問いを

つくる。 

(6)問いをいくつかピックアップし，生徒

同士や授業者，博物館職員が対話を通して

思考を深める。 

 

  
【図.2 公開授業および授業研究会の様子】 

 

1 1 月探究の「問い」を創る授業 ( 6 )・授業研究会 

探究の「問い」にテーマを絞り，全教科で授業を実践

する。観点別評価に生かすための場面設定やウェルビー

イングにつなげる内容を盛り込み，教科の枠を越えて授

業見学できる機会を作る。（表.4） 

【表.4 11月公開授業・授業者一覧】 

教科 科目 ＨＲ 授業者 

国語 

国語 中 1-2 石川・緒方 

言語文化 高 1-6 齊藤 

論理国語 高 2-3 浅川 

社会 

地歴 

公民 

社会 中 2-1 下川 

公共 高 1-5 早田 

地理総合 高 2-3 中村雄 

数学 

ＪＷＢ 中 2-1・2 藤本・梶尾 

探究数学Ⅰ 高 1-3 大島 

探究数学Ⅱ

数学Ⅱ 
高 2-3 井芹 

理科 

理科 中 3-2 内村 

未来科学 高 1-3 井芹珠 

探究化学 高 2-4 上中 

英語 

英語 中 2-2 高木・伊藤・シーラ 

英コミュⅠ 高 1-6 小川 

英コミュⅡ 高 2-4 福島 

保健 体育 中 3-1・2 山﨑 
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体育 体育 高 1-456 西山 

体育 高 2-456 藤末 

芸術 書道Ⅰ 高 1-2・4 松本 

家庭 家庭 中 2-2 皆越 

 

3 月探究の「問い」を創る授業 ( 6 )・授業研究会 

3 月にも 7 月同様，探究の「問い」を創る授業(6)の公

開授業と授業研究会を実施する。（表.5）中 1,2,高 1,2の

各クラスで 2時間の公開授業を実施し，❶Well-Being（防

災の視点を含む）を取り入れた授業，❷探究の問いを意

識した授業，❸個別最適な学びを意識した授業，❹協働

的な学びを意識した授業，❺一人一台端末を活用した授

業，❻観点別評価を意識した授業など，各教科が重視す

る観点を意識した授業を実施する。 

【表.5 3月公開授業・授業者一覧】 

＜公開授業 1時間目＞ 

 クラス 科目 授業者 ねらい 

中

学 

1-1 

数学 藤本 ❷❹ 

「1〜100の和から数学の本質へ！AI時代

に考える数学の意味」 

1-2 

国語 石川・緒方 ❶❷❹❺ 

「やさしい日本語」で案内や報告の文章を

書こう！ 

2-1 

2-2 

JWB 

（理科×英語×美術） 

村嶋・梶尾 ST・伊藤・高木・ 

森内・シーラ 

Craft & Communication: Building Global Communication Skills 

高 

1-1 
現代の国語 松永 ❶❷❸❹❺ 

文章や情報を「吟味」しよう！ 

1-2 
未来科学 田口 ❷❹❺ 

物質の変化「酸化還元反応」 

1-3 

探究数学Ⅰ 大島 ❶❷❸❹❺❻ 

宇土市に新たな避難所を考えよう！ 

～ボロノイ図を使った宇土市ハザードマッ

プの再構築～ 

1-4 
保健 西 ❶❷❹❻ 

心肺蘇生法の意義や方法、手順について 

1-5 
公共 早田 ❶❷❹❺❻ 

経済のしくみと市場機構 

1-6 

論理・表現Ⅰ 吉本真 ❶❷❹❺ 

仮定法「もしあなたが日本で災害に遭った

ら？」外国人向け防災マニュアルを作ろ

う！ 

2-1 

探究科学 本多 ❶❷❹ 

粒子の挙動は？～流水のはたらきにより形

成される様々な地形の違いと形成要因～ 

2-2 
地理総合 中村雄 ❷❹❺ 

宗教と人間生活 

2-3 

古典探究 浅川 ❸❹ 

実用的文章へのアプローチ～複数の資料を

短時間で読み解く方法をグループワークで

見つけて発表する～ 

2-4 
探究数学Ⅱ 山本 ❷❹❺ 

ベクトル～別解を探る～ 

2-5 

英コミュⅡ 福島 ❸❺❻ 

Presentation～My Future Goalｓ and 

Action Plans 

2-6 

探究化学 上中 ❷❸❹❺ 

選んで、考えて、分離せよ！～芳香族化合

物分離プランニング～ 

＜公開授業 2時間目＞ 

 クラス 科目 授業者 

中

学 

2-1 

2-2 
1時間目と同様 

高 

校 

2-3 
Well-BeingⅡ 水口・津田 

統計的推測と防災 

2-4 

歴史総合 下川・奥田 ST 

宥和政策をどう評価するか」～資料読み取りと対話から思考の深

化と問いづくりにつなげる授業～ 

2-56 

(生物選択) 

探究生物 井芹珠・後藤 ST 

代謝（異化）をテーマに UTO-LOGICを駆使して探究の「問い」を

創る 

 

３．検証 

全校生徒に年 2回（7月，1月）行った SSHアンケート

内の質問項目「探究型授業が充実している」「理数系教育

が充実している」の項目について，単数回答法，間隔尺

度（強制選択尺度[4件法,4：肯定～1：否定]）の各段階

の割合と平均を求めた。（詳細は第３章「関係資料」第５

節参照） 

探究型授業が充実していると感じている生徒（評価が

3 または 4 の生徒）はどの学年もおおむね 8 割程度いる

ことが分かり，また，理数系教育が充実していると感じ

ている生徒も 7割前後いる。 

職員研修や公開授業,実践発表会の機会を通して,探究

の「問い」を創る授業(6)をどのように各教科が展開して

いるのか事例の共有を図ることができたことでそれをう

まく生徒の授業に取り入れたことが要因の 1 つに挙げら

れる。また，教職員に対するアンケート結果で「探究の

『問い』を創る授業(6)の展開や生徒が探究の『問い』を

創る機会の設定」について肯定的な回答を示した割合は

すべての教員で 80%近くあり，「指導と評価の一体化」を

目指した授業も職員研修や公開授業を通して，着実に進

めることができており,すべての教科で探究型授業の実

践事例を重ねることができていることもこの結果から読

み取れる。 
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研究開発テーマ 研究 

内容 

中学校「Junior Well-Being」 

教科横断型授業の実践 

対象 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

Ⅰ理数教育と探究の「問い」 時数 35 35 35    

学校設定科目「Junior Well-Being(8)」目標 

【選択教科として中 1年次～3年次まで年間 35時間，計

105時間を計画】 

「理科×数学」「理科×英語」「社会×数学」「社会×英

語」「数学×英語」等の教科横断型授業において，実践

的な探究的な学びを展開することで，自然や社会の課題

解決のために観察や考察，情報収集，データ分析，企画

提案等に必要な知識・技能の習得とともに豊かな思考

力・判断力・表現力を育む。 

１．仮説 

中学校段階における学校設定科目「Junior Well-

Being(8)」を通して特定の事物・現象について,数学の教

科特性を活かした概念形成を図ることによって,数学の

有用感を高めることができる。また，数学の考え方を通

して，事象を数学的に考察することにより，他教科との

関連や日常生活,科学技術との関連を意識することがで

きる。 

２．研究開発内容・方法 

❶概要 

「理科×数学」「理科×英語」「社会×数学」「社会×英

語」「数学×英語」等の教科横断型授業において､実践的

な探究的な学びを展開する。 

❷年間指導計画(1年間の学習の流れ)・開発教材 

【第1学年】 

各テーマを通じて，自然や社会の多様な現象や物事を自分

事として捉え，自分にとってのウェルビーイングとは何かを

考えることができる。また､自然や社会の課題解決のために観

察や考察を通して，知識・技能の習得とともに豊かな思考力を

身に付けることができる。 

時期 学習項目 学習内容 

4・5月 

理科 

× 

数学 

ガイダンス 

校内の植生 

調査結果のグラフ 

化・可視化 

植生のまとめ 

調査によるデータ収集 

データのグラフ化 

グラフからの傾向分析・

考察 

6・7月 

理科 

× 

英語 

ガイダンス 

プラスチックの分類 

御所浦わくわく島体

験 

星座紹介 

英語による実験，分析，

考察，自然観察 

英語によるプレゼンテ

ーション 

9・10月 

数学 

× 

社会 

ガイダンス 

歴史上の図形の分析

（家紋の対称性を探

る） 

歴史の数字の検証

（歴史と人口推移） 

調査によるデータ収集・

整理 

データの分析 

分析結果の数学的考察 

11・12

月 

社会 

× 

英語 

ガイダンス 

海外旅行プランを考

えよう 

旅行プランを発表し

よう 

海外旅行に関する情報

収集・整理 

英語による旅行プラン

の作成と紹介 

 

1・2・3

月 

数学 

× 

英語 

ガイダンス 

外国の教科書から数

学を学んでみよう 

数学の問題を英語で

解いてみよう 

数学による学び（数学に

よる分析・考察）の整理・

共有 

英語による学び（実践的

英語力）の整理・共有 

 

【第2学年】 

各テーマの課題を通じて，社会の基本的な仕組みと機能の

概念を具体的かつ多角的に理解し，自然や社会の多様な現象

や物事を自分事として捉え，地域や社会にとってのウェルビ

ーイングとは何かを考えることができる。また，科学的手法と

データ分析を通じて，問題解決能力を高め，広い視野で物事を

考えることができる。 

時期 学習項目 学習内容 

4・5月 

理科 

× 

数学 

ガイダンス 

細胞の大きさを測 

定 

調査結果のグラフ 

化・可視化 

細胞の大きさの調 

査のまとめ 

調査によるデータ収集 

データのグラフ化 

グラフからの傾向分析・

考察 

7～12月 

社会 

× 

数学 

× 

英語 

× 

[商業] 

ガイダンス 

商品化の基礎 

企画書会議・作成 

カルタ大会 

プレゼンテーション

作成 

プレゼンテーション

大会 

マーケティングなどの

商品化の基礎を専門家

から学ぶ 

企画書を作成する 

カルタの絵札を作成す

る 

読み札を英訳する 

12・1月 

数学 

× 

[福祉] 

(情報・

体育) 

ガイダンス 

ユニバーサルデザイ

ンの基礎 

UDスポーツの考案 

プレゼンテーション

作成 

プレゼンテーション

大会 

UD の基礎を専門家から

学ぶ 

UD スポーツを企画・考

案する 

プレゼンテーションを

行う 

2・3月 

理科 

× 

美術 

× 

英語 

ガイダンス 

振動の基礎 

温度上昇コンテスト 

つまようじタワー耐

震コンテスト 

理科による学び 

英語による実験・分析・

考察 

英語によるまとめと発

表 

 

【第3学年】（令和7年度開講予定） 

各テーマの課題を通じて､グローバルな視点で､自然や世界

の多様な現象や物事を自分事として捉え､全人類にとっての

ウェルビーイングとは何かを考えることができる。また､科学

的手法とデータ分析を通じて､問題解決能力を高め､企画立

案・提案などに必要な知識・技能の習得とともに､多様な人々

に対して広い視野で提案・表現できる。 

 

❸評価方法 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

評

価 

診
断
的 

形成的 
総
括
的 

内

容 
実験レポート・ワークシート・協働的学習の取組 

 

❹内容・方法 

授業では複数の教科の教師が連携し，各教科の特性を

活かしながら授業を展開する。中 1 年次では，各テーマ

を通じて，自然や社会の多様な現象や物事を自分事とし

て捉え，自分にとってのウェルビーイングとは何かを考

えることができる。また､自然や社会の課題解決のために

観察や考察を通して，知識・技能の習得とともに豊かな

思考力を身に付けることができる。 
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中学 1年 4・5月「理科×数学」 

『陽葉と陰葉の違い』 

 中 1 年次には，学校敷地内にある太陽に照らされた場

所にある葉と日陰にある葉の大きさや重さを計測し，ス

プレッドシートを活用しデータ分析を行い，プレゼンテ

ーションによる発表を行った。（図.1） 

 
【図.1 中 1まとめたデータ】 

 

中 2 年次では，各テーマの課題を通じて，社会の基本

的な仕組みと機能の概念を具体的かつ多角的に理解し，

自然や社会の多様な現象や物事を自分事として捉え，地

域や社会にとってのウェルビーイングとは何かを考える

ことができる。また，科学的手法とデータ分析を通じて，

問題解決能力を高め，広い視野で物事を考えることがで

きる。 

 

中学 2年 4・5月「理科×数学」 

『「ものさし」を通して科学する』 

ミクロメーターを使って，オオカナダモや小麦粉など

の大きさを計測し，比較し他者に伝わるようにまとめる。 

（図.2） 

【図.2 中 2まとめたデータ】 

 

中学 2年 7月～12月「社会×数学×英語×[商業]」 

『カルタを通して郷土商品を開発する』 

 球磨中央高校のスーパーティーチャーの先生と連携し，

マーケティングの基礎を学び，宇土の名物を広く伝えて

いくための商品化を行う。熊本の歴史や文化を絵（漫画）

にうつしたカルタづくりやプレゼンテーションを通して，

国際的な理解と地域愛を育み，多文化共生の推進と地域

の課題解決に向けた具体的なアクションプランを形成す

るスキルを身に付ける。また､地域や社会にとってのウェ

ルビーイングの視点をもつことで，自分たちの地域が直

面している現実的な課題を自分事として考え，それに対

してどのように行動すれば良いかを考える機会とする。

さらには，地域の歴史や文化を他者や外国人に伝えるツ

ールやマーケティングのノウハウを習得することで、熊

本と外国人コミュニティ間の架け橋となる人材を目指す。

（図.3） 

  
【図.3 カルタ作りの様子】 

 

中学 2年 12・1月「数学×[福祉]（情報・体育）」 

『視覚障がい者の視点で UDを開発する』 

 県立盲学校のスーパーティーチャー，NPO 法人数学

café 代表理事の根上様，富士通研究所研究員の簗島様と

連携し，視覚障がい者の方の周囲の情報の捉え方や，視

覚情報がなくとも相手に伝わるような伝え方を学び，数

学のグラフを音で伝えるプログラムを学ぶ。（図.4） 

視覚障害者も健常者と同じように人生を楽しんで生き

ていることを知ると同時に，少しの手伝いで生活がかな

り楽になることを知る。また，同じ障害を持つ人でも個

性があり，向き合い方は様々であることを知る機会とす

る。 

視覚障害者の生活を体験し，その後の数学音声教材開

発への動機づけを行う。その際，生徒たちに楽しみなが

ら興味・関心を高めつつ，視覚障害者の立場にたった考

察を行えるものにする。 

  
【図.4 UD開発の様子】 

 

３．検証 

理科や数学の学びを他の教科とつなげることで，生徒

は「なぜこの知識が重要なのか」「この知識がどのように

役立つのか」を実感しやすくなる。例えば，理科の化学

反応を学びながら，それに関連する数学の方程式や統計

を扱うことで，理論的な内容が実際の世界にどのように

応用されるかを理解できる。このように，学びが現実と

つながることで，学習へのモチベーションが高まること

が予測される。 

理科は自然現象や科学的原理を探究する学問であり，

数学を活用することで，その探究を深めることができる。

また，教科横断型授業では，複数の教科が絡み合うため，

グループでの協働学習が重要な役割を果たす。例えば，

理科の実験で得られたデータをチームで分析し，数学を

使って結果を予測するような活動では，協力して問題を

解決する経験ができる。これにより，チームワークやコ

ミュニケーション能力が向上し，社会で必要なスキルを

育むことができる。 

Junior Well-Being(8)を通じて，自然や社会の課題解決

のために観察や考察，情報収集，データ分析，企画提案

等に必要な知識・技能を習得することができていること

が感じられる。また，実践的・体験的活動の充実を図る

ことにより，適切かつ誠実に技術を工夫し創造しようと

する実践的な態度を養うことができている。この取り組

みを続けていくことで中学生から更なる意識の変化をも

たらし，課題研究に必要な独創性が磨かれることが予想

される。 
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内容 

学校設定科目 

「J-tech」 

対象 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

Ⅰ理数教育と探究の「問い」 時数 17 12 7    

 

学校設定科目「J-tech(9)」目標 

【選択教科として中 1 年次～3 年次まで技術と合わせて

年間 35時間，計 105時間を計画】 

熊本県内の指導教諭及び専門機関の人材等と連携し，農

業・商業（起業）・工業・技術・家庭の領域を扱うプログ

ラミング等に関する授業を実践する。 

１．仮説 

中学校段階で学校設定科目「Junior-Technology(9)」を

通して，自然や社会の課題解決のために観察や考察，情

報収集，データ分析，企画提案等に必要な知識・技能を

習得することができる。また，実践的・体験的活動の充

実を図ることにより，適切かつ誠実に技術を工夫し創造

しようとする実践的な態度を養うことができる。 

 

２．研究開発内容・方法 

❶概要 

令和 5年度から年次進行で講座を設置し，令和 6年度

は 1 年次の 1 月からと，2 年次の 9 月からそれぞれ開講

し，課題解決のために必要な知識・技能や実践的な態度

を養う。 

中学校における技術分野の一部代替として，計測・制

御技術を核とした，テクノロジーで新たな価値を創造す

るプロジェクト学習を展開し，実践的・体験的活動の充

実を図ることにより，課題を解決する力，適切かつ誠実

に技術を工夫し創造しようとする態度，共通の目標に向

かって作業を進める協調性とコミュニケーションスキル

を養う。1 年次から 3 年次までの活動を一連の学びとし

て計画し，社会に役立つロボットの製作及び提案を最終

目標とする。 

❷指導計画（学年ごとの学習の流れ）  

1年次の指導計画（1月～3月；17時間） 

回 実施内容 

第 1回 
｢電気回路について｣｢機械の共通部品と保

守点検の大切さ｣ 

第 2回 
｢運動エネルギーへの変換と利用｣｢回転運

動を伝える仕組み｣ 

第 3回 
｢問題の発見，課題の設定｣｢電気回路・力学

的機構の構想①｣ 

第 4回 
｢電気回路・力学的機構の構想②｣｢製作，点

検・調整①｣ 

第 5回 ｢製作，点検・調整②｣ 

第 6回 ｢製作，点検・調整③｣ 

第 7回 ｢製作，点検・調整④｣｢製作の過程の改善・修正｣ 

第 8回 ｢ロボットコンテスト｣｢製作過程の評価（報告会）｣ 

第 9回 
｢エネルギー変換の技術の最適化｣｢これか

らのエネルギー変換の技術｣ 

2年次の指導計画（9月～11月；12時間） 

回 実施内容 

第 1回 
｢計測・制御システムとは？｣ 

｢問題の発見，課題の設定｣ 

第 2回 ｢計測・制御のシステム構想｣ 

第 3回 ｢計測・制御システムプログラムの製作①｣ 

第 4回 ｢計測・制御システムプログラムの製作②｣ 

第 5回 ｢問題解決の評価，改善・修正｣ 

第 6回 
｢ロボットコンテスト（自動制御）｣ 

｢製作過程の評価（報告会）｣ 

 

 

❸評価方法 

各回の授業ごとに Google Form を用いて振り返りのア

ンケートをとり，その日の授業の要点記述だけでなく，

学習内容と身近な物との結びつきを表現し，授業に臨む

態度（復習の有無や授業の手ごたえ）を自己評価するな

どといった観点別評価を実施している。各年次の最後に

辞しする報告会では，成果物やプレゼンテーションの完

成度をコンテスト形式で競い，学習評価に反映させてい

る。 

❹内容・方法 

社会に役立つロボットの製作及び提案などテクノロジ

ーで新たな価値を創造するプロジェクト学習を展開する

ため，「技術」分野の一部代替として，学校設定科目

「Junior technology(9)（J-tech）」新設（2023 年）し，

「技術」と「J-tech(9)」との往還により，教科の枠を越

え，専門家と連携して STEAM 教育を実施している。 

1年次には，「エネルギー変換の技術」の単元で，ロボ

ットの四足歩行のためのてこクランク機構や，

3DCAD(Tinkercad)による脚部の設計や 3D プリンターに

よる出力，ロボットコンテスト（電池による強制駆動）

での試走，評価等を行う。 

2年次は，「計測・制御のプログラミングによる問題解

決」の単元で，microbit によるプログラミングを行い，

災害ロボット犬をモデルとした自作したロボットを走行

させ，障害物等をセンサーで計測・制御しながら，方向

転換できる四足歩行ロボットを作製し，コンテスト（プ

ログラミングによる計測制御駆動）で試走するなどして，

ものづくりの視点と問題解決力を育んだ。（図.1） 

3 年次は令和 6 年度はまだ未開講であるが，予定とし

てはこれまでの授業の知識や技術を活用して身近な課題

を見つけ，自ら課題設定し，ロボットを 3DCAD 等でイメ

ージ化し，課題解決に向けたアイデアを発表する予定で

ある。これらの J-tech(9)3 年間を通じて，ものづくりの

視点を通して防災をはじめとしたウェルビーイングの観

点を育んでいく。 

  
【図.1 J-Tech(11)の授業様子】 

３．検証 

中学生向けの Junior-Technology(9)を通じて，自然や

社会の課題解決のために観察や考察，情報収集，データ

分析，企画提案等に必要な知識・技能を習得することが

できていることが感じられる。また，実践的・体験的活

動の充実を図ることにより，適切かつ誠実に技術を工夫

し創造しようとする実践的な態度を養うことができてい

る。この取り組みを続けていくことで中学生から更なる

意識の変化をもたらし，課題研究に必要な独創性が磨か

れることが予想される。 
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内容 

学校設定科目 

「未来科学」 

対象 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

Ⅰ理数教育と探究の「問い」 単位    4   

 

学校設定科目「未来科学(7)」 

【高校 1 年次に化学基礎 2 単位,科学と人間生活 2 単位

を代替して，未来科学(7)4単位を設置する】 

【目標】自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え 

方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなど 

を通して，自然の事物・現象を科学的に探究するために 

必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

【知識・技能】自然と人間生活との関わり及び科学技術 

と人間生活との関わりについての理解を深め，科学的に 

探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身 

に付けるようにする。 

【思考・判断・表現】観察，実験などを行い，人間生活 

と関連付けて科学的に探究する力を養う。 

【主体的に学習に取り組む態度】自然の事物・現象に進 

んで関わり,科学的に探究しようとする態度を養うとと 

もに,科学に対する興味・関心を高める。 

 

１．仮説 

「化学基礎」で扱う内容を軸に「科学と人間生活」で 

扱うエネルギー，粒子，生命，地球の事物・現象を学際

的な視点で設定した探究の「問い」を通して探究的に学

びを深めることができる。また，未来科学 Lab(7)として

技術習得と未知探究の中間に位置する探究実験を実施す

ることによって，科学論文形式 IMRAD を意識したレポー

トができる。 

 

２．研究開発内容・方法 

❶概要 

中学 3 年における先取り授業として年間 70 時間，地

学基礎 2 単位を扱い，高校 1 年に化学基礎 2 単位,科学

と人間生活 2 単位を代替して，未来科学(7)4 単位を設置

する。エネルギー，粒子，生命，地球の事物・現象を学

際的な視点で設定した探究の「問い」を通して探究的に

学びを深める。また，未来科学 Lab(7)と称した技術習得実

験と未知探究実験の中間に位置する探究型実験を行う。 

❷年間指導計画(1年間の学習の流れ)・開発教材 

第2章 実施報告書 テーマⅠ「研究開発の時間的経過」参照 

第3章 関係資料「5 開発独自教材一覧」参照 

❸評価方法 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

評

価 

診
断
的 

形成的 
総
括
的 

形成的 
総
括
的 

形成的 
総
括
的 

内

容 

単元テスト・ポートフォリオ・実験レポート・ワーク

シート・リフレクションシート・協働的学習の取組 

【図.1 観点別評価表】 

三観点(知識・技能，思考・判断・表現，主体的に学習に

取り組む姿勢)に沿った評価を行う。(図.1) 

❹内容・方法 

時間割編制の工夫により，化学，物理，生物，地学の 

教員が授業を担当することができる指導体制とし，理科 

4領域を 6時間の単元のまとまりで展開することができ 

るようにシラバス編制(図.2)をする。協同学習アプリ

Miroを用いて個別最適な学び・協同的な学びができるよ

うにし，「問い」を創る授業(6)を実践する。 

    【図.2 未来科学シラバス一部抜粋】 

授業は，学習端末機器 Chromebook を用い，1枚の Miro

ボードに物理，化学，生物の単元ごとにまとめたフレー

ムを作成し，「問題を解く」「問いに挑む」「問いを創る」

を GoogleForm を用いて取り組んだり(図.3,図.4)，リフ

レクションシート(図.5)を用いて単元の振り返りや問い

を創ることを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図.3 Miroボード物理分野フレーム】 

 

 

 



 

- 23 - 
熊本県立宇土中学校・宇土高等学校 第Ⅲ期第２年次                      SSH 研究開発実施報告書【❷実施報告書（本文）】 

研
究
開
発
の
経
緯 

研
究
開
発
② 

探
究
活
動 

研

究

開

発

③

W
el
l-

B
e
in
g
Ⅰ
Ⅱ
 

実
施
効
果
と
評
価 
校
内
組
織
体
制 

成
果
発
信
・
普
及 

研
究
開
発
方
向
性 

研
究
開
発
の
課
題 

研
究
開
発
①
理
数
教
育

と
探
究
の
問
い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図.4 Miroボード生物分野フレーム】 

【図.5 リフレクションシート】 

実験データの活用した「問い」 

班ごとに実験を行い,得られたデータ(図.6)の有用性

を個人で考え,班員で協議し,その結果を基に「問い」に

挑戦する。(図.7) 

 
【図.6 データの活用】 

【図.7「問い」に挑戦】 

 

未来科学 Lab(7)は，目的と意義に関するガイダンスを

実施したうえで,事前事後指導を含めた指導方法で実施

する。（表.1）物理,化学,生物,地学それぞれの領域で探

究テーマを提示し,探究テーマにもとづいた実験計画を

立案し,生徒がそれぞれ実験方法及び実験対象を準備す

る。薬品及び実験器具は生徒からのオーダーシートを受

け教員が準備する。実験後はレポートにまとめ,未来科学

Lab(7)チェックリスト（図.8,図.9）で自己評価して提出

する。教師評価を行った後にフィードバックする。 

 

 

 

 

【表.1 未来科学 Lab(7)の指導内容】 

時  期 指導内容 

実 施 前 【授業】ガイダンス 

2 週 前 
【教員】探究テーマ提示 

【生徒】実験テーマに即した実験計画 

1 週 前 
【生徒】必要な薬品・器具の依頼 

【教員】薬品・器具の調整 

当  日 【授業】未来科学 Lab(2時間連続) 

1 週 後 【生徒】レポート提出 

2 週 後 【授業】レポート作成講座 

 
【図.8 未来科学 Lab(7)チェックリストの一部】 

 

 
【図.9 未来科学 Lab(7)（自律神経と心拍数の増減）の流れ】 

 

３．検証 

全校生徒に年 2回（7月，1月）行った SSHアンケート

内の質問項目「科学技術・理科・数学の理論・原理への

興味が向上する」の分野について，単数回答法，間隔尺

度（強制選択尺度[4件法,4：肯定～1：否定]）の各段階

の割合と平均を求めた。（詳細は第３章「関係資料」第５

節参照） 

それぞれの学年で差はあるものの，概ね 5 割～6 割の

生徒が肯定的な回答を示している。中学 3 年生や高校 1

年生の科学の基礎の分野において系統立てて指導してい

くこと更にアンケート結果が良くなると思われる。 

自主性,挑戦心をもった観察・実験を通して,理論・原

理を学び,応用する探究型授業の展開が有効であり,様々

な題材で未来科学 Lab(7)の実験テーマを今後,開発して

いくことが有効と考えられる。 
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研究開発テーマ 研究 

内容 

学校設定科目 「探究化学」 

「探究物理」 「探究生物」 

対象 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

Ⅰ理数教育と探究の「問い」 単位     4 7 

 

学校設定科目「探究化学」目標 

【2年次化学 2単位・3年次化学 4単位と代替】 

化学的な事物・現象に対する探究心を高め,理科の見方・

考え方を働かせ,目的意識をもって観察・実験などを行

い,化学的に探究する能力と態度を身につける。また,化

学の基本的な概念や原理・法則を理解し,科学的な自然

観を身につけ,科学技術の在り方について意思決定する

ために必要な,科学的な見方や考え方を身につける。さ

らに,化学的な事象・現象に対して探究の「問い」を学

際的視点で創ることができる態度を育成する。 

 

学校設定科目「探究物理」目標 

【2年次物理 2単位・3年次物理 3単位と代替・選択】 

物理的な事物・現象に対する探究心を高め,理科の見方・

考え方を働かせ,目的意識をもって観察・実験などを行

い,物理的に探究する資質・能力を身につける。また,物

理学の基本的な概念や原理・法則を理解し,科学的な自

然観を身につけ,科学技術の在り方について意思決定す

るために必要な,科学的な見方や考え方を身につける。

さらに,物理的な事象・現象に対して探究の「問い」を

学際的視点で創ることができる態度を育成する。 

 

学校設定科目「探究生物」目標 

【2年次生物 2単位・3年次生物 3単位と代替・選択】 

生物や生物現象に対する探究心を高め,理科の見方・考

え方を働かせ,目的意識をもって観察・実験などを行い,

生物的に探究する能力と態度を身につける。また,生物

学の基本的な概念や原理・法則を理解し,科学的な自然

観を身につけ,科学技術の在り方について意思決定する

ために必要な,科学的な見方や考え方を身につける。さ

らに,生物や生物現象に対して探究の「問い」を学際的

視点で創ることができる態度を育成する。 

 

１．仮説 

生徒が設定した 1年ロジックリサーチ(12)及びプレ課題

研究(13),2 年 SS 課題研究(15)及び GS 課題研究(16)のテーマ

を参照して,「探究物理」・「探究化学」・「探究生物」の授

業の探究の「問い」を設定する授業設計をすることによ

って,教科の枠を超えた授業(33)設計を行う視点が高まり,

主体的・対話的で深い学びを実現する授業改革を展開す

ることができる。また,数理融合教材開発,探究型授業実

践を通した教科横断型授業の構築を図ることができる。 

 

２．研究開発内容・方法 

❶概要 

探究的な学習の過程や課題の設定,情報の収集を行い

それを整理・分析,まとめ・表現を単元ごとに展開できる

ように,探究の「問い」を“つかむ”,“挑む”,“創る”

の 3 つの「問い」で構成した探究の「問い」を創る授業

を実践する。 

 

❷年間指導計画(1年間の学習の流れ)・開発教材 

第2章 実施報告書 テーマⅠ「研究開発の時間的経過」参照 

第3章 関係資料「5 開発独自教材一覧」参照 

 

❸評価方法 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

評

価 

診
断
的 

形成的 
総
括
的 

形成的 
総
括
的 

形成的 
総
括
的 

内

容 

基礎確認テスト・定期考査・ポートフォリオ・ 

実験レポート・ワークシート・協働的学習の取組 

観点別評価として,「知識・技能」は考査,実験,探究の

問いを掴むことへの取組,「思考・判断・表現」は考査,

実験,探究の問いに挑むことへの取組,「主体的に学習に

取り組む態度」は探究の問いを創ることへの取組を主な

対象とし,探究の過程が可視化できるように Google 

classroom 及び共有ドライブでデジタルポートフォリオ

をして教員と生徒が成果物を共有できるようにする。 

 

❹内容・方法 

学 校 設 定 科 目 「 探 究 化 学 」 

化学の代替科目である「探究化学」における年間指導

計画において,単元毎に大きな「問い」を提示し,学びの

中で新たな「問い」を生徒自らが持てるように,授業ごと

に小さな「問い」を出していく。（表.1）その中でも，物

質などの性質は，教科書だけでは知識の暗記に留まらな

いように，実験から得られた結果から考察し，新たな「問

い」の探究実験に挑む展開で構成する。単元の振り返り

には，Google Formを用いて解答し（図.1），リフレクシ

ョンシート（図.2）を用いて探究の「問い」を創る場面

を設ける。協働学習アプリ Miro を活用すること（図.3）

で，生徒がいつでも授業の振り返りができるようにする。 

【表.1 主な単元の探究の「問い」】 

単元 探究の「問い」の例 

電気分解 
電気エネルギーを使って，強制的に酸化還元反応

をおこなうとどのような変化が起こるか 

電気分解の利用 電気分解はどのようなことに応用されているのか 

電気分解の

量的関係 

ファラデーの電気分解の法則から何がわかるの

か 

物質の三態 物質の沸点や融点はどのようにして決まるのか 

気体・液体間

の状態変化 

水の入った容器にふたをすると水が減らな

くなるのはどうしてか 

気体の性質 
圧力や温度を変えると，気体の体積はどのよ

うに変化するか 

気体の状態

方程式 

気体の物質量を変えると，気体の温度・圧力・

体積の関係はどうなるか 

混合気体 
混合気体の各成分の圧力と全圧はどのよう

な関係になるか 

理想気体と

実在気体 

分子自体の体積や分子間力は，気体の体積に

どのように影響するのか 

溶液の性質 物質の溶け方の違いは，何によるものか 

希薄溶液の

性質 

溶媒に少量の物質を溶かしたときに，どのよ

うな現象が起こるのか 

コロイド 
溶けている物質の粒子が大きくなると，どの

ような性質を示すのか 

結晶 結晶の構造はどのようになっているのか 

金属結晶の構造 金属結晶はどのような構造をしているのだろうか 

イオン結晶

の構造 

イオン結晶はどのような構造をしているの

だろうか 

その他の結

晶と非晶質 

分子や原子からなる結晶にはどのような特

徴がみられるか 

反応熱と熱

化学方程式 

化学反応において熱の発生や吸収が起こる

のはなぜだろうか 

ヘスの法則 
反応経路の違いと出入りする熱量にはどの

ような関係があるのか 

反応の速さ 化学反応の速さはどのように表されるだろうか 

反応速度を

変える条件 
化学反応の速さに何が影響を及ぼすだろうか 

反応の仕組み 化学反応はどのようにして起こるだろうか 

可逆反応と

化学平衡 

化学反応における平衡状態とは，どのような

状態なのだろうか 

平衡の移動 
平衡状態にあるとき，温度・圧力などを変え

るとどのような変化が起こるか 

電離平衡 
酸や塩基が溶液中で電離するとき，どのよう

な平衡が成り立つだろうか 
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塩の水への

溶解 

塩が水に溶けているとき，どのような平衡が

成り立つだろうか 

遷移元素 遷移金属から成る物質はどのような特徴をもつか 

無機物質と

人間生活 
身の回りにある物質にはどんな特徴があるのか 

脂肪族炭化

水素 

脂肪族炭化水素から成る物質はどのような

特徴をもつか 

芳香族化合物 
芳香族化合物から成る物質はどのような特

徴をもつか 

高分子化合物 高分子化合物とは何か 

天然高分子化合物 天然高分子化合物にはどんな特徴がみられるのか 

合成高分子化合物 合成高分子化合物にはどんな特徴がみられるのか 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図.1 GoogleFormsの利用（確認問題・回答状況）】   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図.2 リフレクションシート】 

【図.3 協働学習アプリ Miroの利用】 

 

学 校 設 定 科 目 「 探 究 物 理 」 

 物理の代替科目である「探究物理」においては，指導

と評価の一体化を図るため，協同学習アプリ Miroを用い

た個別最適な学び・協働的な学びによる探究の「問い」

を創る授業(6)を実践し，定期考査によらない評価を開発

する。 

 

①授業の流れ 

一人１台端末 Chromebook を用い，生徒も教師も 1 枚

の Miroボードを共有し，自分たちの課題研究の視点と偉

人 た ち の 研 究 の 視 点 を 重 ね る た め の 「 5W1H1R

（Regularity）」で単元内容を紐解き，探究の「問い」

（Mission）を解決しながら，大問いを解き明かしていく

授業を実施する。 

 

例  

単元：万有引力について(図.4) 

探究の大問い 

「ISS内の無重量状態で使う体重計は，重力下や,斜面で

も使えるのか?」 

探究の問い 1(Mission1) 

「ISS 内にある 2種類の体重計は無重量空間でどのよう

にして体重を量るか」 

探究の問い 2(Mission2) 

「天井と床からゴムで貼ったパンチングマシーンの周期

は?」 

探究の問い 3(Mission3) 

「実体振り子(棒振り子)と単振り子，周期が長いのはど

っち?」 

探究の問い 4(Mission4) 

「濁った水面に浮いて立つ棒（ウキ）の，水面下の長さ

を推測せよ」 

 

 
【図.4 Miro ボード】 
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②総括的評価 

単元テストや思考レポート等の観点別評価（評価Ⅰ）

及び，実力テスト（評価Ⅱ；100点法→5段階評価）で総

合的に評価する。(図.5) 

【図.5 評価Ⅰと評価Ⅱ】 

   

ア．観点別評価（評価Ⅰ）；ABC→5 段階評価 

・主に「知識・技能」を測るため，GoogleFormによる「単

元テスト αALL」及び「単元テスト β（記述式）」の基礎

問題（3割程度）で評価する。 

・主に「思考・判断・表現」を測るため，「単元テストβ

（記述式）」を実施する（教科書等閲覧可能）。 

・主に「主体性」の評価につなげるため，「リフレクショ

ンシート」や GoogleFormによる「問いづくり」，及び「単

元テスト α(3回)」の取組状況で評価する。また，「思考

探究レポート」を実施し，授業の導入や理解の定着を図

る。 

イ．実力テスト（評価Ⅱ）；100点法→5段階評価 

学期に 1 回の実力テスト（教務規定に従って実施；50

分）を行う。 

 

③形成的評価 

毎時間，理解度（自己評価）を確認し，生徒のつまず

きや，モチベーション向上につなげている。 

 

④協働的な学びによる，主体的で対話的で深い学びにつ

なげる工夫 

・写メしたミニ黒板を Miro内に張り付け，共有できるよ

うにしている．  

・Miroボードには，提出物や提出日，Formテストなどが

わかりやすいように，ボード内にまとめて配置し，24時

間振り返りができるようにしている。また，単元ごとの

Miro ボードに飛べるように，3 学年を通して，いつでも

見直しができるようにしている。 

 

⑤定期考査のみに頼らない評価及び観点別評価について

（アンケート結果） 

従来の定期考査の数回限りの評価ではなく，単元テス

トやレポートによる観点別評価と，実力テストによる評

価を行っていることについてのアンケートでは， [暗記

よりも理解に注力するようになった（82%）]，[授業中の

集中力が増した（76%）]という結果が得られた。また，

「なぜ，なに？」を重視した探究の「問い」を創る授業
(6)を通しての 1 学期から 2 学期の変容を問うたところ， 

[意欲（理解しようとするための継続的な努力）が向上し

た] ，[修正力・調整力（向上しようとするための予習・

復習などの取組）] については 78％と比較的高い割合を

示した。 

 つまり，定期考査や通知表がなくなったことで，生徒

が定期考査前に重点的に勉強する学習スタイルや一夜漬

けスタイルから，普段の勉強にも力を注ぐ学習スタイル

への変化につながり，指導と評価の一体化が図れている

ことの裏付けにつながった。 

また，形成的評価は，総括的評価に間接的に連動して

おり，モチベーション向上にも重要である。定期考査（ペ

ーパーテスト偏重で総括的評価を行っていた評価方法）

をなくしても，3 観点でのバランスの取れた評価＋実力

テストを中心とした成果を見る評価の組み合わせで，形

成的評価に重きを置いた評価ができ，総括的評価が適切

にできることもわかった。（図.6） 

【図.6 考査だけに頼らない評価づくり】 

 

学 校 設 定 科 目 「 探 究 生 物 」 

 生物の代替科目である「探究生物」は，探究の過程と

評価視点を組み入れた『探究の「問い」授業を創る授業
(6)』を実践する。3つの観点からなる探究の「問い」を授

業で扱い,探究の「問い」に生徒が協働的に取り組んだ内

容を観点別評価する授業デザインを構築する。Google 

classroom を学習管理システムとして,授業に関連する

教材共有や生徒の成果物をポートフォリオに活用できる

ようにする。生物的な見方,考え方や概念理解の定着を図

る動画や基本事項確認問題への取組は e-Learning で,探

究の「問い」への協働的な学びは授業で行うブレンディ

ッド・ラーニングを実践する。 

探究の「問い」を記載したシラバス及び生徒が創った

探究テーマは Google form・スプレッドシートで共有し,

探究の「問い」の一覧（データベース）にする。探究の

「問い」のデータベースはロジックリサーチ(12)でのミニ

課題研究やプレ課題研究(13),SS 課題研究(15)のテーマ設

定につなげられるようにする。 

探究の「問い」を創る授業(6)の実践例として,大単元「生

物の進化」から小単元「生物の系統の進化」の「人類の

系統と進化」の項目について，探究の「問い」を軸に探

究の過程を 1 単元（1 つの小項目）で展開する授業の実

践例を以下に示す。 

 

【ねらい】 

霊長類に関する資料に基づく，人類の系統と進化を形
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態的特徴などと関連付ける探究の「問い」に対して，「問

い」をつかむ（知識・技能）過程で，二足歩行と形態的

特徴との関係を理解し，「問い」に挑む（思考・判断・表

現）過程で人類の進化の道筋について考察させ，視点を

定めて自ら「問い」を創り出す（主体的に学習に取り組

む態度）ことができることをねらいとする。 

 

【評価規準】 

「主体的に学習に取り組む態度」「知識・技能」または

「思考・判断・表現」どちらかの視点で探究の「問い」

を創り，その探究の「問い」を❶粘り強い取組を行おう

とする側面,❷自らの学習を調整しようとする側面で評

価する。 

 【知識・技能】論理性・客観性 

原理の理解を深めようとしている 

Ａ 

❶・❷の

側面 

「探究の「問い」をつかむ」の取組を通して

得られた知識・技能に基づいて「問い」の視

点を定め❶，さらに，その知識・技能を深めよ

うとする❷探究の「問い」を創ることができて

いる。 

Ｂ 

❶または 

❷の側面 

「問い」の視点を定めた❶探究の「問い」を創

ることができている。または，知識・技能を

深めようとする❷探究の「問い」を創ることが

できている。 

Ｃ 

 

「問い」の視点が定まらない，知識・技能を

深めようとしていないものの，探究の「問い」

を創ることができている。 

 

 【思考・判断・表現】グローバル・革新性・創造性 

課題解決のための活用や科学技術への応用をしようとしている 

Ａ 

❶・❷の

側面 

「探究の「問い」に挑む」の取組を通して高

めた思考力・判断力・表現力に基づいて生物

や生物現象から「問い」の視点を定め❶，さら

に，思考力・判断力・表現力を活かそうとす

る❷探究の「問い」を創ることができている。 

Ｂ 

❶または 

❷の側面 

生物や生物現象から「問い」の視点を定めた❶

探究の「問い」を創ることができている。ま

た,思考力・判断力・表現力を活かそうとする
❷探究の「問い」を創ることができている。 

Ｃ 「問い」の視点が定まらない，思考力・判断

力・表現力を活かそうとしていないものの，

探究の「問い」を創ることができている。 

 

【授業のアウトライン】 

 
 

【授業の実際】 

学習内容の１つの小項目で探究の「問い」をつかむ，

挑む，創る，３つの観点で提示し，学習支援ソフト（Google 

classroom）を活用して，生徒の学びの可視化を図ること

で，「問い」と「観点別評価」を一体化させた探究の過程

を展開する授業の実践ができる 

 

❶探究の「問い」をつかむ 

なぜ，ヒトは類人猿にはできない直立二足歩行をするこ

とができるのか？ 

【教員】デジタル板書＋説明動画 

・プレゼンテーションソフトで作成 

・クリック後，字やイラストが表示 

・説明音声を加えた動画を学習支援ソフトに掲載 

 
【生徒】協働的な学び 

・資料及び教科書をもとに，キーワード抽出 

・キーワードを元に言語化，説明 

・個人で取り組んだプリントをデータ提出 

 
 

❷探究の「問い」に挑む 

なぜヒトが生まれ，どこに向かうのか？進化の視点から

探る※グループごとに別課題に取り組み，発表 

【教員】 

・共同編集資料投影・classroom 掲示（図.7） 

・資料引用：ジャパンナレッジ schoolオンライン図書館

（図.8） 

 
【図.7 授業の様子】【図.8 ｼﾞｬﾊﾟﾝﾅﾚｯｼﾞｽｸｰﾙ】 
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【生徒】協働的に探究課題に挑む 

・5つの視点を各班で探究 

・アルディピテクス・ラミダス 

・アウストラロピテクス・アファレンシス 

・ホモ・ハビリス 

・ホモ・エレクトス 

・ホモ・ネアンデルターレンシス 

 

❸探究の「問い」を創る 

なぜヒトが生まれ，どこに向かうのか？進化の視点か

ら，どのような研究テーマを立てることができるか？ 

【教員】 

・「問い」を一覧にし，共有および議論 

・生徒が創った探究テーマを共有 

・授業から創られた「問い」を探究テーマ設定時に活用

できるようにデータベース化 

【生徒】 

・入力テーマから探究テーマを入力 

・論理性，客観性，革新性など生徒が視点を定め，授業

の題材から探究テーマを創る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．検証 

全校生徒に年 2回（7月，1月）行った SSHアンケート

内の質問項目「理科と探究活動」「理科と日常生活」「理

科を学びたい」の各分野について，単数回答法，間隔尺

度（強制選択尺度[4件法,4：肯定～1：否定]）の各段階

の割合と平均を求めた。（詳細は第３章「関係資料」第５

節参照） 

「理科の探究活動」「理科と日常生活」では 6割ほどの

肯定的回答が得られた半面,「理科を学びたい」の項目で

は 4 割程度であったことから,理科的な視点で他教科を

学ぶ教科横断型授業の実践や学際的領域の教材開発が必

要であると考えられる。探究の「問い」を通して,理論や

原理を理解したうえで,学んだことを応用し,自ら探究の

「問い」を創る流れを他教科での学びでも活用すること

ができるよう,日常生活に着目した教材開発に加え,他教

科の題材を理科的な見方・考え方で学ぶ教材開発ができ

るようにしていきたい。 

また,生徒が創った探究の「問い」の一覧（データベー

ス）の活用は,「課題発見力・気づく力」や「独創性」を

高めるうえで有効であると考えられる。理科領域で扱う

題材が他教科で扱われている題材がないか,シラバスや

探究の「問い」の一覧から把握し,探究の「問い」から様々

な教科を学んでいく機会や教材提示方法を開発していく

ことが重要であると考える。 
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研究開発テーマ 研究 

内容 

学校設定科目 

「探究数学Ⅰ」「探究数学Ⅱ」「探究数学Ⅲ」 

対象 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

Ⅰ理数教育と探究の「問い」 単位    5 6 7 

学校設定科目「探究数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」目標 

【数学Ⅰ 3単位,数学 A 2単位,数学Ⅱ 3単位,数学 B 4

単位,数学Ⅲ 3単位，数学 C 2単位と代替】 

数学的な見方や考え方の良さを認識させ,それらを積極

的に活用する態度を育てる。教材を通して,数学におけ

る基本的な概念や原理・法則の理解を深め,体系的に組

み立てていく。また,数学の考え方を通して,事象を数学

的に考察し処理する能力を育てる。 

 

１．仮説 

特定の事物・現象について,数学の教科特性を活かした

概念形成を図ることによって,数学の有用感を高めること

ができる。また，数学の考え方を通して，事象を数学的に

考察することにより，他教科との関連や日常生活,科学技

術との関連を意識することができる。その上で，生徒自身

が探究の「問い」を創る場面を設定し，その探究の「問い」

を共有し，創った探究の問いを考察することを通して多様

な見方や考え方を身につけることができる。 

 

２．研究開発内容・方法 

❶概要 

高校 1年に「探究数学Ⅰ」,高校 2年に「探究数学Ⅱ」,

高校 3 年に「探究数学Ⅲ」を設置し,探究数学Ⅰでは数学

Ⅰ,数学Ａ,探究数学Ⅱでは数学Ⅱ,数学Ｂ,探究数学Ⅲで

は数学Ⅲ,数学Ｃの領域の関連性に考慮しながら内容を適

宜振り分け,系統的に幅広く学習する。ただし，数学Ⅰ(4)

データの分析及び数学Ｂ（2）統計的な推測などの統計分

野は学校設定科目「Well-BeingⅠ・Ⅱ(26)」で扱うこととす

る。 

 

❷年間指導計画(1年間の学習の流れ)・開発教材 

第2章 実施報告書 テーマⅠ「研究開発の時間的経過」参照 

 

❸評価方法 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

評

価 

診
断
的 

形成的 
総
括
的 

形成的 
総
括
的 

形成的 
総
括
的 

内

容 

単元テスト・定期考査・ 

問題演習・ワークシート 

 

❹内容・方法 

探究数学Ⅰ･Ⅱ･Ⅲでは，協働学習アプリ「Miro」を用い

て生徒の個別最適な学びと協働的な学びを実現しながら，

探究の「問い」を創る授業(6)を実践し，生徒に探究的な学

びに向かうための基礎を身につけさせる。Miro は，各単

元で 1枚のボードを作成し(図.1），授業のまとまりごとに

スペースを設ける(図.2)。生徒は一人一台端末の Chrome 

bookを活用して協働作業などを行う。 

 
【図.1単元の Miroボード】 

  
【図.2 授業のまとまり】 

 

探究の「問い」を創る授業(6)では探究の「問い」をまず

つかみ,それに生徒自らが挑み,その内容について解き,解

いた内容を他の生徒に伝えることを順番で構成すること

を基本とする。 

 

【例 数学 A 単元：場合の数と確率～メレの問題】 

①探究の「問い」をつかむ(図.3) 

「問い①：ある 2人が先に 6勝すると賞金がもらえるゲー

ムをしている。しかし Aが 5勝，Bが 3勝したところでゲ

ームを中断しなくてはならなかった。このとき賞金の配分

はどうしたら良いだろうか？（勝つ確率は互いに 50％と

する）」 

「問い②：A が 2 勝，B が 0 勝でも同じように考えても良

いのだろうか？」 

「問い③（本時の大問い）：どのような勝敗でもお互いに

納得できるような賞金の分配はどんな方法だろうか?」 

②探究の「問い」を解く 

グループで自分たちの解決方法について考えさせ，その

方法の写真を撮り，Miroにアップさせる。(図.4) 

③考えを共有する 

Miro にアップされた写真を基に考えを共有する。各班

自分たちの考えを全体に向けて説明させる。 

④授業のまとめ 

授業担当よりまとめとして，パスカルとフェルマーの書

簡について紹介をし，授業のまとめを行う。(図.5) 

 

 
【図.3 探究の問いをつかむ（ワークシート）】 
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【図.4 意見共有】   【図.5 ﾊﾟｽｶﾙとﾌｪﾙﾏｰの書簡】 

 

数学は研究の場面等で実際の現象を扱っているにもか

かわらず, 高校数学で扱う問題はほぼ全ての領域におい

て抽象化されたものとなっている。そのため, 数学は抽象

的で, 将来において役立たないと思っている高校生が少

なくない。そこで，各単元において授業で,日常生活と数

学の関連を題材にした内容を取り扱い,数学が普段の生活

とどのように関わりを持っているのかを認識させ,そのう

えで数学的思考力を高める。 

 

【例 フェルマー点の日常への活用（学習指導要領外）】 

① 探究の「問い」をつかむ 

2020 年 7 月豪雨に関する記事とドローンを用いた救援物

資に関する動画，そしてドローンの現状に関する記事を読

み，本時の探究の大問いをつかむ。(図.6) 

「探究の大問い：災害時に孤立集落になる３つの地点にド

ローンで物資を届けるためには，補給地点をどこにするの

が一番いいだろうか？」 

② 探究の「問い」を解く 

探究の「問い」について，各自で予想し，Miroの付箋機能

を用いて意見の共有を全体で行う。その後，図形処理ソフ

トの GeoGebra を用いて各点から最短距離となる場所をグ

ループで考察する。(図.7) 

③考えを共有する。 

グループで話し合った内容について，各グループの考えを

説明させ，意見共有を行う。 

④授業のまとめ 

本時の振り返りを行い，新たに生まれた「問い」について

考えさせ，共有を行う。 

以上のような流れを通して数学の有用性を実感させると

ともに，日常生活や科学技術との関連および課題解決に活

かそうとする意識を高める。 

 

 

 

【図.6 日常への関わりを用いた探究の問い】 

 

【図.7 Miro付箋機能と図形処理ソフト GeoGebra】 

 

 生徒が探究の「問い」を創り，その「問い」について

考える場面を各単元の最後に設定している。まず，教師

側から，その単元に関する探究の「問い」を提示し個

人，そしてグループで考え，全体で共有する。その後，

自分で学習した単元と関する探究の「問い」を創り，そ

の答えを考察させる。その際，ワークシートには探究の

「問い」を創り，考察したことの振り返りや，問いを創

ったり，解決したりするために工夫した点を記述させ，

思考の深まりを促すようにしている。 

 

【例 単元：数学Ⅱ 微分法と積分法】 

①教師からの探究の「問い」について考察する。 

問い：「半径 1の球に内接する円柱の体積が最大となると

き，円柱の高さはどれくらいだろうか？」 

個人，グループの順で考察し，考えを全体で共有・説明

させる。(図.8) 

②教師から提示された探究の「問い」を踏まえて，自分

の探究の「問い」を創り，その問いについて考察する。 

③ これまでの考察を踏まえた振り返りを行う。 

 
【図.8 探究の問いとワークシート】 

 

 事象を数学的に考察し，処理する能力を高め，数学の有

用感を実感させるため，教科横断型の授業も取り入れる。

その際，数学の教科特性を活かすため，数学を使って他教

科の学びを深めることができるような組み合わせにする

など，生徒がそれぞれの教科の良さを実感できるような授

業構成とする。 

 

【例 理想のクラウチングスタートの形は？ 

   体育×生物×数学】 

授業のねらい 

3 人 1 組教科の枠を越える授業(33)「数学・体育・生物」 
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【図.11 全体での共有】 

体育の授業で記録した自身のクラウチングスタートの動

画に着目し，数学的視点から理想のフォームを考察し，そ

れを実際のフォームに反映させる。さらに，ヒトと他の哺

乳類の骨格の違いに着目させ，踏み出し（1歩目）から次

の動作のつなげ方を探究させる。 

授業展開 

①「問い」をつかむ 

体育の授業で実践した「クラウチングスタート」について，

それぞれが撮影した動画を基に理想的なフォームはどの

ような形であるのかを考える。(図.9) 

②「問い」を考察する 

自身の動画のクラウチングスタートをスクリーンショッ

トし，GeoGebraで足首の角度の計測を行う。その形がどの

ような特徴をもっているか個人で考察する。グループで，

数学的視点から理想的なクラウチングスタートを考察し，

実際にそのフォームを写真に撮り，Miro にアップする。

(図.10) 

③考えを共有する。 

各グループで考察した結果を全体に向けて説明させる。そ

の際，なぜそのように考えたのか根拠を明確にして説明さ

せることを意識させる。(図.11) 

④問いを広げる 

ウサインボルト vs チーターの動画からヒトと他の哺乳類

の骨格の違いに着目する。その上で，複数の哺乳類の骨格

を掲示し，生物的視点に基づいて後脚の関節および各骨の

長さに着目するとどうなるか考察する。 

⑤授業のまとめと探究の問いを創る 

教科横断型で授業設計した教員が，今回の内容に関して創

った問いを紹介し，生徒自身が本時のテーマから探究の

「問い」を各自で創る。(図.12) 

 
【図.9クラウチングスタートの確認】 

 
【図.10グループでの考察】 

   
 

 
【図.12 探究の問いを創る】 

 

３．検証 

全校生徒に年 2 回（7 月，1 月）行った SSH アンケート

内の質問項目「数学と探究活動」について，単数回答法，

間隔尺度（強制選択尺度[4件法,4：肯定～1：否定]）の各

段階の割合と平均を求めた。（詳細は第３章「関係資料」

第５節参照） 

数学を学ぶと探究活動に役立つか尋ねたところ，各学年

でおよそ半数の生徒が肯定的な回答を示した。今後は，実

社会や日常生活との関連を意識した教材開発や指導方法

の充実を図るとともに，教科横断教材や学際的教材の開発

に重点を置く必要があると考える。また，Well-Being Ⅰ

Ⅱ(26)と連携を取りながら，体系的なデータサイエンスの

知識・技能の充実を図り，思考・判断・表現の機会を充実

させ，主体的に学習に取り組む態度を育成する学校設定科

目の開発も必要と考える。通常の数学の授業だけでなく，

日常生活と数学の関連を題材にした授業や作問，他教科と

の数学的アプローチを施すことにより，これらの項目を更

に改善していきたい。数学は好き嫌いが激しく，特に社会

探究コースに所属している生徒は数学の有用性を十分理

解できていない。大学の理工系の各部に進学せずとも，将

来様々な場面で数学的思考力が必要となってくる。いかに

そこを理解させていくかが今後の課題である。 
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研究開発テーマ 研究 

内容 

探究の「問い」を創る授業 

シラバスとルーブリック 

対象 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

Ⅰ理数教育と探究の「問い」 単位 単位なし 

１．仮説 

すべての教科で，探究の「問い」を創る授業(6)を設計す

るシラバスを作成や，授業を通して教員,生徒が創った探

究の「問い」のデータベースを作成することで，過去の授

業で得たフィードバックや改善点を反映させ，授業の内容

や評価方法をより効果的に調整できる。 

また，探究の「問い」を評価するルーブリックを開発す

ることで,評価基準や成績の付け方が明確になり，生徒が

自分のパフォーマンスをどう向上させるか，どの点に力を

入れるべきかを理解する手助けとなり得る。 

 

２．研究開発内容・方法 

❶概要 

すべての教科で,探究の「問い」を創る授業(6)を設計す

るシラバスを作成する。授業を通して教員,生徒が創った

探究の「問い」のデータベースを作成し,教科間連携や探

究活動のテーマ設定に活用する。探究の「問い」を評価す

るルーブリックを開発し,「主体的に学習に取り組む態度」

を観点別評価する方法を開発し,その運用を成果として波

及する。 

 

❷内容・方法 

探究の「問い」を創る授業 ( 6 )を設計するシラバス 

すべての教科で，4 月当初に授業シラバスを作成する。 

シラバスの基本の形として，生徒・教師にとって 1年間の

学びの羅針盤となるものにすることを目的とする。各教科

共通の記入項目としては，❶学習指導要領の各科目の目標

に基づいて設定する学習の到達目標，❷「こうなって欲し

い」という学習後の生徒の姿を記述した評価の観点の趣旨，

❸年間の学習活動（①単元名，②単元における学習内容，

③単元の評価規準，④評価方法）等を必ず明記するものと

する。（図.1） 

 

 
【図.1 シラバス作成例】 

 

探 究 の 「 問 い 」 の 一 覧 （ デ ー タ ベ ー ス ） 

探究の「問い」を創る授業(6)のシラバスや教員の「問

い」,SSH指定以降の探究活動のテーマ,授業を通して生徒

が創った「問い」を Google form で集約したものを探究の

「問い」の一覧とし,一部を独自開発教材ロジックガイド

ブック(18)第二版に掲載する（図.2）。各教科で GoogleForm 

または Google スプレッドシートで生徒が創った探究の

「問い」を集約する。探究活動のテーマ設定時に活用する

ことを意識し，1年前半のロジックリサーチ(12)におけるミ

ニ課題研究や 1年後半のプレ課題研究(13)，2年次における

SS課題研究(15)，学際課題研究(17)，GS課題研究(16)の研究に

おいて活用する。 

 
【図.2 探究の「問い」の一覧（データベース）】 

 

探 究 の 「 問 い 」 を 評 価 す る ル ー ブ リ ッ ク 

各教科において，探究の「問い」を評価するルーブリッ

クを開発する。単元のまとまりごとに設定する探究の「問

い」を「つかむ」，「挑む」，「創る」の 3つの視点で取り組

み，深めた学びを以下の表を参考にして，ルーブリックで

評価する。（表.1） 

観点別評価の 3 観点について，「知識・技能」の項目に

ついては，探究の「問い」をつかむことができているか，

概念や技能を得ているかで 3段階で評価し，「思考・判断・

表現」の項目については，探究の「問い」に挑む，疑問・

課題に科学的に探究しているかで 3 段階で評価する。「主

体的に学習に取り組む態度」の項目については，探究の「問

い」を創る，学びを通して探究の「問い」を創れるかで 3

段階で評価する。「主体的に学習に取り組む態度」の評価

例として，「知識・技能（原理の理解を深めようとしてい

る）」または「思考・判断・表現（課題解決のための活用

や科学技術への応用しようとしている）」のどちらかの視

点で探究の「問い」を創り，その探究の「問い」を❶粘り

強い取組を行おうとする側面,❷自らの学習を調整しよう

とする側面で評価する。 
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【表.1 探究の「問い」を評価するルーブリック例】 

 知識・技能 

内

容 

【探究の「問い」をつかむ】 

概念・技能を得ているか？ 

学際的領域の事物・現象について概念や原理・

法則を理解している。観察や実験の操作，記録

等，技能を身に付けている 

3 

概念や原理・法則が理解でき，観察や実験の操

作，記録等，技能を身に付け，探究の「問い」

をつかむことができている 

2 

概念や原理・法則が一部理解できており，観察

や実験の操作・記録等，技能を扱って，探究の

「問い」を一部つかむことができている 

1 

概念や原理・法則の理解が不十分で，観察や実

験の操作，記録等の技能の定着，扱いができて

なく，探究の「問い」をつかむことができてい

ない 

 思考・判断・表現 

内

容 

【探究の「問い」に挑む】 

疑問・課題に科学的に探究しているか？ 

学際的領域の事物・現象について問題や課題の

把握ができている。結果をもとに分析・判断を

し，科学的に表現ができている 

3 

問題や課題の設定ができていて，得られた結果

にもとづく科学的な分析・判断・表現を行い，

探究の「問い」に挑むことができている 

2 

課題の設定が一部できており，得られた結果に

もとづく主観的な分析・判断・表現を行い，探

究の「問い」に挑むことができている 

1 

問題や課題の設定が不十分で，十分な結果が得

られてなく，分析・判断・表現が行われず，探

究の「問い」に挑むことができていない 

 主体的に学習に取り組む態度 

内

容 

【探究の「問い」を創る】 

学びを通して「問い」を創れるか？ 

学際的領域の学びを通して，科学技術と人間生

活との関わりに着目し，自ら「問い」を創るこ

とができている。 

3 

概念や原理・原則にもとづき，学際的領域の事

象・現象から見出した疑問や課題に着目し，自

ら「問い」を創ることができている。 

2 

現象，科学技術と人間生活との関わりから見出

した疑問や課題に着目し，自ら「問い」を創る

ことができている。 

1 

概念や原理・原則が不十分であり，科学技術と

人間生活との関わりから疑問や課題に着目でき

ていなく，自ら「問い」を創ることができてい

ない。 

 

職 員 研 修 ・ 授 業 と 評 価 の 一 体 化 

授業と評価の一体化の実践事例として 3 名の教員が事

例を説明する。①形成的評価における相互評価の有用性に

ついて（国語科松永夏海教諭），②テスト以外の評価場面

の設定と生徒の学習意欲の変化について（数学科大島聡矩

教諭），③Arts & Engineering「架け橋プロジェクト」の

実践事例について（美術科森内和久教諭）の 3人からそれ

ぞれの教科において，指導と評価の実践事例を説明する。

松永教諭は「書くこと」についての国語科の課題研究を通

して，記録（成績）に残す「総括的評価」に注目してしま

うが，日ごろの教育の積み重ねの中で，いかに学習者が「思

考し，深めていく」かが重要であり，そのためにも成績と

して記録には残さないが，「形成的評価は不可欠である」

ことを 1年間の授業を通して学んだことを述べる。大島教

諭は多様な評価場面の設定による生徒の学習習慣や数学

に関する考え，学習内容の定着の変化について 1年間研究

を進め，「成功体験による学習意欲の喚起」「学習習慣の定

着」「基礎学力の定着」など多様な評価場面を設定するこ

とで，生徒の数学に関する意識や学習習慣の定着が図れた

ことを述べる。森内教諭は Arts & Engineering「架け橋

プロジェクト」（❷実施報告書（本文）55ページ参照）を

通して，皆で授業をつくることに対してのワクワクとドキ

ドキ，架け橋プロジェクトについての概要説明，企画会議

などで大人の都合でハッとすることなどを 3 つの柱とし

て説明する。3つの実践事例を通じて，各教科で今後でき

ることを教科会で話し合う。（図.3） 

  
 

  
【図.3 職員研修の様子】 

11月にも授業と評価に関する職員研修を行う。「評価の適

切な実施」「授業改善」に向けた取組について，その取組

を充実させることで，適切な評価の実施や授業改善を行い，

生徒の学習改善や授業評価における評価向上につなげる。 

講師として神戸大学大学院人間発達環境学研究科の石田

智敬氏を招き，「今求められている学力とは？～評価を学

習改善に生かすには～」のタイトルで生徒向けの講演会を

行う。そこでは，今求められる学力とは何かを押さえたう

えで，観点別評価が導入されている意義やその評価方法に

ついて説明していただく。その後，職員研修で「観点別評

価の意義・目的について」のタイトルで講演をいただき，

本校の取組の実際について 3 人のプレゼンテーションを

行ったあと，それに対するアドバイスや，授業改善に向け

た情報交換，質疑応答などを行う。（図.4）生徒向け講演

会から職員研修までを，高校教育課・県立教育センター・

各県立高校に案内する。 

  
【図.4 11月職員研修の様子】 

３．検証 

テーマⅠ「観点別評価の適正な実施」にも通ずるところ

もあるが，まだ教科ごとに作成をしている段階であり，そ

のシラバスやルーブリックをすべての教科で共有はでき

ていない。今後の課題として，各教科での取組を共有する

プラットフォームの整備が課題である。 

観点別評価における「主体的に学習に取り組む態度」 

を生徒が創った探究の「問い」で評価するルーブリック 

構築に取り組むことで，各教員の取組と探究の「問い」 

を集約することを進めることができると考える。 
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研究開発テーマⅡ 

併設型中高一貫教育校として、社会と共創するためにＵＴＯ－ＬＯＧＩＣ ( 1 )を駆使する探究活動の実践 

研究開発の時間的経過（１年間の流れ） 

（１）中学「宇土未来探究講座Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ(10)」の内容と科学との関連・探究活動の位置づけ,時間的経過(1年間の流れ) 
 中学1年・宇土未来探究講座(10)Ⅰ 中学2年・宇土未来探究講座(10)Ⅱ 中学3年・宇土未来探究講座(10)Ⅲ 

内容 科学との関連事項 内容 科学との関連事項 内容 科学との関連事項 

１
学
期 

ガイダンス 
 
【野外活動】 
御所浦 
わくわく島体験 
 

・自然体験 
・野外生活 
・磯の生物観察 
・博物館見学 
・化石採集 
・体験のまとめ 

ガイダンス 
【キャリア教育】 
職業学習 
保護者との座談会 
 

・建築,建設,製造 
・教育,社会福祉 
・医療,看護,福祉 
・商業実務,公安 
・職業講話 

ガイダンス 
【地域学】 
卒業論文 
 

・テーマ設定 
・研究計画 
・構想発表 
・論文作成 

２
学
期 

【キャリア教育】 
職業講話 
 
【地域学】 
樹木オリエンテーション 
白山登山 
栗崎天神樟観察 

・異文化理解 
 
・植物の観察 
・生物の観察 
・地質の学習 
・学芸員 
・ICT機器活用 

【キャリア教育】 
進路学習 
中学２年生と高校生
の懇談会 
【野外活動】 
菊池のんびり農村生
活体験 

・進路講話 
・火おこし 
・飯盒炊爨 
・テント立て体験 
・自然体験 
・田んぼの生き物 
・籾の探究活動 

【地域学】 
卒業論文 
【キャリア教育】 
イングリッシュキャンプ 
【野外活動】 
無人島サバイバル 
生活体験 

・中間発表 
・質疑応答 
・英語表現活動 
・異文化理解 
・磯の生物観察 
・調理等,野外生活 
・天体観察 

３
学
期 

【キャリア教育】 
和菓子づくり 
 

・菓子職人 
・高校生論文に関
するレポート発表 

【地域学】 
修学旅行 
プレゼンテーション 

・修学旅行体験学
習報告作成 
(日本語・英語版) 
・ICT機器活用 
・情報をまとめる 
・スライド発表 

【地域学】 
卒業論文 
【キャリア教育】 
パネルディスカッション 

・卒業論文発表 
・講師インタビュー 
・意見交換 
・まとめ 

（２）高校学校設定教科「ロジック」の研究開発の時間的経過(1年間の流れ) 

学年 
高校1年 高校 2年 高校3年 
全生徒 社会探究コース 自然探究コース SSコース 

科目 ロジックプログラムⅠ(11)・1単位 
ロジックプログラムⅡ(11)・2単位 

SS課題研究(15)・1単位 
GS課題研究(16)・学際課題研究(17)・SS課題研究(15) 

使用 
教材 

ロジックガイドブック(18) 

Google Classroom／Google ドライブ 
GS本(19) 

Google Classroom／ドライブ 
ロジックガイドブック(18) 

Google Classroom／ドライブ 
ロジックガイドブック(18) 

Google Classroom／ドライブ 

4月 
ガイダンス 
3年ポスターセッション見学 
■生徒個人 Googleアカウント配付 

ガイダンス 
3 年ポスターセッション見学 
■研究系統希望調査 

ガイダンス 
3 年ポスターセッション見学 
■テーマ設定 

ガイダンス 
ポスターセッション 

5月 
ロジックリサーチ(12) 

■ガイダンス 
■テーマ設定ガイダンス 
■班編制,テーマ検討 

■研究構想メモ 
■定性・定量データ 

研究論文作成 
(Googleドライブ) 

6月 
 
■テーマ設定 

■ブレインストーミング 
■キーワードマッピング 
■調査・研究・実験 

■独立変数と従属変数 
■実験ノート活用法 

■研究論文作成・提出 
■英語研究発表準備 

7月 

ロジックリサーチ(12) 

未来体験学習(14)（先端企業訪問） 
構想発表会 
■構想発表会振り返り 

構想発表会 ■校内発表会（英語） 
■研究発表動画・作成 

UTO Well-Being探究 Award(20)2024 
ハイブリッド型開催（熊本城ホール＆Zoomミーティング）・研究発表オンデマンド型配信・課題研究論文集(19)発刊 

8月 
ロジックリサーチ(12) 

■レポート・ポスター作成・提出 
学びの部屋 SSH(25) 

■研究手法検討 
学びの部屋 SSH(25) 

SSH生徒研究発表会 
SSH生徒研究発表会 

9月 
ロジックリサーチ(12) 

■クラス発表 
■収集資料総括 
■調査・研究・実験 

■研究の妥当性の検証 
■研究の一貫性確認 

国際研究発表 ICAST 

10月 
大学出前講義 
ロジックリサーチ(12)（学年発表） 
プレ課題研究(13)（ガイダンス） 

■中間発表ガイダンス 
■ポスター作成 
中間発表会 

■同世代発表準備 
■コントロール設定 
■実験群と対照群 

■研究成果 SWOT分析 

11月 
SSプレ課題研究(13) GSプレ課題研究(13) 熊本大学連携中間発表会 

■仮説の再設定 
熊本大学連携中間発表会 
■仮説の再設定 

■キャリアデザイン 
■テーマ設定 ■テーマ設定 

12月 ■実験,追実験 ■調査,実験 KSHオンデマンド型発表 KSHオンデマンド型発表  

1月 
■結果,まとめ 
■研究要旨作成 

■結果,まとめ 
■研究要旨作成 

■結果,まとめ 
■研究要旨作成 

■結果,まとめ 
■研究要旨作成 

 

2月 
意識調査・アンケート  

■校内研究発表会 
 

■校内研究発表会 ■校内研究発表会 
■代表選考会 

■校内研究発表会 
■ピア・レビュー 

 

3月 

ロジック・スーパープレゼンテーション(21) 

ハイブリッド型開催（宇土市民会館＆Zoomミーティング）・研究発表オンデマンド型配信・研究成果要旨集(19)発刊 
■評価観点作成 
ワークショップ 

■振り返り 
ワークショップ 

■個人ショート論文提出 
■マイポスター提出 

■ルーブリック作成 WS 
■国内発表,学会発表 

 

（３）教育課程の編成・実施（教科・科目の教育内容の構成,対象学年,単位数,実施規模） 

学科・コース 
開設する教科・科目等 代替される教科・科目等 

対象 
教科・科目名 単位数 教科・科目名 単位数 

普通科 
ロジックプログラムⅠ
(11) １ 

総合的な探究の時間 １ 
高校１年 

理数探究基礎 １ 
普通科  
自然探究コース，社会探究コース 

ロジックプログラムⅡ
(11) ２ 

総合的な探究の時間 １ 
高校２年 

情報Ⅰ １ 
普通科 SSコース ＳＳ課題研究(15) １ 総合的な探究の時間 １ 

高校３年 普通科  
GS文系，GS理系コース 

ＧＳ課題研究(16) １ 総合的な探究の時間 １ 
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研究開発テーマ 研究 

内容 

宇土未来探究講座Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 

（総合的な学習の時間） 

対象 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

Ⅱ探究活動 時数 70 70 70    

１．仮説 

宇土未来探究講座(10)Ⅰ(中学 1年) 

身近な環境に目を向けさせ,興味関心を喚起し,様々な

体験活動を重ねることにより,身近なところから研究課

題を発見,解決していく手法を学ばせることができる。特

に,理科・数学に興味関心を持つ生徒を増やすことができ

る。 

宇土未来探究講座(10)Ⅱ(中学 2年) 

野外活動体験や進路職業学習,プレゼンテーションで,

調べたことや考えたことをまとめることにより,科学的

な手法の意義の理解ができる。特に,理科・数学への興味

関心により,将来の展望を持つ生徒を増やすことができ

る。 

宇土未来探究講座(10)Ⅲ(中学 3年) 

無人島生活体験やイングリッシュキャンプ,論文作成

で,研究成果をまとめ,発信することにより,問題解決力・

表現力を育成することができる。探究活動を通して科学

技術分野のリーダーとなるための基礎を築くことができ

る。 

 

２．研究開発内容・方法 

❶目的 

ａ ｢宇土未来探究講座(10)｣は，野外活動，地域学，キャリ

ア教育を 3つの大きな柱とし，人間力の育成を目指す。 

ｂ 「人間力の育成」，「確かな学力の向上」を目指す幅広

い教育実践として，体験的な学習や問題解決的な学習を

通して，知的好奇心や探究心を持って自ら学ぶ意欲や主

体的に考える力，自らの力で論理的に考え判断する力，

自分の考えや思いを的確に表現する力，問題を発見し解

決する能力の育成を図る。 

ｃ 科学的事象への探究心や思考を深めるためのプログ

ラムや，グローバルリーダー育成プロジェクト(22)事業を

受けて，グローバルな視点から物事をとらえるプログラ

ムを活動に取り入れ，様々な分野でリーダーとなる人材

育成を図る。 

宇土未来探究講座(10)Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを「野外活動」,「地域

学」,「キャリア教育」の領域に分け,前頁,「研究開発の

時間的経過（1年間の流れ）」に示すように体系的な教育

プログラムを実践する。事前指導・事後指導を含めた系

統的な学習を展開する。「野外活動」では,御所浦わくわ

く島体験,阿蘇自己再発見キャンプ（図.1）,無人島サバ

イバル生活体験(表.3,図.2)を通して,自然に触れる機会,

実生活につながる経験を充実させる。「地域学」では,白

山登山（表.1）,地域振興プロジェクト,イングリッシュ

キャンプ（図.3），研究論文作成を通して,地域資源や地

域連携に目を向ける機会を充実させる。「キャリア教育」

では,和菓子作り，修学旅行（企業セッション），職業講

話（表.2）,パネルディスカッション（夢を描く）を通し

て,学問と職業との接続を意識する機会の充実を図る。 

 

 
 

 

 

【表.1 中 1地域学：白山登山計画】 

目 的 

・宇土地域の自然を対象とし，見落としが

ちな身近なものへの興味関心を高める。 

・生徒が自ら課題を設定し，予備調査と現

地調査を通して主体的・協働的に学ぶ。 

・主体的・協働的に学ぶことの意義を通し

て，「学びのたのしさ」を感じさせる。 

日 時 

樹木オリエンテーション 

令和 6年 10月 25日（金） 

白山登山 

令和 6年 11月 15日（金） 

場 所 
樹木 Ori 本校敷地内の樹木 

白山登山 白山・栗崎天神樟 

行 程 

白山登山行程･･･学校→轟水源→白山登山

→山頂昼食→白山下山→栗崎天神樟→学

校 

6年間の

位置づけ 

基礎力の習得 

（学び方を学び、知の扉を開く） 

連携外部

機関 

博物館ネットワークセンターと外部嘱託

の職員（学芸員 6名） 

宇土市役所生涯学習課（白山登山道の草刈

り依頼） 

 

【表.2 中 2キャリア教育：職業学習（保護者との座談会）】 

目 的 

・キャリア教育の一環として，身近な職業

や働く事への関心・理解を深める。 

・職業観・勤労観を育む目的で，実際に生

徒が仕事をしている方々からの話を聞く

ことで，職業の特質や働くことの大切さや

苦労等を学び，生徒の将来の進路選択につ

なげる。 

日 時 令和 6年 9月 10日（火） 

場 所 中 2-1,中 2-2,学習室 AB 

内 容 

・総合的な学習の時間の授業の一環とし

て保護者に参観・協力していただき，職業

についての講話，インタビュー等を行う。 

・生徒は 1グループ 6人程度で前半・後半

で保護者の話を聞く。 

・活動後は学びを所定の用紙に書き，資料

として活用できるようにする。 

14：50 開会式（学習室 AB）・移動 

15：15 職業ワークショップ①（各会場） 

15：45 休憩・移動 

15：55 職業ワークショップ②（各会場） 

16：25 移動・閉会式（学習室ＡＢ） 

6年間の

位置づけ 

①職業観・勤労観を育む。 

②将来の進路選択。 

連携外部

機関 
宇土中学校 PTA 

 

【表.3 中 3野外活動：無人島サバイバル生活体験】 

目 的 

・仲間と協働し課題を解決する力の向上。 

・これまで習得した知識技能を活用する

力の向上。 

・自分の可能性に気づき高めようとする

力の育成。 
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・集団として課題に気づき解決していく

力の向上。 

日 時 令和 6年 10月 8日（火）～10日（木） 

場 所 
学校⇒大道港⇒黒島（2泊 3日）⇒大道港

⇒学校 

行 程 

往路：学校＝（貸切バス）⇒大道港＝（船

舶）⇒黒島 

復路：黒島＝（船舶）⇒大道港＝（貸切バ

ス）⇒学校 

6年間の

位置づけ 

①基礎力習得（自然や社会を見つめ，夢を

探す～学び方を学び知の扉を開く） 

②充実発展期（視野を広げ夢を描いて～思

考力・判断力・表現力を磨き鍛える） 

③飛躍挑戦期（実力を高め夢に向かって～

未知なる課題解決に挑戦する） 

連携外部

機関 

・宇土高校ボランティア（本体験活動を片

付けまで完了経験のある生徒） 

・御所浦ツーリズム（事前折衝・当日の運

営支援） 

・釣りインストラクター（釣り具点検・整

備） 

 

 

【図.1 阿蘇自己再発見キャンプ】 

 

 

 

 

 

 

 

 【図.2 無人島サバイバル生活体験】 

【図.3 イングリッシュキャンプ】 

 

高校段階における探究活動との接続として,中学 1 年

で「高校論文読み解き」の時間を設定する。SSH研究成果

要旨集(19)に掲載した高校 1年プレ課題研究(13)及び高校 2

年 SS 課題研究(15)・GS 課題研究(16)の要旨を通して,研究

目的や方法,実験計画や引用文献等,探究のサイクルの実

際を知る機会とする。中学 3年で取り組む「研究論文（卒

業論文）」(第 3 章関係資料参照)では,中学教員及び高校

SS 課題研究担当教員がテーマ設定及び研究指導,校内発

表会,代表生徒指導に関わり,教科の専門性や探究活動の

指導経験等を活かした指導ができる体制にする。テーマ

設定では,生徒の興味・関心にもとづき,身近にある当た

り前のことに疑問を持つことを意識させる。クラス発表

（図.4）,学年発表を経て選出された代表が 3 月ロジッ

ク・スーパープレゼンテーション (21)でステージ発表

(図.4)する。 

  

 

 

 

 

 

 

【図.4 クラス発表，ステージ発表】 

 

３．検証 

 全校生徒に年 2回（7月，1月）行った SSHアンケート

内の質問項目「発見する力（問題発見力・気づく力）が

向上する」「周囲と協力して取り組む姿勢（協調性）が向

上する」について，単数回答法，間隔尺度（強制選択尺

度[4件法,4：肯定～1：否定]）の各段階の割合と平均を

求めた。（詳細は第３章「関係資料」第５節参照） 

 1 年次から問題発見力・気づく力および協調性に関し

ては両方とも平均が高く，入学時から高い力を持ってい

ることが分かる。特に宇土中からの進学者は中学時代か

ら科学との関連を意識した宇土未来探究講座を体験して

おり，最先端科学や研究に関心ある生徒も多い。それが

この結果になっていることが伺える。高校に進学後も課

題研究をはじめとする探究活動には，これらの力は必要

不可欠であるので，今後も中学生から身近な環境に目を

向けさせ,興味関心を喚起し,野外活動やキャリア教育，

地域学等の体験活動を重ねることにより,身近なところ

から研究課題を発見，解決していく手法を学ばせていき

たい。 
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研究開発テーマ 研究 

内容 

学校設定科目 

ロジックプログラムⅠ 

対象 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

Ⅱ探究活動 単位    １   

学校設定科目「ロジックプログラム(11)Ⅰ」目標 

【総合的な探究の時間 1 単位,理数探究基礎 1 単位と代

替】 

未知なるものに挑む UTO-LOGIC(1)を備え,グローバルに

科学技術をリードする人材を育成することを目標に,教

科との関わりを重視した探究活動を行うプログラムを

実践し,社会の様々な変化に主体的かつ柔軟に対応する

資質・能力を育てる。 

 

１．仮説 

(1)最先端の研究や技術,自然科学の原理に関する歴史に

触れることによって,科学技術の発展と日常生活との関

連に意識を向け,将来の進路や職業を考え,研究への興

味・関心を高めることができる。 

(2)生徒それぞれの興味・関心の高い事象を探究するロジ

ックリサーチ(12),ロジックリサーチ(12)をより深め，2 年

次以降の課題研究に繋がっていくプレ課題研究(13)への

取組によって,未知を探究する態度や研究への興味・関心

を高めることができる。 

(3)ロジックガイドブック(18)を活用することによって,

科学的手法を用いた研究を進め,研究目的・仮説の設定か

ら結果整理,考察までの研究手順を身につけることがで

き,発表科学論文形式 IMRAD を意識したレポート及びポ

スター作成,プレゼンテーションで研究内容を表現する

ことができるようになる。 

 

２．研究開発内容・方法 

❶概要 

高校 1年全生徒対象に火曜 6限に実施する。探究活動,

最先端の研究や技術,自然科学の原理に関する歴史に触

れる機会として,上半期（4月～9月）の 1人 1テーマ個

人探究「ロジックリサーチ(12)」と下半期（10 月～3 月）

の SS 課題研究，GS 課題研究に分かれて探究する「プレ

課題研究(13)」の 2 回のテーマ設定及び探究サイクルに,

「出前講義」,「未来体験学習(14)」を体系的,系統的に実

施する。生徒が様々な事象に関わり，数学的な見方・考

え方や理科の見方・考え方を組み合わせるなどして働か

せ，探究の過程に取り組むことができる指導方法，数学・

理科の教員及び 1 学年所属教員を中心に様々な教科の教

員と連携を図り自然探究，社会探究を推進する指導体制

を構築する。 

 

❷年間指導計画(1年間の学習の流れ)・開発教材 

回 月 日 内    容 

1 4.16 オリエンテーション（SSHについて） 

2 4.23 ロジックリサーチ①（テーマ設定について） 

3 4.30 ロジックリサーチ②（テーマ設定について）  
5.8 テーマ設定入力締切 

4 5.14 ロジックリサーチ③（レポート作成） 

5 5.21 ロジックリサーチ④（レポート作成） 

6 5.28 ロジックリサーチ⑤（レポート作成） 

7 6.4 ロジックリサーチ⑥（レポート作成） 

8 6.11 ロジックリサーチ⑦（レポート・ポスター

作成） 

9 6.18 SSHアンケート、コンピテンシー評価 

10 7.2 ロジックリサーチ⑧（レポート・ポスター作成） 

11 7.9 未来体験学習(14)事前指導  
7.23 UTO Well-Being探究Award(20)2024 

12 7.30 未来体験学習(14) 
 

8.9 ロジックリサーチレポート一次提出 

  8.31 ロジックリサーチレポート・ポスター最終提出 

13 9.3 ロジックリサーチ⑨（クラスポスター発表） 

14 9.10 ロジックリサーチ⑩（クラスポスター発表） 

15 9.17 ロジックリサーチ⑪（クラスポスター発表） 

16 9.24 プレ課題研究①（オリエンテーション） 

17 10.1 ロジックリサーチ⑫（代表者発表会） 

18 10.8 出前講義 

19 10.22 プレ課題研究②（テーマ決め） 

20 11.5 プレ課題研究③ 

21 11.12 プレ課題研究④ 

22 11.19 コンピテンシー評価、プレ課題研究⑤ 

23 11.26 プレ課題研究⑥ 

24 12.3 プレ課題研究⑦ 

25 12.10 プレ課題研究⑧ 

26 12.17 プレ課題研究⑨ 

27 1.21 SSHアンケート，プレ課題研究⑩ 

  1.24 要旨原稿締切 

28 2.4 プレ課題研究⑩ 

29 2.18 校内発表会 

30 3.11 コンピテンシー評価 

  3.19 ロジック・スーパープレゼンテーション 

第3章 関係資料「5 開発独自教材一覧」参照 

 

❸評価方法 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

評

価 

診断的

評価 
形成的評価 

総括的 

評価 

内

容 

ルーブ 

リック 

パフォーマンス課題・チェックリ

スト・ピアレビュー 

ルーブ 

リック 

ロジックルーブリック(2)に基づき,ロジックリサーチ
(12)のレポート及びポスターセッション資料,プレ課題研

究(13)の SSH 研究成果要旨(19)及びプレゼンテーション資

料をパフォーマンス課題に設定し,ロジックチェックリ

スト(3)を用いて自己評価,生徒相互評価を行う。 

 

❹内容・方法 

ロ ジ ッ ク リ サ ー チ 

ロジックリサーチ(12)は,1 学年全生徒 1 人 1 テーマ設

定した内容を,担当教員が個別指導し,レポート 5 枚程度,

ポスター1枚にまとめて発表する探究活動である。 

「テーマ設定が難航する」という課題から,今年度は,

生徒がテーマ設定を行う前段階として,自分の興味と社

会課題とのつながりを「SDGs」「自分の身の回りで困って

いること」「自分の選んだ新書」の観点から考える機会や

思考ツール（ウェビングマップ等）の紹介・実践の機会

を設ける（図.1，図.2）。生徒が設定したテーマについて,

生徒と教員の対話を行いながら研究を進める。生徒の進

捗状況がどのくらいなのか，担当教師だけでなく担任や

他の教員が把握できるよう，共有ドライブ内に指導日と

指導内容を記したスプレッドシートを作成する。（図.3） 

【図.1 ロジックリサーチテーマ決め】 
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【図.2 ウェビングマップ補助教材】 

【図.3 ロジックリサーチ指導スプレッドシート】 

 

■テーマ一覧 

第 2 章関係資料「3 教育課程上に位置付けた課題研究テーマ

(3)ロジックリサーチ」参照 

 

■テーマ設定方法・指導体制 

第2章関係資料「3 テーマ設定の流れ」参照 

「a個人設定(生徒が自らテーマ設定)」, 

「bミニ課題研究((探究の「問い」一覧からテーマ設定)」

から選択してテーマ設定。生徒1人につき教員1人担当。

全教員で担当割を行う。 

科目  名称  テーマ設定グループ分け 

1年  ロジック 

リサーチ 
 
全生徒 1人 1テーマ設定から探究 

プ
ロ
グ
ラ
ム 

ロ
ジ
ッ
ク 

 a個人設定【原則】 bミニ課題研究 

 ⇩     

 プレ 

課題研究 
 
a 個人研究 

 

b 研究室 

体験 

c グループ 

研究 

 

研究ガイダンスでは,SSH 事業の概要,生徒に身につけ

させたい力 UTO-LOGIC(1)の定義,ロジックプログラム(11)1

年間の流れを説明する。Google アカウントを全生徒に発

行し（図.4）,Google classroom を開設する（図.5）。 

また,H25～R5 の 11 年間の SSH 研究成果要旨集(19)

等 ,SSH 指 定 以 降 の 生 徒 の 研 究 成 果 物 を Google 

classroomや Google共有ドライブ（図.6）でオンデマン

ド配信する。 

 

 
【図.4 Googleアカウント発行・生徒配付資料】 

 
【図.5 Google classroom トップ画面】 

 
【図.6 過去の SSH研究成果要旨集】 

 

■指導方法 

Googleドライブに 189テーマの共有ドキュメントファ

イル(文書作成ファイル)をアップロードし,同時編集及

び遠隔での指導を行う（図.7）。レポート及びポスターの

データは最終的に Google ドライブに PDF ファイルで保

存する。ポスターセッションでは,ポスターデータをタブ

レット端末からスクリーン投影し,一人 3 分以内でクラ

ス発表を行う。ポスターセッション実施後,生徒間の相互

評価によりクラス代表 2 人を選出し,代表発表として体

育館で計 12 テーマによるポスターセッションを行う。

代表発表は 1 回の説明時間を 3 分,質疑応答時間を 1 分

とする。代表発表以外の生徒は自分のクラスの代表生徒

以外の 10人の発表を順番に聞く。（図.8,図.9） 
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【図.7 Googleドライブでの同時編集】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図.8 クラス代表生徒によるポスターセッション】 

【図.9 ロジックリサーチ(12)代表者ポスター】 

 

未 来 体 験 学 習 ( 先 端 企 業 訪 問 ) 

高校 1 年全生徒対象に県内事業所と連携して企画した

未来体験学習(14)（表.1,表.2）を事前指導,研修,事後指導

に分けて実施する。（図.10） 

ガイダンスでは,事業所作成の受入カードやパンフレ

ットをもとに事業所を紹介し,進路希望に応じた事業所

を選択させる。事前指導では『選択理由イメージ整理』

『HP・資料から概要整理』『特徴を表すキーワード』『質

問したいこと』の 4 項目の記入を課題とする。研修内容

は「事業概要説明」,「施設見学」,「機器・装置等を活

用した実習」,「講義」を中心に各事業所で研修プログラ

ムを構築し,ロジックリサーチ及びプレ課題研究につな

がるよう探究の視点を重視した研修内容を実施する。事

後指導では,レポート作成を通して,研究内容の整理と自

身の探究活動及び進路検討を振り返る。（図.11） 

【表.1 未来体験学習(14)事前事後指導計画】 

日時 指 導 内 容 

6.18 ガイダンス，希望調査説明 

6.21 希望調査締切（Google フォーム） 

6.24 事業所別参加者名簿作成 

6.27 事業所別参加者名簿掲示 

6.28 事業所別参加者名簿決定 

7.2 事前説明会 

7.5 参加者名簿・引率教員・日程表を各事業所

に送付 

7.24 事業所別事前指導，諸注意，諸連絡 

7.30 未来体験学習 

8.5 報告書（感想文）を Formsで提出 

8.9 事業所にお礼状及び生徒感想文送付 

 

【表.2 未来体験学習事業所別研修内容（本校担当者）】 

平田機工株式会社（藤末 貴裕） 

・会社説明，工場見学 

・各種生産システム,産業用ロボットおよび物流関連

機器等の製造ならびに販売 

エーザイ生科研（大島 聡矩） 

・会社紹介、工場見学 

・健康な農産物の生産について 

・土壌分析に基づく土づくり 

・製品を用いた実験 

・ミネラルの重要性,農業の社会貢献について,海外と

のつながりについて 

熊本県保健環境科学研究所（西 英貴） 

・微生物科学部，生活化学部，大気科学部，水質科学部

における研究成果の発表 

・上記各部における実験・検査・分析の視察及び体験  

熊本県水産研究センター（西山 青空） 

・センター及び熊本県水産業の概要説明 

・施設見学（調査船→飼育実験棟→藻類実験棟） 

・魚類図鑑による魚の種名判別（体験型） 

・採水（浮桟橋）及びプランクトン検鏡（実習室） 

カネリョウ海藻株式会社（長田 洋子） 

・概要説明 

・海藻の種類についての説明 

KM バイオロジクス株式会社（上中 崇） 

・会社紹介,視聴（インフルエンザワクチンが出来るま

で） 

・工場見学 

・ボルヒール,用途や作用機序等の説明 

三菱ケミカル株式会社（小川 康） 

・工場概要説明 

・工場見学,分析説明 

・化学実験 

ＪＮＣ(株)水俣製造所（齊藤 知晴） 

・JNC株式会社水俣製造所の歴史と現在 

・工場見学 

ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング株式会

社（松永 夏海） 

・概要説明,会社紹介 

・イメージセンサーの説明,工場見学 

・半導体事業に関わる進路について 

アース製薬株式会社（後藤 裕市）※リモート 

・生物飼育室概要説明（概要・虫ケア用品研究開発に必

要な生物の安定供給,生態の調査） 
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・生物飼育室バーチャル見学 

・虫ケア用品に関するリモート実験 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

【図.10 未来体験学習(14)（企業訪問）の様子】 

 

 
 【図.11 未来体験学習(14)（企業訪問）感想文】 

出 前 講 義 

高校 1 年,2 年対象に 16 講座（表.3）から選択して受

講する出前講義を令和 6年 10月 8日（火）に実施する。

高校 1 年はロジックリサーチ(12)およびプレ課題研究(13)

のテーマ設定に関連する内容を,高校 2 年は自身の課題

研究や進路選択に関連する内容を勘案してそれぞれ選択

する。（図.12，図.13） 

【表.3 出前講義・講義タイトル及び講師所属一覧】 

№ 講義タイトル／講師所属 

1 

ゲノム編集技術の生命科学研究と社会生活に与える

影響 

山梨大学大学院総合研究部教授 川原敦雄 

2 

哺乳類の体づくり、何故どのように生殖器や四肢は

できたのか 

和歌山県立医科大学形成外科名誉教授 山田源 

3 

環境と生物：近年注目される新たな環境汚染物質の

問題について 

東海大学農学部食生命科学科准教授 平野将司 

4 

人工知能（AI）や,データに隠されている実用的な情

報活用について 

熊本県立大学共通教育センター准教授 松田節郎 

5 
無限の摩訶不思議 

熊本大学理学部数学コース准教授 杉﨑文亮 

6 

クールな図形（かたち）たち～見て楽しむ数学～ 

九州工業大学大学院工学研究院基礎科学研究系 

教授 藤田敏治  

7 

高度データ処理を支える半導体チップの世界 

熊本大学半導体・デジタル研究教育機構准教授 

久保木猛 

8 

どうして、いろいろ感じたり、動いたり出来るの？ 

－感覚・行動と脳の関係－ 

九州工業大学大学院生命体工学研究科人間知能シス

テム工学専攻准教授 立野勝巳 

9 
源氏物語の多彩なメディアを読む 

福岡大学日本語日本文学科准教授 須藤圭 

10 
社会福祉の専門家になるための学びと活動 

九州看護福祉大学社会福祉学科専任講師 定方太希 

11 

健康で幸せな百歳社会を共に創る - 健康寿命をめ

ぐる最新の薬学研究と人生１００年時代の生き方の

ヒント 

熊本大学大学院薬学教育学部遺伝子機能応用学分野 

准教授 首藤剛 

12 

農産物由来の界面活性剤を用いたナノ材料の開発と

予防医療への応用 

崇城大学工学部ナノサイエンス学科教授 黒岩敬太 

13 
日本のビール産業の企業戦略について 

下関市立大学経済学部教授 佐藤隆 

14 
ジェンダーの視点から見る日本の政治 

宮崎公立大学人文学部准教授 下村太一 

15 
異文化理解論への案内 

熊本学園大学外国語学部教授 佐藤勇治 

16 
「世界一幸せな国」フィンランドは日本とどこが違うの？ 

九州ルーテル学院大学人文学部准教授 坂根ｼﾙｯｸ 
 

 

 

 

 

 

 

 

【図.12 出前講義の様子】 

 

 

 
【図.13 出前講義感想文】 
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未 来 体 験 学 習 （ 関 東 研 修 ） 

1年希望生徒を対象に,令和 6年 12月 5日（木）～7日

（土）の 2泊 3日で未来体験学習(14)(関東研修)をつくば

市内の各研究機関で研修を実施する。（表.4）国際統合睡

眠医科学研究機構をはじめとした筑波研究学園都市等で

2 日目までに計 11事業所で研修をする。（図.14）3日目

は東京の科学未来館で研修をする。事前学習,宿泊施設で

の報告会,事後学習の充実により研修の効果を一層,高い

ものにする。（図.15，図.16） 

【表.4 未来体験学習(14)(関東研修)研修内容】 

1日目 A班 B班 

13:00 地質標本館 

・地震のプレート 

・鉱物、化石、岩石 

理化学研究所 

・バイオリソース 

・研究室訪問 

15:00 物質材料研究機構 

・金属同定実験 

・サイアロン蛍光

体 

国際農林水産業研究センター  

・食料問題 

・環境問題 

20:00 研修報告・プレゼンテーション 

2日目 Excellent班 Standard1班 Standard2班 

9:30 国際統合睡眠

医科学研究機

構 

高エネルギー 

加速器研究機

構 

・加速器 

・アンジュレ

ータ 

農業食品産業技術

総合研究機構 

・乳酸菌 

・官能評価 柳沢正史機構

長特別講演 

13:00 施設見学 土木研究所 

・免震システ

ム 

・水理実験 

防災科学 

技術研究所 

・地震計 

・地震座布団体験 

研究員交流実

験講習 

15:00 宇土高校卒業

生 

との交流会 

筑波実験植物園 

 

建築研究所 

・ユニバーサ

ルデザイン 

・火災風洞実

験等の見学 

筑波実験植物園 

・絶滅危惧種 

・種の保存法 

20:00 研修報告・プレゼンテーション 

3日目 全員 

10:00 日本科学未来館 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

【図.14 関東研修の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図.15 関東研修報告会スライド】 

 

 

 

 

 

 

 

【図.16 関東研修報告会の様子】 

 

プ レ 課 題 研 究 

SS プレ課題研究(13)は数学教員,理科教員が担当,GS プ

レ課題研究(13)は高校 1 年所属教員,探究部(30)が担当し,

生徒は「a 個人設定(ロジックリサーチから継続して研

究)」,「b研究室体験(過去の課題研究で確立した手法を

用いて研究)」,「cグループ研究(ロジックリサーチテー

マからグループ編制)」から選択して,テーマを設定する。 

 

■テーマ一覧 

第3章関係資料「3 教育課程上に位置付けた課題研究テーマ 

1年SSプレ課題研究(13)及び1年GSプレ課題研究(13)」参照 

 

■テーマ設定方法・指導体制 

第3章関係資料「3 テーマ設定の流れ」参照 

科目  名称  テーマ設定グループ分け 

1年  ロジック 

リサーチ  
全生徒 1人 1テーマ設定から探究 

プ
ロ
グ
ラ
ム 

ロ
ジ
ッ
ク 

 a個人設定【原則】 bミニ課題研究 

 ⇩     

 プレ 

課題研究 
 
a 個人研究 

 

b 研究室 

体験 

c グループ 

研究 

 

■指導方法 

1 学年全生徒対象に,Well-BeingⅠで扱う科学研究形

式 IMRAD,Introduction(導入・目的 ),Material and 

Method(方法・材料),Results(結果),Discussion(考察)で

統一した探究プロセスを意識することをガイダンスで説

明する。特に,「実験計画」立案における実験群と対照群

の設定,定性的研究と定量的研究の認識に留意して探究

を展開することを重視する。（図.17） 

Google共有ドライブ（図.18）を活用して,各研究班保

存資料,研究要旨,スライド資料を共有し,各研究テーマ

を担当教員の指導支援のもと深めていく。（図.19）ロジ

ックガイドブック(18)を活用して,プレゼンテーション資

料,研究要旨を作成してプレ課題研究(14)の成果を発表す

る。2月 18日（火）に実施する校内発表会は,全テーマ 4

分間で口頭発表を行う。その後，2 分間の質疑応答の時

間を設ける。全班発表終了後に GoogleForms において投

票を行う。投票結果により，上位の SS課題研究(15)から 2

テーマ,GS課題研究(16)から 2テーマを選出し，3月 19日

（水）に行われるロジック・スーパープレゼンテーショ

ン(21)の 1年プレ課題研究(14)代表班とする。 
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【図.17 データの扱い（ロジックガイドブック(18)第二版）】 

 
【図.18 GSプレ課題研究(13)2024・共有ドライブ】  

 
【図.18 SSプレ課題研究(13)2024・共有ドライブ】 

 

 

【図.19 プレ課題研究(13)・実験の様子】 

 

３．検証 

全校生徒に年 2回（7月，1月）行った SSHアンケート

内の質問項目「科学的論文形式 IMRAD に沿ったレポート

ができる」「ロジックプログラム(12)及び課題研究を通し

て、科学技術・数学・理科のおもしろそうな取組に参加

できる」について，単数回答法，間隔尺度（強制選択尺

度[4件法,4：肯定～1：否定]）の各段階の割合と平均を

求めた。（詳細は第３章「関係資料」第５節参照） 

仮説(1)「科学技術の発展と日常生活との関連や研究へ

の興味・関心を高める」については，各事業所に出向い

ての未来体験学習(14)(先端企業訪問)や教授が直接学校

に来校して対面での出前講義等,科学技術に直に触れる

機会を設定することができたことによって,「科学技術・

数学・理科の魅力ある取り組みに参加できる」の質問に

対して各学年とも 6 割程の肯定的回答を得ることができ

た。また地元企業だけでなく，アース製薬とのバーチャ

ル研究室訪問，オンライン実験など都市部の大企業とリ

モート指導を行う機会の設定ができるなど様々な場面で

先端科学に触れることにより,興味・関心を高める手法を

開発することができた。 

仮説(2)「未知を探究する態度や研究への興味・関心を

高める」について,ロジックリサーチ(12)及びプレ課題研

究(13),研究要旨集(19)作成,研究発表会の有用感では,全体

で 7割超の肯定的回答が確認できた。2年次，3年次と上

がるつれ平均が高くなっていた。生徒に何が身に付いた

か,何を定着させるかの視点で,探究を進める過程で必要

なコンテンツ等を提示する手法を今後はさらに開発する

ことが有効であると考えられる。 

仮説(3)「科学的手法を用いた研究を進め,IMRAD を研

究内容表現ができる」について,ロジックプログラム(11)

Ⅰのロジックリサーチ(12)及びプレ課題研究(13)を経験し

て,論文形式 IMRAD に沿ったレポート作成,参考文献の出

典を明示したレポート作成ができる肯定的回答が学年が

上がるにつれ，顕著に増加していることが確認できた。

一方,自らの興味・関心を拡げるレポート作成で肯定的回

答が 5 割程度であったことから,テーマ設定時の議論の

機会の確保が必要と考えられる。 
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研究開発テーマ 研究 

内容 

学校設定科目 

ロジックプログラムⅡ 

対象 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

Ⅱ探究活動 単位     2  

 

学校設定科目「ロジックプログラム(11)Ⅱ」目標 

【総合的な探究の時間 1 単位,情報Ⅰ1 単位,理数探究 1

単位と代替】 

未知なるものに挑む UTO-LOGIC(1)を備え,グローバルに

科学技術をリードする人材を育成することを目標に,教

科との関わりを重視した探究活動を行うプログラムを

実践し,社会の様々な変化に主体的かつ柔軟に対応する

資質・能力を育てる。 

 

１．仮説 

(1)課題研究の指導体制を構築し,生徒の興味・関心にも

とづいて設定したテーマについて,発表機会を充実させ

ることによって,探究活動のサイクルを活性化させ,課題

研究の意欲及び質の向上につなげることができる。 

(2)生徒それぞれの興味・関心の高い事象を,科学的手法

を用いた研究を進めるうえで,ロジックルーブリック(2)

及びロジックガイドブック(18)で方向性を提示すること

によって,探究のプロセスを重視した課題研究を充実さ

せることができるようになる。 

 

２．研究開発内容・方法 

❶概要 

高校 2 年の必履修科目であり,高校 1 年学校設定科目

「ロジックプログラム(11)Ⅰ」で「ロジックリサーチ(12)」

と「プレ課題研究(13)」の 2回のテーマ設定及び探究サイ

クルを経験した後,再度,テーマを設定し,探究活動を展

開する学校設定科目である。時間は金曜の 5,6 時間目に

行う。テーマを設定に関しては,「SS課題研究(15)」（数学・

理科の教員）,「GS課題研究(16)」（数学・理科以外の 2学

年担当の教員），「学際課題研究(17)」（数学・理科の教員＋

理数以外の教員）に分かれ,担当教員の専門性を活かした

指導体制を編制し,大学や研究機関,企業や地域等と連携

を図り,身近な事象を対象に探究に取り組む。 

「SS課題研究(15)」は自然探究コースのみ取り組み，「学

際課題研究(17)」と「GS課題研究(16)」は自然探究コースお

よび社会探究コースのどちらでも取り組めるよう設定す

る。（表.1）計画発表,構想発表,中間発表の機会で必要な

消耗品,図書,謝金,交通費等の申請も併せて行う。「SS課

題研究(15)」および「学際課題研究(17)」は,仮説設定,実験

計画,実験,データ整理,考察の科学的探究サイクルを展

開する。「GS課題研究(16)」は,探究の「問い」の設定，情

報収集，整理・分析，まとめ・表現，リフレクションの

探究サイクルを展開する。独自開発教材 GS 本(19)を活用

し,GS 研究主任(31)を中心に 2 学年所属教員が指導を担当,

探究部(30)及び学年会で連絡調整,情報交換を行う。 

3 月に発行する SSH 研究成果要旨集(19)として綴る要旨

1 枚，ポスターセッション資料 1 部，プレゼンテーショ

ン資料としてスライド等，3 点を全員が作成する。構想

発表会（7月）,中間発表会（11月）,KSH（熊本県スーパ

ーハイスクール）研究発表会（県立高校学びの祭典）（12

月）,校内発表会（2月）と数回の発表の機会を通して探

究の過程を繰り返し，スパイラルアップするよう支援す

る。また，学会やコンテスト等,専門家との学術的交流の

機会も充実させ,質の高い探究になるよう支援する。 

【表.1 コース分けと課題研究】 

自然探究コース 

SS課題研究 

学際課題研究 

GS課題研究 

社会探究コース 
学際課題研究 

GS課題研究 

 

❷年間指導計画(1年間の学習の流れ)・開発教材 

回 月 日 内    容 

1 4.19 オリエンテーション 

2 5.17 テーマ決め、担当者調整 

3 5.24 課題研究 

4 6.7 課題研究 

5 6.14 課題研究 

6 6.21 SSHアンケート，コンピテンシー評価 

7 7.5 構想発表会 

8 7.12 課題研究 

  7.23 UTO Well-Being 探究 Award(20)2024 

9 9.6 2学期ガイダンス 

10 9.13 課題研究 

11 9.20 課題研究 

12 9.27 課題研究 

  10.8 出前講義 

13 10.11 課題研究 

14 10.25 課題研究 

15 11.8 課題研究 

16 11.15 中間発表会 

17 11.22 
中間発表会振り返り,コンピテンシー

評価 

18 11.29 課題研究 

19 12.13 課題研究 

20 12.20 課題研究 

22 1.24 SSHアンケート,要旨原稿締切 

23 2.7 課題研究 

24 2.14 校内発表会 

25 2.21 課題研究 

26 3.14 課題研究まとめ、コンピテンシー評価 

  3.19 ロジック・スーパープレゼンテーション(21) 

第3章 関係資料「5 開発独自教材一覧」参照 

 

❸評価方法 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

評

価 

診断的

評価 
形成的評価 

総括的 

評価 

内

容 

ルーブ 

リック 

パフォーマンス課題・チェックリ

スト・質問カード・ピアレビュー 

ルーブ 

リック 

外

部 

Ai GROW 

1回目 
 

Ai GROW 

2回目 
 

ロジックルーブリック(2)に基づき,構想発表会資料,中

間発表会ポスターセッション資料, KSH（熊本県スーパー

ハイスクール）研究発表会ポスターセッション動画,校内

発表会の SSH研究成果要旨(19)及びプレゼンテーション資

料をパフォーマンス課題に設定し,ロジックチェックリ

スト(3)自由記述質問カードを用いて教員評価,自己評価,

生徒相互評価を行う。IGS株式会社（Institution for a 

Global Society 株式会社）と連携した外部評価も実施す

る。 

 

❹内容・方法 

■テーマ一覧 

第 3 章関係資料「3 教育課程上に位置付けた課題研究テーマ 

2年SS課題研究」参照 
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■テーマ設定方法・指導体制 

第3章関係資料「3 テーマ設定の流れ」参照 

科目  名称  テーマ設定グループ分け 

1年  ロジック 

リサーチ 
 
全生徒 1人 1テーマ設定から探究 

プ
ロ
グ
ラ
ム 

ロ
ジ
ッ
ク 

 a個人設定【原則】 bミニ課題研究 

 ⇩     

 プレ 

課題研究 
 a 個人研究 

b 研究室 

体験 

c グループ 

研究 

  ⇩     

2-3年課題研究  SS課題研究 学際課題研究 GS課題研究 

 

課題研究のテーマ設定の際,生徒は「a個人研究」,「b

継続研究」,「c 新規研究」から選択し,指導について，

「SS課題研究(15)」は数学教員,理科教員が，「学際課題研

究(17)」は数学・理科の教員＋数学・理科以外の教員が，

「GS課題研究(16)」は GS研究主任(31)をはじめとする 2学

年職員が担当する。指導方法は「共同研究型」,「連携型」,

「自治型」と類型化した方法で行う。「SS 課題研究(15)」

および「学際課題研究(17)」は理科・数学の教員を中心と

した週 1回の課題研究担当者会議(34)で課題研究に関する

情報共有を図る。「GS 課題研究(16)」は GS 研究主任(31)が

企画・立案し，第 2学年の学年会で情報を共有する。 

 

テーマ設定  指導方法 
   
個 人 研 究  共 同 研 究 型 

   

継 続 研 究  連 携 型 

   

グ ル ー プ 研 究  自 治 型 

 

①テーマ設定方法 

a個人研究 プレ課題研究(13)から継続して個人研究を

続ける 

b継続研究 過去の課題研究で確立した手法を用いて研究

をする 

c新規研究 プレ課題研究(13)テーマからグループを編

制し，研究する 

 

②指導の類型化：SS 課題研究(15)，学際課題研究(17)の指

導方法 

共同研究型 
専門機関が確立した手法を用い,共同研究

を行う 

連 携 型 
適宜，専門機関から指導助言,施設機器を

利用する 

自 治 型 
学校内施設機器利用で課題研究を展開す

る 

 

③GS課題研究(16)テーマ一覧 

a.文化・芸術・倫理哲学・生活科学・スポーツ 

b.人権 
c.地域社会（宇土・宇城地域以外） 

d.教育 

e.医療・衛生・福祉  

f.政治 

g.農林水産業・食料・貧困・食糧不足 

h.人口 

i.労働 

j.経済・ビジネス 

k.国際関係・安全保障 

l.宇土地域研究 

 

 

■指導方法 

ガ イ ダ ン ス ・ 学 習 管 理 シ ス テ ム 活 用 

「SS課題研究(15)」「学際課題研究(17)」については，4月

当初生徒対象に,ロジックガイドブック(18)にもとづき,

研究要旨の構成に沿って,一般論,先行研究の調査するこ

との重要性,実験計画における相関関係,因果関係の違い

を整理するための独立変数,従属変数の違いの理解,定性

的研究と定量的研究の認識に留意して探究を展開するこ

とを重視するようガイダンスを実施する。課題研究に関

する資料,案内,調査・アンケート,参加申込,研究成果物

等ポートフォリオ資料等,一元化するための学習管理シ

ス テ ム (LMS ： Learning Management System) と し

て,Google classroom（図.1）を開設する。Google ドラ

イブ（図.2）に研究テーマごとのフォルダを作成し,引用

文献や資料等を保存,共有する。ドキュメント及びスライ

ドをアップロードすることで,プレゼンテーション資料

やポスターセッション資料,研究要旨等を遠隔での共有

を可能にし,研究テーマごとに指導,共同編集を行う。 

「GS 課題研究(16)」については，4 月当初に GS 研究主

任(31)が OECD learning compass が示す方向性，地域課題

や地域資源に着目する重要性を説明し,GS 課題研究(16)に

取り組む意義をガイダンスする。生徒は自身の進路希望

に応じた系統選択をし,1.理由,2.対象,3.先行事例,4.リ

サーチクエスション「問い」,5.仮説,6.仮説の根拠,7.探

究概要（手法）8.学術・社会への貢献の視点で構想発表

シートを作成し,発表・共有する。学習管理システムとし

て,Google classroom, Google ドライブ（図.2）を開設

し,連絡事項,各研究資料,本校過去の研究資料等を共有

する。ドキュメント及びスライドをアップロードし,プレ

ゼンテーション資料やポスターセッション資料,研究要

旨等を遠隔でも共同編集ができるようにする。 

 

 
【図.1 Google classroom トップ画面】 

 

 
【図.2 Google 共有ドライブクラウドデータ】 
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構 想 発 表 会 

5 月に課題研究テーマ設定後,7 月 5日（金）に構想発

表会を実施する。SS課題研究(15)，学際課題研究(17)，GS課

題研究(16)とそれぞれ分けて発表会を行う。（図.4）各研究

班で「目的」,「背景」,「手法」,「検証方法」を構想発

表としてまとめ,3分程度で発表する。コメント入力用フ

ァイルを共有ドライブにアップロードし,ドキュメント

ファイル（文書作成ソフト）の提案モードでコメントを

記載できるようにする（図.3）。構想発表に対して，課題

研究担当教員や生徒が様々な視点でアドバイス,コメン

トをすることで，今後の研究に繋げていく。 

 

 
【図.3 構想発表・コメント入力シートの様子】 

  
 

  
【図.4 構想発表会の様子】 

 

中 間 発 表 会 

11 月 15 日（金）に中間発表会を実施する。中間発表

会は熊本大学「女子中高生の理系進路選択支援プログラ

ム・サテライトセミナー」と連携して実施する。SS課題

研究(15)38テーマ，学際課題研究(17)13テーマ，GS課題研

究(16)30 テーマについて，A0 用紙のポスターを作成し，

すべてのポスターを 2つの体育館に配置する。（図.5） 

当日は中間発表会の意義説明のガイダンスを行い，コ

アセッション，フリーセッション①，フリーセッション

②と 3 つの時間帯に分ける。コアセッションは予め指定

した，似たような研究を行っているポスターを聞きに行

き，フリーセッション①②は特に指定せず自由にポスタ

ーを見学する。（図.6）熊本大学職員や熊本大学に進学し

た本校卒業生から研究の考察や視点を拡げるためのアド

バイスを受ける（図.7）。それぞれのセッションで感じた

こと，質問や助言などをコメントシートに記入し，それ

ぞれのポスター発表者に手渡す（図.8）。後半は卒業生に

よるパネルディスカッションを通して探究活動の意義や

大学での学びへのつながりを理解する。また，熊本大学

職員による大学紹介等も行う。 

 
【図.5 課題研究中間発表会ポスター配置】 

 
【図.6 課題研究中間発表会日程】 

  

【図.7 中間発表会の様子】 

 

 
【図.8 中間発表会コメントシート】 

 

K S H (熊本県スーパーハイスクール )全体発表会 

県 立 学 校 「 学 び の 祭 典 」 

12 月 21 日（土）に SSH 管理機関である熊本県教育庁

県立学校教育局高校教育課主催による KSH（熊本県スー

パーハイスクール）全体発表会県立学校「学びの祭典」

を実施する。県内のすべての県立学校が参加し，課題研

究の発表や学校の PR活動を行う。（図.9）本校は，SS課
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題研究(15)，学際課題研究(17)，GS課題研究(16)から 43班が

発表する。他校の生徒や先生方から課題研究のアドバイ

スをもらい，今後の研究に活かす。 

また，KSHの特設ホームページ（図.10）にポスター資

料及び発表動画をオンデマンド配信する。非同期型でコ

メントを交換することで,他校生徒及び教員から研究の

視点を拡げるアドバイスを受けることができるシステム

を構築する。校内では,高校 1年,高校 2年の学習管理シ

ステム Google classroom に掲載し,動画視聴及びコメン

ト入力をするよう案内する。集約したコメントは各研究

班にフィードバックする。（図.11） 

【図.9 KSH学びの祭典のチラシおよび様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図.10 KSH特設ホームページ】 

【図.11 KSHホームページコメント入力シート】 

課 題 研 究 校 内 発 表 会 

2月 21日（金）に 2年課題研究の 1年のまとめの校内

発表会として,プレゼンテーション資料（図.12）,研究要

旨(19)（図.13）を作成して課題研究の成果を発表する。 

（図.14） 

全テーマ 4 分間で口頭発表する機会として,発表後に

投票を行い，SS 課題研究(15)，学際課題研究(17)，GS 課題

研究(16)からそれぞれ 2テーマを代表として選出する。選

出された 4テーマは 3月 19日（水）のロジック・スーパ

ープレゼンテーション(21)（SSH成果発表会）で発表する。

各発表に対して生徒がスライドの見やすさ，発表の分か

りやすさ，発表態度などを評価し，Google Formsで集約

する。（図.15）集約したデータを各班にフィードバック

し，各班とも課題研究のルーブリックでどこまで到達し

たかの自己評価を行う。 

 
【図.12 校内発表会スライド資料】 

  
【図.13 研究成果要旨(19)】 

  
【図.14 校内発表会の様子】 

 
【図.15 発表班の Formsを用いた評価】 
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コ ン ピ テ ン シ ー 評 価 ・ 気 質 診 断 

IGS株式会社（Institution for a Global Society 株

式会社）開発 Ai GROWでは,IAT（潜在バイアス測定）技

術を活用した気質診断と AI の補正を加えた 360°コン

ピテンシー評価で生徒の潜在的な性格とコンピテンシー

を正確に定量化できる。1 年生から 3 年生の全生徒にア

カウントを登録し，7月,2月の 2回実施する。その結果

について，可視化・定量化できる IGS 株式会社設定コン

ピテンシー項目と本校が生徒に身につけさせたい力

UTO-LOGIC(1)を関連させ（表.2）,生徒の変容・成長を確

認する。（図.16） 

 

【表.2 UTO-LOGIC(1)とコンピテンシー評価項目の関連】 

UTO-LOGIC(1) IGS株式会社設定コンピテンシー 

L：論 理 性 論理的思考・批判的思考力・疑う力・決断力 

O：客 観 性 課題設定・誠実さ・協働的思考力 

G:グローバル 外交性・表現力・組織への働きかけ・共感傾聴力・影響力の行使 

I:革 新 性 イノベーション・個人的実行力・自己効力・耐性 

C:創 造 性 創造性・柔軟性・創造的思考力 

 

 
 

【図.16 コンピテンシー評価】 

 

 

３．検証 

 全校生徒に年 2回（7月，1月）行った SSHアンケート

内の質問項目「大学や専門機関と連携して探究活動を進

めてみたい」「課題研究の内容の発表を他の高校生の前で

発表した」について，単数回答法，間隔尺度（強制選択

尺度[4件法,4：肯定～1：否定]）の各段階の割合と平均

を求めた。（詳細は第 3章「関係資料」第 5節参照） 

 「大学や専門機関と連携して探究活動を進めてみたい」

の質問に関しては，5 割～6 割の肯定的な回答が見られ

る。2 年次は大学出張講義など実施され，また学年を通

してキャリア教育などで大学の学部学科研究，オープン

キャンパス，大学入試問題研究など大学に触れる機会も

多くあり，探究活動もこれらに連動して高くなっている

傾向にある。 

一方で，「課題研究を他の高校生の前で発表してみたい」

と考える生徒は肯定的な回答が 4 割を切っている。2 学

年ロジックプログラム(11)ⅡはKSH学びの祭典を始めとし

て校外における課題研究の発表の場も多くの機会がある

中，特定のグループのみの発表に留まっているのが現状

である。2 年次の課題研究が一番多く国内発表の機会が

あり，自身のプレゼンテーションのスキルなどを最も高

めることができる学年であるため，引き続き指導し，そ

して多くの場面を提供していきたい。最終目標は国外で

の英語による発表である。令和 6 年度も 12 名の 2 年生

が海外で研究内容を発表することができた。国外発表ま

では行かなくても，2 年次の 1 年間で最低 1 回は課題研

究の内容を他校生や本校教員外の大人に見てもらえる場

面を今まで以上に多く設定するようにしていきたい。 
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研究開発テーマ 研究 

内容 

学校設定科目 

ロジックプログラムⅢ 

対象 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

Ⅱ探究活動 単位      １ 

 

学校設定科目「ロジックプログラム(11)Ⅲ」 

（2年ロジックプログラムⅡ継続履修） 

【総合的な探究の時間 1単位，理数探究 1単位と代替】 

１．仮説 

生徒の興味・関心にもとづいて設定したテーマの探究

について,その成果を論文にまとめ,探究活動を総括する

ことによって,ロジックルーブリックで設定した達成度

を実感し,探究の有用感や意義を高めることができる。 

 

２．研究開発内容・方法 

2年ロジックプログラム(11)Ⅱから継続履修である。 

目標❶概要,❷年間指導計画・開発教材,❸評価方法❹内

容・方法「テーマ一覧」「指導方法」は 2年ロジックプロ

グラム(11)Ⅱの記載を参照。 

 

発表機会や学会・コンテスト等,専門家との学術的交流 

校内発表や代表発表するUTO Well-Being探究Award(20)，

ロジック・スーパープレゼンテーション(21)のみでなく,

学会やコンテスト,国際研究発表等の機会（表.1）を高校

2 年次の課題研究から設定することによって,学術的な

視点を取り入れ探究を深める。 

【表.1 課題研究の発表機会(2年次～3年次)】 

日 時 内 容 対象 

R5.7.7 構想発表会 全員 

R5.7.21 UTO Well-Being探究 Award(20)2023 全員 

R5.11.17 課題研究中間発表会（熊本大学連携） 全員 

R5.11.12 グローバルサイエンティストアワード 4人 

R5.11.24 KSH(熊本県スーパーハイスクール)ホームページ型動画作成 Z全員 

R5.12.17 世界に羽ばたく高校生の成果発表会 12人 

R5.12.20 台湾・國立中科實驗高級中學 10人 

R5.12.23 KSH生徒発表会 全員 

R5.12.25 九州高等学校生徒理科研究発表 8人 

R6.1.26 SSH研究成果要旨集(19)提出 全員 

R6.2.9 課題研究校内発表会 全員 

R6.2.15 ロジック・スーパープレゼンテーション(21) 全員 

R6.3.28 日本生理学会 13人 

R6.4.12 ポスターセッション 全員 

R6.5.26 Japan Geoscience Union Meeting2024 8人 

R6.6.19 課題研究論文集(19)提出 全員 

R6.7.10 英語による校内発表会 全員 

R6.7.12 日本霊長類学会 4人 

R6.7.23 UTO Well-Being探究 Award(20)2024 全員 

R6.8.6 SSH生徒研究発表会(図.1) 5人 

  

  
【図.1 SSH生徒研究発表会】 

 

課 題 研 究 論 文 集 作 成 

課題研究論文集(19)作成ガイダンスを実施し,研究が再

現できるように記述すること,アカデミックライティン

グの手法を意識すること等,ロジックガイドブック(18)記

載内容に留意し,統一様式で論文を作成する（図.2）。

Google ドライブに論文作成フォルダを作成し,統一様式

のドキュメントファイルをアップロードすることで,研

究テーマごとに指導,共同編集を行う。 

 
 

【図.2 課題研究論文集(19)・作成要領】 

ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン 

 4月 12日（金），高校 3年 SS(15)，GS(16)，学際課題研究
(17)(高校 2年次までの取組)の研究の成果を，ポスターセ

ッションとして生徒及び教員に発表する。（図.3）この機

会を設定することによって，各研究内容のここまでの相

互理解を深め，探究活動の視野を拡げるとともに、宇土

高校に入学した高校 1 年生及び新転任者の職員等が本校

の探究活動の実際を理解し、探究活動の展望を拓くきっ

かけにする。 

  
【図.3 4月ポスターセッションの様子】 

校 内 発 表 会 （ 英 語 ） 

7 月 10 日（水）校内発表会として,プレゼンテーショ

ン資料を作成して課題研究の成果を発表する。(図.4)全

テーマ 4 分を英語で口頭発表する機会とし,SS 課題研究
(15)，学際課題研究(17)，GS 課題研究(16)の上位テーマを代

表として選出する UTO Well-Being 探究 Award(20)2024 の

予選会も兼ねる。 

  
【図.4 7月校内発表会の様子】 

３．検証 

全校生徒に年 2 回行ったアンケート結果のうち，課題

研究は進学に役立つと回答した生徒はどの学年でも 8 割

近くが肯定的な回答を示した。課題研究で学んだ内容を

更に深めるために，同様の研究ができる大学を選び進学

する生徒もいる。今後も進学も見据えて指導を続けてい

きたい。 
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研究開発テーマ 研究 

内容 

UTO Well-Being探究 Award2024 

ロジック・スーパープレゼンテーション 

対象 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

Ⅱ探究活動 単位 全生徒 

 

１．仮説 

UTO Well-Being探究 Award(20)及びロジック・スーパー

プレゼンテーション(21)を行うことで,本校が SSH を通し

て育てたい生徒像である「ウェルビーイングを目指

し,UTO-LOGIC(1)を駆使して新たな価値を創る科学技術

人材の育成」を生徒や職員ともに強く意識し,探究活動

の意義と成果を広く実感できる。また，本校が取り組ん

でいる SSH活動を全国の SSH校や県内の学校，地域住民

に広く発信することができる。 

 

２．研究開発内容・方法 

UTO-LOGIC+W として，L(論理性）,O(客観性）,G(グロ

ーバル）,I(革新性）,C(創造性），W(ウェルビーイング)

のいずれかの観点を強調する探究活動の成果発表の機

会および本校が取り組んでいるSSHをはじめとする探究

活動全般の成果発表として，7 月に UTO Well-Being 探

究 Award(20)2024を，3月にロジック・スーパープレゼン

テーション(21)を実施する。 

 

U T O  W e l l - B e i n g 探 究 A w a r d 2 0 2 4 

7月 23日（火）に熊本城ホールにおいて，UTO Well-

Being探究 Award(20)2024を実施する。（表.1,図.1）この

会は高校 3 年課題研究の成果のみならず,本校の探究活

動の様子を多くの人に広く見てもらうよう全国のSSH指

定校，県内の公私立高校，地元の小中学校，教育関係機

関に広く宣伝し，実施する。 

グローバルパネルディスカッションでは本校卒業生

で海外の大学へ進学した学生や，海外留学中の生徒をオ

ンラインで結び，「宇宙をジブンゴトにする」というテ

ーマで本校生徒とトークライブを行う。高校 3年生の研

究テーマについては課題研究論文集(19)（図.2）として製

本し，生徒及び来場者に配布する。また，当日のパンフ

レットを本校卒業生がデザインして作成し，来場者に配

布する。（図.2） 

【表.1 UTO Well-Being 探究 Award(20)2024日程】 

時 間 イ ベ ン ト 

9：40 開会行事 

9：50 研究概要報告「水口雅人 SSH研究主任」 

中 1～高 2まで各学年の概要をライトニングトー

ク形式で報告 

10：10 高校 3年課題研究成果発表 

発表 8分＋質疑応答 4分 

・学際課題研究(17) 

「サイクリングが睡眠の質に与える影響」 

・SS課題研究(15) 

「ターンオーバー現象を科学する」 

・GS課題研究(16) 

「目指せ！UTO＝海苔！」 

10：50 講演会「宇宙の扉を開こう －見て 考えて そして－」 

JAXA社友、Koshoya2020 代表 柳川 孝二様 

12：15 午前の部 閉会 

12：25 ポスターセッション（中 3年，高 2年） 

12：45 ポスターセッション（高 3年） 

13：40 グローバルパネルディスカッション 

「海外の卒業生と本校生徒を結んで宇宙をジブ

ンゴトにする」 

パネリスト（本校卒業生） 

・台湾・静宜大学卒業生 

・立命館アジア太平洋大学在学生 

・カリフォルニア大学サンディエゴ校在学生 

・本校 2年生，フィジー留学中 

14：30 高校 3年課題研究成果発表 

発表 8分＋質疑応答 4分 

・SS課題研究(15) 

「えっ、島が浮いている！？～浮島現象の発生・

観測条件と科学的原理～」 

・学際課題研究(17) 

「本校の非常食の備蓄状況と管理・活用方法の提案」 

15：00 科学部研究成果発表 

発表 10分＋質疑応答 4分 

「マスクをつけた人は何を言いたい？～AI で言

葉を予測する～」 

15：15 ウェルビーイングトークライブ 

「データサイエンスと IT のめざましい進歩、そ

して AI万能の時代がくるのだろうか？」 

熊本大学大学院先導機構  

フロンティアデータサイエンス化血研寄附講座 

特認教授 

理化学研究所客員研究員 理学博士 

中村 振一郎 様 

16：05 閉会行事 

 

  
 

  
 

  
【図.1 UTO Well-Being 探究 Award(20)2024の様子】 

 

   
【図.2 課題研究論文集，探究 Award(20)パンフレット】 
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 3月 19日（水）に宇土市民会館において，ロジック・

スーパープレゼンテーション(21)を実施する。（表.2）1

年間の成果発表会ということで中学 3年生，高校 1,2年

生の課題研究の成果発表を中心に行う。昼休みにはポス

ターセッションや分野別発表会も実施し，すべての生徒

が何らかの形で発表を行うこととする。（図.3） 

午後には台湾研修や ICAST等の SSH海外研修について

の報告を行い，後半にはグローバルとサイエンスをどの

ように融合させるか，海外研修経験生徒と海外進学の卒

業生を交えてトークライブを行う。高校 1年生のプレ課

題研究(13)および高校 2 年生の課題研究はそれぞれの 1

年間の研究内容を A4 用紙 1 枚にまとめ，それを「課題

研究要旨集(19)」として製本し，すべての生徒および当日

来場者に配布する。（図.4） 

 

【表.2 ロジック・スーパープレゼンテーション(21)日程】 

時 間 イ ベ ン ト 

9：20 開会行事 

9：35 研究概要報告「水口雅人 SSH研究主任」 

9：45 高校 2年課題研究成果発表 

発表 8分＋質疑応答 4分 

・学際課題研究(17) 

「災害時の生活用水を確保しよう」 

・SS課題研究(15) 

「大気が描く蜃気楼カレンダー」 

・GS課題研究(16) 

「宇土の特産品で食の体験教室 with子ども地域食堂」 

10：35 中学 3年研究論文発表 

発表 7分＋質疑応答 3分 

「アルテミアの習性と記憶」 

「リモネン抽出」 

10：55 高校 1年プレ課題研究(13)成果発表 

発表 8分＋質疑応答 4分 

・SSプレ課題研究(13) 

「浮島を科学する～不知火海で最高に浮く浮島現象の観測～」 

・GSプレ課題研究(13) 

「戊辰戦争にみる各藩の武士道～気候や風土から考察する～」 

11：20 午前の部終了 

11：30 SS ポスターセッション 

11：40 GS 校内分野別口頭発表会 

13：20 高校 1年プレ課題研究(13)成果発表 

発表 8分＋質疑応答 4分 

・GSプレ課題研究(13) 

「野良猫と共生の道」 

・SSプレ課題研究(13) 

「竹炭と植物プランクトン」 

13：45 高校 2年課題研究成果発表 

発表 8分＋質疑応答 4分 

・学際課題研究(17) 

「馬門石の赤石はヘマタイト？」 

・SS課題研究(15) 

「ガラスが作り出す光の模様」 

・GS課題研究(16) 

「研究テーマが決まらない！～意志決定の観点から見る迷いのメカニズム～」 

14：30 海外研修報告 

・ICAST（先端科学技術分野学生国際会議） 

・台湾・國立中科實驗高級中學研修 

14：55 グローバル×サイエンス トークライブ 

「グローバル」と「サイエンス」の結びつきにつ

いて、海外研修参加者や海外大学進学者を中心に

トークライブを行う 

15：35 閉会行事 

  
【図.3 R5ロジック・スーパープレゼンテーション(21)の様子】 

【図.4 課題研究要旨集(19)】 

３．検証 

全校生徒に年 2 回（7 月，1 月）行った SSH アンケー

ト内の質問項目「成果を発表し伝える力」「研究の成果

を様々な高校生の前で発表」の項目について，単数回答

法，間隔尺度（強制選択尺度[4件法,4：肯定～1：否定]）

の各段階の割合と平均を求めた。（詳細は第３章「関係

資料」第５節参照） 

プレゼンテーション力が向上すると答えた生徒は全

学年で 8割ほどに上り，平均も非常に高い。1年次から

のロジックプログラムで数回の発表機会があるのが要

因であると思われる。研究の成果を高校生に発表してみ

たいという質問に対して，1 年前期は否定的な回答が多

いが，1年次後半，2年次，3年次と上がるにつれ，平均

が高くなっている。 
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研究開発テーマ 研究 

内容 
国際性を高めるプロジェクト GLP 

対象 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

Ⅱ探究活動 単位 希望者 

 

１．仮説 

国際性を高める取組として,GLP 研究主任(32)を中心と

した U-CUBE(23)の運用,グローバルリーダー育成プロジェ

クト(22)(GLP),海外研修（ICAST,台湾研修）,台湾静宜大学

との国際高大連携学術文化交流プログラムの実施や,国

際交流や国際研究発表を促すことで,グローバル関連事

業への参加を促進する機会の充実を図り，英語の学習意

欲や英語で会話する意欲を高めることができる。また海

外研修や留学への意識を高めることができる。 

２．研究開発内容・方法 

英 語 活 用 教 室 U - C U B E 

GLP(22)とは，Global Leaders Project「グローバルリ

ーダー育成プロジェクト(22)」の略語であり，2012年に 10

年後の創立 100 周年を記念して宇土高校同窓会の支援を

受け，国際舞台で活躍する人材を育成するために生まれ

たものである。春休みに高校生は独自の米国研修を，中

学 3 年生は独自の英国研修を主たる海外研修としている。 

 GLP 研究主任 (32)が U-CUBE(23)に常駐するのだが,U-

CUBE(23)の Uは，Uto Junior High School×Uto Senior 

High School×Universe をかけたものであり，Cube は

Community for your Unlimited and Bilingual 

Experiences の頭文字を取ったものである。U-CUBE(23)で

様々なグローバル関連事業を展開する（表.1）。そして文

部科学省や熊本県,諸団体が企画するグローバル関連事

業を案内し,希望生徒を U-CUBE(23)で直接またはオンライ

ンで指導支援する。さらにICAST（International Student 

Conference on Advanced Science and Technology）等,

探究活動の成果を英語で発表する支援も行う。 

【表.1 U-CUBE(23)での主な活動内容】 

通
年 

【中止】英語で科学(Science in English) 
グローバル講座(Global Seminar) 
【中止】同時通訳講座 

発
表
支
援 

ロジック・スーパープレゼンテーション(21)・英語発表 
3年 SS課題研究(15)英語口頭発表 
2年 SSH台湾研修・國立中科實驗高級中學 
International Student Conference on Advanced 
Science and Technology(ICAST)  

留
学
支
援 

GLP(22)（高校：米国派遣事業，中学：海外派遣事業） 
熊本・モンタナ留学プログラム（1年間） 
トビタテ！留学 JAPAN日本代表プログラム 
グローバルジュニアドリーム事業熊本県高校生リー
ダー（台湾 4日間） 
TOMODACHI Toshizo Watanabe Leadership Program 
AIG高校生外交官渡米/日本プログラム（米国１０日間） 
熊本県高校生留学支援事業 
オーストラリア科学奨学生（ハリー・メッセル国際
科学学校） 

留 学
受入 

【中止】中国高校生長期招聘事業 

参
加
支
援 

熊本県私学振興課主催「海外チャレンジ塾」 
台湾静宜大学特別プログラム 
台湾ツアー（台湾・静宜大学視察） 
日独学生青年リーダー交流派遣事業 
Global Studies Program (旧エンパワーメントプロ
グラム） 

 

課 題 研 究 T i t l e  &  A b s t r a c t 作 成 指 導 

2 年 3 年 SS 課題研究(15)，GS 課題研究(16)，学際課題研

究(16)や 1 年プレ課題研究(12)のタイトルや要旨を英語で

作成する際の留意点や英語の表現について,英語表現の

授業やロジックガイドブック(18)で文例提示をする。英語

科教員及び ALT が研究テーマごとに対応をし,Google 共

有ドライブの文書作成ソフトを通して添削指導する

（図.1）。 

 
【図.1 共有ドライブで ALTが添削指導する様子】 

ＧＳＰ（グローバルスタディーズプログラム） 

旧 エ ン パ ワ ー メ ン ト プ ロ グ ラ ム 

コロナ禍で米国研修等の GLP(22)活動の代替として 2021

年の夏から始めたものであるが，2014年に本校が九州発

の試みとして始めたものでもあった。外国人の大学生や

大学院生と英語でディスカッションやプレゼンテーショ

ン,プロジェクトを実施する。（図.2） 

 

【図.2 Empowerment program アジェンダ・当日の様子】 

S S H 台 湾 研 修 ・ 國 立 中 科 實 驗 高 級 中 學 

GLP(22)プロジェクトの一環として，國立中科實驗高級

中學で研究発表会を行い，現地高校生との学術交流を図

るため，「SSH台湾海外研修」を実施する。「SSH台湾海外

研修」の目的は，課題研究として取り組んでいる研究内

容を発表する機会を通して，英語によるプレゼンテーシ

ョン能力及び質疑応答の能力を向上させるともに，研究

内容を相互に理解することによって共同研究及び調査を

展開しようとする姿勢や態度を育成することが目的であ

る。研修を行うにあたって，参加生徒の募集，選考，課

題研究の内容を取りまとめて英語で発表する準備を行い，

研修後は成果発表会で報告を行うなど事前事後指導を充

実させる。（表.2） 

研修日程は各校の概要説明，課題研究の内容を発表，

現地の授業見学や参加，ホームステイ等も行う。（表.3，

図.3）令和 2 年度から新型コロナウイルス感染症の流行

により，現地に赴いての研修の機会が失われたが，担当

者同士のやり取りは続き，新しい形での取り組みを模索

した。令和 4 年度は，12 月から 2 月にかけて約 3 ヵ月

間，オンラインで自己紹介，質問交換，学術交流を図る

研修プログラムを展開した。令和 5 年度から，従来の現

地訪問が可能であると判断し，生徒研究発表会の合同開

催，ポスターセッションに加え，課題研究の共同研究の

可能性の模索，共通課題に取り組む関係構築を主たるね

らいに位置づけており，今回は睡眠に関する共同研究の

第 1歩を踏み出すことができた。 
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【表.2 台湾研修事前事後指導】 
月 日 事前事後指導内容 
4～6月 課題研究テーマ設定 
7月 7日 課題研究構想発表会 
7～9月 課題研究に関する実験・分析・調査 
10月下旬 台湾研修案内（参加生徒募集） 
11月上旬 台湾研修参加希望者選考会 

発表準備 
11月中旬 オンラインによる情報交換 
11月 15日 課題研究中間発表会 
11月下旬 研究のとりまとめ，発表準備 

プレゼンテーション資料とポスターセッシ
ョン資料を作成 

12月上旬 英語による発表と質疑応答の練習 
12月 18日
～20日 

台湾研修実施 

1月上旬 課題研究の取りまとめ，発表準備 
2月 21日 課題研究校内発表会 
3月 19日 成果発表会内で台湾研修報告 

 

【表.3 台湾研修日程】 

日時 場所 研修内容 

12/18 

（水） 

宇土駅 

熊本駅 

博多駅 

福岡空港 

桃園空港 

移動 

國立中科實驗

高級中學 

研修 1日目 

開会行事 

学校紹介・自己紹介 

ホテル 発表練習 就寝 

12/19 

（木） 

ホテル 起床 

國立中科實驗

高級中學 

研修 2日目 

理数系授業，討議 

生徒科学研究発表会 

オーラルセッション 

ポスターセッション 

宿泊地 ホームステイ 

12/20 

（金） 

宿泊地 起床 

國立中科實驗

高級中學 

研修 3日目 

共同研究に関する協議 

閉会行事 

桃園空港 

福岡空港 

博多駅 

熊本駅 

宇土駅 

移動 

 

  
 

  
【図.3 台湾研修及び成果発表会の様子】 

 

 

 

国 際 先 端 科 学 技 術 学 生 会 議 （ I C A S T ） 

 国際先端科学技術学生会議は，大学生が主体となって

運営する国際会議であり，本校は H26 フランス，H27 イ

ンドネシア，H29 台湾，H30 フィリピン，R1 熊本と参加

をしている。R2～R4は新型コロナウイルス感染症の流行

もあり，オンラインでの開催となった。R5もインドネシ

アで開催されたが，本校はオンラインでの参加となった。 

 R6は高校2年生の SS課題研究2名が参加した。（表.4）

（図.4）事前学習として，10月中旬申し込み，11月発表

用紙提出，11月英語によるプレゼンテーション資料の作

成，英語発表の練習に取り組む。表.4に示す研究内容を

11 月 27 日（水）「General Session」で 15 分間の Oral 

Sessionを行った。 

【表.4 ICASTタイトル】 
№ Title 

Room D 
G-4 

Making the Flower Pots with Sludge 

Room D 
G-5 

Light and Shadow Created by an Object in 
an Aqueous Solution 

 

 
【図.4 ICAST2024日程】 

 

国 際 高 大 連 携 学 術 文 化 交 流 プ ロ グ ラ ム 

SSH 台湾研修を契機に台湾・靜宜大學と高大連携に関

する協定書（図.5）を交わす。国際高大連携学術文化交

流プログラムへ参加し,一定の入学条件に達した生徒は

靜宜大學に進学することができる体制を構築する。ここ

5年間の進学実績は，R1は 1名，R2は 1名，R3は 2名，

R4 は 2 名，R5 は 2 名，延べ 8 名の生徒が靜宜大學に進

学している。 

 

  
 【図.5 靜宜大學高大連携に関する協定書】 

 

グ ロ ー バ ル 教 育 と 海 外 ・ 国 内 研 修  

❶グローバル講演会 

本校は，これまでも GLP(22)をはじめとするグローバル

教育に力を入れてきたが，近年さらにグローバル教育に

力を入れている。今年度は 4 月と 11 月にグローバル講

演会を実施する。年度当初の 4月 15日（月）に，株式会

社 ISA 取締役・西日本総括本部長 吉田裕氏を講師にお

招きし，グローバル化が進む日本において中高生に取っ

て必要な力とは何か，そして講演をとおしてこの 1 年間
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のキャリアデザインを描くことを目的として実施する。

11 月 19 日（火）には，文部科学省官民協働留学創出プ

ロジェクトである「トビタテ！留学 JAPAN」のエグゼク

ティブアドバイザーである船橋力氏を招いて，「トビタ

テ！留学 JAPAN」の申込みが始まる前にその機運を醸成

することとグローバルリーダーの資質向上のために実施

する。（図.6，図.7） 

その他「グローバルジュニアドリーム事業高校生リー

ダー派遣」「オンライン英会話」「開南大学訪問」「ト

ビタテ！留学 JAPAN」等の国内外の研修プログラムに取

り組んでいる。 

 

【図.6 グローバル講演会案内チラシ（4月，11月）】 

  
【図.7 グローバル講演会の様子】 

 

❷グローバルジュニアドリーム事業高校生リーダー派遣 

熊本県・熊本県教育委員会・熊本県青少年育成県民会

議が主催する「グローバルジュニアドリーム事業高校生

リーダー派遣」は，台湾の高雄市の青少年たちとの交流

会や TSMC関連施設の見学等をとおして，小中学生をまと

めながら熊本青少年大使として熊本の魅力を伝えると共

に自分の夢を実現する機会とするもので，5 人程度の枠

に本校から 5人応募し 3人が合格するという今までにな

い快挙であった。円安と物価高の中で，4 日間で 3 万円

という費用はかなり魅力的であり，コミュニケーション

能力やリーダーシップ，判断力を身につけることができ

た。（表.5） 

【表.5 グローバルジュニアドリーム事業内容】 

 

❸オンライン英会話 

今年度新たにオンライン英会話を導入したが，県内の

公立学校では初の試みである。オンライン英会話とは，

フィリピンのネイティブとマンツーマンでタブレットを

使い，25分間の英会話を行うものである。本校では英語

の授業に組み込み，事前事後指導を行い，その時のテー

マについての英作文を実力テストに入れている。高校 3

年生を除く，全中学生・高校生が対象で年 6 回実施予定

である。生徒からも評判が良く意欲的に取り組んでいる。

（図.8） 

 
【図.8 オンライン英会話の様子】 

 

❹開南大学訪問 

令和 5 年度から 10 月末～11 月初旬の UTO 探究週間

（秋休み期間）を使って台湾の大学訪問研修（希望者）

を実施している。海外の大学としては授業料や寮費等の

面で大変魅力的な台湾の大学を早い段階で見学すること

によって海外大学への進学の意識付け及び進学準備の提

供を主眼に置いている。昨年度は高大連携を行っている

靜宜大學に，今年度は開南大学への訪問研修を 4 日間

（10/28(月)～10/31(木)）実施した。（図.9，図.10）中

学 1 年生～高校 2 年生までの 5 学年の生徒 15 人が参加

した。 

【図.9 開南大学訪問の日程表】 

   
【図.10 開南大学訪問の様子】 
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❺トビタテ！留学 JAPAN 

今年度は「トビタテ！留学 JAPAN」に対して，昨年度よ

り準備を行い，高校 2年生女子がマイ探究コース（300人

枠だが，本人は家計基準外なので 30人程度枠）に 1名，

1年生女子が社会探究コース（30人枠）に 1名合格した。

（表.6） 

2 年生の留学先はカナダで期間は約 1 カ月である。探

究内容は，現在日本では 300 万人を超える外国人が暮ら

しているが，多文化共生社会に向けた教育が不十分と彼

女は考えていて，その教育が進んでいるカナダで 2 国間

の教育の違いを調査研究したいと考えている。 

 1 年生の留学先はニュージーランドで期間は 3 カ月で

ある。探究内容は，日本では多くの犬猫殺処分が行われ

ている一方で，子どもを産まされている現実がある。ま

た無責任な人間のせいで，動物に命が奪われている。そ

の具体的解決策を探るために，動物先進国であるニュー

ジーランドを訪れ 2 国間の施策の違い等を調査研究した

いと考えている。 

【表.6 募集コース・支援予定人数】 

これまで，高校生 1・2 年生に向けた「トビタテ！留学

JAPAN」の説明会を行ってきたが，今年度新たに中学 3年

生及びその保護者に向けた説明会を実施し，7 人の生徒

が応募書類制作に取り組んでいる。（表.7） 

【表.7 中学 3年生用行程表】 

 

❻TOMODACHI Toshizo Watanabe Leadership Program 

高校生を対象として，夏休みに約 2 週間で米国ロサン

ゼルスを中心にホームステイや学校訪問，各施設訪問を

通じて，現地の人々との交流を深め，米国の歴史や多様

な文化に触れ，多角的な視野及びリーダーシップについ

ての学びを深めるプログラムである。全国からの募集 20

名枠に応募し，2年生女子が合格し参加した。 

（表.8） 

【表.8 TOMODACHI Program の行程表】 

 
 

３．検証 

全校生徒に年 2回（7月，1月）行った SSHアンケート

内の質問項目「英語を学ぶと役立つ」「英語で研究成果を

発表できる」の項目について，単数回答法，間隔尺度（強

制選択尺度[4件法,4：肯定～1：否定]）の各段階の割合

と平均を求めた。（詳細は第３章「関係資料」第５節参照） 

英語を学ぶと探究活動に役立つという質問で，肯定的

に答えた生徒は学年で 6 割程になる。1 年次から課題研

究論文集の Abstractは英語で記述するなど，英語と探究

活動の関連性・重要性が理解できている。また，オンラ

イン英会話をはじめとする U-CUBE(23)の取組がこの結果

に繋がっている。その一方で，英語で課題研究を発表す

るという質問に対して，肯定的な回答は 1年次で 2割ほ

ど，3 年次は若干上がるがそれでも半数には届かない。

英語での発表はかなりハードルが高いことが伺える。3

年次の最後の校内発表会では全班英語での発表を課して

いる。また，2 年次に海外研修を実施し，英語での発表

を行うなど意識の高い生徒もいる。引き続き，呼びかけ

を続けていきたい。 
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内容 
ART & ENGINEERING「架け橋プロジェクト」 

対象 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

Ⅱ探究活動 時数   35    

 

１．仮説 

このプロジェクトによるグループ活動を通して，学習の

基盤や現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力の

育成が見込まれる。また，他教科やその他の知識等を活用

しながら①文章や情報を正確に読み解き，対話する力②科

学的に思考，吟味し活用する力，③価値を見つけ出す感性

と力，好奇心・探究力の育成を図ることができる。また，

防災に関する知識やインフラストラクチャーの重要性に

ついて見識を深めることができる。 

 また，育成できる観点については，以下の項目が考えら

れる。 

(1)プロジェクト管理と計画能力の向上 

(2)クリエイティブな問題解決能力の育成 

(3)チームワークとコミュニケーション能力の発展 

(4)工学的思考と科学的方法論の理解 

(5)安全性とリスク管理の意識 

(6)発表力とプレゼンテーションスキルの向上 

 

２．研究活動の方法 

【教育課程編成上の位置付け：中学 3年美術】 

(1)授業内容（2時間×3 回，最終日 3時間の合計 9時間） 

第 1回 オリエンテーション，構想，試作 

大人の話（橋梁について）（図.1） 

第 2回 構想，制作 

大人の話（防災，インフラについて（図.2） 

第 3回 制作 

大人の話（プレゼンテーションについて）

（図.3） 

第 4回 載荷実験（図.4），プレゼンテーション

（図.5）、大人の話（防災・職業観について）官

公庁・企業による防災・インフラ等に関する展

示（図.6） 

  
【図.1 橋梁の話】    【図.2 構想の様子】    

  
【図.3 プレゼンの話】  【図.4 載荷実験】 

  
【図.5 ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ】    【図.6 展示の様子】 

(2)レギュレーション 

「各地域の活性化を図るため，人流や物流を促すための橋

を架ける。地域の特性や環境要件を考えながら，適切な場

所を探すこととし，プレゼンテーションを行う」 

橋の長さ（架け幅）は 50ｍ，10ｔトラック 2 台が安全に

走行できる強度。長さは，50ｍ単位で架橋の設定（イメー

ジ）により，延伸が可能」 

制作する課題作品は，1／100 のスケールの大きさの紙

の橋で，配布される材料・道具のみで制作。ケント紙使用

の直方体（桁橋）で，橋の道路の幅（幅員）は 100㎜，厚

さ（桁高）は，30㎜で配布したテンプレートを使用。強度

は，１個約 123 グラムのナットが 16 個以上載ること。ペ

ーパーブリッジ本体の総重量は 80ｇ以内。最後に装飾（配

色）も含め，《構造美》を備えた美しい橋を制作する。 

(3)活動内容 

活動内容は，主に「制作」と「記録・発表」がある。「制

作」については，全体の形や強度設計，裁断，加工，接着，

色彩計画，塗装，また「記録」については，制作の様子を

写真や動画で記録，苦労している点や制作上のトラブル，

改善点や工夫したところなどメモで記録して，成果発表会

のプレゼンテーションに向けて発表原稿やスライド資料

を整え、発表に備える。 

 

３．自己分析と班構成について 

※ハーバード大学ハワード・ガードナー氏のマルチプルイ

ンテリジェンス理論に基づいた調査資料を参考に，本校で

アレンジしたグループワーキング事前調査を行い，生徒自

身の資質（インテリジェンス観）の自己分析の結果を参考

にしながら，個人の能力や友人関係等を考慮しながら，8

～9人のチームで構成。このプロジェクト終了後、同じ質

問項目で再度調査を行い、自己分析の変化を調査した。

（図.7） 

質問項目の分野は以下のとおり 

(1)言語分野 

(2)数学的･論理的な分野 

(3)空間的･視覚的な分野 

(4)身体的･運動的な分野 

(5)リズム・芸術的な分野 

(6)対人関係の分野 

(7)内観の分野 

(8)自然・環境の分野 

【図.7 各インテリジェンス観の自己分析の推移】 

 

４．検証 

班編成では，実社会に即して「社長」「専務」「社員」

で構成し模擬的な組織の中で生徒の意識を高め、社長・

専務のリードの元，作業計画の管理能力を高める傾向が

見られた。また条件を制限したことで，チームで創造的

な問題解決に挑み，チームワークとコミュニケーション

能力の発展につながったといえる。また，講師の専門的

なアドバイスにより，工学的思考や方法論の理解、発表

力とプレゼンテーションスキルの向上が見られた。相対

的に，このプロジェクトを体験したことで，自己分析の

調査では，平均が 3.41から 3.61と 0.2ポイント上昇が

みられ，学びの成果が見て取れる。 
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内容 
社会との共創プログラム 

対象 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

Ⅱ探究活動 単位 全生徒 

 

１．仮説 

産・学・官及び異世代を含めた国内外のネットワークを

駆使したプログラムを実践することによって,他者と協働

する社会のリーダーとしての資質を育てることができる。 

 

２．研究開発内容・方法 

学 び の 部 屋 S S H 

学びの部屋（学習会）を 8月 1日（木）9:30～10:10， 

2日（金）9:30～11:30，学びの部屋 SSH(25)（理科実験教 

室）を 8 月 1 日（木）10:20～11:30 に，宇土市内の各小

学校（宇土小・宇土東小・花園小・走潟小・緑川小・網津

小・網田小）全校に案内し，希望児童を対象に実施する。 

1日目の学習会は，児童との学びやレクリエーション等

を行い，学びの部屋 SSH(25)は，理科実験教室の企画準備や

実験支援を宇土高校または，宇土市内の各小学校で行う。

（表.1,表.2） 

2 年 SS 課題研究(15)に取り組む生徒は，科学におけるア

ウトリーチ活動の側面を学ぶ機会として，自身の研究内容

に関する実験または小学生に興味・関心の高い事象に着目

した実験を計画する。宇土高校が小学生の学区内である児

童は本校で対面にて実施する。（図.1） 

【表.1 学びの部屋 SSH(25)参加者数】 

小学校 参加児童数 参加高校生数 

宇土小 

※宇土高で実施 
44 27 

宇土東小 12 10 

花園小 17 15 

走潟小 8 6 

網津小 8 5 

網田小 8 4 

【表.2 学びの部屋 SSH(15)テーマ一覧】 

・身の周りで菌がいる場所は？ 

・蚊が寄ってくる、逃げていくものって？ 

・光のマジック！ステンドグラスをつくろう 

・でっかいシャボン玉をつくろう！ 

・スライムをつくろう 

・脳がだまされる？ 

・誕生日当てゲーム 

・おもしろコマをつくってみよう 

 

 

 

 

 

 

【図.1 学びの部屋 SSH(15)の様子】 

 

卒 業 生 の 人 材 活 用 プ ロ グ ラ ム 

 SSH 指定期間 12 年で多くの卒業生を送り出し，卒業後

も様々な場面で活躍，協力をしてくれる。 

 7 月 Well-Being 探究 Award(20)2024 では，グローバルパ

ネルディスカッション「海外の卒業生と本校生徒を結んで

宇宙をジブンゴトにする」というタイトルで本校 3年生と

パネルディスカッションを行う。そこに海外大学卒業もし

くは在学中の 3 名の卒業生を交えてパネルディスカッシ

ョンを行う。パネリストは，①台湾・静宜大学卒業生，②

立命館アジア太平洋大学在学生，③カリフォルニア大学サ

ンディエゴ校在学生の 3名である。始めに，卒業生から高

校在学中の課題研究や海外研修等の取組と学生生活等の

近況について 5分程度で自己紹介する時間を設定し，その

後本校生徒と宇宙や地球，日本，熊本と話を広げながらデ

ィスカッションを行う。（図.2） 

11 月に熊本大学高大連携室と連携をし ,2 年生の

SS(15),GS(16),学際課題研究(17)の中間発表会を行うが，そこ

でのアドバイス,パネリスト依頼,課題研究における実験

指導等,本校卒業生人材・人財と活用する体制構築を進め

る。本校卒業生リストを共有し,大学での授業公欠申請や

交通費・保険準備等,配慮のうえ卒業生が本校生徒に関わ

る機会を充実させる。後半のパネルディスカッションを通

して探究活動の意義や大学での学びへのつながりを理解

する機会を設定する（図.3）。 

 12 月に行う未来体験学習(14)（関東研修）では，国際統

合睡眠医科学研究機構で研究をする本校卒業生岡村響さ

んとの対話を行う。宇土中での宇土未来探究講座(10)や 

GLP(22)での活動，関東研修での経験と課題研究の向き合い

方，目標設定と実行力について，生徒目線で歩みの紹介，

卓越大学院プログラムで研究に取り組んだ成果を紹介す

る。（図.4） 

  
【図.2 UTO Well-Being 探究 Award(20)パネルディスカッション】 

  
【図.3 2 年課題研究中間発表会パネルディスカッション】 

  
【図.4 関東研修卒業生との懇談】 

 

ぼ う さ い こ く た い 2 0 2 4 

 10 月 19 日（土），20 日（日）に熊本城ホール，熊本市

国際交流会館等で「ぼうさいこくたい 2024」が開催され

る。（図.5）防災推進国民大会（通称「ぼうさいこくたい」）

は、内閣府等が主催し，産学官民の関係者が日頃から行っ

ている防災活動を発表し，交流する日本最大級の防災イベ

ントである。このイベントに本校から科学部地学班がステ

ージ代表として発表する。（図.6）発表内容は、島原大変

肥後迷惑による津波被害についての発表であり，質疑応答

の時間には、「津波の実験が面白いと思った。具体的には、

どのような実験装置なのか？」や「作成した島原大変肥後

迷惑の震災遺構マップはとてもよい。実際に見てみたいが、

公開されているのか？」のような感想や質問を頂いた。そ

の他，熊本城ホールや花畑広場では様々な防災にまつわる

屋外展示がされており，普段はなかなか目にすることがな

いような防災に関するものを観覧することができウェル

ビーイングに対する意識も高まった。 
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【図.5 ぼうさいこくたい 2024ロゴ】 

  
【図.6 ぼうさいこくたい 2024発表の様子】 

 

「世界津波の日」 2 0 2 4 高校生サミット i n 熊本 

2024 年 10 月 23 日（水），24 日（木）に「『世界津波の

日』2024高校生サミット in熊本」が熊本城ホールおよび

花畑町広場を中心に開催される。（図.7）テーマは、「熊本

の教訓を世界へ，そして未来へ」。サミットには日本を含

め 44 か国・地域の高校生 524 人が参加し，地震や豪雨な

どの大規模自然災害を経験した熊本で「防災・減災・復興」

をテーマに自分たちに何ができるかを議論をする。分科会

では、高校生たちが「自助・共助で防災を考える」「自然

との共生で減災を考える」「大規模災害を教訓として創造

的復興を考える」の 3 テーマ・15 グループに分かれ，そ

れぞれの国・地域の災害の事例や必要な対策について英語

でディスカッションを行う。 

本校からも 3 テーマそれぞれで 1,2 年生で 5 人ずつの

グループを作り，参加をする。8月 1日（木）に事前学習

会が行われ，防災センター見学や気象変化と自然災害情報

についての講義が行われた後，事前学習会用のスライドを

用いて本番に近い形で模擬プレゼンテーションや模擬デ

ィスカッションが行われる。（図.8） 

サミット 1日目はテーマごとに分科会が行われ，事前に

用意したスライド資料を英語で発表する。開会式が行われ

たのち，分科会の続きで討論・統括を行い，班ごとの提言

を考える。サミット 2日目は記念植樹が行われ，最後の総

会で分科会でまとめた内容の発表が行われ，閉会となる。

（図.9,図.10,図.11） 

【図.7 世界津波の日高校生サミットロゴ】 

 

   
【図.8 事前学習会の様子】 

 

  
【図.9 サミット分科会とスライド】 

 
【図.10 サミット日程】 

 
【図.12 津波サミット閉会式】 

３．検証 

 全校生徒に年 2 回（7 月，1 月）行った SSH アンケート

内の質問項目「地域課題や地域資源の活用に視野を広げる」

の項目について，単数回答法，間隔尺度（強制選択尺度[4

件法,4：肯定～1：否定]）の各段階の割合と平均を求めた。

（詳細は第３章「関係資料」第５節参照） 

 地域の課題や資源の活用に視野を拡げることができた

生徒の割合は，1 年次と 2 年次は 50%弱の割合であるが，

3 年次は 50%を上回っている。2 年次から 3 年次にかけて

の課題研究のテーマでは，GS 課題研究(16)や学際課題研究
(17)において地域課題解決や地域資源利用のテーマは数多

く見受けられる。地域に根差した学校づくりを SSHの分野

でも今後進めていきたい。また，今後は一部の生徒や一部

の課題研究のテーマに限定することなく，多くの生徒が学

校外との関わりをもつことができる社会と共創するプロ

グラムを構築する必要があると考える。 
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内容 
科学部活動の活性化 

対象 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

Ⅱ探究活動 単位 教育課程外（希望者） 

１．仮説  

(1)併設型中高一貫教育校の特色を生かし,自然科学の身

近な疑問に自ら深く取り組む体験・活動を継続的に行うこ

とにより,問題発見力や課題解決力を高め,地域課題を理

解するために積極的に地域の活動にも参加し,科学技術を

地域や国の発展そして世界・人類の発展への貢献の基盤に

据えていこうとする姿勢を高めることができる。 

(2)物理・化学・生物・地学・情報からなる「科学部」の 

編制によって,コンテスト,学会に積極的に参加する意識 

を向上させることができる。 

 

２．研究開発内容・方法 

「 不 知 火 」 の 研 究 （ 地 学 班 ） 

科学部地学班による不知火の研究は，今年度 7年目を迎

える。夜通しの観測を何度も続けたが，結局見ることがで

きずにいたが，念願であった不知火の観測にようやく成功

した。不知火（しらぬい）とは，1年で八朔（旧暦の 8月

1日）の前夜に不知火海（八代海）でのみ見られるとされ

る幻の現象である。不知火町出身の生徒と課題研究のテー

マを考えていたところ，「不知火を実際に見てみたい」と

いう好奇心から始め，部活動でも研究を続けてきた。文献

を調査すると，40 年ほど前を最後に研究されなくなり，

不知火は科学的に未解明な現象であることが分かった。ま

た，人々の関心も低下し，地元住民もよく知らない現象と

なっていることが分かった。そこで，不知火を観測し，科

学的に解明することを目的として，研究を始めることにし

た。 

この現象を一目見ようと，不知火観測の場所として有名

な宇城市不知火町永尾にある永尾神社や永尾海岸から，八

代市の大島方面の不知火海を臨み，八朔の前夜だけでなく，

その 1～2 日前後，八望や七朔，九朔などの天候の良い日

に，夜通しで観測を行った。並行して，不知火と同じ蜃気

楼現象の 1 つである浮島現象の観察や室内での再現実験，

光路シミュレーションを行った。蜃気楼の再現実験は，シ

リコン製のヒーターを用いたオリジナルの装置を作製し

て実施し，浮島現象のような下位蜃気楼と言われる蜃気楼

の再現に成功した。さらには，実際には存在しないと蜃気

楼の専門家が考えている側方蜃気楼と不知火現象の再現

に昨年度成功した。これらの鮮明な写真や動画の撮影に成

功は，世界初である。（図.1） 

  
【図.1 不知火の観測】 

不知火の室内での再現実験や野外での観測成功などの

成果により，全国高等学校総合文化祭（2023 かごしま総

文）「文化庁長官賞（全国 2 位）」，スーパーサイエンスハ

イスクール生徒研究発表会 2024「奨励賞（地学部門全国 2

位）」，日本地質学会「優秀賞（最上位賞）」2年連続，日本

物理学会「最優秀賞」などをはじめ，多くの賞を得た。 

1,2年生は，地形に着目することで不知火現象が不知火

海固有の現象である理由を探ったり，撮影した動画から不

知火の現象面の解析を進めたりして，研究を進展させてい

る。熊本県高等学校生徒理科研究発表会では地学部門で 4

年連続の「最優秀賞」となり，次年度の全国総文出場を決

めている。熊本県科学研究物展示会「教育委員会賞（2位）」，

グローバルサイエンティストアワード“夢の翼”「文部科

学大臣賞」，坊ちゃん科学賞研究論文コンテスト「優秀賞

（2位）」。日本地質学会ジュニアセッション山形大会「奨

励賞（2位）」，気象観測機器コンテスト「新人賞」，電気学

会高校生みらい創造コンテスト「奨励賞」などを受賞した。

（図.2，表.1） 

  
 

  
【図.2 地学班表彰の様子】 

【表.1 地学班 R6表彰一覧】 

  大会名 受賞歴 

1 日本地球惑星科学連合

2024年大会 高校生によ

るポスター発表 

優秀賞（全国 2位） 

2 第 36回熊本県高等学校

総合文化祭 ステージ発

表 展示発表 

ステージ＋展示 

3 2024年度第 14回サイエ

ンスインターハイ＠SOJO 

銀賞（コンペティシ

ョン部門（発表分

野：物理）） 

4 スーパーサイエンスハイ

スクール生徒研究発表会 

奨励賞（地学部門全

国 2位） 

5 第 22回日本地質学会ジ

ュニアセッション山形大

会 

奨励賞（2位） 

6 日本陸水学会第 88 回熊

本大会高校生ポスター発

表 

優秀賞（2位相当） 

7 第 75回熊本県高等学校

生徒理科研究発表会（サ

イエンスコンテスト

2024）地学部門 

最優秀賞（1位） 

8 第 84回科学研究物展示

会（科学展） 

熊本県立教育委員会

賞（第 2位） 

9 JSEC2024（第 22回 高校

生・高専生科学技術チャ

レンジ） 

敢闘賞 

10 第 7回グローバルサイエ

ンティストアワード“夢

の翼” 

文部科学大臣賞（最

優秀賞） 

11 第 15回坊ちゃん科学賞 

研究論文コンテスト（高

校部門）発表会 

優秀賞（2位相当） 

12 電気学会高校生みらい創

造コンテスト  

奨励賞 

13 九州高等学校生徒理科研

究発表大会福岡大会  

優良賞（研究発表地

学部門） 

14 公益財団法人 中谷医工

計測技術振興財団 2024 

年度 科学教育振興助成 

成果発表会 

奨励賞 
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15 第 13回高校・高専気象

観測機器コンテスト最終

選考会 

新人賞 

16 令和 6年度熊本県高等学

校優秀芸術文化賞 

令和 6年度熊本県高

等学校優秀芸術文化

賞 

 

宇宙エレベーターロボット競技会（ロボット班） 

ロボット製作・プログラミングを通して，創造力やコミ

ュニケーション能力、コラボレーション能力の育成と、宇

宙エレベーターなど将来の宇宙事業エンジニアの育成を

兼ねたコンテスト，「宇宙エレベーターロボット競技会」

九州オープン大会が 10月 13日（日）に開催され，熊本県

に加え，福岡県や宮崎県から中高生部門に 10 チーム，小

学生部門に 1チームが参加し，本校からは，中学生 3チー

ム，高校生 1チームが出場した。 

競技は，組み立てたレゴロボットのボタンを押してスタ

ートすると全て自動で様々なミッションをこなすようプ

ログラムされたロボットがテザーと呼ばれるベルトをつ

たって垂直に登り，高く設置された宇宙ステーション（円

形の箱）まで物資（ピンポン球）を運び，アースポート（地

上）まで安全に降ろしたりしてそのポイントやタイムを競

うというもので，アイデアとプログラミングスキル，課題

解決力を競う競技である。この大会で宇土中高チームは 1

位に入賞し，ミッション（基準）をクリアしたため，神奈

川大学みなとみらいキャンパスで開催される全国大会に

出場が決まった。 

11月 23日（土）に行われた全国大会において，本校は

第 6レースで登場し，第一走ではプログラミングしたロボ

ットが上昇途中で止まってしまうというアクシデントが

起きてしまい，最下位から 2 番目の 28 位という最悪の展

開となった。極度の緊張の中迎えた第二走目では，3500点

越えの得点を出し，最終的に 11 位という結果を残すこと

ができた。（図.3） 

  
【図.3 宇宙エレベーターロボット競技会全国大会】 

 

マスクをつけた人は何を言いたい？（情報班） 

4月 24日（水），科学部の生徒と学校関係者約 50人が，

業務用アプリのソフトウェア開発の株式会社ワークスア

プリケーションズ（WAP,本社東京）シンガポール支社のバ

ラット氏らと交流会を開催した。 

本校は，AI 分野の発展が目覚ましい昨今，機械学習や

深層学習を支えるプログラミング言語 Python に注目し，

平成 30年度には情報の授業に Pythonを導入，翌年には台

湾の静宜大学と協定を結び，台湾現地で生徒が ICT技術や

プログラミング教育を学べるプログラムを導入するなど，

プログラミング教育の推進に力を入れてきた。そのような

中，熊本市内にも拠点を置く WAP社様と，令和 5年から IT

人材育成の一環で意見交換を続け，今回，ソフト開発に携

わるバラット氏の来日にあわせて交流会が実現した。 

科学部情報班 AI チームの部員 5 名は，令和 6 年 3 月に

開催された「AI 甲子園 inYamagata」にオンラインで出場

し，AI による画像読み取りの正確さを競う「競技テーマ

部門」で 1位，聴覚障がい者の読唇を難しくするマスク問

題を AI で解決するという学校独自の「探究テーマ部門」

で 3位を獲得しており，この内容をバラット氏らに紹介し

た。続いて，バラット氏が生成 AI などについて現在行っ

ているソフト開発や，企業コンテストに挑戦した内容が受

賞したことなど紹介いただいた。 

バラット氏は「マスクを着用した音声認識プロジェクト

AI は，特に注目に値する。AI 甲子園の競技で素晴らしい

成果を上げただけでなく，AI の現実世界での潜在能力を

示している。この技術がロボットやビジネスや社会に利益

をもたらしたり，他のアプリケーションで使用されたりす

ることを想像してみて欲しい。これこそが AI 分野の進歩

を推進する革新的な思考の典型である。皆さんの努力と献

身的な姿勢に，本当に感銘を受けた。」と言葉をいただい

た。（図.4） 

 
【図.4 情報班とバラット氏の意見交換会】 

 

３．検証 

産学官連携を密に進められると同時に,地域のコミュニ

ティーにも積極的に参加する姿勢,社会貢献という視点が

育ってきていると感じられる。発表のノウハウの共有と科

学部のチーム力強化のため,科学部の活動場所を一箇所

（物理教室）に集中させ,活動の一層の充実を図ってきた。

科学部と SS コースの生徒がプレゼンテーション資料作成

や発表練習など一緒に見聞きできるよう環境を整え,校内

全体への波及を目指した。 

その結果，令和 6 年度は地学班の不知火研究において

36 年ぶりの観測となる快挙を見せ，地元も大いに盛り上

がった。このような結果や表彰を受けることで，これまで

科学系のイベントや書物に興味を示さなかった生徒も次

第に興味を示し，イベントも意識するようになった。下の

2つのアンケート結果についても，決して数は多くはない

が，学年が上がるにつれ確実に肯定的な意見を持つ生徒が

増えているのが分かる。今後も科学部の活性化をしっかり

とサポートしていきたい。 
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研究開発テーマⅢ 

学校設定科目「Well-Being Ⅰ・Ⅱ」の開発とシチズンサイエンス「ウェルビーイング市民公開講座」の実践 

 

研究開発の時間的経過（１年間の流れ） 

 

（１）高校学校設定科目「Well-BeingⅠ・Ⅱ(26)」の研究開発の時間的経過(1年間の流れ) 

学年 
高校1年 高校2年 
全生徒 全生徒 

科目 Well-Being Ⅰ(26)・1単位 Well-Being Ⅱ(26)・1単位 

使用 
教材 

情報Ⅰ（東京書籍） 

NEXT 数学Ⅰ（数研出版） 
データの分析ノート（数研出版） 

情報Ⅰ（東京書籍） 
NEXT 数学Ｂ（数研出版） 
統計的な推測ノート（数研出版） 

4月 
～ 
7月 

ウェルビーイングガイダンス・特別講義 
1人 1台端末を活用したロジックリサーチ(12)を展開させ
る情報通信ネットワーク 
◆校内ネットワークと通信プロトコル 
◆情報収集における通信のしくみ,信頼性 
◆専門機関,企業への電子メールと暗号化 
◆bpsとドメイン名 
◆ccライセンス 
ロジックリサーチ(12)における先行研究調査,情報収集の
ためのデータベース活用 
◆校内課題研究データベース 
◆課題の引用の仕方 
◆データベース管理システムと検索エンジン,情報シス
テムとビッグデータ 
◆アンケートの取り方 
ロジックリサーチ(12)でのデータ収集方法 
◆データのさまざまな形式 
◆一次情報と二次情報,データ種類と尺度 

ウェルビーイングガイダンス・特別講義 
ロジックリサーチ(12),プレ課題研究(13)で扱った 1人 1台端
末の仕組みと特徴,数値の内部表現 
◆コンピュータのハードウェアとソフトウェア 
◆OSとアプリケーション,プログラムとファイル 
プログラミング言語 Python 等を活用した時間管理プログ
ラム作成とデータをもとにウェルビーイングを追求する
モデル化とシミュレーション 
◆アルゴリズムとプログラミング言語 
◆ソースコード,変数と代数 

8月   

9月 
～ 
12月 

ウェルビーイングガイダンス・特別講義 
プレ課題研究(13)におけるデータ収集,整理と仮説検証の
ためのデータ表現と分析 
◆ヒストグラムと箱ひげ図 
◆偏差,分散,標準偏差 
◆複数のデータの散らばりの比較 
◆分散,標準偏差の性質 
◆変量を変換した際の分散,標準偏差の値の変化 
ウトウトタイム(27)及び睡眠に関する定量データの基本
統計量の整理とデータの相関 
◆2つの変量の組からなるデータについて,散布図 
◆相関係数を用いた相関関係の検証。 
◆外れ値と,外れ値の統計量への影響 
◆相関関係と因果関係 
◆統計的探究プロセス 
◆PPDACサイクルと生活習慣の見直し 
◆データの分析を活用した問題解決 
◆仮説検定による不確実な事象への主張の妥当性 

ウェルビーイングガイダンス・特別講義 
◆モデル化とプロセス,問題明確化,要素の分析 
◆論理モデルのシミュレーション 
ウェルビーイングを追求する行政データの考察,国勢調査
等,行政データを通じた母集団の特徴や傾向の推測,判断,
標本調査の方法と考察 
◆母集団と標本,標本調査の考え方 
◆確率変数の平均と分散,標準偏差,確率変数の和の平均,
独立な確率変換の積の平均や和の分散 
◆二項分布の特徴,二項分布に従う確率変数が条件をみた
す確率,確率変数の平均,分散 
◆正規分布に従う確率変数が条件を満たす確率 

1月 
～ 
3月 

ウェルビーイングガイダンス・特別講義 
ウェルビーイング統計処理コンテスト 
睡眠に関するデータを活用し,身体的ウェルビーイングを
主張する表およびグラフの提案 
◆データの整理と修正, 
度数分布とヒストグラム 
◆データの代表値,散布図と相関係数 
◆基本統計調査のデータと統計処理 

ウェルビーイングガイダンス・特別講義 
ウェルビーイング統計処理コンテスト 
行政に関するデータを活用し,社会的ウェルビーイングを
主張する仮説の検定 
◆母集団の平均,分散,標準偏差 
◆母集団分布と標本分布の関係,標本平均の分布 
◆正規分布を利用した信頼区間と母平均・母比率 
の推定,母平均・母比率に関する主張の仮説 

 

（２）教育課程の編成・実施（教科・科目の教育内容の構成,対象学年,単位数,実施規模） 

学科・コース 
開設する教科・科目等 代替される教科・科目等 

対象 
教科・科目名 単位数 教科・科目名 単位数 

普通科 Well-Being Ⅰ(26) １ 数学Ⅰ １ 高校１年 

普通科  
自然探究コース，社会探究コース 

Well-Being Ⅱ(26) １ 情報Ⅰ １ 

高校２年 
※情報Ⅰの１単位はロジ
ックプログラムⅡで代替
する 
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内容 

学校設定科目 

Well-Being Ⅰ 

対象 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

Ⅲ Well-BeingⅠ・Ⅱ 単位    1   

学校設定科目「Well-Being Ⅰ(26)」目標 

【1年次数学Ⅰ 1単位と代替】 

ウェルビーイングを目指し, UTO-LOGIC(1)を駆使して新

たな価値を創る人材を育成するために,健康や地域社会

のウェルビーイングを追求することを目指してデータ

駆動させるために必要な資質・能力を次のとおり育成す

ることを目指す。 

【知識及び技能】 

情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決

する方法について理解を深め技能を習得するとともに，

探究活動の実際を通して，情報社会と人との関わりにつ

いての理解を深めるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】 

様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，探究活動

の実際を通して問題の発見・解決に向けて情報と情報技

術を適切かつ効果的に活用する力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】 

情報と情報技術を適切に活用するとともに，情報社会に

主体的に参画する態度を養う。また,健康や地域社会の

ウェルビーイングを追求することを目指してデータ駆

動させる視点を養う。 

１．仮説 

情報・数学領域を融合した「Well-Being Ⅰ(1)」を開発

することによって, 健康や地域社会のウェルビーイン

グを目指した意思決定のために，データ駆動させる生徒

を育成することができる。また，「ロジックリサーチ(12)」

や「プレ課題研究(13)」で取り扱うデータについて，デー

タの収集や統計の応用ができる。 

 

２．研究開発内容 

❶概要 

高校 1 年生の全生徒対象に学校設定科目「Well-Being 

Ⅰ(26)【数学Ⅰ（１単位代替）】」を実施する。担当は情報

科，数学科等複数の教員を充てる。週時程で 1時間「Well-

Being開発会議(35)」を設定し,担当者で指導法の確認や教

材教具の検討,開発を行う。 

「Well-Being Ⅰ(26)」では，数学Ⅰ・第 4章「データの

分析」の内容，情報Ⅰ・第 1 章「情報社会の問題解決」

の内容を，研究開発の時間的経過（１年間の流れ）に示

す表のように展開する。なお，情報Ⅰ・第 2 章「コミュ

ニケーションと情報デザイン」は「ロジックプログラム

Ⅱ（情報Ⅰ）」で扱う。EdTech学習教材「情報Ⅰ」全単元

対応「Life is Tech ! Lesson」も併用する。 

 

❷年間指導計画(1年間の学習の流れ) 

第 2 章 実施報告書 テーマⅢ「研究開発の時間的経

過」参照 

 

❸評価方法 

レポート，探究課題,ウェルビーイング統計処理コンテ

スト等,パフォーマンス課題，単元テスト，ウェルビーイ

ングシートを対象とし，観点別評価を行う。なお，学習

の記録は，観点別学習状況を観点ごとに 3 段階で評価を

し，評定として総括的に 5段階で評価する。 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

評

価 

診断的

評価 
形成的評価 

総括的 

評価 

内

容 

ルーブ 

リック 

レポート,探究課題,WB統計処理

コンテスト,単元テスト 

ルーブ 

リック 

 

 

❹内容・方法 

数学的な見方・考え方と情報に関する科学的な見方・

考え方を組み合わせて働かせ，自身の健康や地域社会の

ウェルビーイングを追求することを目標に，数学Ⅰで扱

うデータの分析,情報Ⅰで扱うコンピュータとプログラ

ミング,情報通信ネットワークとデータの活用の学習内

容を扱いながら,実際のデータを駆動させ,数学的活動及

び情報技術を活用して問題の発見・解決を行う学習活動

を展開する。授業については，協同学習アプリ Miroを用

いた個別最適な学び・協働的な学びの目指すための探究

の「問い」を創る授業(6)を実践する。（図.2） 

【1学期】 

回数 内  容 

1回 
自己紹介 

Well-Being Ⅰ(26)内容説明（図.1） 

2回 
共有フォルダの利用方法 

協働学習アプリ Miroの利用方法 

3回 
TCP/IPについて 

転送速度について 

4回 IPアドレス・ドメイン名について 

5回 メールの仕組みについて 

6回 
課題研究ポスター作成方法（図.3） 

CCライセンスについて 

7回 アンケートの取り方 

尺度について 8回 

9回 
情報デザイン(ポスターデザイン)について 

10回 

【2学期】 

回数 内  容 

1回 代表値と四分位数について 

2回 
データから箱ひげ図をつくる 

外れ値について 

3回 分散・標準偏差について 

4回 スプレッドシートから分散・標準偏差を求める 

5回 
変量の変換について 

仮平均について 

6回 偏差値と散布図について 

7回 相関係数について（図.4） 

8回 相関関係と因果関係について 

9回 データの分析を活用した問題解決法 

10回 PPDACサイクルについて 

11回 仮説検定の考え方 

【3学期】 

回数 内  容 

1回 スプレッドシードの関数について 

2回 スプレッドシートからグラフを作成 

3回 
データから統計シートを作成① 

4回 

5回 

データから統計シートを作成② 6回 

7回 
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 1 学期の第 1 回目の授業で，Well-Being Ⅰ(26)とはど

のような科目か，何を学ぶ科目なのかを説し，ガイダン

スを行う。（図.1）2時間目以降には課題研究「ロジック

リサーチ(12)」内で用いる Google アカウントや，共有ド

ライブについての説明を行う。また，授業では常に協働

学習アプリ Miro を用いて行う。すべての授業について，

教科書の内容や，必要なデータのリンク先，授業で説明

した板書内容を残しておき，生徒が 24 時間いつでも見

直せるようにしておく。（図.2） 

【図.1 Well-Being Ⅰ内容説明】 

【図.2 協働学習アプリ Miro】 

 課題研究「ロジックリサーチ(12)」で研究内容をポスタ

ーとして作成する時期にはポスター作成の要領，ポイン

トを説明する。ポスター作成の良い例，悪い例，ポスタ

ー作成のヒント等をスライドを用いながら説明する。こ

のように，常に課題研究「ロジックリサーチ(12)」と連動

を図りながら授業を進める。 

【図.3 ポスター作成について】 

 2 学期は主に数学Ⅰ「データの分析」について取り扱

う。様々なデータを活用する力を育てるが，データは主

に睡眠や健康など，身体の幸福（ウェルビーイング）に

つながるデータを取り扱い，そのデータについて統計処

理を学ぶ。（図.4） 

【図.4 相関係数について】 

 3 学期はスプレッドシートについて関数や参照の取り

扱いを学んだあと，1 学期と 2 学期に学んだことのまと

めとして，レポートを 2 度にわたって作成する。レポー

トのデータは宇土高生についての睡眠，身長，教科ごと

の偏差値を生徒に提示し，(図.5)そのデータから読み取

れる内容を統計的にまとめ，考察を付け加えて 1 枚のシ

ートにまとめる。まとめたシートは班ごとに発表し，お

互いに評価し合う。（図.6）1回目のレポートは基本的な

データを用い，2 回目のレポートはやや複雑なデータを

用いる。 

【図.5 データの提示】 

【図.6 データの評価】 

３．検証 

全校生徒（ただし 3年は Well-BeingⅠ・Ⅱ(26)は未開講

のためデータなし）に年 2回（7月，1月）行った SSHア

ンケート内の質問項目「WBⅠⅡ(26)でレポートのまとめ方

が分かった」について，単数回答法，間隔尺度（強制選

択尺度[4件法,4：肯定～1：否定]）の各段階の割合と平

均を求めた。（詳細は第 3章「関係資料」第 5節参照） 

1年前半から WBⅠ(26)を通して IMRADやレポート・ポス

ターの作成法を学ぶことで，肯定的な回答を示す生徒は

6 割以上に及ぶ。平均も 2 年の後半になるにつれ増加し

ており，WBⅠ(26)の内容が課題研究に活かされていること

が見て取れる。 
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研究開発テーマ 研究 

内容 

学校設定科目 

Well-Being Ⅱ 

対象 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

Ⅲ Well-BeingⅠ・Ⅱ 単位     1  

学校設定科目「Well-Being Ⅱ(26)」目標 

【2年次情報Ⅰ 1単位と代替】 

ウェルビーイングを目指し, UTO-LOGIC(1)を駆使して新

たな価値を創る人材を育成するために, 教科の枠を越

えた学際的な理数教育，探究の「問い」を創る授業(6)と，

教科との関わりを重視した探究活動を実践するために、

数学的な見方・考え方と情報に関する科学的な見方・考

え方を組み合わせて働かせ、「Well-BeingⅠ(26)」を更に

発展させて自身の健康や地域社会のウェルビーイング

を追求することを目指す。 

【知識及び技能】情報「コンピュータとプログラミング」

と数学「統計的な推測」及びこれらを活用して問題を発

見・解決する方法について理解を深め技能を習得すると

ともに，探究活動の実際を通して，情報社会と人との関

わりについての理解を深めるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】様々な事象を情報とその

結び付きとして捉え，探究活動の実際を通して問題の発

見・解決に向けて情報技術や統計的な推測を適切かつ効

果的に活用する力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】情報技術や統計的な推測

を適切に活用するとともに，情報社会に主体的に参画す

る態度を養う。また,健康や地域社会のウェルビーイン

グを追求することを目指してデータ駆動させる視点を

養う。 

 

１．仮説 

情報・数学領域を融合し，「Well-Being Ⅰ(26)」を更に

発展させた「Well-Being Ⅱ(26)」を開発することによっ

て, 健康や地域社会のウェルビーイングを追求するこ

とを目指して，データ駆動させる生徒を育成することが

できる。また，2年次の課題研究「SS課題研究(15)」「学際

題研究(17)」「GS課題研究(18)」で取り扱うデータについて，

データの収集や統計の応用ができる。 

 

２．研究開発内容 

❶概要 

高校 2 年生の全生徒対象に学校設定科目「Well-Being 

Ⅱ(26)【情報Ⅰ（1 単位代替）】」を実施する。担当は情報

科，数学科等複数の教員を充てる。週時程で 1時間「Well-

Being開発会議(35)」を設定し,担当者で指導法の確認や教

材教具の検討,開発を行う。 

「Well-Being Ⅱ(26)」では，情報Ⅰ・第 3章「コンピュ

ータとプログラミング」や第 4 章「情報通信ネットワー

クとデータの活用」，数学 B・第 2章「統計的な推測」の

内容を「実施方法」に示す表のように展開する。なお，

情報Ⅰ・第 2 章「コミュニケーションと情報デザイン」

は「ロジックプログラムⅡ（情報Ⅰ）」で扱う。EdTech学

習教材「情報Ⅰ」全単元対応「Life is Tech ! Lesson」

も併用する。 

 

❷年間指導計画(1年間の学習の流れ) 

第 2 章 実施報告書 テーマⅢ「研究開発の時間的経

過」参照 

 

❸評価方法 

レポート，探究課題,ウェルビーイング統計処理コンテ

スト等,パフォーマンス課題，単元テスト，ウェルビーイ

ングシートを対象とし，観点別評価を行う。なお，学習

の記録は，観点別学習状況を観点ごとに 3 段階で評価を

し，評定として総括的に 5段階で評価する。 

 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

評

価 

診断的

評価 
形成的評価 

総括的 

評価 

内

容 

ルーブ 

リック 

レポート,探究課題,WB統計処理

コンテスト,単元テスト 

ルーブ 

リック 

 

❹内容・方法 

数学的な見方・考え方と情報に関する科学的な見方・

考え方を組み合わせて働かせ，自身の健康や地域社会の

ウェルビーイングを追求することを目標に，数学 B で扱

うデータの分析,情報Ⅰで扱うコンピュータとプログラ

ミング,情報通信ネットワークとデータの活用の学習内

容を扱いながら,実際のデータを駆動させ,数学的活動及

び情報技術を活用して問題の発見・解決を行う学習活動

を展開する。 

【1学期】 

回数 内  容 

1回 2進法，CPUについて 

2回 論理回路（AND,OR,NOT）について 

3回 半加算機・全加算機について 

4回 フローチャート・アルゴリズム 

アルゴロジック 2を用いて 5回 

6回 フローチャートについて 

7回 
二分探索法・線形探索法について 

8回 

9回 プログラミングと配列について 

10回 あいこ負けじゃんけんコード（Python） 

 

【2学期】 

回数 内  容 

1回 二項分布と正規分布について 

2回 正規分布に従うものは何がある？ 

3回 
期待値，標準偏差，標準化について 

4回 

5回 新体力テストのデータを用いて，来年度の目

標を定める 6回 

7回 信頼区間について  

8回 母平均の推定について 

9回 仮説検定について 

10回 
仮説検定を用いて Well-Being 

11回 

 

【3学期】 

回数 内  容 

1回 
確率変数と確率分布について 

2回 

3回 
確率分布と期待値・分散・標準偏差について 

4回 

5回 
Well-Being Ⅰ・Ⅱのまとめ，振り返り 

6回 
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 授業は Well-Being Ⅰ(26)に引き続き，協働学習アプリ

Miro を用いて行う。授業の目次ページを作成し，Well-

Being Ⅱ(26)のすべてのページだけでなく，前年度学習の

Well-Being Ⅰ(26)のすべてのページにもリンクを貼り，

24 時間どこでも生徒が見ることができるようにしてお

く。（図.1） 

 
【図.1 協働学習アプリ Miro授業用ボード】 

 1 学期は主にプログラミングについて取り扱う。論理

回路や全加算器と半加算器，フローチャートなどプログ

ラミングの基本を学んだあと，演習問題を行う。演習問

題では「M7.3の地震が起こり，道がふさがった。支援物

資をドローンで運びたいが，どのように運べばよいか？」

という防災の視点を取り入れた設定でフローチャート図

を各班で作成し，発表する。（図.2） 

 

 
【図.2 支援物資運搬フローチャート】 

 

 2 学期は数学 B の統計的な推測の分野を扱う。正規分

から標準正規分布への標準化を行うデータについては，

「宇土高生の新体力テストのデータが正規分布に従うと

想定して，上位〇％に入るためには自分の点数をどれく

らい上げればよいだろうか？」という設定で個人の点数

を用いて標準化の学習を行う。（図.3） 

 
【図.3 新体力テストと正規分布】 

 仮説検定では，宇土高生の家庭学習時間と読書時間の

データを与え（図.4），そのデータから仮説を立て，有意

水準 5%でその仮説が正しいかどうか検定を行う。与えら

れたデータのみで仮説を立てても良いし，全国の平均学

習時間 84.4分を用いて仮説を立てても良い。立てた仮説

はプリントで提出するか，Web上で提出する。（図.5） 

 
【図.4 宇土高生家庭学習時間のデータ】 

 
【図.5 仮説検定レポート】 

 

３．検証 

全校生徒（ただし 3年は Well-BeingⅠ・Ⅱ(26)は未開講

のためデータなし）に年 2回（7月，1月）行った SSHア

ンケート内の質問項目「WBⅠⅡ(26)の内容を深く学びたい」

について，単数回答法，間隔尺度（強制選択尺度[4 件

法,4：肯定～1：否定]）の各段階の割合と平均を求めた。

（詳細は第 3章「関係資料」第 5節参照） 

1 年次から 2 年次にかけて，肯定的な回答を示す生徒

が増加し，平均も上昇している。データサイエンスの分

野は大量のデータを整理し，検証することで意思決定支

援，効率化と最適化，社会的課題の解決など，今後ます

ます多くの分野で重要な役割を果たす分野であり，その

理解と活用能力が求められるため，引き続き指導してい

きたい。 
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研究開発テーマ 研究 

内容 

シチズンサイエンス 

ウェルビーイング市民公開講座 

対象 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

Ⅲ Well-BeingⅠ・Ⅱ 単位 単位なし 

１．仮説 

学校設定科目「Well-Being Ⅰ・Ⅱ(26)」における生徒の

学びの成果等を授業で設定した「ウェルビーイング統計処

理コンテスト」で取り組んだ睡眠に関するデータ,行政デ

ータに関する分析の内容を発表したり,基調講演を聞いた

り，概要報告を行ったりすることで，本校の目指すウェル

ビーイングに関する取組を地域へ広く発信することがで

きる。 

 

２．研究開発内容 

ウ ェ ル ビ ー イ ン グ 統 計 処 理 コ ン テ ス ト 

Well-Being Ⅰ(26)のまとめとして，統計処理コンテスト

を行う。生徒に事前にスプレッドシートでデータを渡し，

Well-Being Ⅰ(26)で学んだことを用いて統計処理を行う。

レポートのデータは宇土高生についての睡眠，身長，教科

ごとの偏差値を生徒に提示し，(図.1)そのデータから読み

取れる内容を統計的にまとめ，考察を付け加えて 1枚のシ

ートにまとめる。まとめたシートは班ごとに発表し，お互

いに評価し合う。（図.2）1 回目のレポートは基本的なデ

ータを用い，2回目のレポートはやや複雑なデータを用い

る。 

 
【図.1 レポートデータ】 

 

 

 

【図.2 レポートと評価シート】 

 

Well-Being Ⅱ(26)において，1学期に前半に二分探索法，

線形探索法やプログラミングの基本を学んだうえで，「夏

休みのある日，線状降水帯が発生し，集中豪雨が数時間続

いた。河川の氾濫や土砂災害の警戒が高まっている。地元

自治体は直ちに避難勧告を発令し，地域住民の安全確保の

ために避難所を設置した。避難所では，2種類の非常食を

一人一食ずつの配布を始めた。非常食を効率よく配るには

どうしたら良いか？」という設定でプログラム図を作成さ

せる。作成したプログラムは Miro に貼り付け，各班で他

班の評価を行う。（図.3） 

 

 

 
【図.3 非常食配布プログラム】 

 

シ チ ズ ン サ イ エ ン ス 

SSH 指定を受けて 12 年が経過し，地元市民の方々にも

本校のサイエンスに関する取り組みを十分理解していた

だき，更には一緒に多くの科学的な調査や研究に協力して

いただいている。取り組みの例として，①～④の例を挙げ

る。 

①UTO Well-Being 探究 Award(20)やロジック・スーパープ

レゼンテーション(21)に多くの地元の小中学生やその保護

者が参加し，本校の探究活動の取り組みや研究内容を理解

していただく。（テーマⅡ「UTO Well-Being探究 Award，

ロジック・スーパープレゼンテーション」参照） 

②アウトリーチ活動として,夏季休業中市内の 5 つの小学

校の児童を対象に「学びの部屋 SSH(25)」と称して理科・数

学の実験講座を実施しており，毎年多くの小学生が参加し

ている。生徒は実験指導を行うだけでなく，小学生への自

由研究のアドバイスを行う機会を通して,課題研究の経験

や成果を拡げる視点を身につけている。（テーマⅡ「社会

との共創」参照） 

③学際課題研究(17)や GS 課題研究(16)には地域活性化に関

する取り組みや，地域資源の研究に関する取り組みがおお

く存在する。地元の企業とタイアップしながら，地域の特

産品を商品化する研究も存在する。地元宇土市に関連した

研究を行った研究テーマを宇土市企画課に提出し，宇土市

長賞と宇土市特別賞の 2 本を選出していただいている。

（テーマⅡ「ロジックプログラムⅡ」参照） 

④科学部地学班の「不知火に関する研究」においては，7

年越しの観測を続けた結果，初の不知火の観測データ得ら

れた。このデータは地元の漁師に協力を依頼したが，リス

クが高いことから最初は依頼を断られた。しかし，研究に

対する熱意を引き続きお願いした結果，協力をしてくださ

ることになった。観測当日は観測場所の提供のために地元

の神主に許可を得た。結果，多くの方の協力を得ながら観

測に成功した。（テーマⅡ「科学部活動の活性化」参照） 

 

３．検証 

 Well-BeingⅠ・Ⅱ(26)内では様々な統計データを生徒に

提供し，生徒がそのデータをどう活用するのかを発表を経

ることで評価することができた。中には独特な活用法を用

いた生徒もおり，その独創性に驚かされた。今後は地域か

らデータなどを提供してもらい，地域課題と結び付けた，

よりウェルビーイングに近いデータサイエンスの手法を

学ばせたい。また，シチズンサイエンスに関しては，本校

の取り組みを地域の方々や地元の小中学生，県内の他校の

高校生にも理解していただき，サイエンスの効果の波及が

徐々に出来ている。非常に良い取り組みであり，続けてい

きたい。 
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内容 
ウトウトタイム 

対象 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

Ⅲ Well-Being Ⅰ・Ⅱ 単位 全学年対象 

１．仮説 

 昼休み後,10 分間設定する午睡の時間を「ウトウトタ

イム(27)」として日課に設定することで，授業や部活動の

パフォーマンスを向上させることができる。また，睡眠

に関して興味関心を持ち，課題研究や進学先の研究で睡

眠について研究するようになる。 

 

２．研究開発方法・内容 

【教育課程編成上の位置付け：日課表（全学年），高校 2

年 SS課題研究，高校 2年学際課題研究，高校 1年プレ課

題研究】 

昼休み後に 10 分間,午睡をとる時間を設定した日課表

（表.1）で実施をする。ウトウトタイム(27)開始 3分前に

予告アナウンス（「間もなくウトウトタイム(27)を始めま

す」）を全校放送する。各クラスには午睡係がおり，その

係生徒が教室の消灯とカーテンを閉め遮光を行い,入眠

準備を促す。13:20 から BGM が流れ始め，生徒は教室で

午睡をとる。生徒は椅子に座って,机にうつ伏せになる姿

勢をとる(図.1)。ウトウトタイム(27)終了時に,掃除予告

アナウンス（「おはようございます。間もなく掃除の時間

です」）を放送して起床を促す。 

ウトウトタイム(27)は,産・学・医ネットワークとして,

世界トップレベル研究拠点プログラムに採択されている

筑波大学国際統合睡眠医科学研究機構（IIIS）と継続し

た連携を進める。 

12月に 1学年を対象に未来体験学習(14)（関東研修）を

行い，Excellent班として 11名の生徒が国際統合睡眠医

科学研究所で研修を行う。（表.2 図.2）関東研修の内容

は発表会で研修参加生徒全員に伝える。(図.3)（テーマ

Ⅱ「ロジックプログラムⅠ」参照） 

【表.1 日課表】 

時 間 校 時 

 8:25 ～ 8:35 朝読書 

 8:35 ～ 8:40 ＳＨＲ 

 8:45 ～ 12:35 1～4限 50分授業 

12:35 ～ 13:20 昼休み 

13:20 ～ 13:30 ウトウトタイム(27) 

13:35 ～ 13:45 掃 除 

13:50 ～ 16:40 5～7限 50分授業 

16:40 ～ 16:45 終礼 ＊火曜以外は 6限で放課 

 

   
【図.1ウトウトタイム(27)の様子】 

 

【表.2 関東研修 IIIS研修日程】 

時 間 校 時 

8:40 ホテル発 

9:15 国際統合睡眠医科学研究機構（IIIS）到着 

9:30 国際統合睡眠医科学研究機構（IIIS）研修 

10:00 柳沢正史機構長 特別講演 

13:00 施設見学・研究員交流実験講習 

14:00 卒業生との懇談 

15:40 国際統合睡眠医科学研究機構出発 

 

  
【図.2 IIISでの研修様子】 

 

  
【図.3 関東研修におけるスライド発表】  

 

 ウトウトタイム(27)や関東研修を行うことで，生徒も睡

眠を研究対象にしたいと思うようになり，今年度も 1 年

プレ課題研究(12)，2年学際課題研究(17)，SS課題研究(15)，

3年 SS課題研究(15)，3年学際課題研究(16)の各テーマでは

ウトウトタイムや自律神経に関して研究するなど睡眠に

関する課題研究に取り組んでいる。（表.3） 

【表.3 今年度の課題研究で睡眠に関する研究一覧】 

学年 テーマ名 

1年プレ 睡眠と運動の関係性 

目覚め方とストレスの関係 

2年 SS 曜日による自律神経の変化 

2年学際 午睡を長くすると夜の睡眠に影響する？ 

3年 SS 物理療法が自律神経に与える影響 

3年学際 サイクリングが睡眠の質に与える影響 

 

３．検証 

ウトウトタイム(27)が導入されて 15 年程が経ち，日課

表の中に組み込んだことで午後の授業への集中や放課後

の部活動の活性化など，そのパフォーマンスを向上させ

ることが出来ている。また，1 年ロジックプログラムⅠ

の序盤でウトウトタイム(27)に関する説明を行うことで，

「なぜ午睡を行うのか」「なぜ 10 分間なのか」など，そ

の理由も理解させることができた。 

ただの午睡というだけでなく，専門機関の監修のもと

行っており，その実施内容や効果，生徒の研究内容など

多くの問い合わせがあり，メディアや紙面取材，及び睡

眠教育に関する他校指導・探究活動支援を実施すること

ができた。令和 6 年度だけでもメディア及び紙面取材が

11件，他校への指導や探究活動支援が 7件とその波及効

果も非常に高いものとなっている。(P.76参照) 
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第５節 実施の効果とその評価 

１．生徒・教職員・保護者への効果 

（１）生徒 

令和 7年 1月に 3年 207人,2年 209人,1年 167人(有効回答)を対象に,Google form を用いたアンケートを行う。アン

ケートは選択肢回答法 （Closed-ended question）・単数回答法（SA; Single Answer）で間隔尺度（強制選択尺度[4件

法 4：肯定,3:やや肯定,2:やや否定,1 否定]）の回答をポートフォリオ（CS ポートフォリオ）分析する。研究開発の仮

説を総合評価に設定し,個別評価要素の重要度指標と満足度指標を得て,重点的改善要素を抽出する。（❹関係資料第６節

研究開発の分析の基礎資料・データ参照） 

Ⅰ 併設型中高一貫教育校として，学際的な理数教育と探究の「問い」から価値を創造する授業デザインの実践 

［仮説Ⅰ］教科の枠を越える学際的な理数教育,探究の「問い」を創る授業をデザインすることによって,新たな価値を資質・能力を高めることができる。 

 

満足度指標,重要度指標の二軸から重点維持項目,維持項目,重点改善項目,改善項目の要素を分類した結果,「理数系教育

の充実」「探究型授業が充実」「探究活動は日常生活に役立つ」「探究活動が好きである」などの項目で高い満足度を得る

ことができ，探究活動及び理科・数学と日常生活の関係性の要素が「既成概念にとらわれることなく社会の問題を発見・

解決し,新たな価値を創造する資質・能力」の育成に寄与していることが示された。探究活動の時間や意欲,教科学習への

影響においても高い満足度が確認できた。一方,「探究活動の時間の確保」「探究活動への興味」「探究活動が他教科に必

要である」「探究活動は教科の学習に役立つ」などの項目においては優先的に改善する要素であることが示された。数学・

理科以外の教科における探究活動において，満足度指標が低く，重点改善項目に挙げられる。それらの教科学習において

も,問題解決の場面を作り出し，探究の「問い」を創る授業を充実させた上で，学力の三要素のバランスを重視した適切

な観点別評価を実施させることが必要であると考えられる。 

Ⅱ 併設型中高一貫教育校として、社会と共創するためにＵＴＯ－ＬＯＧＩＣ (1)を駆使する探究活動の実践 

［仮説Ⅱ］中高において,教科との関わりを重視し,社会と共創した探究活動に取り組むプログラムを実践することによ

って,社会と共創するために UTO-LOGIC(1)を駆使して探究を深めることができる資質・能力を育てることができる。 

  3 年 SS コース n=52   2 年自然探究コース n=127  2 年社会探究コース n=82   1 年 n=167 

質問 平均 
重要度 

指標 

満足度 

指標 

改善 

指標 
平均 

重要度 

指標 

満足度 

指標 

改善 

指標 
平均 

重要度 

指標 

満足度 

指標 

改善 

指標 
平均 

重要度 

指標 

満足度 

指標 

改善 

指標 

説明の一般性 2.87  53.9 43.4 6.48 2.62  63.6 38.6 16.74 2.38  52.9 45.3 4.68 2.66  56.8 45.2 7.40 

説明の確実性 3.08  60.3 62.5 -0.98 2.44  55.9 60.5 -2.09 2.33  31.8 61.1 -18.05 2.39  49.5 61.7 -6.20 

説明の一貫性 3.00  66.8 56.1 4.98 2.71  54.0 58.4 -2.01 2.52  45.8 58.4 -7.47 2.70  52.3 58.6 -2.99 

説明の対照性 3.00  61.6 46.6 8.25 2.69  48.1 58.4 -5.52 2.52  53.3 50.6 1.29 2.66  62.7 54.0 4.08 

説明の論理性 2.81  54.2 33.9 11.05 2.65  55.6 41.7 8.80 2.40  51.4 34.9 8.52 2.57  50.9 41.1 5.07 

情報の正確性 3.13  48.1 62.5 -7.51 2.48  29.3 64.7 -22.65 2.21  39.0 68.9 -18.27 2.35  43.1 69.0 -14.54 

研究の妥当性 3.15  50.9 62.5 -5.67 2.76  37.0 63.6 -18.57 2.62  49.2 46.6 1.18 2.88  48.0 55.0 -3.98 

研究の再現性 2.96  55.9 59.3 -1.54 2.72  34.8 56.3 -12.35 2.38  26.1 46.6 -9.93 2.59  55.2 47.3 4.74 

研究の正当性 2.98  52.8 52.9 -0.07 2.66  53.7 48.0 3.44 2.38  43.6 42.7 0.39 2.48  55.4 42.1 8.46 

研究の客観性 2.90  50.7 49.7 0.54 2.57  39.5 48.0 -4.04 2.33  58.1 44.0 9.11 2.38  63.9 43.7 11.82 

視野の拡がり 2.98  53.7 43.4 6.27 2.55  45.6 51.1 -3.01 2.33  65.4 58.4 3.20 2.43  69.2 58.6 4.85 

グローバルの一歩 2.77  33.2 33.9 -0.31 2.56  38.3 29.2 4.14 2.50  43.1 25.7 8.20 2.65  20.3 28.7 -3.77 

同世代発表 3.12  55.3 52.9 1.09 2.28  51.3 40.7 5.54 2.00  50.5 48.0 1.40 1.98  57.3 41.1 10.84 

国内発表 3.02  49.5 43.4 3.01 2.45  56.0 40.7 9.55 2.34  58.7 45.3 8.02 2.31  61.3 36.4 16.59 

国際発表 2.69  22.4 21.2 0.54 2.41  28.6 27.2 0.66 2.29  46.5 27.0 9.41 2.20  39.6 26.6 5.97 

感覚の変化 2.90  51.2 46.6 2.60 2.17  59.4 54.3 2.37 1.96  55.0 54.5 0.22 1.99  54.8 58.6 -1.74 

知識の変化 3.08  50.3 59.3 -4.46 2.59  60.5 43.8 10.19 2.49  50.1 53.2 -1.54 2.65  36.4 54.5 -10.08 

仮説の変化 2.98  60.3 49.7 5.30 2.53  61.6 59.5 0.98 2.44  52.0 55.8 -1.80 2.59  41.8 54.0 -7.20 

問いの変化 2.98  42.6 49.7 -3.56 2.65  56.8 59.5 -1.18 2.51  37.3 50.6 -6.74 2.57  43.2 53.5 -6.12 

構造の変化 2.98  51.8 49.7 1.07 2.64  63.1 44.9 10.39 2.44  55.6 49.3 3.28 2.56  50.0 45.2 2.40 

未知の創造 3.08  56.0 59.3 -1.50 2.51  52.0 54.3 -1.04 2.40  52.3 63.7 -5.49 2.42  47.7 59.2 -6.23 

知識の創造 3.08  47.5 62.5 -7.93 2.59  55.9 58.4 -1.16 2.60  69.3 57.1 5.66 2.67  52.9 57.6 -2.17 

思考の創造 2.98  25.8 52.9 -14.03 2.65  54.2 58.4 -1.91 2.54  40.4 53.2 -7.14 2.63  41.8 56.6 -9.76 

価値の創造 3.10  45.8 52.9 -4.53 2.65  46.0 44.9 0.52 2.43  59.5 51.9 3.64 2.60  43.6 51.4 -4.16 

概念の創造 2.94  49.4 43.4 2.96 2.50  48.9 44.9 1.93 2.41  63.2 57.1 2.75 2.52  52.2 50.4 0.88 

平均 2.98  50.00 50.00  2.48  50.00 50.00  2.46  50.00 50.00  2.51  50.00 50.00  

標準偏差 0.11  10 10  2.56  10 10  2.39  10 10  2.49  10 10  

質問  n=583 平均 
重要度 

指標 

満足度 

指標 

改善 

指標 

数学が好き 2.33 32.5 43.3 -5.04 

数学を学びたい 2.33 38.8 43.0 -1.92 

数学は日常生活に役立つ 2.44 36.0 51.3 -7.87 

数学が他教科に必要 2.40 44.2 49.7 -2.69 

数学を学習する時間 2.43 42.4 48.8 -3.11 

数学は探究活動に役立つ 2.38 48.9 46.4 1.19 

理科が好き 2.37 40.6 45.3 -2.14 

理科を学びたい 2.36 46.8 43.9 1.35 

理科は日常生活に役立つ 2.57 44.9 58.2 -8.30 

理科が他教科に必要 2.28 48.5 41.1 3.57 

理科を学習する時間 2.29 48.3 40.0 3.97 

理科は探究活動に役立つ 2.49 46.8 52.7 -3.96 

理数系教育が充実 2.72 50.3 66.2 -7.89 

探究活動が好き 2.51 64.2 53.5 5.04 

探究活動をしたい 2.34 63.9 41.4 13.94 

探究活動は日常生活に役立つ 2.59 69.5 59.6 4.55 

探究活動が他教科に必要 2.35 55.7 43.9 8.18 

探究活動の時間 2.38 63.9 43.6 11.87 

探究活動は教科学習に役立つ 2.41 61.4 45.8 8.81 

探究型授業が充実 3.04 52.3 82.2 -14.67 

平均 2.45 50.00 50.00 
 

標準偏差 0.17 10 10 
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3 年 SSコース，2年自然探究コース，2年社会探究コース，1年生のそれぞれで，満足度指標，重要度指標の二軸から

重点維持項目（右上），維持項目（左上），重点改善項目（右下），改善項目（左下）の要素を分類した結果，SSコースも

しくは 2 年自然探究コースにおいては，学年が進行するにつれ,「未知なるものに挑む UTO-LOGIC(1)」の 5 つの各要素が

「社会の変化に主体的かつ柔軟に対応する資質・能力」に寄与する割合が高くなっていることが分かる。 

特に 1年次の分析結果を見ると，「研究の客観性」「研究の再現性」「研究の正当性」などの「客観性(Objectivity)」が

重点改善項目（右下）にそれぞれ挙がっている一方で，3年次にはこの 3項目について，満足度指標はすべて上昇し，特

に「研究の再現性」「研究の正当性」については重点維持項目（右上）に位置している。1年次から 3年次にかけて，課題

研究をロジックリサーチ(12)，プレ課題研究(13)，SS(15)，学際(17)，GS 課題研究(16)と段階を追って 3 回のテーマ設定をする

ことで，より深いテーマ設定をしていくことで改善している様子が伺える。 

その一方で，「創造性(Creative)」の観点に関しては，「知識の創造」「概念の創造」「未知の創造」の分野等について，

1 年次から重点維持項目に挙がっており，それが 2 年次，3 年次と続いており，研究内容からまずは教科書等学習内容の

知識ができるところから最終的に自分の新しい概念を導くことができるようになるまでの変化・成長が見ることができ

る。また，「論理性(Logicality)」に関しては，2年社会探究コースでは「説明の確実性」「説明の一貫性」などが維持項

目（左上）に挙がっている一方で，2年自然探究では重点維持項目（右上）に推移しており，SS課題研究(15)や学際課題研

究(17)の研究手法を学ぶことで，これらの論理性について，生徒がより重要であると考えていることが分かる。 

全学年で課題となっている分野が「グローバル(Global)」である。自分の興味視野を未知の世界で拓くレポートを作成

することができる「視野の拡がり」はどの学年も重点維持項目に挙がっているが，研究の概要を英語でも説明することが

できる「グローバルの一歩」，研究の成果を様々な高校生に発表することができる「同世代発表」，研究の成果を学校外 

で発表することができる「国内発表」などの分野に関しては，改善項目または重要改善項目に挙がっている。KSH学びの

祭典を始めとして校外における課題研究の発表の場も多くの機会がある中，特定のグループのみの発表に留まっている

のが現状である。2年次の課題研究が一番多く国内発表の機会があり，自身のプレゼンテーションのスキルなどを最も高

めることができる学年であるため，引き続き指導し，そして多くの場面を提供していきたい。最終目標は国外での英語に

よる発表である。令和 6年度も 12名の 2年生が海外で研究内容を発表することができた。国外発表までは行かなくても，

2年次の 1年間で最低 1回は課題研究の内容を他校生や本校教員外の大人に見てもらえる場面を今まで以上に多く設定す

るようにしていきたい。 
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Ⅲ 学校設定科目「Ｗｅｌｌ－Ｂｅｉｎｇ Ⅰ・Ⅱ(26)」の開発とシチズンサイエンス「ウェルビーイング市民公開講座」の実践  

［仮説Ⅲ］情報・数学領域を融合した「Well-BeingⅠ・Ⅱ(26)」を開発することによって,ウェルビーイングを目指した意思決定のために，データ駆動させる生徒を育成することができる。 

  2 年 n=209   1 年 n=167 

質問 平均 
重要度 

指標 

満足度 

指標 

改善 

指標 
平均 

重要度 

指標 

満足度 

指標 

改善 

指標 

統計処理の仕方 2.91  56.1 64.1 -3.68 2.70 61.6 56.0 2.55 

課題研究のレポートのまとめ方 2.77  60.2 56.0 1.91 2.73 46.9 52.9 -4.17 

もっと深く学んでみたい 2.95  77.4 64.9 5.67 2.71 48.0 51.1 -1.84 

今後の課題研究への活用 2.81  62.5 59.0 1.57 2.75 46.1 56.0 -6.21 

探究と外的刺激や責任・義務感 2.61  42.1 50.9 -4.55 2.66 50.4 51.1 -0.32 

探究と個人の興味や関心 2.64  45.1 52.6 -4.53 2.76 56.0 56.0 0.03 

探究と個人の希望と展望 2.56  43.5 49.2 -2.79 2.75 56.4 56.6 -0.10 

探究と学校や地域をよくする 2.55  42.9 48.8 -2.82 2.66 56.8 51.1 2.74 

探究と人類・社会の幸せ 2.56  46.0 49.7 -1.81 2.76 57.0 56.0 0.47 

グローバルな課題の発見や問題解決 2.67  52.4 54.3 -0.87 2.75 58.0 56.0 0.90 

大学や専門機関と連携 2.72  51.8 56.9 -2.39 2.86 59.9 65.2 -2.40 

地域や企業・自治体と連携 2.61  48.8 47.5 0.57 2.64 50.1 48.0 1.03 

他のＳＳＨ指定校の研究を調べた 2.65  52.3 49.7 1.41 2.62 53.9 48.6 2.97 

他のＳＳＨ指定校の生徒と交流 2.11  37.0 28.8 3.70 2.03 20.9 25.3 -1.99 

ＳＳＨについての会話 2.33  43.0 33.1 4.58 2.43 38.4 41.3 -1.30 

平均 2.25  38.9 34.4 2.05 2.25 39.8 29.0 4.94 

標準偏差 2.61  50.00 50.00  2.63 50.00 50.00  

 

  
Well-BeingⅠ・Ⅱ(26)を履修していた 2年生（社会探究コース，自然探究コース）と Well-BeingⅠ(26)を履修した 1年生

の 2学年について，満足度指標，重要度指標の二軸から重点維持項目（右上）,維持項目（左上）,重点改善項目（右下）,

改善項目（左下）の要素を分類した結果が上の図である。Well-BeingⅠ・Ⅱ(26)で学んだ情報と数学を融合させた統計処理

方法については「統計処理の仕方」については 1学年・2学年とも重要度指標・満足度指標ともに高く，重点維持項目に

挙がっていることから Well-BeingⅠ・Ⅱ(26)の内容が深く浸透している様子が伺える。「レポートのまとめ方」「今後の課

題研究への活かし方」「統計処理を深く学んでみたい」の 3 項目に関しては，1 学年は重要度指標が低く維持項目になっ

ている一方で，2 学年になると 3 項目すべてで重要度指標・満足度指標ともに高く重点維持項目に挙がっている。1 学年

で Well-BeingⅠで学んだことを応用し，2学年の課題研究に利用することで，更に統計処理について興味関心が広がって

いることが想定できる。 

その一方で課題であるのは，ウェルビーイングのルーブリックの各観点項目である。探究をまず責任や義務感から始め

るなど自分事として捉え，次第に個人から地域社会の幸せを願い，最終的には人類や社会の幸せを願うという 5段階のル

ーブリック評価でどこまで到達しているか，各学年の結果をみると，1学年では 5観点全てで重要度指標・満足度指標と

もに高く，重点維持項目に挙がっているが，2学年ではほぼすべての項目で重要度指標が下がっている傾向にあり，維持

項目にとどまっている。1学年から 2学年にかけてロジックリサーチ，プレ課題研究，課題研究と段階的により深くテー

マを追求することで次第に自身が目指すウェルビーイングとは何なのかを理解し，そこに到達するまでのハードルが次

第に上がっているのが要因ではないかと考えられる。生徒が目指すウェルビーイングはどのようなものであるのかは，非

常に難しいテーマであるため，Well-BeingⅠ・Ⅱ(26)の科目だけでなく，すべての教科・科目で目指し，考えていく課題で

ある。今後の探究的な活動や授業においても，生徒・教職員それぞれでウェルビーイングに対する意識を高め，ぼんやり

した目標からより具体的な目標になるよう努力をしていかなければならない。 

大学や地域，他の SSH 指定校との連携についても調査をした。「大学や専門機関との連携」は 1 学年，2 学年とも重点

維持項目に挙がっており，2学年がより高い傾向にある。ロジックプログラムⅠ・Ⅱ(11)の大学出前講義や，熊本大学と連

携した課題研究中間発表会などで大学の先生の講義を聴いたり，ポスターセッションで助言指導を受けたりすることで，

より連携が高まっているのが原因であると思われる。「地域や企業・自治体との連携」は重点改善項目になっている。1学

年では未来体験学習(14)（企業訪問）を実施し，2学年の課題研究でも地域活性化の研究など増えてきているが，地元企業

や自治体との連携も今後も深めていきたい。他の SSH指定校との交流や研究内容を調べたという項目に関しては，1学年，

2学年とも改善項目になっている。テーマⅡの分析でも挙がっていたが，本校の生徒や教職員だけでなく，他校の生徒や

教職員，専門機関のアドバイスから探究活動をより深めるよう，今後も指導をしていきたい。 
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（２）教職員 

令和 7年 2月に指導教諭,教諭,講師（非常勤を除く）,実習教師,計 42人を対象に,Webフォーム（Google form）で無

記名回答を実施する。量的調査として「①生徒の研究発表の指導を経て得た経験内容の人数」，質的調査として「②自身

の授業における探究型授業，教科横断型授業への意識」,「③自身の探究指導における代表事例・キャリア教育と探究指

導の関係，教科で扱う探究に必要なコンテンツ」を設問とし，回答者のカテゴリー設定として,「SS(15)・学際課題研究(17)

担当教員」（主に数学と理科の教員 16名）または「GS(16)・学際課題研究(17)担当教員」（主に数学と理科以外の教員 26名）,

「本校在籍年数 5区分」（1年未満，2～3年，4～5年，6～7年，8年以上）で得た回答を扱う。 

また, SSH意識調査アンケート質問項目（JST実施）を選択肢回答法 （Closed-ended question）・単数回答法（SA; Single 

Answer）で間隔尺度（強制選択尺度[4件法 4：肯定,3:やや肯定,2:やや否定,1否定]）で実施し,回答をポートフォリオ

（CSポートフォリオ）分析する。「未知の事柄への興味が（好奇心）が向上する」を総合評価に設定し,個別評価要素の重

要度指標と満足度指標を得て,重点的改善要素を抽出する。 

 

【量的調査「①生徒の研究発表の指導を経て得た経験内容の人数」】 

質問 
SS(15)・学際課題研究(17)担当 

（数学・理科教員）n=16 

 GS(16)・学際課題(17)研究担当 

（数学・理科除く教員）n=26 

①生徒の研究発表の指導を通して得た経験内容 
1 年未満 

2 人 

2～3 年 

4 人 

4～5 年 

4 人 

6～7 年 

3 人 

8 年以上 

3 人 

 1 年未満 

5 人 

2～3 年 

5 人 

4～5 年 

1 人 

6～7 年 

4 人 

8 年以上 

11 人 

成果発表会代表選出経験 0 0 2 3 2  0 0 0 2 7 

科学系コンテストまたは研究発表会に出展した経験 0 0 1 2 2  0 1 0 2 1 

学会に出展した経験 0 0 1 2 2  0 1 0 1 4 

国際研究発表に出展した経験 0 0 1 1 2  0 0 0 1 2 

研究発表で表彰を経験 0 0 1 1 2  0 1 0 1 2 

 

量的調査「①生徒の研究発表の指導を経て得た経験数」について,SS(15)・学際課題研究(17)担当教員は,本校勤務 2～3年

目までは夏と冬の年 2 回行われる成果発表会（UTO Well-Being 探究 Award(20)およびロジック・スーパープレゼンテーシ

ョン(21)）における代表生徒に選出された研究への関わりや,外部で開催される科学系コンテストや研究発表会へ出展する

研究への関わりが少ないが，4年目以降になればその関りが見られるようになり，更には学会や国際研究発表に参加する

研究へ関わる傾向が確認できた。SS(15)・学際課題研究(17)で学会や各種発表会への参加を目標とする生徒の指導や支援を

することができるよう本校に勤務する数学・理科の教員が変容する体制を構築できていると考えられる。GS(16)・学際課

題研究(17)担当教員は，成果発表会代表発表選出のテーマ数が SS(15)・学際課題研究(17)と比べ若干少ないため，代表選出経

験をもつ教員が限定されるが，SS(15)・学際課題研究(17)担当教員と同様に,本校勤務 2～3 年目から成果発表会の代表生徒

に選出された研究への関わりや,ICAST や台湾研修などの国際研究発表に参加する研究へ関わる傾向が確認でき，8 年目

以上となるとかなりの教員が生徒に対して何らかの関りで発表の出場経験を持っていることが分かる。今後も生徒だけ

でなく，教職員も積極的に課題研究に対しての研究発表の関わりや機会についてアプローチをしていきたい。 

 

【質的調査「②自身の授業における探究型授業,教科横断型授業への意識」】 

質問 
SS(15)・学際課題研究(17)担当 

（数学・理科教員）n=16 

 GS(16)・学際課題研究(17)担当 

（数学・理科除く教員）n=26 

②授業における探究型授業,教科横断型授業への意識 
そう思う 

おおいに 

ややそう思う 

だいたい 

あまり思わない  

すこし 

そう思わない 

まったく 

 そう思う 

おおいに 

ややそう思う 

だいたい 

あまり思わない  

すこし 

そう思わない 

まったく 

教科・科目を越えた教員の連携を重視したか 18.8 37.5 25 18.8  11.5 46.2 30.8 11.5 

探究で必要な資質・能力を向上させる取組を授業に入

れることを重視したか 
37.5 50 6.3 6.3  23.1 53.8 23.1 0 

探究的な学びになる授業の展開を重視したか 18.8 56.3 25 0  19.2 53.8 26.9 0 

「問い」を創る授業の展開を重視したか 37.5 50 0 12.5  19.2 61.5 15.4 3.8 

生徒が授業中に探究の「問い」を創る機会を重視した

か 
25 37.5 31.3 6.3  15.4 53.8 23.1 7.7 

 

質的調査「②自身の授業における探究型授業,教科横断型授業への意識」についての回答結果である。（数値の単位は％）

全体傾向としては，すべての教員において「探究で必要な資質・能力を向上させる取組を授業に入れる意識や探究的な学

びになる授業展開の意識」について肯定的な回答をした割合は 70％以上あり，数学・理科教員に関しては 80％近くに上

がる。また，「探究の「問い」を創る授業(6)の展開や生徒が探究の「問い」を創る機会の設定」について肯定的な回答を

した割合はすべての教員で 80％近くあり，この結果に関しては数学・理科教員と数学・理科以外の教員について差はあ

まり見られない。4月当初にすべての教員に対しての探究の「問い」を創る授業(6)の職員研修や，年間 2回の探究の「問

い」を創る授業(6)の公開授業などを経て，数学・理科の教員だけでなく，それ以外の教科の教職員にも探究型授業の展開

を重視する意識がかなり強く表れていると考えられる。その一方で，「教科・科目を越えた教員の連携」に関しては，肯

定的な回答をした割合が 60％程度に留まっている。探究型授業の定着は見られるものの，教科横断型授業に関しては，

まだハードルが少し高いと感じる教員がいると思われる。教科横断型授業を実践することで，総合的な問題解決能力の向

上，批判的思考力の養成，一つのテーマに対して複数の観点から学ぶことができる深い学びの促進など，生徒に多角的な

視野と柔軟な思考を養うだけでなく、社会で活躍できる能力を育てるために非常に重要な教育手法であることから，今後

も職員研修や公開授業，授業研究会で多く経験，実践してもらうなど教科横断型授業の取組を広めていきたい。 
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【ポートフォリオ分析：「未知の事柄への興味が（好奇心）が向上する」との関係要素】 

質問 平均 
重要度 

指標 

満足度 

指標 

改善 

指標 

科学技術・理科・数学の理論・原理への興味 3.3 68.2 61.9 2.84 

観察・実験への興味 3.4 49.9 61.9 -6.04 

学んだことを応用することへの興味 3.13 48.5 50.0 -0.76 

社会で科学技術を正しく用いる姿勢 3.08 44.3 56.0 -8.18 

自分から取り組む姿勢（自主性,挑戦心） 3.23 65.4 53.0 5.93 

周囲と協力して取り組む姿勢（協調性） 3.38 35.8 56.0 -11.60 

粘り強く取り組む姿勢 3.13 45.7 53.0 -4.65 

独自のものを創り出そうとする姿勢（独創性） 2.98 59.8 41.0 12.88 

発見する力（問題発見力・気づく力） 3.13 56.9 50.0 3.47 

真実を探って明らかにする姿勢（探究心） 3.15 55.5 53.0 1.16 

考える力（洞察力・論理力） 3.18 62.6 50.0 6.29 

成果を発表し伝える力(プレゼンテーション力) 3.58 35.8 64.9 -20.27 

英語による表現力 2.65 34.4 29.1 2.39 

国際性・国際感覚 2.75 55.5 32.1 12.94 

平均 3.14 50.00 50.00  

標準偏差 0.24 10 10  

 

SSH意識調査アンケート質問項目（JST実施と同様の質問）を教職員に対して選択肢回答法（Closed-ended question）・

単数回答法（SA; Single Answer）で間隔尺度（強制選択尺度[4件法 4：肯定,3:やや肯定,2:やや否定,1否定]）で実施

し,回答をポートフォリオ（CS ポートフォリオ）分析した結果を上に示す。満足度指標,重要度指標の二軸から重点維持

項目（右上），維持項目（左上），重点改善項目（右下），改善項目（左下）の要素を分類した結果,「科学技術・理科・数

学の理論・原理への興味」「自分から取り組む姿勢（自主性，挑戦心）」「真実を探って明らかにする姿勢（探究心）」等は

重要度指標，満足度指標ともに高く重点維持項目に挙げられた。「発見する力（問題発見力，気づく力）」や「独自のもの

を創り出そうとする姿勢（独創性）」「国際性・国際感覚」等は重点改善項目に挙げられた。国際性については生徒のポー

トフォリオ分析でも「グローバル」の要素があまり高くなかったことから，生徒・教職員ともに同様の課題意識を持って

いることが分かる。また，独創性については普段から探究の「問い」を創ることを意識した授業に臨むことで改善される

ことが期待される。授業や探究活動において,「思考・判断・表現」の観点を意識した指導と評価の充実,「主体的に取り

組む態度」の観点を意識した探究の「問い」を評価するルーブリックの開発を目標に揚げてきたが（❷実施報告書（本文）

P.15～18および P.32,33参照），更なる改善が必要と考える。 

 

２．学校経営への効果 

（１）併設型中高一貫教育校として,学際的な理数教育と探究の「問い」から価値を創造する授業デザインの実践 

理科・数学の職員を中心に SSH 指定以降,様々な教育

実践に取り組み，すべての教科・科目において評価と指

導の一体化を目指し，その先にある生徒の学力向上を目

指した授業をどうデザインするのかを各教科で考える

ことができた。その結果,生徒の学びを中心に据えた,主

体的・対話的で深い学びの実現を目指す授業改革を進め

ることができている。 

また，学力の三要素のバランスを重視した観点別評価

の適正な実施のために,定期考査の見直しをはじめとし

たすべての教科で探究の「問い」を創る授業(6)をはじめ

とする学習評価の方法を研究開発することを進めてき

た。生徒アンケートでも「宇土高校は探究型授業が充実

している」では 8割，「宇土高校は理数系教育が充実して

いる」と 7割弱の生徒から肯定的回答が得られ,授業のねらいや実践が生徒に伝わっている様子をうかがうことができた。

右表にあるように，学校訪問・授業見学で来校する教育関係者が SSH 指定以降増加し,お互いに意見交換を行うことで，

他校の実践事例も共有することができ，本校の授業改革を活性化させる一助となった。 
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（２）併設型中高一貫教育校として,社会と共創するために UTO-LOGIC(1)を駆使する探究活動の実践 

令和 6 年度の探究部の目標として，「探究活動を通して，すべての生徒が学問や社会とつながる機会を設定する」とい

う目標を掲げ，それに伴う数値目標として，「1回以上外部と探究をする」ことを掲げてきた。特に SS課題研究(15)や学際

課題研究(17)に取り組む生徒は 12 月に行われる KSH 学びの祭典（❷実施報告書（本文）P.45,46 参照）に全班が参加し，

宇土高校の探究活動を他校生や中学生に示すことができた。科学部の活動も今年度は非常に結果を残し，SSH成果発表会

で奨励賞受賞，地学班の不知火研究では何度も新聞や雑誌に取り上げられる（❷実施報告書（本文）P.58,59参照）など，

本校の探究活動を広く内外に普及させることができた 1年であった。そのような活動を新聞，雑誌，テレビ，ホームペー

ジ等で発信することで近隣中学生が進路選択するうえでの検討材料となっているといえる。グローバル教育の効果とし

ては，台湾・静宜大学特別プログラムも構築でき,コロナ禍で中断していた海外研修や ICAST 参加も継続してできた。そ

の結果，卒業後,海外大学に進学する生徒を毎年輩出している。 

 

   
（３）学校設定科目「Well-BeingⅠ・Ⅱ(26)」の開発とシチズンサイエンス「ウェルビーイング市民公開講座(28)」の実践 

SSH 指定を受けて 12 年が経過し，地元市民の方々にも本校のサイエンスに関する取り組みを十分理解していただき，

更には一緒に多くの科学的な調査や研究に協力していただいている。取り組みの例として，3つの例を挙げる。 

・夏季休業中宇土市内の 5つの小学校の児童を対象に「学びの部屋 SSH(25)」と称して理科・数学の実験講座を実施してお

り，毎年多くの小学生が参加している。生徒は実験指導を行うだけでなく，小学生への自由研究のアドバイスを行う機

会を通して,課題研究の経験や成果を拡げる視点を身につけている。 

・学際課題研究(17)や GS課題研究(16)には地域活性化に関する取り組みや，地域資源の研究に関する取り組みが多く存在す

る。地元の企業とタイアップしながら，地域の特産品を商品化する研究も存在する。地元宇土市に関連した研究を行っ

た研究テーマを宇土市企画課に提出し，宇土市長賞と宇土市特別賞の 2本を選出していただいている。 

・科学部地学班の「不知火に関する研究」においては，7年越しの観測を続けた結果，初の不知火の観測データ得られた。

このデータは地元の漁師に協力を依頼したが，リスクが高いことから最初は依頼を断られた。しかし，研究に対する熱

意を引き続きお願いした結果，協力をしてくださることになった。観測当日は観測場所の提供のために地元の神主に許

可を得た。結果，多くの方の協力を得ながら観測に成功した。 

このように，地元の小中学生や企業，漁師や神主など多くの方々にシチズンサイエンスとして本校の SSH活動に参加し

ていただいている。地元の小中学生は「SSH の活動ができるから宇土高校に進学したい」という声も多くある。SSH 活動

は地域社会の科学技術の発展に貢献できる素養を持つことになるため，学校経営においては，今後も地域との連携を強化

し，地域の課題解決に貢献できる人材を輩出することで学校の社会的な価値を高めていきたい。 

    



 

- 73 - 
熊本県立宇土中学校・宇土高等学校 第Ⅲ期第２年次                      SSH研究開発実施報告書【❷実施報告書（本文）】 

実
施
効
果
と
評
価 

研
究
開
発
の
課
題 

研
究
開
発
の
経
緯 

研
究
開
発
①
探
究
の

 

研
究
開
発
② 

探
究
活
動 
校
内
組
織
体
制 

成
果
発
信
・
普
及 

研
究
開
発
方
向
性 

研
究
開
発
③
社
会
と
協

創
す
る
探
究 

第６節 校内におけるＳＳＨの組織的推進体制 

①学校全体の校務分掌との関連を含めた組織図 

②組織的推進体制の工夫と成果 

今年度の成果について，第Ⅲ期 SSH研究推進委員会(29)では SSH研究開発の方向性の議論を，探究部(30)会では SSH事

業推進の連絡調整を，課題研究担当者会議(34)では数学・理科の教職員に対して，課題研究に関する情報共有と，各会

議の役割を明確にした推進体制ができたことである。探究部(30)長が総括する探究部会は,SSH 研究主任が SS 課題研究
(15)や学際課題研究(17)を研究している生徒への事業，GS 研究主任(31)が GS 課題研究(16)を研究している生徒への事業，

GLP研究主任(32)が U-CUBE(23),GLP(22)事業，海外研修などを各学年と連絡調整を図る会議として，週時程で火曜 2限に実

施をした。月曜 1 限に実施している第Ⅲ期 SSH 推進委員会(29)では，各校務分掌の代表の視点から SSH 事業の方向性を

検討する場として，研究開発の成果や課題，今後の方向性について実施をした。課題研究担当者会議(34)は,SS課題研究

や学際課題研究に取り組む課題研究の指導にあたる数学,理科の教員が情報交換する会議であり,週時程で木曜 3 限に

実施をした。 

③ＳＳＨ担当以外の教師の理解や協力を得るために行った取組，研究開発計画の推進管理のために行った取組 

ＳＳＨ推進に関わる部署等の学校組織上の位置付けや具体的な役割分担 

SSH研究開発計画のテーマⅠ「理数教育と探究の「問い」を創る授業(6)」について,探究の「問い」を創る授業(6)に関

する職員研修や 7月，3月の公開授業,ポスターセッション形式の授業研究会,（テーマⅠ「理数教育と探究の問い」の

該当頁参照）を行うことで，様々な教科が探究の「問い」の設定やシラバス開発・評価研究に取組み，教科横断型授業

の視点や気付きを促す機会を充実させることができている。 

SSH研究開発計画のテーマⅡ「教科との関わりを重視した探究活動」について，ロジックリサーチ(12)における全職員

OJT(On the Job Training)での指導力を向上する機会の設定，学際課題研究(17)や GS課題研究(16)における指導体制の

構築,生徒とともにルーブリック作成ワークショップに参加する機会の設定など研修の充実を図ることができている。 

SSH 研究開発計画のテーマⅢ「Well-BeingⅠ・Ⅱ(26)」について,研究開発計画の推進管理のために行った取組では，

共有ファイル（カレンダー）に業務（内容・時期・進捗状況）を記入し,共有することによって,推進管理を図ることが

できた。 

④運営指導委員会の体制 

（１）令和 6年度の運営指導委員会のタイムスケジュール 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

内

容 

委員依頼公文発出 

研究開発実施報告書 
  日程調整 

第 1回 

運営指導

委員会 

議事録 

確認 
  日程調整 

第 2回 

運営指導

委員会 

議事録 

確認 

（２）令和 6年度の運営指導委員会の委員 

氏名 所属 委員歴 

松添 直隆 熊本県立大学環境共生学部 教授（委員長） 第 1期第 1年次（H25）～現在 12年目 

元松 茂樹 宇土市長 第 1期第 1年次（H25）～現在 12年目 

斉藤 貴志 名古屋市立大学大学院医学研究科 教授 第 2期第 1年次（H30）～現在 7年目 

齊藤 弘順 崇城大学大学院工学研究科 教授 第 2期第 5年次（R 4）～現在  3年目 

加藤敬一郎 宇土市役所経済部長 第 2期第 5年次（R 4）～現在  3年目 

城本 啓介 熊本大学大学情報融合学環長 第 3期第 1年次（R 5）～現在 2年目 

岩間 世界 熊本学園大学商学部商学科 准教授  第 3期第 1年次（R 5）～現在 2年目 

水野 恵介 熊本保健科学大学 経営企画室長 第 3期第 1年次（R 5）～現在 2年目 

（３）運営指導委員会の本校出席職員 

校長，副校長，中学教頭，高校教頭，主幹，教務主任，探究部(30)長，SSH研究主任，GLP 研究主任(32)，GS研究主任
(31)，実習教師 

熊本県教育委員会  SSH運営指導委員会  大学・研究機関 

指導⇩助言  指導⇩助言  指導⇩助言 
       

   学校長 
 【Zero-Ichi】 

指導教諭 
 

 
        

            
【運営委員会】水7限 

管理職・校務分掌部長・学年主任 
    

 

【第Ⅲ期SSH推進委員会(29)】月1限 

管理職・探究部長・教務主任 

SSH研究主任・GS研究主任(31)・GLP研究主任(32)・ICT研究主任・中学主任 

 

        

 
職員研修 

職員会議 

 【探究部(30)会】火2限 

部長・SSH研究主任・GS研究主任(31)・GLP研究主任(32) 等 

 
事務室  

  
        

 
高校 

学年会 
 

【課題研究担当者会議(34)】木3限 

数学教員・理科教員全員 
 

中学 

学年会 
 

       
  支援 ⇑ 補助   

宇土高等学校同窓会 卒業生人材・人財プログラム 
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第６節 成果の発信・普及 

（１）UTO Well-Being探究 Award(20)2024，ロジック・スーパープレゼンテーション(21) 

研究開発成果の普及の場として,7 月に UTO Well-Being 探究 Award(20)，3 月にロジック・スーパープレゼンテーシ

ョン(21)を年 2 回開催し,県内高校,SSH 指定校,SSH 関係者,教育関係者等,多くの訪問があった。（❷実施報告書本文

49ページおよび 50ページ参照） 

7 月の UTO Well-Being 探究 Award(20)2024 は高校 3 年課題研究の成果発表がメインの会であるが，それだけではな

く，本校の探究的な学び，探究活動の様子を多くの人に広く見てもらうよう熊本県でも有数の施設である熊本城ホ

ールを丸一日貸し切り，全国の SSH 指定校，県内の公私立高校，地元の小中学校，教育関係機関に広く宣伝した。

（図.1）当日は全国から教育関係者，OBOG，保護者，地域の方，宣伝を見てきたくださった方など延べ 225人の来場

者があり，大変盛況であった。（図.2） 

3 月のロジック・スーパープレゼンテーション(21)は地元の宇土市民会館で実施したが，年度末であり，1 年間の成

果発表の集大成ということで中学 3年生，高校 1,2年生の課題研究の成果発表を中心に行った。昼休みにはポスター

セッションや分野別発表会も実施し，特に高校 1 年，2 年生はすべての生徒が何らかの形で当日は発表を行うことが

できた。 

7 月，2 月ともに成果発表会前日を本校で探究の「問い」を創る公開授業および授業研究会を行った。教員間の相

互授業参観に加え，実施したすべての授業で指導案や使用したプリント，シラバスなどを A1 用紙 1 枚にまとめ，広

い部屋においてポスターセッション形式で来場者に説明を行った。（❷実施報告書本文 15ページ，16ページ参照） 

   
              【図.1 探究 Awardチラシ】             【図.2 宇土中・高来校者数】 

 

（２）学校訪問・視察対応 

   SSH 研究開発における探究活動や探究の「問い」を創る授業(6)に関する学校訪問・学校視察についてもオンライン， 

実際の来校など多くの学校が本校を訪れ，対応した（表.1）。SSH 事業を通して開発した探究活動及び探究型授業に

おける指導と評価の取組の発信や探究の研究開発の成果を SSH指定校のみならず,一般校への波及ができた。 

 【表.1 令和 6年度学校訪問・視察対応一覧】 

月日 訪 問 校 お よ び 対 応 内 容 人数 

4.9 愛媛県立宇和島東高等学校「授業デザイン」に関するオンライン相談 2名 

6.25 兵庫県立豊岡高等学校「探究の指導体制」に関するオンライン相談 1名 

6.27 熊本県立人吉高等学校「探究活動の取組」に関する助言 1名 

7.5 熊本大学教育学部付属中学校訪問「探究活動の指導支援」 4名 

7.19 宮崎県立五ヶ瀬中等教育学校「探究型授業」オンライン相談 1名 

9.3 
札幌市立高等学校改革「市立札幌啓北商業高等学校・市立札幌藻岩高等学校・市立札幌開成中

等教育学校」訪問「探究活動の指導体制」に関する指導助言 
4名 

10.2 長崎県立佐世保北中学校・高等学校訪問「探究活動・探究型授業」に関する指導助言 2名 

11.22 徳島県立川島高等学校訪問「探究型授業・観点別評価」に関する指導助言 3名 

12.4 
富山県立富山中部高等学校「探究活動の指導体制・探究型授業・観点別評価」に関する指導助

言 
2名 

12.16 鹿児島県大口明光高等学校訪問「探究活動・探究型授業・キャリア教育」に関する指導助言 2名 

1.14 岡山県立玉島高等学校訪問「探究型授業・探究活動の取り組み」に関する指導助言 1名 

1.16 福井県教育委員会嶺南教育事務所訪問「探究活動・ガイドブック・評価」に関する指導助言 4名 

1.17 宮城県宮城野高等学校訪問「探究活動・キャリア教育」に関する指導助言 2名 

1.29 鹿児島県立福山高等学校訪問「探究活動・外部連携」に関する指導助言 2名 

2.6 長崎県立長崎南高等学校「探究活動・探究型授業・観点別評価」に関する指導助言 2名 

2.26 福井大学教職大学院・福井県立美方高等学校「探究活動」に関する指導助言 2名 

3.12 宮崎県立日南高等学校「キャリア教育・探究活動」に関する指導助言 3名 

 

（３）研究成果要旨集(19)・課題研究論文集(19)・独自開発教材 

5 月に高校 2 年，3 年の GS 課題研究(17)対象者向けに GS 課題研究(16)を展開するにあたって,指導教員及び生徒が見

通しをもてるように開発した「GS 本(19)」を製本し，配布した。研究テーマごとに必要となるコンテンツや進捗状況

が異なる SS課題研究(15)と違い,学年所属教員が学年会で進捗状況や目線合わせをする GS課題研究(16)で活用できるよ
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う探究の過程に沿ったコンテンツの配列にした。7月には高校 3年生の SS(15)，学際(17)，GS課題研究(16)の 1年半の研

究成果をまとめた「課題研究論文集(19)」を製本し，高校 3 年生に配布した。3 月には高校 1 年 SS，GS プレ課題研究
(13)，高校 2年 SS(15)，GS(16)，学際課題研究(17)，中学 3年研究論文代表の探究の成果をまとめた「研究成果要旨集(19)」

を製本し,高校 1年，2年及び各種関係機関に配付した。ホームページにも一部公開をした。（図.3） 

     
【図.3 令和 6年度発刊物（左から GS本，課題研究論文集，課題研究要旨集）】 

 

（４）ホームページ 

ホームページを令和 4 年 1 月リニューアルし,SSH 専用ページでは,①SSH 概要②歴史③成果④コース・組織体制⑤

報告書⑥探究の「問い」を創る授業(6)⑦探究活動ロジック⑧開発教材⑨連携・社会と共創⑩評価開発⑪先輩の研究⑫

実験室の 12 サイトから SSH 事業の成果を発信した。SSH をはじめとする日々の活動報告は,ホームページのブログに

掲載した。（図.4） 

   
【図.4 ホームページ】 

（５）教育ビデオライブラリー取材・撮影 

   一般財団法人日本児童教育振興財団が学校教育振興事業の一環として制作している「教育ビデオライブラリーシリ 

ーズ」について，本校の SSH活動の取材が令和 6年 7月～令和 7年かけて行われた。（表.2） 

【表.2 教育ビデオライブラリー概要】 

作品名 「未知なるものに挑む UTO-LOGIC(1)!! 〜熊本県立宇土中高一貫校が切り開く学びの可能性〜」 

作品概要 従来通りの授業を聞いてノートを取る，いわゆる「受け身」の授業スタイルからの脱却が学校教育

の大きなテーマになっている現在，生徒が自ら能動的な学び手に変わる探究型授業の先駆的な取り

組みとして，全国から注目を集めている学校がある。熊本県立宇土中学校・宇土高等学校（中高一

貫校）だ。「UTO-LOGIC(1)」を備えた人材を育てるべく，全職員で行う探究教科「ロジック」を設定

し，教師も，生徒も，学びにおいては「答え」ではなく「問い」こそが大切だと考え，全教科で

「探究の『問い』を創る授業(6)」を実践している。この実践を始めてから約 10 年，学びに向かう生

徒たちの姿が，確実に変わってきたことに教師も確かな手応えを感じているという。 

これからの学びにとって必要な「問い」とはなにか，新しい授業のカタチを模索する宇土中高一貫

校の実践を長期にわたって取材，撮影，編集してビデオ作品にまとめ，次の時代に求められる学校

教育の可能性を伝えたい。 

取材内容 ・全教科で実施する「探究の『問い』を創る授業(6)」  

・全職員で行う学校設定教科「ロジック」 

＝生徒 1人 1テーマで探究活動「ロジックリサーチ(12)」の過程と生徒の思い  

・指導する教員の体制や思い，ロジックガイドブック(18)の内容など 

取材日程 2024年 7月〜2025年 3月 

DVD収録 約 60分，2025年 4月完成予定 
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（６）「ウトウトタイム(27)」睡眠研究の成果の発信と普及 

     本校が行っている産学官連携の取り組みである昼休み後の午睡「ウトウトタイム(27)」について，その実施内容や

効果，生徒の研究内容など多くの問い合わせがあり，メディアや紙面取材，及び睡眠教育に関する他校指導・探究活

動支援を実施することができた。（❷実施報告書（本文）66ページ参照） 

 【メディア紹介及び紙面取材】 

❶ 6/3(月)名古屋中京テレビ「睡眠」に関する取材・放送 

❷ 6/17(月)熊本日日新聞「睡眠」に関する取材・紙面紹介 

❸ 10/9(水)テレビ朝日「林修の今知りたいでしょ！」探究活動取材・放送 

❹ 10/21(月)TBS「 THE TIME」授業取材・探究活動取材・ウトウトタイム(27)取材・放送 

❺ 10/23（水）実況教育出版産経公務員模擬テスト掲載 

❻ 12/5(水) テレビ朝日「林修の今知りたいでしょ！」再放送 

❼ 2/1(土) テレビ朝日「林修の今知りたいでしょ！」「睡眠・血管 SP」 

❽ 2/27(木)日本テレビ系列「ZIP」「睡眠に関する取組」 

❾ 3/7(金)読売中高生新聞「ウトウトタイム(27)」に関する取材・紙面紹介 

❿ 3/12(水)博報堂教育財団こども研究所「産学官連携睡眠教育」取材・HP掲載 

⓫ 3月末くまもと病院ガイドブック 2025「ウトウトタイム(27)及び生徒課題研究紹介」 

 【睡眠教育に関する他校指導・探究活動支援】 

❶ 8/26(月)熊本県立小川工業高等学校「探究活動・睡眠」に関する指導助言 

❷ 9/4(水)石川県立羽咋高等学校「ウトウトタイム(27)導入」に関する指導助言 

❸ 11/21(木)立教大学オンライン相談「ウトウトタイム(27)」に関する指導助言 

❹ 12/23（月）成蹊中学校オンライン相談「睡眠に関する探究活動」に関する指導助言 

❺ 12/25（水）石川県立能登高等学校オンライン相談「睡眠に関する探究活動」に関する指導助言 

❻ 12/26（木）宮崎県立都城西高等学校オンライン相談「睡眠に関する探究活動」に関する指導助言 

❼ 1/31（金）千代田区立九段中等教育学校オンライン相談「睡眠に関する探究活動」に関する指導助言 

（７）中学校説明会 

近隣中学校に本校職員が出向き,訪問中学校卒業後,本校に進学した生徒の SSH諸活動に関連した取組や成果を中心

に説明することができた。 

（８）職員の実践報告 

探究活動や探究型授業の実践について,本校 3 名の指導教諭を中心に多くの機会での実践発表や民間教育機関主催

セミナー講演,講師を受ける機会を通して,研究成果の普及を進めた。県内外から職員研修の講師依頼を受けた。

(表.3)                                               【表.3 今年度取り組んだ主な実践発表,研究授業一覧】 

月日 内   容 教 員 月日 内   容 教 員 

4.13 熊本大学における教育実習事前演習Ⅰ 
奥田和秀 

後藤裕市 
9.24 鹿児島県立屋久島高校から授業見学及び意見交換 奥田和秀 

4.15 
福井大学大学院 福井大学・奈良女子大学・岐阜聖徳学

園大学連合教職開発研究科ニュースレター報告 
後藤裕市 9.27 熊本県公立商業関係高校主幹・学科主任研修会 梶尾滝宏 

4.20 熊本大学における教育実習事前演習Ⅱ 
奥田和秀 

後藤裕市 
10.10 

福井県教育庁 嶺南教育事務所「嶺南ふるさと

学習推進プロジェクト」講師 
後藤裕市 

4.24 
学びのイノベーションプラットフォーム

(PLIJ)Curator実践報告 
後藤裕市 10.31 熊本県高等学校教育研究会書道部会研究協議 梶尾滝宏 

6.12 阿蘇中央高校職員研修会講師 奥田和秀 11.13 
鹿本高校での日本史探究授業に参加しての指

導・助言 
奥田和秀 

6.24 
富山県教育委員会主催・とやま新時代創造プロジ

ェクト学習推進事業「STEAM の学び研究会」講師 
後藤裕市 11.16 国立病院機構熊本南病院セミナー講師 後藤裕市 

7.10 
河口・海岸・海洋における防災の視点に立っ

た STEAM教育の開発・実践公開授業 
梶尾滝宏 11.27 公文教育情報講座講師 後藤裕市 

7.11 南稜高校職員研修会講師 奥田和秀 11.29 
熊本県高等学校教育研究会理化部会協議大会

（全体会）講師 
梶尾滝宏 

7.12 宇土市立宇土東小学校職員研修講師 後藤裕市 12.3 
長崎県教育委員会「第１回探究スキル向上ワ

ークショップ」講師 
後藤裕市 

7.18 熊本大学教育学部附属中学校職員研修講師 後藤裕市 12.11 熊本県立鹿本高等学校職員研修講師 後藤裕市 

7.22 探究の「問い」を創る授業の公開授業 全 員 12.19 熊本県立八代東高等学校職員研修講師 後藤裕市 

7.25 熊本県商業・農業・工業関係高校副校長・教頭研修会講師 梶尾滝宏 12.11 熊本県立人吉高等学校公開授業指導・助言 梶尾滝宏 

8.7 
学びのイノベーションプラットフォーム

(PLIJ)Curator会議・実践報告 
後藤裕市 12.19 

学びのイノベーションプラットフォーム

(PLIJ)Curator会議・実践報告 
後藤裕市 

8.21 

熊本物理サークル「？（ハテナ）の会」講師 梶尾滝宏 2.1 Google教育者グループ教育研究会 GEG 熊本サミット講師 梶尾滝宏 

熊本県高等学校教育課程研究協議会地歴公民部会授業実践発表 奥田和秀 3.13 
熊本県立上天草高校での日本史探究授業に参

加しての指導・助言 
奥田和秀 

8.24 熊本県高等学校家庭クラブ連盟家庭クラブ指導者養成講座講師 梶尾滝宏 3.18 探究の「問い」を創る授業の公開授業 全 員 

8.28 熊本県立北稜高等学校職員研修講師 後藤裕市    

（９）メディア掲載（掲載許可をいただいた資料は,第 3章関係資料報道資料参照） 

社会との共創プログラムを通して,産学官及び異世代を含めたネットワークを活用した取組を進め,メディアを通し

た成果の発信ができた。特に科学部は地学班の 36 年ぶりとなる「不知火」の観測には地元の漁師や神社の協力もあ

り，多くの取材が行われた。AI 班のワークスアプリケーションズとの連携も取材・発信をすることができた。（❷実

施報告書（本文）58,59 ページ参照）科学部以外にもウトウトタイム(27)（❷実施報告書（本文）66 ページ参照）や，

オンライン英会話（❷実施報告書（本文）53 ページ参照）の様子，地域に密着した課題研究の取り組みなど，新聞社

やテレビ報道関係を通して，大いに成果の発信をすることができた。 
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 【テレビ報道】 

❶ 6.8(土)   NHKBS4K「すごい空見せます！劇的気象ミュージアム（3）」 

❷ 7.9(火)   KABくまもと Live touch「県内初 オンライン英会話授業に導入」 

❸ 7.30(火)  RKKニュース「世界の「蚊題」を考える アース製薬との連携」 

❹ 8.1(木)   KKTニュース「蚊をテーマにアース製薬と連携授業」 

❺ 8.19(月)  TKUニュース「宇土高校で特別授業 アース製薬と蚊の生態など学ぶ」 

❻ 9.3(火)   NHKクマロク!「県立宇土高の生徒が「不知火」観測に挑戦 発生条件などを調査」 

❼ 9.4(水)   KKT news every.「くまもと高校生が 36年ぶり撮影成功!八代海の謎多き現象「不知火」とは?」 

❽ 9.12(木)  KABくまもと Live touch「36年ぶり不知火の撮影に成功 宇土高校科学部「粘り強くやってきた」」 

❾ 9.17(火)  RKK夕方ライブゲツキン「近年観測されていない蜃気楼の一種『不知火（しらぬい）』 

宇土高校の科学部が 7年の研究を経て観測に成功」 

❿ 9.26(木)  KKT news every 「くまもと【幻の光】八代海の『不知火』を再び！ 

36年ぶりの撮影に成功した高校生の挑戦に密着」 

⓫ 10.31(木) NHKクマロク!「幻の“不知火”現象の観測に高校生が挑む！NHKのカメラには貴重な映像が！」 

⓬ 2.25(火)  TKUニュース「熊本県立宇土高校が『不知火現象』の研究で文部科学大臣賞受賞 

7年間に渡る研究とフィールドワーク評価」 

 【新聞報道】 

 ❶ 4.26(金)  熊本日日新聞「全国 AI甲子園 宇土高見事 1位」（報道資料掲載） 

 ❷ 6.7(金)   人吉新聞「熊本地学会 人吉盆地の成り立ちは? 高校生交え 6年ぶり郡市巡検」 

❸ 6.20(木)  熊本日日新聞「宇土中・高「ウトウトタイム」導入 10年」（報道資料掲載） 

❹ 7.11(木)  熊本日日新聞「英会話授業 海外講師と一対一」（報道資料掲載） 

❺ 7.20(土)  熊本日日新聞「宇土高生 パウンドケーキ開発」（報道資料掲載） 

❻ 7.25(木)  熊本日日新聞「JAXAの柳川さん「宇宙を自分事に」宇土中・高生に講演」 

❼ 8.17(土)  毎日新聞「八代海・不知火再現なるか 来月地元漁協の協力で漁り火観測」 

❽ 8.21(水)  朝日新聞「不知火の再現 7年目の夏こそ」 

❾ 8.25(日)  熊本日日新聞「燃ゆる火はどこへ（上） 不知火の謎解明したい」 

❿ 8.27(火)  熊本日日新聞「燃ゆる火はどこへ（下） 今年こそ観測を 高まる期待」 

⓫ 9.3(火)   朝日新聞「「不知火」撮った 謎増えた」（報道資料掲載） 

⓬ 9.3(火)   朝日新聞「不知火？高校生が撮影 漁協が協力 望遠レンズで観測」 

⓭ 9.4(水)   熊本日日新聞「“神秘の火”観測にぎわう 宇城市「不知火・海の火まつり」」 

⓮ 9.4(水)   熊本日日新聞「横方向に二つの光 不知火現象? 宇土高生撮影」 

⓯ 9.5(木)   朝日小学生新聞「ふしぎな光「不知火」を撮影 熊本・八代海で地元高校生たち」 

⓰ 9.6(金)   熊本日日新聞「新生面にて不知火の研究について掲載」（報道資料掲載） 

⓱ 10.2(水)  朝日新聞「漁師が支えた不知火撮影 宇土高校科学部地学班 36年ぶり成功」（報道資料掲載） 

⓲ 10.12(土) 朝日新聞「「不知火」撮影 漁師の献身 熊本の高校生 36年ぶり成功」 

⓳ 11.4(月)  日本教育新聞「江戸時代の自然災害を調査 津波の防災に向けて伝承活動に取り組む」（報道資料掲載） 

⓴ 12.19(木) 毎日新聞「熊本の海にゆらめく不知火 解明に挑む高校生に届いた先人の資料」 

㉑ 12.24(火) 毎日新聞「先人つなぐ不知火研究 昭和初期・物理学者の資料届く」 

 

第８節 研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向性 

（１）「未知なるものに挑むＵＴＯ－ＬＯＧＩＣ(1)で切り拓く探究活動の実践」を研究開発課題に，中高一貫教育校と

して 6年間を通した「Ⅰ 理数教育と探究の「問い」」,「Ⅱ 探究活動」,「Ⅲ Well-Being Ⅰ・Ⅱ(26)の開発」に関

する研究開発実施上の課題を上段に,今後の研究開発の方向性を下段に示す。(表.4) 

 

【表.4 研究開発実施上の課題「上段」,今後の研究開発の方向性「下段」】 

Ⅰ 理数教育と探究の「問い」 Ⅱ 探究活動 Ⅲ Well-BeingⅠ・Ⅱの開発 

「探究活動の時間の確保」「探究活動

への興味」の項目の重要度指標が高

いものの満足度指標が低く，重点改

善要素であり，探究のプロセスを意

識した授業の充実が課題である。 

高校 1年次における「研究の客観性」

が重点改善項目であり，データ収集，

標準化等の流れを正確に行い，客観的

に分析させることが課題である。 

「Well-BeingⅠ・Ⅱ(26)」における取組

において，「レポートのまとめ方」

「今後の課題研究への活かし方」「統

計処理を深く学んでみたい」の 3 項目

に関して，1 学年は重要度指標が低

く，活用する力が高まっていないこと

が課題である。 

数学・理科や課題研究における探究

活動の重要性や満足度はポートフォリ

オ分析から重要度指標，満足度指標と

もに高い数値が見られるが，数学・理

科以外の教科における探究活動におい

て，重要度指標は高いものの満足度指

標が低く，重点改善項目に挙げられて

いる。数学・理科以外の教科学習にお

いても，普段の授業時間から問題解決

の場面を作り出し，探究の「問い」を

創る授業を充実させた上で，学力の三

研究の客観性は、信頼性や再現性を

確保するために非常に重要な要素であ

り、科学的な探究が公平で誠実なもの

であることを保証している。ロジック

リサーチ(12)，プレ課題研究(13)，2年次

からの課題研究と段階を追ってより深

いテーマ設定をしていくことで改善さ

せていきたい。Well-BeingⅠ(26)でもデ

ータの重要性を学んでいるため，自分

の仮説や期待に合わせてデータを無意

識に操作したり、偏ったデータを選ん

ウェルビーイングを目指した意思決

定のために，データ駆動させる生徒を

育成することはできているが，Well-

BeingⅠ(26)を学んだ 1学年についてはそ

れを活用する力について，重要度指標

が高まっていない。それに対して，2

学年の重要度指標は高まっている。

Well-BeingⅠ・Ⅱ(26)を学ぶことで，統

計データをただ理解するだけではな

く，上手に活用することで，感覚や直

感だけに頼ることなく，データに基づ
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要素のバランスを重視した適切な観点

別評価を実施させることが必要である

と考えられる。 

だりしないように注意する必要があ

る。データはそのままの状態で正確に

収集し、客観的に分析されるべきであ

ることも引き続き指導していきたい。 

いた根拠のある意思決定が可能にな

る。これにより，より適切な判断を下

すことができ，結果としてリスクを低

減し，成功の確率を高めることができ

ることを引き続き指導していきたい。 

「理科は探究活動に役立つ」の項目に

ついて，満足度指標は高いものの重

要度指標が低く，維持項目に挙げら

れ，他教科の題材を理科的な見方・

考え方で学ぶ教材開発が課題であ

る。 

高校 2年次の「論理性(Logicality)」

の項目について，「説明の確実性」

「説明の一貫性」等の項目が，自然探

究コースに比べ，社会探究コースがや

や重要度指標が低く，維持項目に挙が

っており，社会探究コースにおいても

探究のプロセスをより系統立てて指導

していくことが課題である。 

ウェルビーイングのルーブリックの各

観点項目について，5 段階のルーブリ

ック評価でどこまで到達しているか，1

学年では 5 観点全てで重要度指標・満

足度指標ともに高く，重点維持項目に

挙がっているが，2 学年ではほぼすべ

ての項目で重要度指標が下がっている

傾向にある。 

ポートフォリオ分析から「学習時

間」と「他教科に役立つ」項目を理科

と数学で取り出してみると，数学に比

べ理科の満足度指標が低い傾向にあ

る。理科的な視点で他教科を学ぶ教科

横断型授業の実践を進めるために中学

校段階で学校設定科目の「JWB(8)」や

「J-Tech(9)」，高校 1 年次に理科 4 領

域を学際的な問いで構成する学校設定

科目「未来科学(7)」を設置している。

探究の「問い」を通して，理論や原理

を理解したうえで，学んだことを応用

し，自ら探究の「問い」を創る流れを

他教科での学びでも活用することがで

きるように,日常生活に着目した教材開

発に加え,他教科の題材を理科的な見

方・考え方で学ぶ教材開発ができるよ

うに開発していきたい。 

自然探究コースにおいて特に SS 課題

研究(15)や学際課題研究(17)を選択してい

る生徒は，理科・数学の教員からより

系統立てて専門的な研究手法を学んで

いるため，これらの説明の確実性や一

貫性の重要度が高いことが要因として

挙げられる。社会探究コースの GS 課題

研究(16)においても，GS 本(19)などを用

いてしっかりと指導していきたい。 

1学年から 2学年にかけてロジックリ

サーチ(12)，プレ課題研究(13)，課題研究

と段階的により深くテーマを追求する

ことで次第に自身が目指すウェルビー

イングとは何なのかを理解し，そこに

到達するまでのハードルが次第に上が

っているのが要因ではないかと考えら

れる。生徒が目指すウェルビーイング

はどのようなものであるのかは，非常

に難しいテーマであるため， Well-

BeingⅠ・Ⅱ(26)の科目だけでなく，す

べての教科・科目で目指し，考えてい

く課題である。今後の探究的な活動や

授業においても，生徒・教職員それぞ

れでウェルビーイングに対する意識を

高め，ぼんやりした目標からより具体

的な目標になるよう努力をしていかな

ければならない。 

「理科は日常生活で役立つ」「数学は

日常生活で役立つ」の項目に対して，

満足度指標は高いものの，重要度指標

は低いため，維持項目に挙げられ，日

常生活の疑問を探究することでさらに

学びを深めさせることが課題である。 

すべての学年における探究活動におい

て，「グローバル（G）」が改善要素で

あり，学校外で発表する場面が少ない

ことが課題である。 

 

ロジックリサーチ(12)，プレ課題研究
(13)，課題研究の時間や理科・数学等の

授業において探究活動を熱心に進めて

はいるが，それ以外の教科や学校生

活，学校以外の生活においても探究活

動の重要性を推し進めていきたい。日

常生活と探究活動はお互いに影響を与

え合い，生活をより深く理解する手助

けをしてくれる関係にあることを理解

させたい。高校で学ぶ数学や理科は，

抽象的なものも多いが，日常生活をよ

り豊かに，効率的にするための基盤と

なるものであり，買い物やスケジュー

ル管理，健康管理，家事，環境問題へ

の意識など生活のあらゆる場面で活用

できる。理科・数学のどちらも学びの

連続であり，探究活動を通じて得た知

識を日常に活かし，日常生活の疑問を

探究することでさらに学びを深めさせ

ていきたい。 

「視野の拡がり」はどの学年も重点維

持項目に挙がっているが，研究の概要

を英語でも説明することができる「グ

ローバルの一歩」，研究の成果を様々

な高校生に発表することができる「同

世代発表」，研究の成果を学校外で発

表することができる「国内発表」など

の分野に関しては，改善項目または重

要改善項目に挙がっている。KSH 学び

の祭典を始めとして校外における課題

研究の発表の場も多くの機会がある

中，特定のグループのみの発表に留ま

っているのが現状である。2 年次の課

題研究が一番多く国内発表の機会があ

り，自身のプレゼンテーションのスキ

ルなどを最も高めることができる学年

であるため，引き続き指導し，そして

多くの場面を提供していきたい。最終

目標は国外での英語による発表であ

る。令和 6年度も 12名の 2年生が海外

で研究内容を発表することができた。

国外発表までは行かなくても，2 年次

の 1 年間で最低 1 回は課題研究の内容

を他校生や本校教員外の大人に見ても

らえる場面を今まで以上に多く設定す

るようにしていきたい。 
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第３章 関係資料 

第１節 教育課程表  令和 4年度入学生（枠内が SSH研究開発科目に係る科目） 
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令和 5・6年度入学生（枠内が SSH 研究開発科目に係る科目） 
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第２節 運営指導委員会の記録 

(1)第Ⅲ期・第３回運営指導委員会 

期日 令和 6年 9月 18日（水） 

会場 熊本県立宇土中学校・高等学校ライブスタジオルーム 

内容 開会挨拶  【藤野弘明 指導主事】 

   校長挨拶  【横川 修 校長】 

概要説明  【水口雅人 SSH 研究主任】 

研究協議 【第Ⅲ期中間評価に向けて】 

閉会挨拶  【藤野弘明 指導主事】 

出席 運営指導委員,県教育委員会,本校職員 15名 

［運営指導委員］ 

松添 直隆 

元松 茂樹 

齊藤 弘順 

城本 啓介 

斉藤 貴志 

岩間 世界 

熊本県立大学環境共生学部 教授 委員長 

宇土市長 

崇城大学工学部機械工学科  教授 

熊本大学情報融合学環 教授  

名古屋市立大学大学院 学研究科 教授 

熊本学園大学商学部商学科 教授 

［県教育委員会］ 

本山 幸広 

藤野 弘明 

堀 圭介 

熊本県教育庁高校教育課 SSH ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

熊本県教育庁高校教育課 指導主事 

熊本県立教育センター 指導主事 

[主な研究協議] 

①研究開発の目的・目標と現状分析 

・第Ⅲ期 1年目の現状分析 

・どのようなところが実践できて，どのようなところが課

題として挙げられるか 

・第Ⅲ期 2年目の目標および進捗状況 

②中間評価について 

・中間評価までの日程確認 

・中間評価項目確認 

③研究開発の検証評価（UTO-LOGIC に基づく諸評価） 

・研究開発計画・評価計画と実際の進捗状況について 

・中間評価自己評価票を現段階で作成したとき，何の項目

が実践されており，何の項目が実践されていないかの確

認 

・成果と課題の分析と検証 

・教育課程の編成と実施について 

・課題研究や探究的な活動への取り組み 

・特色ある教材開発 

・教師の指導力向上の取り組み 

・大学や各研究機関，他校生との交流など 

  

(2)第Ⅲ期・第４回運営指導委員会 

期日 令和 7年 2月 4日（火） 

会場 熊本県立宇土中学校・高等学校ライブスタジオルーム 

内容 開会挨拶  【折尾知之 審議員】 

   校長挨拶  【横川 修 校長】 

概要説明  【水口雅人 SSH 研究主任】 

研究協議 【第Ⅲ期中間評価に向けて】 

閉会挨拶  【折尾知之 審議員】 

出席 運営指導委員,県教育委員会,本校職員 15名 

［運営指導委員］ 

松添 直隆 

加藤 敬一郎 

齊藤 弘順 

城本 啓介 

斉藤 貴志 

岩間 世界 

熊本県立大学環境共生学部 教授 委員長 

宇土市役所経済部長 

崇城大学工学部機械工学科  教授 

熊本大学情報融合学環 教授  

名古屋市立大学大学院 学研究科 教授 

熊本学園大学商学部商学科 教授 

［県教育委員会］ 

折尾 知之 

本山 幸広 

藤野 弘明 

堀 圭介 

熊本県教育長高校教育課 審議員 

熊本県教育庁高校教育課 SSH ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

熊本県教育庁高校教育課 指導主事 

熊本県立教育センター 指導主事 

 

研究協議 

中間評価を見据えての，本校の現状と課題を洗い出し 

①探究活動を理科数学以外の教科や日常生活にどう自分ご

とにするか 

②課題研究を他校生に発表していくためにどうはたらきか

けるのか 

③『Well-Being Ⅰ・Ⅱ』で学んだデータサイエンスをど

のように活用していくのか 

■先日の中間評価では，本県では熊本北高校と天草高校が高

い評価を受けた一方，47 校中 29 校が「一層の努力が必要」

と厳しい評価を受け，2 校は計画変更が求められた。本校も

取り組みを厳しく見直す必要がある。全国 SSH 校の情報交換

会では，各校の強みを生かす重要性を再認識し，本校も「進

化」と「深化」の視点で取り組みを進めるべきと考える。本

日は「課題の整理」，情報と数学の融合科目「Well-Being 

Ⅰ・Ⅱ」について，専門的なご意見とご助言をお願いしたい。 

【横川校長】 

■本校の SSH 第三期では，ウェルビーイングを目指し，宇土

ロジックを活用した科学技術人材の育成を掲げている。従来

の宇土ロジックに加え，ウェルビーイングの概念を取り入れ，

探究の意義を深めることをテーマとしている。具体的には，

以下の 3 つのテーマで研究開発を進めている。①学際的な理

数教育 － 探究の問いから価値を創造する授業実践，②社会

と共創する探究活動 － ロジックを駆使した実践③「Well-

Being Ⅰ・Ⅱ」の開発 － 第三期から新設した授業，探究の

意義として，個人の興味関心から始まり，地域や社会との共

生，最終的には人類社会の幸福へと視野を広げることを目指

している。本日の協議の柱は以下の 3 点。①探究活動を理

科・数学以外の教科や日常生活にどう結びつけるか。アンケ

ート結果から，1 年生は「探究活動は日常生活に役立つ」と

認識しているが，2 年生以降になると「他教科に必要」「教

科学習に役立つ」との意識が低下。特に「探究活動が教科学

習に必要」との認識が不足しており，改善が求められる。②

課題研究の効果的な発表の取り組み方について。満足度は高

いが，発信の機会に課題あり。1 年生では「国内発表」を重

要視するが満足度が低く，2 年生の「社会探究」コースでは

発表全般の満足度が低い。3 年生は「同世代発表」の満足度

は高いが，「国際発表」は依然として低水準。③「Well-

Being Ⅰ・Ⅱ」で学んだデータサイエンスの活用方法につい

て。1 年生は学習内容を理解するものの，探究や研究への活

用意識が低い。2 年生では活用意欲が高まるが，実践に結び

つく力が不足。データの処理・発信方法を含め，さらなる改

善が必要。これらの課題を踏まえ，具体的な解決策を協議し，

発展的な議論を進めたいと考えている。 

【水口 SSH研究主任】 

■協議の柱③の「Well-Being Ⅰ・Ⅱ」について，具体的な

内容，どういう授業で，どのような目的なのか。 

【松添委員長】 

■今年度の「Well-Being Ⅰ・Ⅱ」は，数学と情報の融合を

テーマに進められており，特にデータ分析の活用に重点を置

いている。昨年度は生徒が収集したデータの活用が十分に行

われていないという課題があった。例えば，平均値などの基

本的な分析にとどまり，探究活動や課題研究に応用しきれて

いない傾向が見られた。そのため，今年度は「Well-Being

Ⅱ」を導入し，プログラミングを含む情報分野の学習を加え

ることで，データを効果的に処理し，活用する力を育成する

ことを目指している。この取り組みにより，今年度から大学

入学共通テストに追加された「情報Ⅰ」にも対応できる力を

養うことが期待される。学習の進め方として，1年生では数

学の統計分野を中心に，平均，分散，標準偏差，相関関係な

どの基本的な統計手法を学び，データ分析の基礎を固める。

2年生になると，数学 Bの統計分野に進み，仮説検定や推定

などの高度な統計手法を学習し，より実践的なデータ分析へ

と発展させる。また，情報分野ではプログラミングの学習を
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取り入れ，データ処理や可視化のスキルを身につけること

で，統計データを探究活動や課題研究に活用する力を養うこ

とを目標としている。生徒の満足度を見てみると，1年生で

は「Well-Being Ⅰ」の学習を通じて統計処理の基礎を習得

しているものの，それを探究活動へと応用する意識がまだ低

いことが課題として挙げられる。一方で，2年生は「Well-

Being Ⅱ」でより実践的なデータ分析を学ぶことで，満足度

と重要度の両面が向上している。しかし，データを収集し処

理する力が高まったにもかかわらず，それをどのように探究

活動や課題研究へと応用し，レポートにまとめ，発信してい

くのかについては，さらなる指導が求められる。今後の課題

としては，探究活動や課題研究の場面で，単なるデータの収

集や基本的な統計処理にとどまらず，より深い分析を行い，

それを効果的に発信できるようにするための指導方法を検討

していく必要がある。特に，生徒が学んだ統計手法や情報処

理のスキルを，実際の探究活動でどのように活用できるかを

意識させる仕組みを作ることが重要である。また，「Well-

Being Ⅰ・Ⅱ」で培った知識を，探究活動や発表活動へとつ

なげるためのサポートを充実させることで，学びの定着をよ

り一層促進していきたい。 

【水口 SSH研究主任】 

■探究活動であるが，この活動は，学校設定科目である「未

来科学」とも関連しているという理解でよいか。また，「授

業デザインの実践」という項目があり，その中に「Well-

Being」や「未来科学」が含まれ，さらにその上位に「探究

物理」「探究化学」「探究数学」といった内容が配置されて

いるという認識でよいか。 

【岩間委員】 

■中学校では，選択教科として「Junior Well-Being」や

「J-tech」が実施している。高校 1 年生では「未来科学」と

いう科目があり，そこで物理・化学・生物・地学の基礎を学

ぶ。その後，高校 2 年生になると，「探究物理」「探究生物」

「探究化学」に本格的に取り組む。 

【水口 SSH研究主任】 

■要するに，この積み上げの中で理科や数学以外の教科にも

日常生活と結び付けて自分ごととして捉えてほしいと考えた

ときに，「未来科学」は学校設定科目なので，内容を調整し

たり手を加えたりすることができる科目と捉え，社会や国

語，英語など他の教科の先生方も巻き込む形で取り組んでい

くことが考えられる。例えば，共通テストで化学のホタルの

光の問題の中に古文が出題されるように，異なる教科を関連

づけて出題されることもある。また，歴史と化学を関連させ

て考えることもでき，アヘン戦争のように化学と歴史が繋が

る内容もあります。アヘンの化学的な特性や，薬物の違いに

ついて考えることも一つの例。さらに，ドラマ『光圀』のよ

うに，登場人物が着ている服の色を化学的に考えることもで

きる。このように，他の教科の先生方と協力しながら，さま

ざまな知識を積み重ねていくことで，他の教科の内容を取り

入れた形で教育を進めることが可能である。 

【岩間委員】 

■非常に興味深い調査結果が得られていると感じた。今年が

「Well-Being Ⅰ・Ⅱ」の完成年度で，全体的に満足度が高

い一方で，探究活動への意欲が少し低いことが関連して，生

徒の自己評価を基にしたアンケートでは，探究活動に対する

意欲が見えにくい。「Well-Being Ⅰ・Ⅱ」では，各教科の

原理原則を複合的に活用し，実際にテーマを解決することに

満足度が高まると感じられる。しかし，探究活動はゴールが

不明確なため，生徒がどのように捉えているかが重要だと思

う。具体的な聞き方を変えれば，例えば異分野融合の感覚を

持てるようになったことが具体化されるかもしれない。生徒

がどのように探究活動を捉えているのか，また「Well-Being 

Ⅰ・Ⅱ」と探究活動の結果に違いがあることに疑問を感じて

いる。先生方の感触や，課題研究における生徒の変化を教え

ていただけるとありがたい。 

【藤野指導主事】 

■昨年から取り組んできた「Well-Being Ⅰ」の影響で，今

の 2年生は課題研究においてデータサイエンスの要素が増え

てきていると感じる。具体的には，統計に関するテーマが増

えており，日常生活に関連した研究が多くなっている。例え

ば，野球と統計を結びつけた研究テーマもある。ただし，課

題研究のゴールは「Well-Being Ⅰ・Ⅱ」よりも分かりにく

く，生徒が「これで良いのか」と迷うことがあると思う。そ

のため，教員がしっかりと「これでできている」と示すこと

が重要だと感じている。 

【水口 SSH研究主任】 

■藤野主事の話は非常に重要だと感じる。『ウェルビーイン

グ』をテーマにした際，探究活動は一種のブームのようなも

ので，探究活動自体が非常に広範囲であり，何を指している

のか分かりにくい部分がある。そのため，『ウェルビーイン

グ』という言葉に置き換えた経緯がある。『ウェルビーイン

グ』を進める過程で，人の幸せを考えるためには自然と探究

せざるを得ないという点が重要。しかし，そこを整理する必

要があり，これを中間報告できちんと説明しないといけな

い。単に幸せを追求するだけではなく，この 2年間でどのよ

うに進めてきたかも含めて説明することがポイント。これが

評価に大きく影響するため，慎重に確認し，説明できるかど

うかが重要だと考えている。また，もし『ウェルビーイン

グ』と探究活動がニアリーであれば，宇土高校の探究活動が

進んでいることを示しているとも言えるだろう。この点につ

いては非常に慎重に考えていく必要がある。 

【松添委員長】 

■以前お伺いしたように，「Well-Being Ⅰ・Ⅱ」の授業見

学や，数学の先生と英語の先生，または社会の先生と理系の

先生が連携して進める取り組みがあったが，それと掲げられ

た目標との関連性はどうなのか。特に，数学や理科以外の教

科で生徒がどれくらい興味を持ったか，実施した際の感触に

ついて伺いたい。【齊藤弘順委員】 

■本校では，7月に『Well-Being探究 Award2024』を開催

し，その前日に授業研究会の公開授業を実施した。授業で

は，「探究の問い」を作成するために，1型と 2型の形式で

進めた。特に，授業には 6つの目標項目を取り入れ，例えば

「探究の問いを意識した授業」や「個別最適な学び」「防災

の視点」などが含まれている。防災の視点は今年初めて設け

られ，数学や美術の授業でも取り入れられている。また，教

科横断的な取り組みとして，社会，英語，商業の教科を組み

合わせて「商品の値段」を学んだり，数学，生物，体育を結

びつけて「心肺機能とウェルビーイング」を探究したりして

いる。さらに，高校 3年生では「日本史探究」として江戸時

代の庶民の生活を学び，外部機関と連携している。このよう

に，教科横断や防災の視点を取り入れて，重要な視点や課題

を生徒に理解させる取り組みを行っている。 

【水口 SSH研究主任】 

■生徒の自己評価から，1年生で探究活動において視野が大

きく広がり，社会でどう活かすかの視点を得ていることが確

認できた。探究テーマ設定が重要であり，きっかけや刺激が

与えられていることが成果に繋がっていると考えられる。一

方，2年生・3年生になると視野の広がりが少し下がる傾向

があるが，それはすでにある程度の基礎を持っているためだ

と思う。したがって，その部分が下がったとしても，意識が

しっかりと変わってきている，いわば成果が見えている部分

ではないだろうか。課題発見力やデータサイエンスのスキル

が探究活動で活かされることが鍵となり，これがうまく繋が

ることで，成果を実感できると感じた。 
【齊藤弘委員】 

■授業は非常に興味深く，実際に体験することで面白さを再

確認した。1年生の段階で取り組むことが重要で，若いうち

に実施することが大切だと感じる。中学生でも良いかもしれ

ませんが，実施することが授業に対する認識を変えると考え
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る。また，数学は解決手法の一つであり，学際的な授業がベ

ースとなり，その上で数学や統計は手法として活用されるべ

き。このつながりをしっかり構築すれば，具体的に取り組む

ことができると思う。 

【松添委員長】 

■現在の授業は非常に素晴らしい取り組みであり，防災の観

点からの活動が行われていますが，さらに一歩踏み込む必要

がある。例えば，データサイエンスを活用して防災食の配布

方法をプログラミングし，実際に生徒に体験させ，得られた

データを収集して分析し，改善点を考えるプロセスが探究活

動として重要。また，防災食に限らず，普通の食品の配布方

法や避難所での食事についても検討することが『ウェルビー

イング』に繋がると考える。さらに，生徒が「ウェルビーイ

ングとは何か」を自分の言葉で考え，多様な意見を尊重して

発表することが大切。データサイエンスはあくまで手法であ

り，結果をどう活かすかが重要で，自分たちでデータを取り

に行く姿勢を促すことも必要。企業との協力を得るための発

表方法や，主体的な行動を促す形に進めることが求められ

る。 

【岩間委員】 

■グループワークは重要な方法であり，自分の意見を他の人

に聞いてもらい，他の人の意見を受け入れることが学びの原

動力になる。子どもたちが「誰かに伝えたい」「発見を共有

したい」と思うことが重要。課題研究については，すべての

課題に取り組むことは難しいので，ポイントを絞って進める

ことが大切。これまでの課題研究の進め方では教師主導が多

かったかもしれないが，子どもたち自身が見つけた課題をサ

ポートする形にすることで，より深い学びが得られると感じ

る。 

【松添委員長】 

■調査結果について，私もこれを初めて拝見して非常に興味

深く思った。このテーマの「満足度」と「重要度」という指

標は非常に意義があると感じる。これについて，現在全国

225 校あるが，他校ではあまりこういった取り組みは行われ

ていないように思う。このような内容を，どこかで先行して

研究された結果で取り入れたのが全く初めてなのか，それと

も既存のサイトなどがあるのか，非常に興味深いと思った。

また，項目を見ていて感じたことで，例えばテーマ 2の「感

覚の変化」や「研究の正当性」「価値の創造」といった内容

は，生徒自身による自己評価なのか。生徒たちに対してどの

ような聞き方で自己評価を求めているのか，非常に興味深い

と感じた。例えば，「価値の創造」について，生徒たちにど

のようにアプローチしているのか，具体的な方法があれば知

りたい。また，他校がこれをそのまま模倣するのは望ましく

ないかもしれないが，こういった自己評価を生徒に促す取り

組みには関心を持つ学校も多いのではないかと思う。そうい

った点も含めて，とても良い指標だと思う。ご意見やご質問

があればお聞かせてほしい。 

【本山 SSH ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ】 
■他校でも同様の評価方法を取り入れている例はあるが，独

自に工夫を加えて進化させているところが多い。例えば，2

回のアンケートで変化を比較する単純な評価方法もあるが，

一方で，ポートフォリオ評価を行っている例は少なく，ルー

ブリックを使って生徒に意識させながら評価している。この

ルーブリックを使うことで，生徒は自分の進捗がよく分かる

ようになり，評価基準に基づいた成長を実感できる。 

【水口 SSH研究主任】 

■『SSH事業』の評価指標と生徒向けの評価は関連はあるも

のの，異なる観点で考えるべき。主任が提示した評価は，事

業が生徒に与えた効果を総合的に評価するものであり，各項

目の重要度や満足度を指標化したもの。これは生徒の成長を

評価する指標とは異なり，生徒が事業に対してどう感じてい

るかを示している。          【後藤探究部長】 

■私が所属する熊本大学の情報融合学環では，県庁などとデ

ータ提供の話を進めています。高校での取り組みについては，

教科で学んだデータサイエンスを実際のデータにどうアプロ

ーチし，課題解決に役立てるかが重要だと考えています。提

案として，地元の役所と連携し，提供可能なデータを活用し，

宇城市が抱える課題に対して生徒がデータを用いて解決方法

を考えることができれば，実践的なデータ活用につながるの

ではないでしょうか。 

【城本委員】 

■「SS 課題研究」「学際課題研究」「GS 課題研究」を通じ

て，地域課題に関する研究を毎年実施している。例えば，

「学際課題研究」では宇土市の五色山の活用を考え，「GS課

題研究」では宇土市の特産品を使った商品化に取り組んでい

る。具体的には，海苔を使ってパウンドケーキを作る取り組

みを行い，宇土市や地元企業と連携して製品化し，最終的に

は販売まで行っている。 

【水口 SSH研究主任】 

■市役所には公開可能なデータがあり，宇土市には解決すべ

き課題も多い。データは存在するが，それをどのように表現

するかがデータサイエンスにおいて重要であり，市役所との

連携が必要である。 

【松添委員長】 

■宇土市のデータ活用において，特産品をふるさと納税に取

り入れるアイディアは素晴らしい。実現に向けては，コスト

や配送センターの運営，ふるさと納税の規定（3 割以内）を

考慮する必要がある。特産品が売れた場合の税収の変動や，

市の『ウェルビーイング』への影響も重要な検討事項。収入

増加を市のデータを元にした施策に使い，学生にはその提案

を行わせることが有意義。また，宇土市役所と連携し，この

プロジェクトを形にすることができれば，大きな意義があり，

研究や探究活動の継続にも繋がる。 

【岩間委員】 

■特産品の取り組みは作って終わりではなく，現在，フリー

の業者が無償で提供し，地元企業が商品化に進んだ段階にあ

る。しかし，現時点では本校には収益がなく，企業の収入に

も直接結びついていない。子どもたちも地域への還元が感じ

られないと感じている。家庭科の先生を通じて，ふるさと納

税の返礼品として活用できないか提案したが，まちづくり担

当部門からの返事はまだ来ていない。現在は進展していない

が，今後進めば地域への還元が期待できる。【梶尾指導教諭】 

■生徒が海苔業者や製品を作る経営者に直接訪問し，調査を

行うアプローチが有効。例えば，「いくらであれば売ってく

れますか？」と業者に尋ねたり，「いくらであれば買います

か？」と生徒に質問したりすることができる。調査は Google

フォームを使って簡単に行え，質問内容を慎重に設計するこ

とが重要。価格の範囲や具体的な予測を立て，数字やコスト

意識を持たせることが必要。最終的には，生徒に自主的に進

めさせることで，実践的な学びを促進できる。 

【岩間委員】 

■「Junior Well-Being」プログラムで，商業のスーパーテ

ィーチャーと連携しマーケティングを学んでいる中学生が，

高校生よりも進んでいる場合がある。そのため，中学生に次

の世代への引き継ぎを提案するのは良いアプローチであり，

開発した取り組みを新しい世代に繋げることが面白いと考え

ている。 

【梶尾指導教諭】 

■提案を単にするだけでなく，どのようにそれを世の中に浸

透させていくかが『ウェルビーイング』に繋がると感じてい

る。高校の役割は限られており，大学や中学校とは異なるた

め，負担にならないよう配慮することが重要。主体となるの

は企業や宇土市役所であり，高校がすべてを引き受けるべき

ではない。適切に整理し，制御していく必要がある。さらに，

ただ物を作るのではなく，それを世の中にどう取り入れるか

が重要。                【松添委員長】 

■データ活用の重要性に共感しつつ，役割分担の限界がある
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ことが問題であると感じている。特に「海苔の仕事」に関わ

れる学生の数が限られているため，他の学生が「自分たちは

何もできていない」と感じる可能性がある。そこで，データ

抽出方法をサポートし，いくつかのチームに分けて役割を割

り振る形で進めるのが良いと提案。例えば「データ抽出チー

ム」や「マネジメントチーム」を作り，負担を軽減し，組織

のミニ版を形成することで，データ活用がスムーズに進むと

考える。また，その取り組みをフィードバックし，受け手と

共有することが重要で，発信方法や宇土高校の取り組みを明

確に示すことが必要だと感じている。      
【斉藤貴委員】 

■課題研究に関して，他校生に発表する方法について議論し

ていく。子どもたちは自分たちの取り組みを発表したいとい

う意識が高く，実際に試みを行っている。これに対して，ど

のような支援が必要だと考えているか。 

【松添委員長】 

■学会への参加を積極的に促しているが，一部の学生に限定

されるのが現状。例えば，KSH のような取り組みを通じて，

参加機会を広げていくことが進められている。今年も高校 2

年生の約 100 人が発表に参加し，活動が広がっている。海外

での発表はハードルが高いが，2 年生は既に経験を積み，熊

本大学の国際活動にも関わっており，今年は 2 名が台湾で発

表。課題は依然として一部の生徒に限定されている点。 

【水口 SSH研究主任】 

■Web 形式での発表会を進めている。従来の PDF ファイルと

コメントフォームの形式から，Web 上での発表へと移行を検

討中。5 校からの発表を受け，指導員にコメントを依頼し，

生徒へのフィードバックを強化。3 月頃に指導員に研究テー

マへのコメントを求める案内を出す予定。参加者数が少ない

が，活用を促進したい。また，パウンドケーキの取り組みで

は，単なる販売にとどまらず，化学や生物学を活用し，栄養

素の最大活用法を提案するなど，異分野融合を進める方向性

を提案。STEAM 教育の観点から，テーマに基づいた多分野の

知識を活用した取り組みを推進してはどうか。さらに，「宇

土の三期」における『ウェルビーイング』の進行について，

評価委員からの質問を受け，生徒と教師の成長に関する具体

的な手立てと，課題研究における「声かけ」の方法について

質問。生徒の成長を促進するための効果的な声かけの方法に

ついて，詳細を伺いたい。 

【藤野指導主事】 

■パウンドケーキの開発では，黒い海苔を粉砕すると鮮やか

な緑色が出ることを発見。黒いままだと食欲をそそらず販売

が難しいと考えたが，粉砕することで見た目が向上し，風味

も残ることが分かり，販売に踏み切った。この発見は研究テ

ーマとして発展可能であると考えている。海苔の栄養面に関

する研究は既に進められていると認識していたため，特に踏

み込んでいなかったが，パウンドケーキに関する効果の分析

も実施できると感じた。       【梶尾指導教諭】 

■「海苔」の魅力を発信したいと考えていた生徒が，その手

段として「パウンドケーキ」を選択。その過程で，「海苔の

養殖の現状」や「海苔の消費量」などのデータを収集し始め

た。高校生の現状としては，データから何かを模索するので

はなく，まずやりたいことを明確にし，その実現のためにデ

ータ収集を行う形が一般的。この取り組みを通じて評価や新

たな接続が生まれ，プログラム化されることで 2 年目，3 年

目へと継続的に発展すると考えている。1 年目は生徒の意志

を基に，それを広げるための土台を作る段階と理解している。 

【後藤探究部長】 

■課題研究における「声かけ」の方法について質問。生徒の

成長を促進するための効果的な声かけの方法については。 

【藤野指導主事】 

■研究の改善点は多くあるが，最終的には自己評価に結びつ

く形になっている。発表後のフォローが不足しており，課題

として認識。今後の対応について検討が必要。 

【水口 SSH研究主任】 

■生徒が自己評価を高めるためには，次のレベルに到達する

ための具体的なアドバイスが必要。教師がどのように支援し，

段階的に引き上げるかが課題。生徒同士の話し合いだけでは

難しいため，指導方法を確立し，誰が指導しても対応できる

仕組みを整えることで，生徒の安心感を高めることが重要。

半年後に成長が実感できるシステムの構築が望ましい。 

【藤野指導主事】 

■社会探究（文系）の自己評価が低くなりがちなのは，探究

テーマの設定に課題があるためと考えられる。良いテーマが

あれば，生徒は積極的に発表し，成長につながる。学校では

2 期目から全教科で「問い」を作る授業を実施しており，そ

の中で①調べ学習で終わらせない工夫，②問いの質を高める

こと，③生徒の思考に変化をもたらすことを重視している。

例えば，「日本最強の城」というテーマでは，地形・機能・

実戦記録・海外比較などの切り口を示し，探究の視点を深め

ることで，歴史の知識が現代建築に応用できる可能性を見出

す。このような逆転の瞬間を全教員が理解し，探究活動を支

援することが重要。そのため，4 月に全職員向け研修を実施

し，「問い」の活用や探究の進め方を共有。良いテーマが設

定されれば，生徒の主体的な学びが促進され，発表への意欲

も向上すると考えられる。現状の課題はあるものの，少しず

つ改善が進んでいる。 
【奥田指導教諭】 

■探究活動の進め方やデータの扱い方をまとめた冊子『GS本』

があり，全国的に求められている。教員もこの冊子を参考に

しながら，探究活動についてのアドバイスを行っている。先

ほど話にあった「手立て」との関連で，一歩止まっている生

徒へのアプローチとして『GS本』を活用するのが，現在最も

効果的な方法ではないかと考えられる。 

【福田教頭】 

■『GS本』について，その内容を確認したい。重要な資料で

あるため，広く共有されるべきであり，ぜひ学ばせていただ

きたい。また，科学には「人文科学」「社会科学」「自然科

学」の三つの領域があり，それらを明確に区別しながら教育

を進める必要がある。宇土高校の成果，子どもたちの発表や

研究，教育内容は，校内だけでなく外部へ発信するべきであ

り，これについては何度も議論されている。しかし，熊本県

内の高校からの問い合わせは少なく，県外からの関心の方が

高い状況がある。新たな発信方法の一案として，SSH 校同士

の姉妹校を作る。1 対 1 の関係ではなく，グループとして県

外のデータや事例を共有し，議論する場を設けることで，新

たな SSH の形を作ることができるのではないか。ただし，新

しいことを始めるためには「スクラップアンドビルド」の視

点が必要であり，進化には挑戦と努力が不可欠である。校長

先生が話された進化の 2 つの側面（新しい挑戦と積み重ねに

よる確実性の向上）を踏まえ，今後の宇土高校の取り組みに

ついて考える必要がある。最後に，熊本北高校と天草高校が

評価から 2 番目となった理由について，どの点が評価された

のかを確認したい。 

【松添委員長】 

■評価のポイントについて，研究員の捉え方と異なる可能性

はあるが，熊本北高校は理数科に加え，国際的な視点を持つ

取り組みが評価された。一方，天草高校は地域との関わりや

地域課題の研究が評価されており，その地域性が強みとなっ

ている。それぞれの学校が持ち味を生かした取り組みを行っ

ている点が評価のポイントであると考えられる。 

【横川校長】 

■近年，評価が厳しくなり，データに裏打ちされた成果が求

められるようになっている。評価基準が明確に示されており，

各校はその基準に基づいて取り組みを評価される。成果を上

げるためには，データ収集と分析に基づいて，次のステップ

への手立てを明確に示し，その内容を 1 項目ずつ説明するこ

とが重要。例えば，熊本北高校は海外との連携や職員研修，
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天草高校は地域との関わりが評価に該当。教員間での協力や

ワークシートによって，具体的な手法を導入し，評価基準に

合致した成果が生まれることが重要。 

【藤野指導主事】 

■評価を受ける側と評価する側の両方の立場を理解すること

が重要。取り組み自体も大切だが，それを評価の基準に合わ

せて根拠を示すことが求められる。時代ごとに評価基準は異

なり，現在の基準に適応することが大切。重要な項目を整理

して評価に反映させれば，上位の評価が得られる可能性が高

まる。特に『ウェルビーイング』については注目されており，

それに関して確実に答えを出す必要がある。新しいチャレン

ジを取り入れ，SSH 校を広げるためのグループ作成は一つの

アイディアだが，負担を避けるために整理し，議論が必要。

また，最高評価の学校が「0」ということは満足していない

証拠，継続的な改善が求められる。 

【松添委員長】 

■「海苔のパウンドケーキ」は良い取り組みだが，生産者の

減少が課題であるため，総合計画においてその課題に対する

検討が行われている。生産者を増やすために補助金などの政

策も検討されており，この点について議論が必要である。ま

た，栄養に関する話題も関連しており，海の栄養素について

調べることが次の課題と捉えている。        【加藤委員】      
■発表の場で生徒に過度な方向性を示すことなく，生徒が自

分の興味を追求できるようにすることが重要である。そのた

め，産業界などさまざまな分野の方々を招くことで，異なる

視点からの意見をもらうことが生徒の刺激となり，学びを深

める可能性がある。また，データサイエンスや DX人材に関

して，漠然とした言葉だけでなく，実際にどのようなニーズ

があるのかを明確にすることが大切である。教育現場では，

具体的な事例や企業との連携を進め，実社会に直結した課題

に取り組むことが必要である。最終的に，成果発表の場では

実社会の意見を反映し，新たな視点を得ることで生徒の興味

を引き出し，より良い成果を生むことを目指すべきである。

【齊藤弘順委員】 

■「探究活動」と「課題研究」，さらに「Well-BeingⅠ・Ⅱ」

はそれぞれ異なるものであることを理解した。中間評価につ

いては，実現可能性が評価の大きなポイントとなるため，そ

の点を整理しアピールすることが重要である。また，生徒の

アンケートは重要であるが，進捗状況や申請書に記載されて

いた内容以上の成果が達成されている場合，それを強くアピ

ールすることが高い評価につながる可能性があると感じた。 

【城本委員】 

■宇土高校の取り組みが『ウェルビーイング』に結びついて

いない，あるいはその関係性が見えづらい点が課題である。

先生方がどのように『ウェルビーイング』を実現していくか

を考えることが重要であり，各チームに「ウェルビーイング

とは何か」を考えさせ，発表させることは意義がある。生徒

たちには，自分たちの探究テーマの中で『ウェルビーイング』

をどこに位置づけるのかを考えさせることが必要。そのため

には，最初に「私たちが考えるウェルビーイング」を明確に

掲げる形が効果的だと思われる。社会実装に関する視点を取

り入れることも重要であり，少しでも実現できたことを強調

して説明することが評価に繋がる。 

【岩間委員】 

■評価を評価書や評価基準に合わせるために行うことは好ま

しくないが，学生が主体的に動いた結果として評価書に合致

する内容を記載することはテクニックに過ぎない。評価書は

オーディエンスに合わせて伝え方を工夫し，誰に何が求めら

れているかを意識する必要がある。『ウェルビーイング』を

全面に押し出し，わかりやすく，今後入学する生徒にも伝わ

るようにすることが重要であり，それを行うことが宇土高校

生の取り組みだという点が大切。     【斉藤貴志委員】 

■教師たちは自信を持ち，教育の質を向上させることが重要。

教師は変わる可能性があるため，教師自身のブラッシュアッ

プ方法を考える必要がある。宇土高校には素晴らしい資源が

詰まっており，その良さをもっと広げるためには別のアプロ

ーチが求められる。宇土高校が SSH の拠点校となることも一

つの方法であり，それは県の取り組みとして重要になるかも

しれない。 

【松添委員長】 

■企業の方を招いたり，成果発表会などで多忙になると思う

ので，熊本県の SSH コーディネーターを活用したりして，先

生方の負担軽減に役立ててほしい。 

【本山 SSHコーディネーター】 

■評価時に目立つのは『ウェルビーイング』であり，科学技

術人材の育成はロジックやデータ処理，技術的な側面に重点

を置くが，『ウェルビーイング』の要素が加わることでプラ

スアルファとなる。発表では，ロジックスーパープレゼンテ

ーションを小中学生に見せることが推奨される。 

【堀指導主事】 

■協議を通じて，どこを見て何を語るかが重要であることを

再認識した。SSH 事業を通じて，生徒たちの学びや人生，キ

ャリアが豊かになり，宇土中高と宇土市が輝く場所になるこ

とを目指している。学校のマンパワーには限界があるため，

学校外のネットワークを活用し，取り組みを「進化」「深化」

させることが重要である。今日の協議内容を校内の取り組み

に活かし，今後とも支援をお願いしたい。 

【横川校長】 

 

第３節 教育課程上に位置付けた課題研究テーマ 

テーマ設定の流れ（探究科目と探究活動の名称） 

科目  名称  テーマ設定グループ分け 

1年  ロジック 

リサーチ 
 
全生徒 1人 1テーマ設定から探究 

ロ ジ

ッ ク

プ ロ

グ ラ

ム 

 a個人設定 bミニ課題研究 

 ⇩     

 
プレ 

課題研究 
 a 個人研究 b 研究室体験 

c グループ 

研究 

  ⇩     

2-3年課題研究  SS課題研究 学際課題研究 GS課題研究 

①テーマ設定方法 

a個人研究 プレ課題研究から継続して個人研究 

b継続研究 過去の課題研究で確立した手法を用いて研究 

c新規研究 プレ課題研究テーマからグループ編制 

②指導の類型化 SS課題研究，学際課題研究の指導方法 

共同研究型 専門機関が確立した手法を用い,共同研究 

連 携 型 適宜,専門機関から指導助言,施設機器を利用 

自 治 型 学校内施設機器利用で課題研究を展開 

 

（１）課題研究テーマ一覧 

3年「SS課題研究」＊2年次より継続した研究 
テーマ 担当者 

定常波における波の重さの不思議Ⅱ 
梶尾滝宏 
岩山真大 ターンオーバー現象を科学する 

光源の大きさによって虹の見え方は変わるのか 
まるで忍者！？巻き貝が水面を這う不思議 太田黒景司 
アスピリン(アセチルサリチル酸)の合成～収率をあげる条件は～ 下山智彦 

上中崇 ガンゼキのレシピ化 
音を見分けよう 

水口雅人 
ロアッソ熊本の飛躍に向けて〜データ分析からロアッソ熊本の守備を紐解く〜 
不知火海を吹く風を探る～近くに地域気象観測所がない「永尾」の風の推定～ 

本多栄喜 
えっ，島が浮いてる！？～浮島現象の発生・観測条件と原理～ 
玄米乳酸菌液の発酵と単離 

後藤裕市 物理療法が自律神経に与える影響 
自然の植物で簡単に作れる蚊よけ剤のレシピ化 

 

2年「SS課題研究」 
テーマ 担当者 指導法 設定 

リモート会議における音響トラブル 

梶尾滝宏 

岩山真大 
自治 新規 

上昇水流による海洋ゴミの回収 
ARDUINO 
漫画を可視化してみよう 
ガラスが作り出す光の模様 
ガチャガチャを使って宇土高生の自学時間を伸ばそう～AIや GASを使った集計システムを作る～ 
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みかんの成分抽出による日焼け止めの開発 
上中崇 

自治 新規 

成分抽出による消臭剤 
地産地消の化粧水 
3Dプリンターの材料になる合金を作りたい 

下山智彦 
長い時間燃え続けるろうそくを作るためには？ 
環境に優しい石鹸を作る 
みかんの脱色 

ガンゼキのレシピ化に向けて 田口弘貴 連携 継続 

適切な送迎禁止区域を作成し，雨天時に発生する宇土高校近辺の渋滞問題を解決しよう 
水口雅人 
大島聡矩 
津田竜志 
山本涼一 

自治 新規 

｛WASAN｝～和算 
曜日による自律神経の変化 
ストレスと集中力の関係性 
高校野球におけるタイブレークでの戦い方 
バランスの良い音 
大気が描く蜃気楼カレンダー～視程観測で読み解く浮島現象～ 

本多栄喜 連携 
継続 

蜃気楼を生み出す海面水温の正確な値の把握 継続 
貝類の繁殖をコントロールする 太田黒景司 自治 継続 
睡眠の質について 

後藤裕市 
井芹珠美 

連携 継続 
ネバネバ物質を多く含む食品を探る 

自治 新規 
温度別でナチュラルチーズの乳酸菌の有無を確認する 
肌に良い効果を出す乳酸菌 
コケの分布と共生関係について 
蚊が寄ってくる条件 

3年「学際課題研究」＊2年次より継続した研究 
テーマ 担当者 

液状化による被害を減らす〜液状化の発生する条件〜 
本多栄喜 雨あめ降れふれ母さんが～ところで母さん，雨はいつ降るの？～ 

非常食の実態調査と宇土高校へ新たな管理方法の提案 

強い橋をつくるには 梶尾滝宏 
森内和久 

ヘドロの可能性〜産業廃棄物を使えるものに〜 井芹珠美 

ヘドロが有明海を救う！？ノリノリヘドロ大作戦 下山智彦 

ため池ヘドロ電池を作る！ 梶尾滝宏 

サイクリングが睡眠の質に与える影響 後藤裕市 

2年「学際課題研究」 
テーマ 担当者 指導法 設定 

あったら嬉しい水害マップ 

本多栄喜 
森内和久 

共同 新規 
非常食ご班 自治 新規 
災害時に栄養バランスが整った食事を 共同 新規 
災害時の生活用水を確保しよう！！ 

連携 新規 
Let’s make UTO’s hazardmap!!～外国人向けのハザードマップを作ろう～ 
なんで地面がドロドロに？？～子供の安全を守る～ 
馬門石の赤色はヘマタイト？ 
午睡を長くすると夜の睡眠に影響する？～ウィルコクソンに聞いてみた！～ 後藤裕市 連携 継続 

廃棄農作物で建材づくりに挑戦！ 
梶尾滝宏 
森内和久 共同 継続 

ヘドロのパワーを伝えたい！！ 梶尾滝宏 

井芹珠美 

自治 継続 

ヘドロのひろがる可能性 共同 継続 

1年「SSプレ課題研究」 
テーマ 担当者 

研

究

室

体

験 

蟻の行動と性質 

井芹珠美 
竹炭と植物プランクトン～やっかいものを海の資源に～ 
カビの予防について 身近なものでカビを予防できるのか 
人に害のある植物には共通点があるのか 
ヨーグルトをたくさん食べたい 
ねばねば物質に含まれる遺伝子を探れ 

後藤裕市 
蚊の視覚に関する誘引と忌避 
目覚めとストレスの関係 
睡眠と運動の関係性 
島原大変肥後迷惑 

本多栄喜 
うわっめっちゃ浮いとるやん‼浮島を科学する～不知火海で最高に浮く浮島現象の観測～ 

グ
ル
ー
プ 

黒く見える波 
梶尾滝宏 
岩山真大 

簡易ランタンを明るくするには 
塩の流れ 
ビル風 

のりと育毛の関係 

下山智彦 

上中崇 

炎色反応の可能性 

廃油を使ったろうそく作り 

シャボン玉を長持ちさせよう！ 

食べられる宝石の正体～琥珀糖の秘密を探る～ 

果実の香りの成分を抽出 
ペットボトルロケットと放物性の関係性 

津田竜志 
水口雅人 
大島聡矩 

肉食鳥類と草食鳥類の違い 
バットの中でどれが一番飛ぶのか 
スポーツとストレス値は変化するのか？ 
最強のお城を作る 
一次不定方程式についての考察 
最も甘い糖の組み合わせについて 

3年「GS課題研究」＊2年次より継続した研究 
分野 課題・研究テーマ 担当 

文化・芸術・

スポーツ 
MISSION:九州における隠れキリシタンの真相を暴け！ 

永吉与志一 

皆越千賀子 

教育 ICT機器の利用について 

農林水産業・食料 でこぽんの皮の大活用 

目指せ！UTO＝海苔！ 

環境・生態系 地球温暖化を AI で知る～2030年の熊本市の気温～ 

宇土地域研究 宇土雨乞い大太鼓の魅力度発信 

2年「GS課題研究」 
分野 研究テーマ 担当 

文化・芸術 
芸術による異文化交流 

浅川修弘 
不登校の生徒が抱える原因と自分たちができること 

倫理・哲学・心理 
心理による人への影響 

松本あす香 
リバタリアニズムについての多角的探究 

スポーツ 

日本代表が世界で勝てるように必要な事とは 

山﨑圭三 

江原奈穂 

スポーツとエナジードリンクの関係について 

江戸時代の人の運動神経 

高校・大学・プロ野球選手のスイングの違い 

3000m障害を速く走るには 

人権・貧困・食料不足 

熊本県のフードロス削減について 

永吉与志一 児童虐待について 

LGBTQ逆差別問題 

地域社会 
newいきなり団子を作るばいっ！ 松本あす香 

甲佐町，美里町の課題と活性化 西本恵美子 

教育 外国の教育の意識と違いについて 
福島和美 

医療・衛生・福祉 艶のある肌づくり 

農林水産業・食料 
ポリプからフードロス削減へ！！ 

中村雄一郎 
でりしゃすのりしゃすで料理しゃす！ 

経済・ビジネス 個人でできる経済不安への対策 西本恵美子 

国際関係 世界へ GO！熊本城！ 中村雄一郎 

宇土地域研究 
宇土の特産品で地域活性化へ 

西本恵美子 
網田ネーブルの相棒探し！！！ 

1年「GSプレ課題研究」 
分野 研究テーマ 指導者 

文化 

芸術 

哲学 

倫理 

戊辰戦争にみる各藩の武士道～気候や風土から考察する～ 
松永夏海 熊本の特産品を使ったお菓子を考える 

巨匠の再評価された作品の謎に迫る！ 小川康 

しりとり必勝法 
藤末貴裕 

人権 高齢者への理解を高めよう！ 

貧困・食料問題 パンは非常食に適しているか 齊藤知晴 

地域社会 宇土高校のゴミ問題 藤末貴裕 

教育 
日本とフィンランドの教育制度の違い 西英貴 

デジタルの勉強と紙の勉強の違いについて 齊藤知晴 

医療衛生福祉 癌について 松永夏海 

政治 過疎地域の税金の問題点 齊藤知晴 

農業・食料 痩せた土地で農作物を作るには 田口弘貴 

労働 教員の働き方改革 松永夏海 

経済・ 

ビジネス 

日本経済における金融機関の課題 西英貴 

なぜ TSMCは熊本の菊陽に来たのか 小川康 

化粧品と社会環境 松永夏海 

国際関係 
日本人学生が海外留学を積極的にするには？ 

小川康 
日本の食糧生産の課題と解決 

環境・生態系 身近な殺処分 齊藤知晴 

ライフサイエ

ンス 

植物における音の影響 
西英貴 

思春期うつとの向き合い方 

音楽による気分の変化 

田口弘貴 音楽を聞くことで睡眠の質は上がるのか 

情報 ネット上で多くの人々に動画を見てもらうには 

地域研究 野良猫の共生の道 藤末貴裕 

1年「ロジックリサーチ」 
ID テーマ 担当 

1101 教育について 水橋勇行子 

1102 自分に適した音楽を知る。 後藤裕市 

1103 なぜ飢餓はなくならないのか。お腹いっぱいになる子供が増えるためにはどうすればいいのか。 下川明大 

1104 犬の好きな食べ物・・・ 磯野克康 

1105 言葉は人にどのような影響をもたらすのか？ 吉本真理 

1106 なぜ脱炭素を解決することができないのか？ 田口弘貴 
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1107 脳にとって効率のいい勉強法 沖村麻美 

1108 カフェインは睡眠や人体にどのような影響を及ぼすのか 沖村麻美 

1109 心理学で嘘をあばこう 福島和美 

1110 樹液が虫たちに与える成分について 津田竜志 

1111 炎色反応を利用して花火を作ってみる 川崎憲二 

1112 ＡＩを使った犯罪を防ぐにはどのようにすればいいのか 沖村麻美 

1113 子どもや若い人たちが住みやすい街にするためには？ 西本恵美子 

1114 二酸化炭素は本当に地球温暖化に関与しているのか 村嶋恭子 

1115 ブルーライトが身体に与える影響 田口弘貴 

1116 音楽のジャンルとそれによる人間の心情の変化 吉本真理 

1117 宇城市の活性化を目指して 吉本光浩 

1118 なぜ AIの自動手術に手術を任せないのか。また，手術支援という形をとっているのはなぜか。 高木健志 

1119 音楽を聞くことでスポーツのパフォーマンスは向上するのか 江原奈穂 

1120 人間にはなぜ急所が多いのか？ 内村友哉 

1121 読書をすることによる効果 石川未来 

1122 子どもが急に大声をだす理由 串山春樹 

1123 オオカナダモを使った光合成の実験 植田直子 

1124 猫アレルギー 松永夏海 

1125 なぜ人は差別するのか。 西英貴 

1126 音楽とメンタルケアとの関係 吉本真理 

1127 物質の性質と温度変化 梶尾滝宏 

1128 睡眠の質と睡眠時間 山﨑圭三 

1129 ペットボトルロケットでどのような工夫をすれば高く飛ばすことができるか？ 梶尾滝宏 

1130 がんの現代医療と昔の医療の治療方法の差 松本あす香 

1131 学校から生まれる発達障害 水橋勇行子 

1201 戊辰戦争に見る各藩の武士道 奥田和秀 

1202 教員不足の現状とこれからの課題 水橋勇行子 

1203 高齢化による農業の衰退を防ぐには 梶尾滝宏 

1204 教員の人手不足の解消 水橋勇行子 

1205 高校生の生活習慣病の予防に向けた食生活の見直し 西山青空 

1206 表情が及ぼすコミュニケーションへの影響について 長田洋子 

1207 SDGsの目標達成基準はなんなのか。 長田洋子 

1208 降雨の際にする独特な匂いの正体と原因はなにか？ 山本涼一 

1209 プラナリアの生態について 川崎憲二 

1210 習慣化させるためには 濱克彦 

1211 この世の中を平和にするには 田多良裕司 

1212 SDGsは 2030年までに成功できるのか？ 長田洋子 

1213 毛玉になりやすい素材は何か 長田洋子 

1214 居眠りについて 山﨑圭三 

1215 勉強を好きになるには 濱克彦 

1216 保育士不足の背景 松本あす香 

1217 子供が眠くならない授業の仕方 西山青空 

1218 なぜ子供は野菜嫌いがおおいのか？ 西山青空 

1219 いろんな国の海洋汚染への対策 浅川修弘 

1220 生徒との向き合い方 西英貴 

1221 水耕栽培でよく育つ水を研究しよう 井芹珠美 

1222 なぜ切ったりんごは茶色くなるのか 藤末貴裕 

1223 平和と公正をすべての人へ 小川康 

1224 音楽が人に与える影響 伊藤裕子 

1225 目を良くするものや方法 山本涼一 

1226 虐待する親の心理と子供の実態 松本あす香 

1227 睡眠の仕組み 山﨑圭三 

1228 絵は人にどんな影響を与えるのか。 森内和久 

1229 早く髪を伸ばすには 伊藤裕子 

1230 振り子の動きでどのような絵が描けるのか 竹下勝明 

1231 海洋ごみを減らすにはどうすればいいのか 田口弘貴 

1301 ガザ紛争について 齊藤知晴 

1302 ヨットと体重の関係 岩山真大 

1303 満足感のある睡眠をとるためには 後藤裕市 

1304 スポーツ前に音楽を聞くことは良いことか。 藤末貴裕 

1305 運動前にすると効果的なストレッチ 藤末貴裕 

1306 外国と日本の学校の違い 伊藤裕子 

1307 熊本のようにきれいな水を作れる方法 井芹珠美 

1308 蚊除けの効果を最大限発揮するためには 後藤裕市 

1309 ヒトデの餌に対する行動パターンは何か 大島聡矩 

1310 音楽と集中力 大島聡矩 

1311 化粧品と多様性 松永夏海 

1312 誰もが安心できる社会にするには 西本恵美子 

1313 勉強中に聞く音楽は脳にどんな影響があるか 福島和美 

1314 脳と夢の関係 上中崇 

1315 九州のふるさと納税 西本恵美子 

1316 ウトウトタイムの時音楽が切れると目が覚めるか 川崎憲二 

1317 円盤を遠くに飛ばすためのフォームについて 橋本慎二 

1318 宇土の歴史 吉本光浩 

1319 ヨットはどうやったら早く走るのか？ 松永夏海 

1320 落下時に安定しやすい形とその理由 梶尾滝宏 

1321 布と静電気の関係について 岩山真大 

1322 蚊を避ける方法 内村友哉 

1323 晩白柚の苦みはどこから 藤本大平 

1324 殺処分とペットビジネスについて 串山春樹 

1325 工夫して筋肉をつける～部活動の時間だけでどれだけ鍛えられるか～ 植田直子 

1326 なぜ甘いものを食べている時，塩辛いものを食べたいと思うのか 緒方真代 

1327 薬は１番，何の液体で飲むのか良いのか" 本多栄喜 

1328 磁気ネックレスには効果があるのか 藤本大平 

1329 人口密度とリダンダンシーの重要性 早田誠 

1330 環境のメンタルへの影響 石川未来 

1331 音楽を聞くと勉強に集中できるのか 大島聡矩 

1332 鏡のくもりを防ぐには 竹下勝明 

1333 円盤投げで飛距離を伸ばす投げ方 橋本慎二 

1401 竹炭の効果について 植田直子 

1402 ダンゴムシの歩き方 中村雄一郎 

1403 メンタルブレイクと精神病 串山春樹 

1404 自分の勉強時間を増やしていくためにはアプリを活用すれば増えるであろう 岩山真大 

1405 高校生の二度寝とその原因 上中崇 

1406 マイクロプラスチックと生態系の関係は？ 村嶋恭子 

1407 睡眠と運動の関係 後藤裕市 

1408 人の依存〜何が誰を依存させるのか〜 福島和美 

1409 勉強と環境の関係性 濱克彦 

1410 公平な世界を作るためには 藤本大平 

1411 「熊本城＝最強の城＝食べられるお城⁉」～現代の災害対策に活かすことができないか〜 奥田和秀 

1412 音楽とは 田多良裕司 

1413 プログラミングは誰にでもできるのか 竹下勝明 

1414 植物における音の影響 水口雅人 

1415 ペットボトルのキャップをより軽い力で開けるには 田口弘貴 

1416 日本の円安はなぜ起きたのか 早田誠 

1417 時代による美人の定義 伊藤裕子 

1418 音と人のイメージ 梶尾滝宏 

1419 勉強中に音楽を聞くのはありなのか？ 松本あす香 

1421 色と食 森内和久 

1422 匂いの行方を探る 山本涼一 

1423 島原大変肥後迷惑 本多栄喜 

1424 授業中の挙手を増やすには 福島和美 

1425 遺伝の顕性と潜性 藤末貴裕 

1426 島原大変肥後迷惑の真実 本多栄喜 

1427 四色型色覚について 内村友哉 

1428 氷を長持ちさせるには 串山春樹 

1429 ダンゴムシの生態系 中村雄一郎 

1430 日本語と日本人の言語能力 橋本慎二 

1431 壊れにくい体を作るにはどのようなことが必要か 藤本大平 

1432 生徒が課題を“提出”するには 水口雅人 

1433 化学の力で風船を膨らませる 上中崇 

1434 ろ過で安全な水を世界へ 井芹珠美 

1501 睡眠の質をあげよう 津田竜志 

1502 なぜシャー芯はシャーペンの限界の長さまでないのか 井芹洋征 

1503 アフリカの昔と現状 下川明大 

1504 熊本市の地下水はどのような経緯があって綺麗になったのか 井芹珠美 

1505 睡眠の質を上げる方法 井芹珠美 

1506 SDGs 飢餓をゼロに 浅川修弘 

1507 年によって天気の量に違いはあるのか，またその違いはなにか 津田竜志 

1508 パレスチナ問題から私達が学ぶこと 早田誠 

1509 気候変動に具体的な対策を 村嶋恭子 

1510 SDGs気候変動 井芹洋征 

1512 苦手な食べ物を克服したい！ 磯野克康 

1513 なぜ黒板は濃緑なのか？ 森内和久 

1514 結果とメンタルは関係性 江原奈穂 

1515 洗濯物を外に干すとなぜカメムシがつくのか，そしてその対策法 竹下勝明 

1516 なぜ地域によって使われている言葉が違うのか 吉本真理 

1517 なぜ癖毛の人と直毛の人がいるのか 下山智彦 
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1518 日本の為替相場について今知っておきたいこと 早田誠 

1519 栄養を効率よく取る方法 江原奈穂 

1520 なぜ英語と日本語では文法が違うのか 橋本慎二 

1522 蛙化現象について 西英貴 

1523 どうしたら村上乃亮は深い睡眠をとることができるのか 後藤裕市 

1524 熊本の歴史と地理 奥田和秀 

1525 ゴミを減らすためには 浅川修弘 

1526 ポイ捨てが環境に与える悪影響 磯野克康 

1527 なぜ地震は予測できないのか 本多栄喜 

1528 電気自動車とガソリン車ではどちらが環境に悪いのか 津田竜志 

1529 社会の不満を減らすには 下川明大 

1530 ポジティブ思考になるには？ 石川未来 

1601 現在のネット社会を仕事に有効活用し投資すると 水口雅人 

1602 YouTuberとして成功している人の特徴 齊藤知晴 

1603 自然に触れることでの心身に与える影響 西英貴 

1604 メイクが肌を犯すわけ 江原奈穂 

1605 スポーツが与える体への影響 磯野克康 

1606 地震に強い建築物を造るにはつくるには 小川康 

1607 カフェインによる睡眠不足の解決方法 沖村麻美 

1608 なぜ年を取っていくと怪我の修復が遅くなっていくのか？ 田多良裕司 

1609 倒れない家とは 小川康 

1610 ゲームをした後としなかったときの勉強するときの集中力の違い 岩山真大 

1611 音楽と心の関係性について 高木健志 

1612 長く住める家を作るには？ 小川康 

1613 大人と子どもの違い 石川未来 

1614 なぜ甘いものを食べると幸福になるのか 緒方真代 

1615 睡眠と体力の関係 山﨑圭三 

1616 斜視はどうやって症状が現れるのか 大島聡矩 

1617 日本とロシアの関係 下川明大 

1618 柔軟剤の香りは本当に必要なのだろうか。 上中崇 

1619 なぜ同じ場所に３つの宗教の聖地があるのか 西本恵美子 

1620 なぜ，人はすきなことをしているときに，時間を早く感じるのか 高木健志 

1621 オゾン層破壊の原因と地球温暖化の関係 齊藤知晴 

1622 病気の遺伝 内村友哉 

1623 なぜ音楽鑑賞を趣味としている人が多いのか?また，音楽で得られる効果とは? 齊藤知晴 

1624 なぜ色の配色で人の印象は変わるのか，また色がもたらす効果とは 森内和久 

1625 音楽が体にもたらす影響 松永夏海 

1626 カクテルパーティー効果は起こるのか，また起こりやすい条件とは 西山青空 

1627 子どもが少なくなっているのはなぜ。 浅川修弘 

1628 気圧が与える身体への影響 水口雅人 

1629 お菓子が与える身体への影響 緒方真代 

1630 音楽が身体にもたらす効果 植田直子 

中学 3年宇土未来探究講座・卒業研究 
担当教員：緒方真代 西本恵美子 村嶋恭子 内村友哉 

ID テーマ 
3101 ゲームが眠りに与える効果 
3102 国境を超えた働き手〜外国人労働者の実態とは〜 
3103 リモネンの抽出 
3104 全自動でゴミの分別 
3105 運動が与えるストレス値の変化 

3106 運動が与えるストレス値の変化 
3107 食品ロス，食品不足をなくすには 
3108 運動が与えるストレス値の変化 

3109 乳酸菌と味覚の関わり 
3110 長崎平和式典 
3111 国境を超えた働き手〜外国人労働者の実態とは〜 
3112 天然界面活性剤 
3113 人の心を読み取る方法 

3114 太陽の黒点の数と太陽光の強さの関係 
3115 肌に良い効果を出す乳酸菌 
3116 宇宙人は本当にいるのか 

3117 楽で，簡単，高収入～騙されないようにするために～ 
3118 人の心を読み取る方法 
3119 ゲームが眠りに与える効果 
3120 亀の五感と記憶について 
3121 調味料内の乳酸菌を調べよう！ 

3122 全自動でゴミの分別 
3123 全自動でゴミの分別 
3124 亀の五感と記憶について 

3125 運動が与えるストレス値の変化 

3126 乳酸菌と味覚の関わり 
3127 人の心を読み取る方法 
3128 食品ロス，食品不足をなくすには 

3129 ゲームが眠りに与える効果 
3130 運動が与えるストレス値の変化 
3131 ゲームが眠りに与える効果 
3132 食物アレルギーの原因物質であるタンパク質をタンパク質分解酵素を使って分解することができるか 
3133 国境を超えた働き手〜外国人労働者の実態とは〜 

3134 天然界面活性剤 
3135 食物アレルギーの原因物質であるタンパク質をタンパク質分解酵素を使って分解することができるか 

3201 肌に良い効果を出す乳酸菌 

3203 日本の将来に関わること 

3204 ゲームが眠りに与える効果 

3205 国境を超えた働き手〜外国人労働者の実態とは〜 

3206 長崎平和式典 

3207 天然界面活性剤 

3208 亀の五感と記憶について 

3209 なぜ男性はマスキュリストになれないのか 

3210 リモネン抽出大作戦〜柑橘類による含有量の違い〜 

3211 太陽の黒点の数と太陽光の強さの関係 

3212 ネバネバ物質を多く含む食品を探る 

3213 リモネンの抽出 

3214 日本の将来に関わること 

3215 リモネンの抽出 

3216 リモネンの抽出 

3217 日本の将来に関わること 

3218 宇宙人は本当にいるのか 

3219 亀の五感と記憶について 

3220 人の心を読み取る方法 

3221 調味料内の乳酸菌を調べよう！ 

3222 国境を超えた働き手〜外国人労働者の実態とは〜 

3223 亀の五感と記憶について 

3224 リモネン抽出大作戦〜柑橘類による含有量の違い〜 

3225 リモネン抽出大作戦〜柑橘類による含有量の違い〜 

3226 蚊がよって来やすい条件 

3227 ネバネバ物質を多く含む食品を探る 

3228 長崎平和式典 

3229 人の心を読み取る方法 

3230 なぜ男性はマスキュリストになれないのか 

3231 全自動でゴミの分別 

3232 ゲームが眠りに与える効果 

3233 全自動でゴミの分別 

3234 蚊がよって来やすい条件 

3235 天然界面活性剤                                                                                   
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第４節 研究開発実施報告書における用語集（本校が独自に考案し,独自の使い方をしている用語） 

番号 語句 報告書 説明 

対象 

1年 2年・3年 

全 自然探究 社会探究 

1 UTO－LOGIC P.11 
本校が定義した生徒に身につけさせたい力。論理的に,客観的
に,グローバルに思考せよ。その思考は革新的であれ,創造的で
あれ 

● ● ● 

2 ロジックルーブリック P.12 
UTO-LOGIC の高校 3 年間の探究活動の到達度を L,O,G,I,C の 5
観点と 5尺度で評価する表。 ● ● ● 

3 ロジックチェックリスト P.12 
スライド口頭発表,ポスター,要旨(論文)等,成果物を LOGICの 5
観点に関する項目の確認判断表。 ● ● ● 

4 ロジックアセスメント P.11 UTO-LOGICを測る総合問題。CBT形式で問う。 ● ● ● 

5 ウェルビーイングシート P.12 
探究,体験等をウェルビーイングの視点で振り返りまとめるシ
ート 

● ● ● 

6 探究の「問い」を創る授業 P.14 
全教科,全授業が進める本校探究型授業の名称。教員が,生徒
が,授業から「問い」を創る。 ● ● ● 

7 未来科学・未来科学 Lab P.22 
高校 1年で理科,基礎 4領域を扱う学校設定科目。理科 4領域の
探究型実験を行う時間。 

● 
 

 
 

8 Junior Well-Being P.19 
通称 JWB。中学で数学・理科を教科横断的な学びで深める選択
教科。 

（中学のみ） 9 Junior Technology P.20 
通称 J-Tech。中学で技術を教科横断的な学びで深める選択教
科。 

10 宇土未来探究講座 P.35 中学段階の総合的な学習の時間の名称。 

11 ロジックプログラム 
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 

P.37 
高校段階の「理数探究基礎」「理数探究」「情報Ⅰ」の代替科
目,社会と共創して探究活動を展開する。 ● ● ● 

12 ロジックリサーチ P.37 
ロジックプログラムⅠで上期に 1 人 1 テーマで行う探究活動の
名称 ●   

13 プレ課題研究 P.41 ロジックプログラムⅠで下期に行う探究活動の名称。 ●   

14 未来体験学習 P.39 
ロジックプログラムⅠで全生徒が夏期休業中に行う先端企業訪
問,希望生徒が 12 月つくば学園都市で行う研修プログラムの名
称。 

●   

15 
SS(スーパーサイエンス)課
題研究 

P.43 
2 年，3 年次で数学・理科の教員を中心に自然科学に関する探
究を行う。  ● ● 

16 
GS(グローバルサイエンス)
課題研究 

P.43 
2 年，3 年次で理数以外の教員を中心に数学・理科の教員が関
わりながら人文科学,社会科学に関する探究を行う  ● ● 

17 学際課題研究 P.43 
2年，3年次で SS課題研究と GS課題研究を融合させたテーマで
行う課題研究。理科・数学の教員とそれ以外の教員が共同で指
導を行う。 

 ● ● 

18 ロジックガイドブック P.43 全生徒,教員が活用する探究の手引き。  ● ● 

19 GS本 P.43 GS課題研究に取り組む生徒,教員が活用する探究の手引き。  ● ● 

19 SSH研究成果要旨集 
SSH課題研究論文集 

P.49 2月製本。全探究活動を 1テーマ 1Pにした要旨集。 
7月製本。3年課題研究を 1テーマ 8Pにした論文集。 

● ● ● 

20 UTO Well-Being探究 Award P.49 
夏に行う本校の成果発表会の総称。中・高の主な探究の取り組
みを紹介する。UTO-LOGIC を駆使する様子を披露する。 ● ● ● 

21 ロジック・スーパー 
プレゼンテーション 

P.49 
冬に行う全生徒の探究の 1 年間の取り組みの成果を発表する
場。UTO-LOGICを駆使する様子を披露する。 ● ● ● 

22 GLP P.51 
グローバルリーダー育成プロジェクトの略,希望者対象海外研
修。 ● ● ● 

23 英語活用教室 U-CUBE P.51 GLP研究主任が常駐する英語活用教室の総称。 ● ● ● 

24 ペーパーブリッジコンテスト P.55 中学美術で産・学・官連携して実践する STEAM教育の名称 (中学のみ) 

25 学びの部屋 SSH P.56 近隣の児童対象に理科実験指導及び自由研究相談を行う企画。 ● ● ● 

26 Well-BeingⅠ・Ⅱ P.60 
高校 1 年,2 年の「数学Ⅰ」「情報Ⅰ」の代替科目,データを駆
動させ,自身の健康や地域社会のウェルビーイングを追求する
科目 

● ● ● 

27 ウトウトタイム P.66 本校昼休みに設定する午睡の時間の総称。 ● ● ● 

28 ウェルビーイング 
市民公開講座 

P.65 
学校設定科目「Well-BeingⅠ・Ⅱ」で取り組んだウェルビーイ
ングに関する取組を地域へ発信するシチズンサイエンスの一
環。 

● ● ● 

29 SSH研究推進委員会 P.73 
各校務分掌の代表の視点から SSH 事業の方向性を検討する会
議。    

30 探究部 P.73 探究部長を中心に,各学年が主体となって事業推進する会議    
31 GS研究主任 P.73 GS（グローバルサイエンス）課題研究の推進を図る研修主任    

32 GLP研究主任 P.73 
U-CUBE に常駐し,海外研修,留学生支援,海外進学支援など国際
教育の推進を図る研究主任 

   

33 
3人 1組教科の枠を越える授
業研究 

P.73 
理科×家庭×保健等,3人 1組で授業研究及び公開授業を行う職
員研修の総称 

   

34 課題研究担当者会議 P.73 数学,理科教員で SS課題研究に関する情報交換する会議    

35 Well-Being開発会議 P.73 
学校設定科目 Well-BeingⅠ・Ⅱのシラバス・教材開発を行う会
議 
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全校体制・組織に関する用語索引 

熊本県 
教育委員会 

 
SSH 運営指導 

委員会 
 

大学 
研究機関 

指導⇩助言  指導⇩助言  指導⇩助言        
   校長    
        

 
【運営委員会】 

管理職・校務分掌部長・学年主任 
 【Zero-Ichi】 

指導教諭 3人 
 
  

    

 
【第Ⅲ期 SSH 推進委員会】 

管理職・探究部長・教務主任 
SSH研究主任・GS研究主任・GLP研究主任 

 

        

 
職員研修 
職員会議 

 【探究部】 
部長・SSH研究主任・GS研究主任・ 

GLP 研究主任等 

 
事務室  

  
        

 
高校 
学年会 

 
【課題研究担当者会議】 
数学教員・理科教員全員 

 
中学 

学年会 
 

       
 

第５節 開発独自教材一覧 

 

Logicality 

(論理性) 

Objectivity 

(客観性) 

Global 

(グローバル) 

Innovativeness 

(革新性) 

Creative 

(創造性) 

Well-Being 

(ウェルビーイン

グ) 

５ 

説明の論理性 

研究をアカデミック

ライティングの手法

で説明できる 

研究の客観性 

第三者が課題研究

論文集から客観的

に研究証明できる 

国際発表 

英語で課題研究の

成果を発表するこ

とができる 

構造の変化 

研究結果から従来の

枠組・構造を変える

ことができる 

概念の創造 

研究結果から新し

い概念を見出すこ

とができる 

探究と公共 

探究を人類・社会

の幸せを願って進

めることができる 

４ 

説明の対照性 

対照実験としてコン

トロールの設定がで

きる 

研究の正当性 

統制群とコントロ

ールの違いを統計

的に証明できる 

国内発表 

研究の成果を学校

外で発表すること

ができる 

疑問の変化 

研究結果・考察から

手法や条件の再設定

ができる 

価値の創造 

研究内容及び研究

結果に価値を見出

すことができる 

探究と共生 

探究を学校や地域

をよくするため進

めることができる 

３ 

説明の一貫性 

研究の仮説・目的と

手法,結果,考察に一

貫性がある 

研究の再現性 

実験手法から再現

性の高い結果を示

すことができる 

同世代発表 

研究の成果を様々

な高校生に発表す

ることができる 

仮説の変化 

研究結果の考察から

研究の仮説を再設定

できる 

思考の創造 

研究結果の考察か

ら新たな研究を見

出すことができる 

探究と展望 

探究を個人の希望

と展望を持って進

めることができる 

２ 

説明の確実性 

説明の根拠となるデ

ータを示すことがで

きる 

研究の妥当性 

確立した科学的手

法を用いた実験・

研究ができる 

グローバルの一歩 

研究の概要を英語

でも説明すること

ができる 

知識の変化 

研究内容と教科書等

学習内容の関連付け

ができる 

知識の創造 

研究内容から教科

書等学習内容の知

識ができる 

探究と個人 

探究を個人の興味

や関心に基づき進

めることができる 

１ 

説明の一般性 

科 学 的 論 文 形 式

IMRAD に沿ったレポ

ートができる 

情報の正確性 

参考文献の出典を

明らかにしたレポ

ートができる 

視野の拡がり 

自分の興味視野を

未知の世界で拓く

レポートができる 

感覚の変化 

自分の認識・感覚を

変えるレポートがで

きる 

未知の創造 

自分の既知と未知

の区別があるレポ

ートができる 

探究と意義 

探究を外的刺激や

責任・義務感で進

めることができる         
知識・技能【探究】 思考・判断・表現【探究】 主体性【探究】 

（２）ロジックガイドブック第二版   （３）ＧＳ（グローバル・サイエンス）本 

      

（４）ホームページ掲載教材（URL：https://sh.higo.ed.jp/utosh/SSH 新 https://uto-sh.com/2021-12-09-09-39-08.html） 

①ロジックリサーチガイダンス動画 ⑥ウトウトタイムから拡がる探究の世界 

②ロジックリサーチテーマ設定ガイダンス動画 ⑦どこまで認める？どう活かす？ゲノム編集 

③プレ課題研究ガイダンス動画 ⑧架け橋プロジェクト（ペーパーブリッジコンテスト） 

④未来科学 Labチェックリスト ⑨SSH ポスターセッション動画 

⑤ロジックチェックリスト ⑩SSH 課題研究論文集・SSH 研究成果要旨集 

 

 

（１）ロジックルーブリック“LOGIC”『Think Logically,Objectively and Globally.Be Innovative and Creative.』 

https://sh.higo.ed.jp/utosh/SSH
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第６節 研究開発の分析の基礎資料・データ 

質的調査 

実施 事前：令和 6年 7月 事後：令和７年 2月 

対象：3年 SS 87人,2年自然探究 122 人,1年自然探究希望 83人,コース 2年社会探究 72人,1年社会探究希望 62人(有効回答) 

   表記上は 3年 SS,2年 SS,1年 SS,2年 GS,1年 GSと表記する 

方法：Google form選択肢回答法 （Closed-ended question）・単数回答法（SA; Single Answer） 

間隔尺度（強制選択尺度[4件法 4：肯定,3:やや肯定,2:やや否定,1否定]）の各段階の割合と平均を求め,事前事後の差を得る。 

分析 ポートフォリオ（CS ポートフォリオ）分析として,研究開発の仮説を総合評価に設定し,個別評価要素の重要度指標と満足度指

標を得て,重点的改善要素を抽出する。（❷研究開発実施報告書（本文）第４節 実施の効果とその評価に分析内容を示す） 

 
Ⅰ探究の問いを創る授業 
理科が好きになった 

 
3 年 SS 2 年 SS 1 年 SS 2 年 GS 1 年 GS 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 0 4 18 14 11 11 4 6 1 3 

3 19 12 36 50 32 40 13 18 16 15 

2 50 33 19 43 28 32 33 29 37 28 

1 18 28 9 15 12 7 22 24 8 15 

Ave 2.01 1.68 2.77 2.52 2.51 2.61 1.99 2.08 2.16 2.10 

差 -0.33 -0.25 0.11 0.09 -0.06 

理科をもっと学びたいと思うようになった 

4 0 3 16 17 14 13 2 6 2 4 

3 21 11 33 48 31 39 14 17 18 14 

2 48 32 22 40 29 31 33 28 34 30 

1 18 31 11 17 9 7 23 26 8 13 

Ave 2.03 1.61 2.66 2.53 2.60 2.64 1.93 2.04 2.23 2.15 

差 -0.43 -0.13 0.04 0.11 -0.08 

理科を勉強すると日常生活に役立つ 

4 5 6 18 19 16 25 7 10 4 5 

3 26 24 37 56 37 36 23 24 26 25 

2 42 23 18 33 22 25 25 25 23 16 

1 14 24 9 14 8 4 17 18 9 15 

Ave 2.25 1.91 2.78 2.66 2.73 2.91 2.28 2.34 2.40 2.33 

差 -0.34 -0.12 0.18 0.06 -0.08 

他教科を勉強するために理科が必要だ 

4 2 4 11 6 7 11 2 5 4 0 

3 20 12 31 43 33 33 15 21 11 18 

2 45 29 27 52 36 38 33 27 38 28 

1 20 32 13 21 7 8 22 24 9 15 

Ave 2.05 1.63 2.49 2.28 2.48 2.52 1.96 2.09 2.16 2.05 

差 -0.41 -0.21 0.04 0.13 -0.11 

理科を意識的に学習する時間が増えた 

4 1 4 11 8 7 8 1 3 2 0 

3 14 9 20 44 25 38 6 15 13 15 

2 50 31 36 47 36 33 41 34 35 28 

1 22 33 15 23 15 11 24 25 12 18 

Ave 1.93 1.59 2.33 2.30 2.29 2.48 1.78 1.95 2.08 1.95 

差 -0.34 -0.03 0.19 0.17 -0.13 

理科を学ぶと探究活動に役立つ 

4 5 5 17 14 15 20 5 9 2 3 

3 24 11 36 58 39 43 24 23 23 26 

2 42 30 21 32 23 24 23 22 27 17 

1 16 31 8 18 6 3 20 23 10 15 

Ave 2.21 1.66 2.76 2.56 2.76 2.89 2.19 2.23 2.27 2.28 

差 -0.55 -0.20 0.13 0.04 0.00 

数学が好きになった 

4 2 4 24 19 15 10 6 7 2 0 

3 16 11 32 44 41 43 18 20 19 20 

2 48 29 16 43 19 31 28 31 30 26 

1 21 33 10 16 8 6 20 19 11 15 

Ave 1.99 1.61 2.85 2.54 2.76 2.63 2.14 2.19 2.19 2.08 

差 -0.38 -0.31 -0.13 0.06 -0.11 

数学をもっと学びたいと思うようになった 

4 4 4 22 19 13 13 3 8 3 1 

3 15 9 28 51 36 39 21 20 22 18 

2 47 30 21 34 28 32 27 26 28 28 

1 21 34 11 18 6 6 21 23 9 14 

Ave 2.02 1.57 2.74 2.58 2.67 2.66 2.08 2.17 2.31 2.10 

差 -0.45 -0.16 -0.02 0.09 -0.21 

数学を勉強すると日常生活に役立つ 

4 2 5 15 14 18 14 3 9 2 3 

3 25 23 32 55 27 36 23 23 22 22 

2 40 25 24 37 31 34 24 23 28 24 

1 20 24 11 16 7 6 22 22 10 12 

Ave 2.10 1.87 2.62 2.55 2.67 2.64 2.10 2.25 2.26 2.26 

差 -0.23 -0.07 -0.03 0.15 0.00 

 

 

他教科を勉強するために数学が必要だ 

4 3 4 14 13 22 16 6 6 4 1 

3 25 18 40 56 32 34 25 22 30 27 

2 42 26 20 34 26 37 22 27 20 20 

1 17 29 8 19 3 3 19 22 8 13 

Ave 2.16 1.74 2.73 2.52 2.88 2.70 2.25 2.16 2.48 2.26 

差 -0.43 -0.22 -0.18 -0.09 -0.22 

数学を意識的に学習する時間が増えた 

4 4 6 17 21 11 19 5 8 4 2 

3 27 12 37 47 44 43 19 22 24 29 

2 38 28 17 38 20 23 30 26 27 20 

1 18 31 11 16 8 5 18 21 7 10 

Ave 2.20 1.69 2.73 2.60 2.70 2.84 2.15 2.22 2.40 2.38 

差 -0.51 -0.13 0.15 0.07 -0.03 

数学を学ぶと探究活動に役立つ 

4 3 7 11 12 12 15 4 7 3 2 

3 21 15 33 50 36 43 25 24 22 19 

2 43 25 23 46 30 29 21 24 28 27 

1 20 30 15 14 5 3 22 22 9 13 

Ave 2.08 1.76 2.49 2.49 2.66 2.78 2.15 2.21 2.31 2.16 

差 -0.32 0.00 0.12 0.06 -0.14 

理数系教育が充実している 

4 9 10 13 13 16 19 14 21 17 13 

3 41 27 47 64 42 47 30 30 22 24 

2 31 27 17 34 19 19 17 13 15 17 

1 6 13 5 11 6 5 11 13 8 7 

Ave 2.61 2.16 2.83 2.65 2.82 2.89 2.65 2.77 2.77 2.70 

差 -0.45 -0.18 0.07 0.11 -0.07 

探究活動が好きになった 

4 4 3 9 12 9 4 7 9 8 7 

3 38 29 38 58 27 47 24 27 21 19 

2 38 31 20 36 35 31 30 27 26 24 

1 7 14 15 16 12 8 11 14 7 11 

Ave 2.45 2.01 2.50 2.54 2.40 2.52 2.38 2.40 2.48 2.36 

差 -0.44 0.04 0.12 0.03 -0.12 

将来探究活動をもっとしたいと思うようになった 

4 2 5 11 8 6 4 7 9 6 6 

3 32 18 25 41 27 30 21 18 16 20 

2 43 41 31 46 39 42 29 30 30 21 

1 10 13 15 27 11 14 15 20 10 14 

Ave 2.30 1.94 2.39 2.25 2.34 2.27 2.28 2.21 2.29 2.30 

差 -0.36 -0.14 -0.07 -0.07 0.00 

探究活動を勉強すると日常生活に役立つ 

4 8 9 9 11 13 13 7 11 11 8 

3 45 36 38 55 31 46 30 30 28 26 

2 27 20 25 36 28 21 20 21 16 13 

1 7 12 10 20 11 10 15 15 7 14 

Ave 2.62 2.25 2.56 2.47 2.55 2.69 2.40 2.48 2.69 2.46 

差 -0.37 -0.09 0.13 0.08 -0.23 

他教科を勉強するために探究活動が必要だ 

4 4 4 9 9 8 10 5 6 6 3 

3 35 27 26 43 29 36 25 21 24 26 

2 40 30 33 46 36 33 26 27 24 16 

1 8 16 14 24 10 11 16 23 8 16 

Ave 2.40 1.99 2.37 2.30 2.42 2.50 2.26 2.13 2.45 2.26 

差 -0.41 -0.06 0.08 -0.13 -0.19 

探究活動を意識的に進める時間が増えた 

4 7 10 10 10 6 5 5 8 7 3 

3 24 20 36 44 28 36 22 21 21 27 

2 46 36 23 43 36 40 29 27 25 14 

1 10 11 13 25 13 9 16 21 9 17 

Ave 2.32 2.10 2.52 2.32 2.33 2.41 2.22 2.21 2.42 2.26 

差 -0.22 -0.20 0.09 -0.01 -0.16 

 

 

 

探究活動をすると教科学習に役立つ 

4 6 8 11 13 9 11 5 9 5 4 

3 35 28 29 41 32 44 23 20 27 27 

2 39 30 28 49 35 26 30 29 24 16 

1 7 11 14 19 7 9 14 19 6 14 

Ave 2.46 2.15 2.45 2.39 2.52 2.63 2.26 2.25 2.50 2.34 

差 -0.31 -0.06 0.12 -0.02 -0.16 

宇土高校は探究型授業が充実している 

4 32 22 24 26 21 32 24 27 20 12 

3 37 34 43 71 39 45 28 39 30 36 

2 17 15 13 18 20 9 14 6 10 11 

1 1 6 2 7 3 4 6 5 2 2 

Ave 3.15 2.60 3.09 2.95 2.94 3.17 2.97 3.14 3.10 2.95 

差 -0.55 -0.13 0.23 0.17 -0.15 

 

Ⅱ探究活動ロジック 
科学技術・数学・理科の魅力ある取組に参加できる 

 
3 年 SS 2 年 SS 1 年 SS 2 年 GS 1 年 GS 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 3 6 14 16 10 19 4 9 8 4 

3 32 23 41 62 47 49 25 29 28 21 

2 37 32 20 37 20 16 28 26 20 25 

1 15 16 7 7 6 6 15 13 6 11 

Ave 2.26 1.99 2.76 2.71 2.73 2.90 2.25 2.44 2.61 2.30 

差 -0.28 -0.04 0.17 0.19 -0.32 

社会・人文科学系の魅力ある取組に参加できる 

4 8 9 10 11 9 14 9 12 10 8 

3 37 24 36 56 39 35 33 34 33 27 

2 34 30 26 44 28 32 23 24 15 16 

1 8 14 10 11 7 9 7 7 4 10 

Ave 2.52 2.09 2.56 2.55 2.60 2.60 2.61 2.66 2.79 2.54 

差 -0.43 -0.01 0.00 0.05 -0.25 

国際活動・英語の魅力ある取組に参加できる 

4 5 6 18 14 11 12 7 11 9 6 

3 32 20 25 51 30 32 25 30 30 22 

2 39 34 30 47 33 36 25 25 18 23 

1 11 17 9 10 9 10 15 11 5 10 

Ave 2.36 1.94 2.63 2.57 2.52 2.51 2.33 2.53 2.69 2.39 

差 -0.41 -0.07 -0.01 0.20 -0.30 

科学技術・数学・理科に関する能力やセンス向上に役立つ 

4 4 5 14 16 11 23 2 8 6 7 

3 37 29 41 70 53 49 30 29 30 24 

2 37 28 22 28 15 14 28 30 22 20 

1 9 15 5 8 4 4 12 10 4 10 

Ave 2.41 2.05 2.78 2.77 2.86 3.01 2.31 2.45 2.61 2.46 

差 -0.37 -0.01 0.16 0.15 -0.15 

社会・人文科学系に関する能力やセンス向上に役立つ  

4 9 7 11 13 11 14 9 10 8 7 

3 43 34 44 57 47 46 38 38 37 34 

2 30 23 20 41 20 26 19 21 13 12 

1 5 13 7 11 5 4 6 8 4 8 

Ave 2.64 2.17 2.72 2.59 2.77 2.78 2.69 2.65 2.79 2.66 

差 -0.47 -0.13 0.01 -0.05 -0.13 

国際活動・英語に関する能力やセンス向上に役立つ 

4 5 7 12 11 13 13 6 7 6 8 

3 34 24 40 58 39 45 31 33 31 27 

2 38 30 25 40 27 25 25 26 19 16 

1 10 16 5 13 4 7 10 11 6 10 

Ave 2.39 2.02 2.72 2.55 2.73 2.71 2.46 2.47 2.60 2.54 

差 -0.37 -0.17 -0.02 0.01 -0.06 

科学技術・数学・理科に対する興味・関心・意欲が高まる 

4 8 7 17 20 16 22 7 6 5 7 

3 38 29 44 69 53 53 29 33 33 24 

2 33 24 16 28 10 13 24 26 19 20 

1 8 17 5 5 4 2 12 12 5 10 

Ave 2.53 2.07 2.89 2.85 2.98 3.06 2.43 2.43 2.61 2.46 

差 -0.46 -0.04 0.08 0.00 -0.15 
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社会・人文科学系の興味・関心・意欲が高まる 

4 7 9 13 11 13 16 9 12 16 12 

3 48 35 38 63 46 48 37 37 31 32 

2 26 22 23 38 19 22 20 20 12 10 

1 6 11 8 10 5 4 6 8 3 7 

Ave 2.64 2.25 2.68 2.61 2.81 2.84 2.68 2.69 2.97 2.80 

差 -0.39 -0.07 0.04 0.01 -0.16 

国際活動・英語の興味・関心・意欲が高まる 

4 5 8 17 15 13 16 6 9 11 12 

3 43 29 28 56 39 39 32 31 31 26 

2 31 25 28 41 25 30 23 28 17 12 

1 8 15 9 10 6 5 11 9 3 11 

Ave 2.52 2.11 2.65 2.62 2.71 2.73 2.46 2.52 2.81 2.64 

差 -0.40 -0.02 0.02 0.06 -0.17 

進路選択における進学（大学等）や就職に役立つ 

4 16 15 25 26 19 26 14 16 13 15 

3 42 29 39 72 45 40 39 37 37 34 

2 24 22 16 21 13 22 13 18 8 5 

1 5 11 2 3 6 2 6 6 4 7 

Ave 2.79 2.32 3.06 2.99 2.93 3.00 2.85 2.82 2.95 2.93 

差 -0.47 -0.07 0.07 -0.03 -0.02 

進路選択における進学後の志望分野探しに役立つ 

4 15 14 20 20 17 25 11 14 14 14 

3 40 31 43 68 45 37 38 38 31 31 

2 27 21 18 26 17 24 17 18 14 8 

1 5 11 1 8 4 4 6 7 3 8 

Ave 2.75 2.32 3.00 2.82 2.90 2.92 2.75 2.77 2.90 2.84 

差 -0.43 -0.18 0.02 0.02 -0.07 

進路選択における将来の志望職種探しに役立つ 

4 13 15 17 19 17 23 12 12 13 12 

3 38 28 45 61 46 39 36 38 31 31 

2 32 22 19 32 17 25 17 21 14 11 

1 4 12 1 10 3 3 7 6 4 7 

Ave 2.69 2.30 2.95 2.73 2.93 2.91 2.74 2.73 2.85 2.79 

差 -0.39 -0.22 -0.02 -0.01 -0.07 

 

Ⅲ社会と共創する探究 
英語が好きになった 

 
3 年 SS 2 年 SS 1 年 SS 2 年 GS 1 年 GS 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 5 7 10 10 10 13 6 8 9 6 

3 21 19 23 35 34 27 22 26 20 18 

2 55 30 33 49 27 30 24 20 24 26 

1 6 21 16 28 12 20 20 23 9 11 

Ave 2.29 1.91 2.33 2.22 2.51 2.37 2.19 2.25 2.47 2.31 

差 -0.38 -0.11 -0.14 0.05 -0.16 

学校で英語をもっと学びたい 

 
3 年 SS 2 年 SS 1 年 SS 2 年 GS 1 年 GS 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 9 11 12 20 18 22 11 10 13 9 

3 25 19 28 39 32 26 25 30 25 23 

2 45 28 33 35 24 27 17 13 16 18 

1 8 19 9 28 9 15 19 24 8 11 

Ave 2.40 2.02 2.52 2.42 2.71 2.61 2.39 2.34 2.69 2.49 

差 -0.38 -0.11 -0.10 -0.05 -0.20 

英語を学ぶと日常生活に役立つ 

4 20 24 25 28 23 31 21 22 22 13 

3 40 22 37 61 43 32 26 34 26 30 

2 24 18 15 22 11 19 12 10 9 12 

1 3 13 5 11 6 8 13 11 5 6 

Ave 2.89 2.43 3.00 2.87 3.00 2.96 2.76 2.87 3.05 2.82 

差 -0.46 -0.13 -0.04 0.11 -0.23 

他教科を学ぶために英語が必要だ 

4 12 13 17 21 21 22 12 12 15 11 

3 32 16 35 49 31 27 24 25 24 25 

2 32 31 26 37 22 28 21 21 17 14 

1 11 17 4 15 9 13 15 19 6 11 

Ave 2.52 2.06 2.79 2.62 2.77 2.64 2.46 2.39 2.77 2.59 

差 -0.46 -0.17 -0.13 -0.07 -0.18 

英語を意識的に学習する時間が増えた 

4 15 17 14 14 14 21 12 13 10 8 

3 35 20 34 51 30 29 26 27 21 22 

2 30 23 23 36 29 32 20 17 24 22 

1 7 17 11 21 10 8 14 20 7 9 

Ave 2.67 2.20 2.62 2.48 2.58 2.70 2.50 2.43 2.55 2.48 

差 -0.47 -0.15 0.12 -0.07 -0.07 

 

 

 

英語を学ぶと探究活動に役立つ 

4 16 14 17 17 12 23 12 15 12 15 

3 27 21 29 46 39 28 26 27 26 23 

2 37 24 29 36 23 28 20 16 17 15 

1 7 18 7 23 9 11 14 19 7 8 

Ave 2.60 2.13 2.68 2.47 2.65 2.70 2.50 2.49 2.69 2.74 

差 -0.47 -0.22 0.05 -0.01 0.04 

宇土高校は英語教育が充実している 

4 3 3 6 12 11 15 7 11 13 6 

3 37 21 34 45 41 36 30 31 29 33 

2 40 35 33 47 25 31 22 20 15 17 

1 7 18 9 18 6 8 13 15 5 5 

Ave 2.41 1.87 2.45 2.42 2.69 2.64 2.43 2.49 2.81 2.66 

差 -0.54 -0.03 -0.04 0.06 -0.15 

地域課題や地域資源の活用に視野を拡げることができる  

4 10 15 18 11 12 18 12 15 14 10 

3 49 39 33 63 42 44 39 38 26 30 

2 23 16 27 40 23 24 14 14 18 19 

1 5 7 4 8 6 4 7 10 4 2 

Ave 2.74 2.48 2.79 2.63 2.72 2.84 2.78 2.75 2.81 2.79 

差 -0.25 -0.16 0.12 -0.02 -0.02 

グローバルな課題発見や問題解決に視野を拡げることができる 

4 7 9 19 16 14 20 11 16 12 12 

3 53 42 36 64 49 45 40 37 35 31 

2 22 19 23 33 15 23 14 13 11 13 

1 5 7 4 9 5 2 7 11 4 5 

Ave 2.71 2.38 2.85 2.71 2.87 2.92 2.76 2.75 2.89 2.82 

差 -0.33 -0.14 0.05 -0.01 -0.07 

大学や専門機関と連携して探究活動を進めてみたい 

4 4 8 19 22 17 21 12 14 10 12 

3 36 27 39 44 26 25 25 32 30 23 

2 35 31 22 45 31 37 24 17 15 16 

1 12 11 2 11 9 7 11 14 7 10 

Ave 2.37 2.14 2.91 2.63 2.61 2.67 2.53 2.60 2.69 2.61 

差 -0.23 -0.28 0.05 0.07 -0.09 

地域や企業・自治体と連携して探究活動を進めてみたい  

4 10 11 22 21 12 19 15 14 7 14 

3 32 29 36 49 33 33 27 33 31 20 

2 36 26 22 42 32 31 19 19 17 20 

1 9 11 2 10 6 7 11 11 7 7 

Ave 2.49 2.23 2.95 2.66 2.61 2.71 2.64 2.65 2.61 2.67 

差 -0.26 -0.29 0.10 0.01 0.06 

学びの部屋 SSH（小学生実験教室）に参加したい 

4 14 14 16 18 7 16 8 13 16 9 

3 48 43 23 42 27 24 19 19 16 16 

2 22 11 29 38 35 33 23 23 18 23 

1 3 9 14 24 14 17 22 22 12 13 

Ave 2.84 2.48 2.50 2.44 2.33 2.43 2.18 2.30 2.58 2.34 

差 -0.36 -0.06 0.11 0.12 -0.24 

他の SSH 指定校の研究を調べたことがある 

4 5 4 9 9 8 9 1 6 3 5 

3 14 17 28 40 21 28 17 14 15 15 

2 42 27 20 40 25 19 23 27 18 20 

1 26 29 25 33 29 34 31 30 26 21 

Ave 1.98 1.72 2.26 2.20 2.10 2.13 1.83 1.95 1.92 2.07 

差 -0.25 -0.05 0.04 0.11 0.15 

SSH 指定校の生徒と交流を図る機会を増やしたい 

4 3 5 10 15 9 15 9 10 4 8 

3 42 34 25 32 35 22 21 22 24 17 

2 36 28 33 54 28 40 22 27 22 23 

1 6 10 14 21 11 13 20 18 12 13 

Ave 2.48 2.16 2.38 2.34 2.51 2.43 2.26 2.31 2.32 2.33 

差 -0.32 -0.04 -0.07 0.05 0.01 

SSH について家族や友人等に話す機会が増えた 

4 3 6 8 11 5 12 5 6 6 6 

3 25 20 28 39 27 23 25 26 16 14 

2 38 27 33 45 35 34 23 22 29 20 

1 21 24 13 27 16 21 19 23 11 21 

Ave 2.11 1.86 2.38 2.28 2.25 2.29 2.22 2.19 2.27 2.08 

差 -0.25 -0.10 0.04 -0.03 -0.19 

宇土高校の SSH 事業が誇りである 

4 7 10 9 15 13 23 14 14 11 12 

3 50 26 42 56 39 38 37 29 33 24 

2 20 30 23 37 24 22 11 22 10 15 

1 10 11 8 14 7 7 10 12 8 10 

Ave 2.62 2.17 2.63 2.59 2.70 2.86 2.76 2.58 2.76 2.62 
差 -0.45 -0.04 0.16 -0.18 -0.14 

 

 

Ⅳ Well-BeingⅠ・Ⅱ 
WB の授業内容で統計処理の仕方を理解 

 
3 年 SS 2 年 SS 1 年 SS 2 年 GS 1 年 GS 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4   19 16 12 18 2 8 16 12 

3   36 64 42 44 30 29 31 32 

2   23 33 23 24 28 30 12 10 

1   4 9 6 4 12 10 3 7 

Ave   2.85 2.71 2.72 2.84 2.31 2.45 2.97 2.80 

差  -0.14 0.12 0.15 -0.16 

WB の授業で課題研究のレポートのまとめ方を理解 

 
3 年 SS 2 年 SS 1 年 SS 2 年 GS 1 年 GS 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4   17 14 17 17 6 9 7 6 

3   36 58 38 44 32 31 28 29 

2   21 32 23 23 23 28 25 19 

1   8 18 5 6 11 9 2 7 

Ave   2.76 2.56 2.81 2.80 2.46 2.52 2.65 2.56 

差  -0.20 -0.01 0.06 -0.09 

WB の内容をもっと深く学んでみたい 

 
3 年 SS 2 年 SS 1 年 SS 2 年 GS 1 年 GS 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4   5 15 17 17 12 14 8 6 

3   45 58 33 36 25 32 29 22 

2   26 39 29 30 24 17 21 23 

1   6 10 4 7 11 14 4 10 

Ave   2.60 2.64 2.76 2.70 2.53 2.60 2.66 2.39 

差  0.04 -0.06 0.07 -0.27 

WB の内容を今後の課題研究に更に活かしてみたい 

 
3 年 SS 2 年 SS 1 年 SS 2 年 GS 1 年 GS 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4   13 15 15 20 8 8 8 8 

3   41 66 40 37 24 35 31 24 

2   26 31 24 28 26 20 19 18 

1   2 10 4 5 14 14 4 11 

Ave   2.79 2.70 2.80 2.80 2.36 2.48 2.69 2.48 

差  -0.09 0.00 0.12 -0.22 

 

ロジックルーブリック 
Logically(論理性) 

説明の一般性：科学的論文形式 IMRAD に沿ったレポートができる 

 
3 年 SS 2 年 SS 1 年 SS 2 年 GS 1 年 GS 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 4 6 5 8 6 6 6 5 2 1 

3 43 40 33 46 29 41 14 29 25 20 

2 36 22 36 57 41 36 41 29 26 32 

1 4 9 8 11 7 7 11 14 9 8 

Ave 2.54 2.26 2.43 2.42 2.41 2.51 2.21 2.32 2.32 2.23 

差 -0.28 -0.01 0.10 0.12 -0.09 

説明の確実性：説明の根拠となるデータを示すことができる 

4 8 9 8 13 6 15 4 7 7 3 

3 57 45 41 62 52 42 30 39 35 37 

2 19 16 28 44 20 29 28 19 16 19 

1 3 7 5 3 5 4 10 12 4 2 

Ave 2.80 2.41 2.63 2.70 2.71 2.76 2.39 2.53 2.73 2.67 

差 -0.39 0.06 0.04 0.14 -0.05 

説明の一貫性：研究の仮説・目的と手法,結果,考察に一貫性がある説明ができる 

4 8 9 8 15 7 15 7 9 8 3 

3 51 46 37 57 43 41 27 34 29 30 

2 24 15 31 45 27 29 31 22 21 25 

1 4 7 6 5 6 5 7 12 4 3 

Ave 2.72 2.43 2.57 2.67 2.61 2.73 2.47 2.52 2.66 2.54 

差 -0.30 0.10 0.12 0.05 -0.12 

説明の対照性：対照実験としてコントロールの設定ができる 

4 4 9 8 12 9 11 7 6 5 2 

3 43 40 40 60 27 44 17 32 23 25 

2 34 20 25 43 42 30 40 26 30 30 

1 6 8 9 7 5 5 8 13 4 4 

Ave 2.52 2.34 2.57 2.63 2.48 2.68 2.32 2.40 2.47 2.41 

差 -0.17 0.06 0.20 0.08 -0.06 

説明の論理性：研究をアカデミックライティングの手法で説明できる 

4 4 6 8 10 7 8 4 6 5 2 

3 39 31 27 46 27 35 17 20 20 15 

2 38 30 35 55 40 37 40 34 31 38 

1 6 10 12 11 9 10 11 17 6 6 

Ave 2.47 2.15 2.38 2.45 2.39 2.46 2.19 2.19 2.39 2.21 

差 -0.32 0.07 0.07 0.00 -0.17 
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Objectively(客観性) 

情報の正確性：参考文献の出典を明らかにしたレポートができる 

4 14 14 4 16 12 22 9 8 7 12 

3 48 43 43 63 41 45 31 44 35 32 

2 22 11 28 38 26 19 25 14 19 14 

1 3 9 7 5 4 4 7 11 1 3 

Ave 2.84 2.48 2.54 2.74 2.73 2.94 2.58 2.64 2.77 2.87 

差 -0.36 0.20 0.21 0.05 0.09 

研究の妥当性：確立した科学的手法を用いた実験・研究ができる 

4 7 5 10 13 8 13 5 6 5 1 

3 46 38 38 64 36 43 23 29 28 27 

2 30 24 26 41 32 31 35 30 26 27 

1 4 10 8 4 7 3 9 12 3 6 

Ave 2.64 2.21 2.61 2.70 2.54 2.73 2.33 2.38 2.56 2.38 

差 -0.44 0.10 0.19 0.04 -0.19 

研究の再現性：実験手法から再現性の高い結果を示すことができる 

4 4 5 8 14 11 11 5 8 3 1 

3 45 33 30 57 32 38 24 26 32 21 

2 34 29 38 44 35 37 35 29 24 33 

1 4 10 6 7 5 4 8 14 3 6 

Ave 2.56 2.15 2.49 2.64 2.59 2.62 2.36 2.36 2.56 2.28 

差 -0.41 0.15 0.03 0.00 -0.29 

研究の正当性：統制群とコントロールの違いを統計的に証明できる 

4 3 5 7 13 7 10 4 6 2 2 

3 42 34 30 50 33 32 21 26 28 17 

2 36 28 36 50 36 40 37 32 29 35 

1 6 10 9 9 7 8 10 13 3 7 

Ave 2.48 2.16 2.43 2.55 2.48 2.49 2.26 2.32 2.47 2.23 

差 -0.32 0.12 0.01 0.06 -0.24 

研究の客観性：第三者が課題研究論文集から客観的に研究証明できる 

4 7 5 8 11 7 10 6 7 4 2 

3 42 34 31 52 39 33 22 26 30 19 

2 32 27 35 49 31 42 33 29 25 35 

1 6 11 8 10 6 5 11 15 3 5 

Ave 2.57 2.15 2.48 2.52 2.57 2.53 2.32 2.32 2.56 2.30 

差 -0.43 0.05 -0.03 0.01 -0.27 

Globally(グローバル) 

視野の拡がり：自分の興味・視野を未知の世界で拓くレポートができる 

4 6 10 8 9 11 14 9 10 7 6 

3 46 39 36 57 41 42 27 35 24 28 

2 30 18 30 47 25 29 32 17 27 21 

1 5 10 8 9 6 5 4 15 4 6 

Ave 2.61 2.33 2.54 2.54 2.69 2.72 2.57 2.52 2.55 2.56 

差 -0.28 0.00 0.04 -0.05 0.01 

グローバルの一歩：研究の概要を英語でも説明することができる 

4 7 6 8 13 6 6 3 6 2 2 

3 28 28 26 32 18 21 16 14 16 10 

2 45 24 31 50 34 33 36 31 31 29 

1 7 19 17 27 25 30 17 26 13 20 

Ave 2.40 2.01 2.30 2.25 2.06 2.03 2.07 2.00 2.11 1.90 

差 -0.39 -0.05 -0.03 -0.07 -0.21 

同世代発表：研究の成果を様々な高校生に発表することができる 

4 9 10 7 9 9 11 6 9 2 2 

3 36 28 27 46 20 31 20 27 18 18 

2 33 28 34 54 32 35 36 22 27 30 

1 9 11 14 13 22 13 10 19 15 11 

Ave 2.52 2.20 2.33 2.42 2.19 2.44 2.31 2.34 2.11 2.18 

差 -0.32 0.09 0.25 0.03 0.07 

国内発表：研究の成果を学校外で発表することができる 

4 10 9 9 14 7 10 5 8 4 1 

3 31 26 19 41 22 27 22 27 18 16 

2 37 28 37 44 34 36 34 22 26 29 

1 9 14 17 23 20 17 11 20 14 15 

Ave 2.48 2.11 2.24 2.38 2.19 2.33 2.29 2.30 2.19 2.05 

差 -0.37 0.13 0.14 0.01 -0.14 

国際発表：英語で課題研究の成果を発表することができる 

4 3 3 9 9 8 6 4 4 2 3 

3 28 20 19 36 16 16 16 17 17 10 

2 40 24 29 43 29 40 34 28 24 30 

1 16 30 25 34 30 28 18 28 19 18 

Ave 2.21 1.72 2.15 2.16 2.02 2.00 2.08 1.96 2.03 1.97 

差 -0.48 0.02 -0.02 -0.12 -0.07 

 

 

 

 

 

 

 

 

Innovative(革新性) 

感覚の変化：自分の認識・感覚を変えるレポートができる 

4 9 9 6 12 12 16 4 9 4 6 

3 42 37 38 57 28 44 27 32 35 27 

2 34 24 30 43 35 24 35 24 20 21 

1 2 7 8 10 8 6 6 12 3 7 

Ave 2.67 2.32 2.51 2.58 2.53 2.78 2.40 2.49 2.65 2.52 

差 -0.34 0.07 0.25 0.09 -0.12 

知識の変化：研究内容と教科書等学習内容の関連ができる 

4 8 10 9 12 12 14 4 7 6 4 

3 39 32 37 47 29 40 30 33 30 28 

2 35 24 31 54 36 29 31 24 22 24 

1 5 11 5 9 6 7 7 13 4 5 

Ave 2.57 2.24 2.61 2.51 2.57 2.68 2.43 2.44 2.61 2.51 

差 -0.33 -0.10 0.11 0.01 -0.10 

仮説の変化：研究結果の考察から研究の仮説を再設定できる 

4 8 9 7 10 11 11 4 9 5 3 

3 39 39 46 64 34 41 30 32 30 31 

2 34 22 23 41 31 33 29 25 22 23 

1 6 7 6 7 7 5 9 11 5 4 

Ave 2.56 2.34 2.66 2.63 2.59 2.64 2.40 2.51 2.56 2.54 

差 -0.22 -0.03 0.05 0.10 -0.02 

疑問の変化：研究結果・考察から手法や条件の再設定ができる  

4 11 7 7 9 10 12 3 9 7 3 

3 36 42 45 66 29 39 30 29 26 30 

2 34 20 21 39 38 34 28 26 26 23 

1 6 8 9 8 6 5 11 13 3 5 

Ave 2.60 2.32 2.61 2.62 2.52 2.64 2.35 2.44 2.60 2.51 

差 -0.28 0.01 0.13 0.09 -0.09 

構造の変化：研究結果から従来の枠組・構造を変えることができる 

4 8 7 7 10 9 8 4 8 6 4 

3 37 35 33 50 29 37 19 29 23 20 

2 36 26 31 52 34 38 38 26 30 29 

1 6 9 11 10 11 7 11 14 3 8 

Ave 2.54 2.23 2.44 2.49 2.43 2.51 2.22 2.40 2.52 2.33 

差 -0.31 0.05 0.08 0.18 -0.19 

Creative(創造性) 

価値の創造：研究内容及び研究結果に価値を見出すことができる 

4 8 8 5 8 9 13 9 12 5 6 

3 50 46 41 60 43 43 30 35 32 30 

2 26 14 28 46 25 29 28 17 22 21 

1 3 9 8 8 6 5 5 13 3 4 

Ave 2.72 2.38 2.52 2.56 2.66 2.71 2.60 2.60 2.63 2.62 

差 -0.34 0.03 0.05 0.00 -0.01 

思考の創造：研究結果の考察から新たな研究を見出すことができる 

4 10 10 7 11 10 15 6 13 6 3 

3 44 40 36 61 38 44 30 29 29 28 

2 28 19 31 42 29 25 31 21 24 25 

1 5 8 8 8 6 6 5 14 3 5 

Ave 2.68 2.37 2.51 2.61 2.63 2.76 2.51 2.53 2.61 2.48 

差 -0.31 0.10 0.13 0.02 -0.14 

知識の創造：研究内容から教科書等学習内容の知識ができる 

4 10 8 5 15 10 14 6 7 6 2 

3 41 33 45 58 35 42 28 33 31 30 

2 30 25 26 39 33 28 32 23 22 24 

1 6 11 6 10 5 6 6 14 3 5 

Ave 2.63 2.21 2.60 2.64 2.60 2.71 2.47 2.43 2.65 2.48 

差 -0.43 0.04 0.11 -0.04 -0.17 

未知の創造：自分の既知と未知の区別があるレポートができる  

4 8 7 5 11 11 12 5 9 6 3 

3 42 38 35 49 29 40 24 30 26 25 

2 33 22 33 50 32 30 35 22 27 28 

1 4 10 9 12 11 8 8 16 3 5 

Ave 2.62 2.25 2.44 2.48 2.48 2.62 2.36 2.42 2.56 2.43 

差 -0.37 0.04 0.14 0.05 -0.14 

概念の創造：研究結果から新しい概念を見出すことができる 

4 8 7 6 8 14 13 4 9 4 3 

3 46 40 32 52 27 39 23 34 25 21 

2 29 21 31 51 33 29 35 18 29 31 

1 4 9 13 11 9 9 10 16 4 6 

Ave 2.67 2.29 2.38 2.47 2.55 2.62 2.29 2.47 2.47 2.34 

差 -0.38 0.09 0.07 0.18 -0.12 

 

 

 

 

 

 

 

 

Well-Being（ウェルビーイング） 

探究と意義:探究を外的刺激や責任・義務感で進めることができる 

4   6 11 11 19 8 12 7 10 

3   48 61 39 42 31 34 29 24 

2   20 40 25 23 29 19 23 20 

1   8 10 8 6 4 12 3 7 

Ave   2.63 2.60 2.64 2.82 2.60 2.60 2.65 2.61 

差  -0.04 0.18 0.00 -0.04 

探究と個人:探究を個人の興味や関心に基づき進めることができる 

4   9 9 15 22 8 13 5 9 

3   51 65 39 48 40 36 36 25 

2   15 42 25 16 19 15 19 21 

1   7 6 4 4 5 13 2 6 

Ave   2.76 2.63 2.78 2.98 2.71 2.64 2.71 2.61 

差  -0.12 0.19 -0.07 -0.10 

探究と展望:探究を個人の希望と展望を持って進めることができる 

4   7 9 14 13 6 9 5 5 

3   43 59 40 45 35 36 38 33 

2   22 44 24 28 26 20 17 17 

1   10 10 5 4 5 12 2 6 

Ave   2.57 2.55 2.76 2.74 2.58 2.55 2.74 2.61 

差  -0.02 -0.01 -0.04 -0.14 

探究と共生:探究を学校や地域をよくするため進めることができる 

4   11 9 12 14 8 13 7 5 

3   33 61 34 38 32 30 32 29 

2   29 39 28 31 25 20 19 22 

1   9 13 9 7 7 14 4 5 

Ave   2.56 2.54 2.59 2.66 2.57 2.55 2.68 2.56 

差  -0.02 0.07 -0.02 -0.12 

探究と公共:探究を人類・社会の幸せを願って進めることができる 

4   13 9 14 15 8 11 9 9 

3   34 60 39 40 33 35 31 25 

2   27 41 26 30 27 18 18 19 

1   8 12 4 5 4 13 4 8 

Ave   2.63 2.54 2.76 2.72 2.63 2.57 2.73 2.57 

差  -0.09 -0.04 -0.05 -0.15 

 

JST意識調査アンケート質問項目 
未知の事柄への興味が（好奇心）が向上する 

 
3 年 SS 2 年 SS 1 年 SS 2 年 GS 1 年 GS 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 15 13 17 20 16 21 15 14 10 12 

3 43 36 41 69 47 49 30 35 32 31 

2 26 19 21 27 16 18 18 22 15 11 

1 3 9 3 6 4 2 9 6 5 7 

Ave 2.80 2.38 2.88 2.84 2.90 2.99 2.71 2.74 2.76 2.79 

差 -0.43 -0.03 0.09 0.03 0.03 

科学技術・理科・数学の理論・原理への興味が向上する 

4 2 3 11 15 13 15 6 5 4 3 

3 26 21 40 67 42 47 16 24 17 23 

2 42 32 28 28 20 26 30 31 33 22 

1 17 21 3 12 8 2 20 17 8 13 

Ave 2.15 1.84 2.72 2.70 2.72 2.83 2.11 2.22 2.27 2.26 

差 -0.31 -0.02 0.11 0.11 -0.01 

観察・実験への興味が向上する 

4 5 7 13 15 15 16 8 10 3 6 

3 37 29 41 66 39 47 18 27 32 30 

2 37 25 26 31 22 23 33 25 22 15 

1 8 16 2 10 7 4 13 15 5 10 

Ave 2.45 2.08 2.79 2.70 2.75 2.83 2.29 2.42 2.53 2.52 

差 -0.37 -0.09 0.09 0.12 -0.01 

学んだことを応用することへの興味が向上する 

4 3 8 14 13 18 21 8 8 9 9 

3 45 35 36 69 34 39 24 35 24 29 

2 31 22 30 32 23 27 26 20 23 16 

1 8 12 2 8 8 3 14 14 6 7 

Ave 2.49 2.22 2.76 2.71 2.75 2.87 2.36 2.48 2.58 2.66 

差 -0.28 -0.04 0.12 0.12 0.08 

社会で科学技術を正しく用いる姿勢が向上する 

4 4 6 11 15 14 13 7 8 4 7 

3 40 35 40 57 37 48 22 30 32 29 

2 36 23 25 37 27 24 32 22 21 17 

1 7 13 6 13 5 5 11 17 5 8 

Ave 2.47 2.16 2.68 2.61 2.72 2.77 2.35 2.38 2.56 2.57 

差 -0.31 -0.08 0.04 0.03 0.01 
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自分から取り組む姿勢（自主性,挑戦心）が向上する 

4 22 19 20 28 16 18 16 17 13 12 

3 46 33 41 64 47 53 37 42 32 33 

2 16 18 19 27 13 16 14 11 15 10 

1 3 7 2 3 7 3 5 7 2 6 

Ave 3.00 2.51 2.96 2.96 2.87 2.96 2.89 2.90 2.90 2.84 

差 -0.49 0.00 0.09 0.01 -0.07 

周囲と協力して取り組む姿勢（協調性）が向上する 

4 26 22 25 41 18 27 16 24 13 19 

3 41 36 45 61 51 51 40 37 37 27 

2 18 12 11 16 12 10 11 11 10 9 

1 2 7 1 4 2 2 5 5 2 6 

Ave 3.05 2.61 3.15 3.14 3.02 3.14 2.93 3.04 2.98 2.97 

差 -0.44 -0.01 0.12 0.11 -0.02 

粘り強く取り組む姿勢が向上する 

4 24 18 16 31 20 22 10 15 13 16 

3 41 36 48 65 44 48 42 39 30 29 

2 20 16 17 20 14 17 14 16 17 10 

1 2 7 1 6 5 3 6 7 2 6 

Ave 3.00 2.52 2.96 2.99 2.95 2.99 2.78 2.81 2.87 2.90 

差 -0.48 0.03 0.04 0.03 0.03 

独自のものを創り出そうとする姿勢（独創性）が向上する 

4 24 19 14 22 20 18 9 13 14 12 

3 43 31 38 60 39 51 35 36 26 33 

2 18 19 30 34 20 17 21 20 21 11 

1 2 8 0 6 4 4 7 8 1 5 

Ave 3.02 2.47 2.80 2.80 2.90 2.92 2.64 2.70 2.85 2.85 

差 -0.55 0.00 0.02 0.06 0.00 

発見する力（問題発見力・気づく力）が向上する 

4 22 24 18 28 17 25 14 20 17 13 

3 47 33 46 69 51 46 41 34 31 36 

2 15 13 17 21 12 16 10 18 13 9 

1 3 7 1 4 3 3 7 5 1 3 

Ave 3.01 2.62 2.99 2.99 2.99 3.03 2.86 2.90 3.03 2.97 

差 -0.39 0.00 0.05 0.03 -0.07 

真実を探って明らかにする姿勢（探究心）が向上する 

4 13 16 12 21 16 21 13 18 14 17 

3 52 34 49 66 46 50 39 33 29 28 

2 21 19 21 30 17 15 14 17 14 9 

1 1 8 0 5 4 4 6 9 5 7 

Ave 2.89 2.44 2.89 2.84 2.89 2.98 2.82 2.78 2.84 2.90 

差 -0.45 -0.05 0.09 -0.04 0.06 

考える力（洞察力・論理力）が向上する 

4 20 19 18 23 20 24 18 20 17 15 

3 51 36 49 75 43 42 35 37 28 31 

2 14 15 15 18 16 21 13 11 16 13 

1 2 7 0 6 4 3 6 9 1 2 

Ave 3.02 2.54 3.04 2.94 2.95 2.97 2.90 2.88 2.98 2.97 

差 -0.48 -0.09 0.01 -0.02 -0.02 

成果を発表し伝える力(プレゼンテーション力)が向上する 

4 24 29 22 34 23 28 20 27 16 16 

3 45 29 42 66 37 40 35 29 32 34 

2 17 14 17 19 18 19 11 12 12 8 

1 1 5 1 3 5 3 6 9 2 3 

Ave 3.06 2.71 3.04 3.07 2.94 3.03 2.96 2.96 3.00 3.03 

差 -0.34 0.04 0.09 0.00 0.03 

英語による表現力が向上する 

4 2 5 10 8 12 12 7 9 12 9 

3 27 22 26 41 30 35 28 26 26 22 

2 50 37 43 50 31 32 20 26 18 20 

1 8 13 3 23 10 11 17 16 6 10 

Ave 2.26 1.99 2.52 2.28 2.53 2.53 2.35 2.36 2.71 2.49 

差 -0.28 -0.25 0.00 0.02 -0.22 

 

高校 1年ロジックプログラムⅠ 
① ロジックリサーチのテーマ設定をするための説明

がしっかりなされていた 

② ロジックリサーチの指導体制（1 人 1 テーマ，担

当の先生）はしっかりとなされていた 

③ ロジックリサーチに取り組むことで課題研究とは

どのようなものか理解することができた 

④ 課題研究の内容の発表を他の高校生の前で発表を

してみたい 

⑤ 課題研究の内容を英語で諸国の高校生の前で発表

してみたい 

⑥ 課題研究の内容を学会やコンテストに出したい 

⑦ 1 人 1 台端末（タブレット）は探究活動を展開す

るうえで役に立った 

⑧ Google Classroomでのガイダンスや案内は探究活

動を展開するうえで役に立った 

⑨ Google ドライブでの協働編集や資料共有は探究

活動を展開するうえで役に立った 

SS プレ課題研究 

 
① ② ③ ④ ⑤ 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 20 22 21 21 19 16 7 8 7 8 

3 46 49 43 47 48 52 22 23 22 23 

2 13 16 16 17 13 17 29 36 29 36 

1 4 3 3 5 3 5 25 23 25 23 

Ave 2.99 3.00 2.99 2.93 3.00 2.88 2.13 2.18 2.13 2.18 

 差 0.01 -0.05 -0.12 0.05 0.05 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

GS プレ課題研究 

 
① ② ③ ④ ⑤ 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 14 13 15 17 15 13 6 7 5 5 

3 36 38 36 32 36 33 17 9 14 11 

2 9 7 10 8 9 11 20 27 22 23 

1 3 3 1 4 2 4 19 18 21 22 

Ave 2.98 3.00 3.05 3.02 3.03 2.90 2.16 2.08 2.05 1.98 

  差 0.02 -0.03 -0.13 -0.08 -0.06 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高校 2年ロジックプログラムⅡ 
① プレ課題研究の取り組みは SSH 指定校以外の取 

組より効果があった 
② プレ課題研究を経験したことで課題研究の基礎が 
 身についた 
③ プレ課題研究を通じて課題研究の期待が高まった 
④ 課題研究のテーマを円滑に設定することができた 
⑤ 課題研究が個人研究ではなくグループ研究で取り 
 組むことができてよかった 
⑥ 課題研究に取り組むことで得られたものがある 
⑦ 構想発表会が 7 月に設定されていて良かった 
⑧ 成果発表会では英語で発表をしてみたい 
⑨ 課題研究の内容の発表を他の高校生の前で発表を 

してみたい 
⑩ 課題研究の内容を英語で諸国の高校生の前で発表
してみたい 
⑪ 研究内容を学会やコンテストに出してみたい 
⑫ GS 本またはロジックガイドブックは探究活動を 

展開するうえで役に立つ 
⑬ 1 人 1 台端末は探究を展開するうえで役にたつ 
⑭ Google classroom でのガイダンスや案内は探究 

活動を展開するうえで役に立つ 
⑮ Google ドライブでの協働編集や資料共有は探究 

活動を展開するうえで役に立つ 
高校 2 年 SS 課題研究 

 
① ② ③ ④ ⑤ 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 11 14 11 14 10 12 14 14 24 31 

3 36 54 46 66 38 57 36 58 38 71 

2 27 45 21 34 26 41 22 42 15 15 

1 8 9 4 8 8 12 10 8 5 5 

Ave 2.61 2.60 2.78 2.70 2.61 2.57 2.66 2.64 2.99 3.05 

差 -0.01 -0.08 -0.04 -0.02 0.06 
 

 
⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 16 23 10 15 12 12 14 14 13 11 

3 40 63 50 71 14 33 12 38 14 36 

2 21 27 17 29 29 32 35 34 29 34 

1 5 9 5 7 27 45 21 36 26 41 

Ave 2.82 2.82 2.79 2.77 2.13 2.10 2.23 2.25 2.17 2.14 

差 0.00 -0.02 -0.04 0.01 -0.03 
         

 
⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 13 15 12 10 38 48 26 33 33 40 

3 21 43 33 53 32 62 40 67 36 69 

2 29 28 29 38 12 10 13 16 13 11 

1 19 36 8 21 0 2 3 6 0 2 

Ave 2.34 2.30 2.60 2.43 3.32 3.28 3.09 3.04 3.24 3.20 

差 -0.04 -0.17 -0.04 -0.04 -0.04 

高校 2 年 GS 課題研究 

 
① ② ③ ④ ⑤ 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 7 9 9 13 7 11 8 11 17 18 

3 34 33 33 33 29 31 23 34 32 36 

2 21 24 24 22 29 22 34 23 18 18 

1 10 11 6 9 7 13 7 9 5 5 

Ave 2.53 2.52 2.63 2.65 2.50 2.52 2.44 2.61 2.85 2.87 

差 -0.01 0.02 0.02 0.17 0.02 
 

 
⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 11 14 14 15 5 5 7 8 6 7 

3 32 40 37 38 11 17 14 22 14 17 

2 24 17 14 18 31 28 28 23 27 24 

1 5 6 7 6 25 27 23 24 25 29 

Ave 2.68 2.81 2.81 2.81 1.94 2.00 2.07 2.18 2.01 2.03 

差 0.12 0.00 0.06 0.11 0.01 
 

 
⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 5 11 7 15 30 40 16 27 21 35 

3 15 18 30 32 27 23 35 32 33 24 

2 28 22 24 20 9 10 14 15 11 15 

1 24 26 11 10 6 4 7 3 7 3 

Ave 2.01 2.18 2.46 2.68 3.13 3.29 2.83 3.08 2.94 3.18 

差 0.17 0.22 0.16 0.24 0.24 

 
高校 3年 SS課題研究 
① プレ課題研究の取り組みは SSH 指定校以外の取 
組より効果があった 

② プレ課題研究を経験したことで課題研究の基礎が 
身についた 

③ プレ課題研究を通じて課題研究の期待が高まった 
④ 課題研究のテーマを円滑に設定することができた 
⑤ 課題研究が個人研究ではなくグループ研究で取り 
 組むことができてよかった 
⑥ 課題研究に取り組むことで得られたものがある 
⑦ 構想発表会が 2 年 7 月に設定されていて良かった 
⑧中間発表会が 2 年 11 月に設定されていて良かっ 
 た 
⑨KSH（熊本県スーパーハイスクール）全体発表会
が 
2 年 3 月に設定されていてよかった 

⑩校内発表会・成果発表会が 2 年 3 月に設定されて 
いて良かった 

⑪GS 本またはロジックガイドブックは探究活動を 
展開するうえで役に立つ 

⑫1 人 1 台端末は探究を展開するうえで役にたつ 
⑬Google Classroom でのガイダンスや案内は探究 
活動を展開するうえで役に立つ 

⑭Google ドライブでの協働編集や資料共有は探究 
活動を展開するうえで役に立つ 

 
① ② ③ ④ ⑤ 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 3 5 6 7 6 7 9 11 27 25 

3 42 28 46 38 37 31 45 26 40 31 

2 34 32 30 21 37 28 30 31 16 14 

1 8 12 5 11 7 11 3 9 4 7 

Ave 2.46 2.07 2.61 2.24 2.48 2.16 2.69 2.22 3.03 2.62 

差 -0.39 -0.37 -0.32 -0.47 -0.41 
 

 
⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 

事前 事後 事前 事後 事前 事前 事前 事後 事前 事後 

4 23 19 9 11 8 8 8 10 8 

3 44 36 48 35 56 56 53 40 56 

2 15 15 25 20 18 18 20 16 18 

1 5 7 5 11 5 5 6 11 5 

Ave 2.98 2.54 2.70 2.30 2.77 2.77 2.72 2.33 2.77 2.34 

差 -0.44 -0.40 -0.39 -0.39 -0.43 
                      

 
⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 7 11 33 45 24 30 24 35 

3 22 27 41 34 41 47 41 44 

2 28 31 7 9 15 12 14 9 

1 26 21 2 2 3 1 4 2 

Ave 2.12 2.31 3.27 3.36 3.04 3.18 3.02 3.24 

 0.19 0.09 0.14 0.22 

 
⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 4 6 27 30 16 19 16 28 

3 15 10 32 30 30 34 32 27 

2 23 24 3 1 13 7 13 5 

1 20 21 0 0 3 1 1 1 

Ave 2.05 2.02 3.39 3.48 2.95 3.16 3.02 3.34 

差 -0.03 0.09 0.24 0.33 



- 95 - 
熊本県立宇土中学校・宇土高等学校 第Ⅲ期第２年次                                 SSH 研究開発実施報告書【❸関係資料】 

 
⑪ ⑫ ⑬ ⑭ 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 13 8 35 37 23 25 33 33 

3 38 32 42 25 49 29 39 27 

2 31 25 8 9 13 17 13 11 

1 5 12 2 6 2 6 2 6 

Ave 2.68 2.18 3.26 2.84 3.07 2.61 3.18 2.77 

差 -0.49 -0.43 -0.46 -0.41 

 

その他項目 
理科・数学に関する本をよく読むようになった 

 3 年 SS 2 年 SS 1 年 SS 2 年 GS 1 年 GS 

 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 1 1 4 7 4 2 1 3 0 0 

3 9 9 22 25 18 33 5 10 6 9 

2 39 30 30 52 40 30 26 29 31 28 

1 38 37 26 38 21 25 40 35 25 24 

Ave 1.69 1.47 2.05 2.01 2.06 2.13 1.54 1.75 1.69 1.75 

差 -0.22 -0.04 0.07 0.21 0.06 

科学分野のウェブサイトをよく閲覧するようになった  

4 0 3 5 8 7 6 1 3 0 0 

3 11 8 29 38 19 37 11 18 7 11 

2 41 29 25 43 39 32 23 23 30 30 

1 35 37 23 33 18 15 37 33 25 20 

Ave 1.72 1.51 2.20 2.17 2.18 2.38 1.67 1.88 1.71 1.85 

差 -0.22 -0.02 0.20 0.22 0.14 

科学系の企画・イベントをよく意識するようになった  

4 0 2 7 10 7 5 2 5 0 0 

3 13 9 22 31 17 26 11 17 11 12 

2 42 28 23 49 38 40 21 21 26 25 

1 32 38 30 32 21 19 38 34 25 24 

Ave 1.78 1.48 2.07 2.16 2.12 2.19 1.68 1.91 1.77 1.80 

差 -0.30 0.08 0.07 0.23 0.03 

科学系の論文を検索したり，見たりするようになった 

4 0 1 6 8 7 7 2 5 0 0 

3 11 8 20 30 11 18 12 11 8 7 

2 37 29 22 42 33 37 20 27 31 28 

1 39 39 34 42 32 28 38 34 23 26 

Ave 1.68 1.44 1.98 2.03 1.92 2.04 1.69 1.83 1.76 1.69 

差 -0.24 0.06 0.13 0.14 -0.07 

科学系の学会や発表会を意識するようになった 

4 2 2 8 10 6 9 2 6 0 1 

3 7 9 16 24 19 23 10 7 11 12 

2 38 28 26 54 36 31 23 30 27 25 

1 40 38 32 34 22 27 37 34 24 23 

Ave 1.67 1.48 2.00 2.08 2.11 2.16 1.68 1.81 1.79 1.85 

差 -0.18 0.08 0.05 0.12 0.06 

世界の最先端技術や研究に関心を持つようになった 

4 2 3 16 11 13 19 5 6 2 5 

3 29 23 30 56 26 36 19 22 23 23 

2 35 26 22 38 31 30 30 27 28 20 

1 21 25 14 17 13 5 18 22 9 13 

Ave 2.14 1.82 2.59 2.50 2.47 2.77 2.15 2.16 2.29 2.33 

差 -0.32 -0.09 0.30 0.00 0.04 

将来，技術者・研究者になりたいと思うようになった  

4 1 2 8 11 7 4 1 3 1 1 

3 8 6 23 33 16 28 3 8 6 3 

2 33 27 30 41 35 33 33 26 28 25 

1 45 42 21 37 25 25 35 40 27 32 

Ave 1.60 1.40 2.22 2.15 2.06 2.12 1.58 1.66 1.69 1.56 

差 -0.20 -0.07 0.06 0.08 -0.14 

実験や実習には積極的に参加するようになった 

4 3 2 8 16 6 9 3 6 1 3 

3 12 15 31 49 28 29 13 14 14 15 

2 40 33 28 39 31 36 27 23 34 24 

1 32 27 15 18 18 16 29 34 13 19 

Ave 1.84 1.68 2.39 2.52 2.27 2.34 1.86 1.90 2.05 2.03 

差 -0.16 0.13 0.08 0.03 -0.02 

スマートフォンやタブレットなどの情報端末を扱うようになった 

4 24 17 26 29 30 36 21 22 24 21 

3 39 35 40 67 37 34 28 31 28 26 

2 17 14 11 18 13 17 15 12 8 7 

1 7 11 5 8 3 3 8 12 2 7 

Ave 2.92 2.44 3.06 2.96 3.13 3.14 2.86 2.82 3.19 3.00 

差 -0.48 -0.10 0.01 -0.04 -0.19 

 
 

 

 

 

タブレット端末等を使って文書作成や計算処理をすることができるようになった 

4 10 13 16 13 12 19 11 11 12 9 

3 38 30 30 59 40 38 26 31 24 22 

2 28 23 26 35 25 28 25 21 22 24 

1 11 11 10 15 6 5 10 14 4 6 

Ave 2.54 2.29 2.63 2.57 2.70 2.79 2.53 2.51 2.71 2.56 

差 -0.25 -0.06 0.09 -0.02 -0.15 

人前で話をするのが得意になった 

4 9 9 10 11 7 7 10 11 6 6 

3 38 27 29 52 26 33 24 34 26 25 

2 35 31 34 45 38 41 25 18 23 22 

1 5 10 9 14 12 9 13 14 7 8 

Ave 2.59 2.17 2.49 2.49 2.34 2.42 2.43 2.55 2.50 2.48 

差 -0.41 0.00 0.08 0.11 -0.02 

外国の人と積極的に話をしたいと思うようになった 

4 8 9 11 16 11 11 10 13 11 8 

3 26 19 29 37 26 28 20 24 20 26 

2 40 31 30 41 36 34 26 19 20 15 

1 13 18 12 28 10 17 16 21 11 12 

Ave 2.33 1.99 2.48 2.34 2.46 2.37 2.33 2.38 2.50 2.49 

差 -0.34 -0.14 -0.09 0.04 -0.01 

機会があれば外国へ留学したいと考えるようになった 

4 13 10 13 12 12 16 9 10 13 15 

3 20 17 24 44 21 20 16 22 14 17 

2 31 25 23 32 27 29 26 18 19 15 

1 23 25 22 34 23 25 21 27 16 14 

Ave 2.26 1.91 2.34 2.28 2.27 2.30 2.18 2.19 2.39 2.54 

差 -0.36 -0.06 0.03 0.01 0.15 

県外の大学へ進学したいと思うようになった 

4 9 6 18 17 17 20 16 15 19 16 

3 22 22 28 48 22 29 22 22 16 19 

2 33 19 26 36 26 24 19 16 19 14 

1 23 30 10 21 18 17 15 24 8 12 

Ave 2.20 1.82 2.66 2.50 2.46 2.58 2.54 2.36 2.74 2.64 

差 -0.38 -0.16 0.12 -0.18 -0.10 

理数系の大学・学部に進学したいと思うようになった 

4 1 1 25 21 17 23 1 4 1 1 

3 7 10 34 59 39 38 4 6 6 5 

2 29 20 16 29 19 24 29 20 29 24 

1 50 46 7 13 8 5 38 47 26 31 

Ave 1.53 1.38 2.94 2.72 2.78 2.88 1.56 1.57 1.71 1.61 

差 -0.15 -0.22 0.09 0.02 -0.10 
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量的調査（平成 25 年度 SSH 指定校以降） 
SSH 主対象生徒数,国際発表者数及び学会発表者数,国際発表及び学会の名称と発表者数を 1 期生から整理する。1 期生が 3 年間で

経験した機会を累計して表記する。学校全体(SSH主対象以外の生徒も含む)海外研修参加者数は年度で累計したものを表記する。

 
データ 1 SSH指定以降 SSコース人数及び発表者数 

 
１
期
生 

２
期
生 

３
期
生 

４
期
生 

５
期
生 

６
期
生 

７
期
生 

８
期
生 

９
期
生 

現
３
年
生 

現
２
年
生 

現
１
年
生 

英語口頭発表 全
員 

全
員 

全
員 

全
員 

全
員 

全
員 

全 
員 

全 
員 

全 
員 

全
員 

＊ ＊ 

国 際 発 表 6 14 16 13 19 37 15 11 15 9 12 ＊ 

学会等発表 6 20 39 26 29 31 42 40 10 121 64 36 

中 進 S S 
（中進自然探究） 

41 36 39 42 46 37 39 44 38 26 57 ＊ 

高 進 S S 
（高進自然探究） 

11 9 12 23 22 27 22 15 9 27 85 ＊ 

 

データ 3 海外研修内容及び経験者数 
 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 
G L P 中 学 
(英国・米国研修) 

24 30 26 38 35 23 28 
中
止 

代
替 

4 5 - 

G L P 高 校 
( 米 国 研 修 ) 

10 23 9 7 8 6 11 
中
止 

代
替 

6 - - 

I C A S T (仏国・尼
国・台湾・比国 ) 

‐ 2 2 ‐ 2 2 
熊
本 

web web web web 2 

アジアサイエンス 
キャンプ(泰国・印度) 

‐ ‐ 1 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ - - - 

韓 国 盆 唐 中 央 
高 校研 究発 表 会 

‐ ‐ 6 10 
中
止 

中
止 

中
止 

中
止 

中
止 

中
止 

中
止 

中
止 

台湾國立中科實驗高級中學 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 10 10 
中
止 

中
止 

Web 9 10 

トビタテ留学 JAPAN ‐ ‐ 2 3 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ - - 2 
青少年科学技術会議(タイ) ‐ ‐ ‐ 2 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ - - - 
オ ース トラ リ ア 
科 学 奨 学 生 

‐ ‐ ‐ ‐ 1 ‐ ‐ ‐ ‐ - - - 

ライオンズクラブ 
国際協会 YCE 派遣生 

‐ ‐ ‐ 1 1 1 ‐ ‐ ‐ - - - 

I n t e l  I S E F ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 3 ‐ ‐ ‐ - - - 
C A S T I C 中 国 ‐ 2 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ - - - 
サイエンス GLP 米国 2 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ - - - 
TOMODACHI Hond a
Global Leadership Program 

‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1 ‐ ‐ ‐ - - 1 

静 宜 大 学 特 別 
プログラム(台湾) 

‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 4 
中
止 

中
止 

中
止 

16 14 

政 府 派 遣 事 業 
( 中 国 ) 

‐ ‐ 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ - - - 

合            計 36 57 47 62 47 46 53 0 0 10 30 29 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データ 2 SSH指定以降 SSコース国際発表及び学会発表者数 

国際発表・学会 
発表内容(略称) 

１
期
生 

２
期
生 

３
期
生 

４
期
生 

５
期
生 

６
期
生 

７
期
生 

８
期
生 

９
期
生 

現
３
年
生 

現
２
年
生 

現
１
年
生 

C A S T I C 2 - - - - - - - - - - - 
I C A S T 4 - - 2 2 18 14 11 7 - 2 - 
I n t e l  I S E F - - - - 3 - - - - - - - 
タイ青少年科学技術会議 - - - 2 - - - - - - - - 
韓国盆唐中央高校 - 6 6 - - - - - - - - - 
台湾國立中科實驗高級中學 - - - - 6 6 - - 8 9 10 - 
SLEEP SCIENCE CHALLENGE - 6 6 6 3 9 - - - - - - 
The Annual Meeting of JSDB - 2 4 3 4 4 - - - - - - 
The Irago Conference - - - - 1 - 1 - - - - - 

国際研究発表計 6 14 16 13 19 37 15 11 15 9 12 0 

日 本 動 物 学 会 - - 11 - 2 - - - - - - - 
日本植物生理学会 6 4 - - - - - - - - - - 
日 本 植 物 学 会 - - 4 - - - - - - - - - 
プレ柴三郎研究発表会 - - 3 - 4 - - - -  - - 
化学工学会西日本 - 6 5 - 4 10 - - - - - - 
日 本 物 理 学 会 - 5 - 5 - - - - 6 14 4 4 
情 報 処 理 学 会 - - - - - 5 2 5 - - - - 
バ イ オ 甲 子 園 - - - 2 3 3 - - - - - - 
九州両生爬虫類研究会 - 5 5 2 - - - - - - - - 
日本両棲爬虫類学会 - - - 1 - - - - - - - - 
熊本記念植物採集会 - - - - 3 - - - - - - - 
国際統合睡眠医科学研究機構 - - - - - - 7 - - - - - 
日 本 農 芸 学 会 - - - - - - 6 - - - - - 
日 本霊 長類 学 会 - - - - 5 - 7 - - 4 - - 
日 本古 生物 学 会 - - 2 - - - - - - - - - 
日本気象学会九州 - - - - - 2 6 10 - 11 8 4 
日 本 気 象 学 会 - - - 2 - 2 11 8 - 12 8 4 
日 本 地 質 学 会 - - - - - - 3 6 - 12 8 4 
日 本 生 理 学 会 - - - - - - - - - 13 - - 
日 本 水 産 学 会 - - - - - - - - - 4 4 - 
日本蜃気楼協議会 - - - - - - - - - - 8 4 
日 本 陸 水 学 会 - - - - - - - - - - 4 4 
日本農業気象学会 - - - - - - - - - - 4 4 
日本地球惑星科学連合 - - - - - - - - - 8 4 - 
全国ユース環境活動発表大会 - - - - - - - 6 - 4 - - 
自然・健康・文化・サイエンス熊本発表会 - - - - - - - 5 4 - - - 
イノベーションフォーラム - - 6 - - - - - - - - - 
くまだい研究フェア - - - - - 9 - - - - - - 
マリンチャレンジ - - - 7 - - - - - - 4 4 
テックプラングランプリ - - - 5 - - - - - - - - 
WRO Japan 九州大会 - - 3 2 3 - - - - - - - 
全国統計研究発表会 - - - - 5 - - - - - - - 
海の宝アカデミックコンテスト - - - - - - - - - 4 4 - 
三 学会 合同 大 会 - - - - - - - - 1 - - - 
グローバルサイエンティストアワード - - - - - - - - - 4 4 4 
Student Agency Pechakuchanight - - - - - - - - - 6 - - 
世界に羽ばたく高校生の成果発表会 - - - - - - - - - 12 - - 
マ イ ナ ビ キ ャ リ ア 甲 子 園 - - - - - - - - - 4 - - 
マイプロジェクトアワード - - - - - - - - - 9 - - 

学会研究発表計 6 20 39 26 29 31 42 40 11 121 64 36 

サイエンスキャッスル - - 8 22 - 9 - - - - - - 
サイエンスインターハイ - - - 17 8 - - - - 4 4 4 
J S E C - - - - - - - - - - 4 4 
日 本学生 科学 賞 - - - - - - - - - - 4 4 
坊 ちゃん 科学 賞 - - - - - - - - - - 8 4 

各種コンテスト発表計 0 0 8 39 8 9 0 0 0 4 20 16 
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報道資料 

❶ワークスアプリケーションズと交流【熊本日日新聞 R6.4.26】 ❷ウトウトタイム導入 10年【熊本日日新聞 R6.6.20】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❹のりのパウンドケーキ完成【熊本日日新聞 R6.7.20】 

❺新生面より【熊本日日新聞 R6.9.6】 

❸オンライン英会話記事【熊本日日新聞 R6.7.12】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❻「不知火」撮った【朝日新聞 R6.9.4】 

❽江戸時代の自然災害を調査【日本教育新聞 R6.11.4】 

❼漁師が支えた不知火撮影【朝日新聞 R6.10.2】 
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